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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「聞いて下さい。エリシア＝ハミングバードが歌う、世界の真実を」

　ヨーロッパのとある街角。駅前のメインストリート。

　立ち並ぶカフェの前で、ひとりの女性が手を挙げ、通行人へと優ゆう雅がに一礼した。

　背の高い赤毛の女性。長い髪かみをバレッタで左右に分け、背中まで垂らしている。両手首を飾かざるのは、左右それぞれ二連の翡ひ翠すいのリング。彼女は袖そで口ぐちにいくつもの房ふさがついた、民族衣装のような服を着ている。

　準備運動をするように女性──エリシアは身体からだを揺ゆらす。

　そのたびに翡翠のリングが、しゃらん、と涼すずしげな音を奏かなでる。

「〝端ガジエ末ツト〟のことをご存じですか？　〝普エ通キのス人ト間ラ〟の皆みな様さま」

　しゃらん　しゃらん

「赤い空のことはお忘れでしょうか。けれど、時をおかずして〝雑音ノイズ〟の導く終末を全すべての人が目にするでしょう。白金色の少女がもたらす、赤い終末の渦うずを」

　よく晴れた真冬の空の下。

　エリシアは通行人に向かって語り続ける。

「私は『吟ぎん遊ゆう衝しよう動どう』を持つ詩人。世界を放ほう浪ろうし、人々に世界の出来事を告げてきた旅人。現代では〝普通の人間〟の通信メディアの発達により、不要となったもの。それでも、私は歌います。だって、歌いたいから」

「エリシア、前置き長い。お客さん、困ってる」

　赤毛の〝端末〟の傍かたわらで、幼い少女があきれたような溜ため息いきを漏もらす。

　身長はエリシアの半分もない、年ねん齢れいは五歳くらい。ウルフカットの褐かつ色しよくの髪を耳の上あたりで一ひと房ふさずつ、純白のリボンで結んでいる。それが真上につん、と伸のびて、まるで獣けものの耳のように見える。着ているのは丈たけの短いワンピース。寒さを感じないかのように、小さな少女は石いし畳だたみの路上をごろごろ転がっている。

「お腹なかへった。早く歌ってご飯たべたい。エリシア」

「私の歌を聞いてください。神からも〝精デイヴ霊アイン〟からも見捨てられた〝端末〟を、せめて〝普通の人間〟は必要としてください──私の歌を、聞いて」

　嚙かみ合わない二人の声に、通行人たちが足を止めていく。

「世界の終わりに必要なのは──愛と歌声。聞いてください。聞いたら、もう仕事のことも学校のことも忘れてください。世界の終わりまで、大事な人と一いつ緒しよにいて──くださいね」

　オフィスバッグを抱かかえた男性。ホットドッグをほおばる学生。ベビーカーを押す女性。集まった人々に向かって、エリシアの声が輪のように広がっていく。

　赤毛の吟ぎん遊ゆう詩人、エリシアは目を細めて歌い出す。




　君の知らない赤い空

　無限の車輪の、つがいをたたき折る

　舞ぶ台たいの幕は灼やけ

　役者をこそぎ取る

　闇やみの魔ま術じゆつ師しの姫ひめ

　未来など、影かげもなく

　管理者も消えた

　帰るべき場所があるなら、戻もどれ

　職も学校も名めい誉よも名さえ捨てて

　愛し合え、歌い合え

　この豪ごう華かな終末を──




　しゃ、らん

　エリシアが歌を止めた。

　歩行者天国のはずの、駅前のメインストリート。そこに大型トラックが、通行人の罵ば声せいを浴びながら突つっ込んでくる。カフェのテーブルとパラソルが倒たおれ、カップが砕くだけて落ちる。集まっていた観客たちが、転がりながら逃にげて行く。

「もう来たの!?　芸術を解さない奴やつはこれだから嫌いや──〝雑音〟！」

　毒づいたエリシアの前で、トラックが横よこ滑すべりして停車した。

　側面のドアが開き、黒服の男性が二人、拳けん銃じゆうを手に降りてくる。

　運転席からも、メイド服を着た女性が現れ、石畳へと降り立つ。

「『果実』をいただきに来ました〈放浪者〉エリシア＝ハミングバード、そして〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィン＝ゴルドヴァイタ。私たちに語り合う必要はありますか？」

　メイド服の女性が、エリシアに向かって宣言する。

「いーや」

〈放浪者〉と呼ばれた女性、エリシア＝ハミングバードは肩かたをすくめた。

　いつの間にか自分の腰こしにしがみついていた、小さな少女──〈超越者〉の頭を撫なでる。

「芸術を解さない奴と語り合う言葉なんかありません。こっちはまだ歌が途と中ちゆうなのに」

「この期ごに及んでまだ『無む限げん舞ぶ台たい』を続ける気ですか？」

「それはあなたの質問？　それとも魔術師があなたの口を借りてるだけ？」

「愚ぐ問もんです。〝雑音ノイズ〟は『共感エン能力者パス』の群れ。私の意志は、博士はかせの意志」

〝雑音〟たちはショルダーホルスターから黒い拳銃を抜ぬき、二人の〝端ガジエ末ツト〟に向けた。

　通行人が遠巻きにしているなか、ゆっくりと彼女たちに近づいていく。

「……こっちはまだ歌い足りないんだけど？」

「『無限舞台』はまもなく終しゆう了りよういたします。歌になど意味はありません」

「私は歌い足りないって言ってるのよ？」

「言葉を交かわす必要はないのでしょう？　〈放浪者〉エリシア」

「──そうね。だけど一言だけ言わせてもらうわ」

　不意に、エリシアはカフェに置いてあった椅い子すを摑つかみ──。

　赤い目をいっぱいに見開き、真っ白な歯をむき出し、

　喉のどをいっぱいに反そらして──叫さけんだ。

「聞いてる客がいるのに歌を止めんじゃねえって言ってんだよてめぇこの野や郎ろうっ！」

　ぶんっ

〈放浪者〉エリシアは椅子を目の前の〝雑音〟たちに向かって投げつけた。

　木製の椅子は黒服の〝雑音〟の脇わきを掠かすめ、トラックの荷台に当たって砕け散る。

「せっかくこっちが高貴な歌うた姫ひめ演じてるのに邪じや魔ますんじゃねぇ！　てめえらが世界をどうしようと知ったことかっ！　邪魔もしねぇし協力もしねぇよ！　だけど世界の終わりに必要なのは武器じゃなくて愛と歌だ！　こっちは伊達だてや酔すい狂きようで十八年も世界を歌い巡めぐってきたわけじゃねぇ！　〝雑音〟風ふ情ぜいが〈放ほう浪ろう者しや〉の邪魔すんなっ!!」

〈放浪者〉エリシアは地面を踏ふみしめ、灼けるような息を吐はきながら叫んだ。

　遠くからサイレンの音が近づいてくる。だれかが通報したのだろう。

〝雑音〟たちは表情を変えない。エリシアに向けた銃じゆう口こうは微び動どうだにしない。エリシアも銃口をにらみ返す視線を緩ゆるめない。

　やがて不毛なにらみ合いに飽あきたのか、エリシアは構わず腹式呼吸。

　声高らかに、また、歌い始める。

　暗い目をした〝雑音〟の女性は、呆あきれたように肩をすくめた。

「最後まで『衝しよう動どう』のままに生きますか。哀あわれですね、〈放浪者〉」

　そして三人の〝雑音〟たちが銃の引き金に指をかける──。

「──よけないと、だめ」

　小さな〈超越者〉ノウィンが、エリシアの脚あしに飛びついた。がぶ、と力いっぱい嚙かみ付き、むりやりエリシアを引き倒す。銃声が響ひびき、銃じゆう弾だんがエリシアの赤い髪かみを掠めて通り過ぎる。

「エリシア、すぐ熱くなる。そういうところ、好き。でも、あぶない」

　たどたどしい口調で、必死に言葉を引っ張り出す〈超越者〉ノウィン。

「ノウィンは、まだ『根源ルータナ回帰テイブ』使えない。守ってあげられない」

「悪い。助かった。さんきゅ、ノウィン」

　エリシアはノウィンの小さな身体からだを抱だきしめた。

「本当は私があんたを守ってやらなきゃいけねーのにね。約束したのにさ。私が、あんたをイレギュラーに会わせてやるって──」

『「運命規定」。崩ほう壊かいせよ』

　不意に、ここにはいないはずのディンタニアの声が周囲に響き渡わたった。

　銃弾が食いこんだ建物の壁かべに亀き裂れつが走る。

　カフェが入っている一階部分から屋上までを貫つらぬく、雷かみなりのようなひび割れ。次の瞬しゆん間かん、石造りの壁が崩壊をはじめる。砕けた破は片へんが落ちてくる。

「──〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の能力──『運命規定』!?　どうして!?」

　呆ぼう然ぜんと〈放浪者〉エリシアが叫んだ。

　まるで見えない糸に引かれるように、建物の破片は音もさせずに積み上がり、二人の左右に壁を作っていく。

　十数秒で、それは完成していた。

　二人の〝端末〟の背後には崩くずれたカフェ。

　左右には『運命規定』が作り上げた、二人を閉じ込める、垂直に近い石の壁。

「閉じ込められたか──しょーがない、ノウィン、一人で逃げな」

　エリシアはノウィンを抱だき上げ、石壁のでっぱりにしがみつかせた。

「あんたは狼おおかみに育てられた野生児だろ？　このくらいの壁は登れるはずだ。いけるね？」

　エリシアの言葉に〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンは頷うなずいた。

　鋭するどいノウィンの爪つめが、ほぼ垂直の石壁にしっかりと食い込んでいる。小さな少女、ノウィンはまるで山の斜しや面めんを走る獣けもののように、崩れた石壁を駆かけ上がっていく。

「行けノウィン！　後ろを見ないで走れ！」

　ノウィンは登れる──そう確信したのか、エリシアはノウィンを守るように両手を広げ、〝雑音〟に向かって走り出す。

　だぅん、と、銃声がした。

　掌てのひらに収まるほど小さな銃が、〝雑音〟の女性の手の中で火を噴ふいた。

「がはっ！」

　エリシアは右みぎ肩かたを撃うち抜かれ、路上へと転がる。

「次は『運命規定』の銃を使います。姫ひめさまの元へ転移させて差し上げましょう」

　哀れむようにエリシアを見下ろしながら、〝雑音〟の女性が呟つぶやいた。

　彼女の拳けん銃じゆうが『運命規定』を仕組まれた弾だん丸がんを吐き出す──直前。




「〈生命体〉とイレギュラーの命令。〈放浪者〉〈超越者〉を守る」




　不意に──エリシアと〝雑音〟の間に、黒くろ髪かみの少女が降り立った。

　羽根のように広がる、漆しつ黒こくの髪。

　起き伏ふくの少ない、しなやかな身体。

　そして、全く感情を感じさせない黒曜石のような瞳ひとみ。

「『補正プログラム』は〝雑音ノイズ〟の計画を打ち砕くだく」

「──〈生命体〉の『補正プログラム』──周す防おう黒くろ乃の!?」

　メイド服の〝雑音〟が反射的に黒乃に銃を向ける。だが──。

「〝雑音〟は、弱い」

　淡たん々たんとした黒乃の声と共に、〝雑音〟の女性の手首から異音が響いた。

　黒乃が握にぎっている飾かざりのない鉄の剣けん。それが〝雑音〟の女性の手から拳銃をはじき飛ばした。

　真上に飛んだ拳銃から銃声が響く。暴発した弾丸が石壁に食い込み──。

『「運命規定」。対象物を転移。ディンタニアの元へ来るの──』

　壁の上半分がえぐり取られたように消しよう滅めつした。

　黒乃はそれを一いち瞥べつし──〝雑音〟の女性に剣を突つきつけた。

「殺すなというのが〈生命体〉とイレギュラーの意志。故ゆえに、殺さない。次は両りよう腕うでをそぎ落とす？」
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「──ぐっ」

〝雑音〟の女性が転がりながら黒乃と〈放ほう浪ろう者しや〉から離はなれる。

　黒乃は地面に落ちた拳銃を拾い上げ、ズボンのポケットに入れた。

　目の前の〝雑音〟から、黒乃は視線を逸そらさない。メイド服の姿に見覚えがあった。まだ〝雑音〟と協力関係にあった時に出会った、ディンタニアの侍女。名前は──。

「確か、ココリ」

　呟いた黒乃の声を、銃声がかき消した。

　背後にいた黒服の男が撃った弾たまが、メイド服のココリの足あし下もと──石いし畳だたみを穿うがった。

『「運命規定」ベクトルを変へん換かん。地のものを天へ。天のものを地へ』

　ディンタニアの声が響ひびき、〝雑音〟のココリと黒服が、天に向かって飛び上がる。

　重力の反転──『運命規定』は物体のベクトルを操作する能力。

「〝雑音〟は排はい除じよする。『補正プログラム』は状じよう況きようを確かく認にん中──対応を検討」

　宙を舞まう二人の〝雑音〟が地上へ銃口を向けるのが見えた。

　彼らは『運命規定』の拳銃と、通常の弾丸を撃ち出す拳銃を持っている。

　今、彼らが持っている拳銃がどっちなのか、黒乃にはわからない。

　自分を撃ち殺そうとしているのか、背後で倒たおれている〈放浪者〉を『運命規定』で連れ去ろうとしているのか、それとも壁を崩して生き埋うめにするつもりか。

『補正プログラム』は忠実に命令を果たすもの。

　自らの意志で選せん択たくするのは得意ではない──。




「黒乃！　〝雑音〟が持ってるのは『運命規定』の拳銃だ！　〈放浪者〉をこっちへ！」




「──イレギュラー!?」

〝雑音〟のココリが叫さけぶ。

　黒乃は地上に視線を移す。

　小さな〈超越者〉の手を引きながら、イレギュラー、天あま巡めぐり翔かけるが駆けてくる。

「〝雑音〟が使ってる弾丸は『運命規定』の『遅ち延えんトラップ』の応用版だ。なんとなくだけどわかる。弾丸を撃ち込んだ相手を瞬しゆん間かん移動させる弾丸が入ってる！」

「了りよう解かい」

　黒乃は迷わず、〈放浪者〉エリシアの腕うでを摑つかんだ。

「イレギュラー。〈放浪者〉の保護をお願いします」

　そのまま、自分より頭ひとつ分大きいエリシアの身体からだを、翔に向かって投げ飛ばす。

　それを翔が受け止めるかどうかは──見ない。

　頭上に視線を向け、二人の〝雑音〟に向かって、跳とぶ。

「──〝雑音ノイズ〟を排除する。〈生命体〉の命令！」

　細い身体を──野や獣じゆうのようにしならせ、切り立った壁かべの中腹に着地する。オーバーワークに両りよう脚あしが悲鳴をあげる。ぶちり、と靱じん帯たいが切れる音。構わず黒乃は壁を足場にもう一度跳ちよう躍やく。〝雑音〟の男の正面へと──たどり着く。

「排除」

　黒乃の回し蹴げりが、男の胸を打った。

　男は血を吐はき出し、そのまま地上へと落ちていく。反動で黒乃は壁の頂上へと降り立つ。

「──姫ひめ様さま──申し訳ありません」

　まだ宙に浮うかんでいる〝雑音〟のココリが、無事な方の手で銃を撃うった。

　銃声は二度。

　一発目は地上に落ちた、二人の〝雑音〟の男に向かって。

　二発目は自分の左ひだり肩かたに向けて──ココリは銃の引き金を引いた。

『「運命規定」。対象物を転移。ディンタニアの元へ来るの──』

　ぶん

　ディンタニアの声が響き渡わたり──黒乃の剣が空を切った。

　壁を蹴り、もう一度飛び上がるまでのわずかなタイムラグ。

　その間に、〝雑音〟のココリも、地上の男たちも消え去っていた。

「──使命、失敗」

「十分だよ、黒くろ乃の」

　黒乃の耳に、イレギュラー、天巡翔の声が届いた。

　再び壁に着地した黒乃は、大急ぎで地面へと滑すべり降りていく。

「申し訳ありませんイレギュラー。使命は失敗。〝雑音〟を殲せん滅めつできませんでした。また、イレギュラー天巡翔の助言がなければ殺されていました。『補正プログラム』、未熟」

　石壁の破は片へんが散らばる道路で、黒乃は迷わず翔の足下にひざまずいた。

「そういうのやめろって言ってるだろ！　黒乃」

　まるで、痛々しいものを見るように──。

　翔は黒乃を見下ろしながら叫んだ。

「戻もどって来い黒乃！　あれは事故だったんだ。真ま白しろだってそう思ってる。だから──」

「『補正プログラム』に人格は不要。『補正プログラム』は、〈生命体〉を守り、『繁はん殖しよく』させるためのもの。私は〈生命体〉を守るための剣けん。どこに問題が？」

　透とう明めいな表情で、黒乃は翔の顔を見上げた。

「──道具になんかなるな──僕は──黒乃の人格を守るって──約束──したのに」

　翔の言葉は、黒乃にはたぶん届いていない。

　黒乃はむき出しの膝ひざを払はらって立ち上がる。目の前にいる自分の上位者。イレギュラーは理り不ふ尽じんなことを言っている──そんな不満を滲にじませながら。

「先に帰き還かんします。イレギュラーも早いお帰りを。〈人形使い〉の『複製品レプリカ』が現地警察を押さえているとはいえ、長くは保もちませんので」

　がくん、と黒乃の膝が崩くずれそうになる。

　左右のふくらはぎと、左ひだり腕うでから血が流れていた。

〝雑音〟の攻こう撃げきは黒乃に触ふれていない。

　黒乃の身体を破は壊かいしているのは黒乃自身だった。

　人格が消えた今の黒乃は、身体を制せい御ぎよするリミッターが外れている。

　人間は、生まれつき持っている能力の数割しか使っていない。百パーセントの力を使えば、超ちよう人じん的な動きができる代わりに、筋肉や骨が破壊される。靱帯が切れ、骨は裂さけ、身体は簡単に悲鳴をあげる。

　黒乃は自分のダメージに気づいていないかのように、不安定な足取りで走り去った。

　黒くろ髪かみが揺ゆれる背中を、翔は唇くちびるをかみしめながら見送っていた。

「……あなたが、イレギュラー？」

　黒乃が去ったあと、ととと、と歩み寄ってきた小さな少女、〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンが、翔のシャツを引っ張った。

　二房ふさ、白いリボンで結ばれた髪かみが耳のように、ぴん、と伸のびる。

「君が〈超越者〉──ノウィン＝ゴルドヴァイタ？」

「うん。そう」

　思わず翔の身体からだが硬こう直ちよくする。翔のズボンに手を掛かけたノウィンは、問答無用で翔の身体をよじのぼりはじめる。小こ猿ざるのようにするすると、あっというまに肩かたの上。遠えん慮りよなしの肩車。

　そんな光景を、肩を押さえてうずくまる〈放ほう浪ろう者しや〉エリシアが、苦笑いで見ていた。

「イレギュラー、天あま巡めぐり翔かける。ノウィンは、全すべての生き物の代表としてお願いにきた」

　舌足らずな声で、ノウィンは翔の耳に囁ささやきかける。

「教えて？　愛するってどういうこと？」

　ノウィンは、不思議そうに首を傾かしげ、翔の髪に小さな頰ほおを押しつける。

「──え？」

「教えてイレギュラー。神に唯ゆい一いつ愛されたノウィンの先代、天巡ほのかのお兄さん。これは全ての生き物の総意。教えて、神様に愛される方法を。みんな世界の終末を怖こわがってる。狼おおかみも猫ねこも、鳥も魚も。四本足の生き物も、空を飛ぶものも、這はうものも、泳ぐものも」

「──〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に──愛される方法？」

「うん」

〈超越者〉ノウィンは身体を揺らしながら語りつづける。

「全ての生き物がそう言ってる。それが世界の終末を招き寄せた、イレギュラーの責任だって。被ひ造ぞう物ぶつを愛さない神様に、愛してもらう方法を見つけて──って」

　こつん

　ノウィンの小さな顎あごが、翔の頭に当たる。

　語るだけ語って、五歳児の〈超越者〉は眠ねむりについていた。
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「〝傷ペイン〟！　喰くっていいっ!!」

　僕が意識を取り戻もどして──最初に見たのは真ま白しろの顔だった。

　信じられないものを見るように、目を限界まで見開いて。

　視線の先にあるのは僕じゃない。自分の胸を貫つらぬいている灼しやく熱ねつの刃やいばでもない。

　真白が見ているのは、泣きじゃくりながら自分を貫いてしまった双ふた子ごの妹──黒くろ乃のの顔。

　時間が止まったような気がした。

　なにが起こったのか──わからなかった。

　それは一週間前、〈人形使い〉カイエの島で起こった出来事──。

　僕たちは勝った。

　ディンタニアは逃にげた。魔ま術じゆつ師しアグシーダは撃げき退たいした。〈人形使い〉カイエは味方になった。

　そして僕は〝傷〟を掌しよう握あくした。

　はじめて僕たちは〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟と〝雑音ノイズ〟を出し抜ぬいた。

　なのに──なのに！

　どうしてこんなことが起こる!?　どうして!?

　どうして黒乃が真白を刺ささなきゃいけないんだよっ!?

「あ──────ああああああああああああああああああああああああっ！」

　黒乃が喉のどを反らして叫さけび出す。長い黒くろ髪かみが別の生き物のように揺ゆれる。でも、黒乃の指はハートブレイカーの柄つかを放さない。

　まるで生まれた時からそれを摑つかんでいたかのように。

　黒乃の指は、真白の胸を貫いた灼熱の魔ま剣けんハートブレイカーから離はなれない!?

「……黒乃…………………………ごめんね。あたし……お姉さんなのに」

　真白の手が──黒乃の頰ほおを──撫なでた。

　刺された──真白の胸の傷口は──灼やけて──血も流れない──ハートブレイカーは──〈生命体〉を殺すための魔剣──真白が──死ぬ!?

　ハートブレイカーは〈生命体〉に嫉しつ妬とした女性が、〈生命体〉を殺すための魔剣。

　真白の能力で作られたものだけど──真白には──自分の意思で消すことはできない──!?

「出ろ〝傷〟！　今すぐだ！　消せ！　ハートブレイカーを消せ────っ!!」

『キュイイイイイイイイイイッ！』

　右みぎ腕うでから赤い鱗りん粉ぷんが噴ふき出す。真白にも──黒乃にも触ふれるな。自分が叫んでる。まるで夢の中にいるみたいだ。なにひとつ自信がない。自分がちゃんと動いてるのかどうかも！

「ハートブレイカーから手を放せ黒乃！　早くっ!!」

　僕は黒乃の手にしがみつく。固まってしまった黒乃の指。それに爪つめを立てて、むりやりハートブレイカーから引きはがしていく。黒乃が、灼けるような息を吐はいてる。こわれてしまったような、小刻みな呼吸。

　僕の腕から噴き出した赤い鱗粉がひとのかたちに変わる。

　真白と黒乃の間に、青白い少女〝傷〟が出現する。

　細い腕を振ふり上げ──まっすぐ、雷らい光こうをまとった灼熱の刃に向けて──振ふり下ろす。

　僕たちをずっと守ってきた、〈生命体〉の魔剣ハートブレイカー。

　ほとばしる雷光は〝傷〟の皮ひ膚ふに弾はじかれ、消えて──。

　ただの棒きれのように、簡単に──。

　ぱきん、と、刃の途と中ちゆうでふたつに──折れた。

『──美オ味イシク──ナイ』

　折れた刃が蒸気を噴き出して消えていく。

　真白の胸に食い込んだ方も、抜け落ちて──消える。

　黒乃が、やっと、放してくれた柄の部分も──。

「……作られたものに…………………………心があったって……邪じや魔まなだけなのに」

「黒乃？」

　微かすかな声。ほんの、聞こえるか聞こえないかの声で、黒乃は語り出す。

　僕は黒乃の手を放した。黒乃のことも心配だけど、今は！

　仰あお向むけに倒たおれてる真白。息は、してる。微かに胸が上下してる。真白は──生きてる！

　僕は真白に駆かけ寄った。

「心があるから『自動オート人形マタ』モニカはあんなに悩なやんで──苦しんだんだもん」

　黒乃の、泣きそうな声が、聞こえる。

「作られたものが自分で考えたら、必ず間ま違ちがっちゃう。使命を果たす道具が──考える必要なんかないから。私は偽にせ物ものなの。作りものなの。そうじゃなきゃいけなかったのに！」

　黒乃のハートブレイカーは完全に消えた。〝傷〟は僕の命令を忠実に守った。

　僕は〝傷〟を右腕に戻す。二の腕にアザがまた浮うかび上がる。

『木の実』はあと、ふたつ。

　目の前には、一いつ瞬しゆんで灰になった真白のブラウス。むき出しになった真白の胸。ハートブレイカーはその中心を貫いていた。真白の傷は焼け焦こげて──でも、微かに光を放ち──再生をはじめている。ハートブレイカーが消えたから。

　僕の視界にも赤いものが映る。これは〝傷〟の視点だ。真白の『果実』が高速回転を始めてる。壊こわれた細さい胞ぼうが治っていく。傷口から──やっと、血が溢あふれ出す。僕は真白を抱だき上げる。今の真ま白しろに触れたら『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が暴走する？　そんなの知るか!!

　そんなの──僕と真白がちゃんと『繁殖』すれば済む話だろ!?

「ごめんね……」

　真白は震ふるえる唇くちびるでなにか囁ささやいてる。

「ごめんね……黒くろ乃の。あたし、もっと早く気づいてあげればよかった……黒乃の、本当の気持ち。自分を騙だましてハートブレイカーを起動してるなんて噓うそ…………………………黒乃……本当は……天あま巡めぐりくんのこと…………………………」

　がくん

「真白っ!?」

　真白の首が、力なく垂れた。

　大だい丈じよう夫ぶ──大丈夫な、はずだ。真白の『果実』はまだ稼か働どうしてる。胸には赤い光が灯ともってる。たぶん〈生命体〉の再生能力が働いてる。真白は絶対に死んだりしない。真白が僕たちを残して死んだりするはずがないんだ！

「ハートブレイカーは消えたんだ！　だから──」

「だから私は役立たずになったの……」

　ゆら

　気が付くと、虚うつろな目をした黒乃が、僕の背後に立っていた。

　なにも──見てない。細い身体からだがゆらゆらと揺ゆれてる。さっきまで僕と一いつ緒しよに戦っていたのが噓みたいな、ぬけがらのような気配。

「……私、間違えちゃった」

　唇だけが、笑うかたちに歪ゆがむ。

「私、真白の分身のまま、真白を守れるって思ってた。人のふりをしてきたの。心は、ハートブレイカーを使うための便利な道具だって。でもね──やっぱり間違っちゃった。心とか──感情とか──魂たましいとか、私には必要なかったの。だって、コントロールできないんだもん」

「……黒乃？」

「もういいよね……ハートブレイカーは消えちゃったんだから……私の感情なんかいらないよね？　心なんか、なくてもいいよね？　ただの『補正プログラム』になってもいいよね？」

「違ちがう！」

　そんなの絶対に違う。違うはず──なのに。

　それを、どうやって黒乃に伝えたらいい？

　真白を刺さして、ハートブレイカーをなくしてしまった黒乃に？

「僕は──黒乃に一緒にいてほしい。真白だってきっとそう思ってる！」

　また、綱つな渡わたりだ。言葉をひとつ間違えたら──黒乃がいなくなる。

「言っただろ！　黒乃の人格だって守ってみせるって。僕は誰だれもなくしたくないから戦ってきたんだ。僕に戦うことを教えてくれたのは黒乃だ。その黒乃が、僕たちを残してただの道具になるのかよっ!?」

「私に心があったら……真白を傷つけちゃうの」

　誰でもいい。黒乃を、止めて──。

　絶ぜつ叫きようしそうになる。喉のどが焼け付いてくる。いなくなる──黒乃が消えかかってる。

　黒乃の中で光っている赤い、なにか。それがどんどん強くなる。それが黒乃の人格を食いつぶそうとしてる。あれは──『補正プログラム』の本体？

　だったら、黒乃は元々どこから来たんだ？

「私に心をくれたのは真白と──天巡。でもね、ハートブレイカーを操あやつるために育ててきた偽物の感情は、育ちすぎちゃったの。ハートブレイカーが本来の役目を思い出して──真白を貫つらぬいちゃうくらいに。だから──私はもう一緒にはいられない。私も──つらいから」

　黒乃の目が閉じていく。

　光が──黒乃を覆おおい尽つくしていく。

「──黒乃！」

「もう……これ以上……叶かなわない思いに苦しまなくてもいいよね？」

　寂さびしそうに呟いて──黒乃は──目を閉じて──ゆっくりと倒たおれていく。

「さよなら、天巡。私──本当は──」




　次に目を覚ました時、黒乃は感情のない『補正プログラム』に変わっていた。
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　そして一週間後の現在──。

　僕はホテルのエレベーターを降りた。

「お、おにーさん。お帰りなさい」

　ドアが開くと、廊ろう下かでリトが待っていた。長なが袖そでのトレーナーにいつものオーバーオール。下はスパッツ。僕の顔を見て、目を見開いて、すぐに泣きそうな顔になる。なんだか、見覚えのある表情だった。あれは──そっか。

　たしか五年前、ほのかを亡なくした僕と一緒にいた時も、リトはこんな顔してた。

「ただいま、リト」

　くしゃ

　僕はリトの頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶ。今回は五年前とは違うんだ。しなきゃいけないことはわかってるから。大丈夫」

「……おにーさん」

　リトは驚おどろいたみたいだけど、照れた顔でされるままになってた。

　ここはヨーロッパの小さな町にあるホテル。〈人形使い〉カイエが、〝雑音ノイズ〟対策本部として準備してくれたものだ。世界中に『複製品レプリカ』を派は遣けんしてるカイエには、こういう資産がいくつもあるらしい。このホテルも、オーナーはカイエの『複製品』だった。

「でもおにーさん、よく〝雑音〟を撃げき退たいできましたね。おにーさんが回収した拳けん銃じゆうには『運命規定』の弾だん丸がんが仕込んであったんでしょう？」

「たぶん、僕とリト相手に〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が使ってた『遅ち延えんトラップ』の応用だと思う。あらかじめ『運命規定』を弾丸にかけておいて、着弾と同時に発動するようになってたんだ。撃退できたのは黒くろ乃ののおかげだよ」

　──それと。

『役ニタッタ？』

　右みぎ腕うでから聞こえた。感情のない〝傷ペイン〟の声が。〝雑音〟が『運命規定』の銃を構えた時、僕の視界に赤いオーラのようなものが映った。〝傷〟の声が聞こえてた。『マスター、「運命規定」転移』──って。

『使ッテ、〝傷〟ヲ使ッテ』

　どくん

　一いつ瞬しゆん、リトの中にある『果実』が大写しになる。回転しているみっつの赤い、なにか。

　胃いの内側を焼くみたいな空腹感が溢あふれ出す。

　喰くらえ──って、誘ゆう惑わくされているような気がして、僕はあわてて目を擦こする。

　──黙だまってろ！　〝傷〟!!

　僕は頭の中で〝傷〟に叫さけび返す。カイエの島で調教してからずっとこうだ。〝傷〟は機会があるたびに僕に語りかけてくる。目的はわからない。僕に、さっさと残りの『木の実』を使い切らせようとしてるのかもしれない。

　ケルトファリアのように〝傷〟が僕を取り込むために。

「あ、報告を忘れてました。おにーさん。〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィン＝ゴルドヴァイタさんと、〈放ほう浪ろう者しや〉エリシア＝ハミングバードさんは、それぞれ用意しといたお部屋で休んでます。言われた通り、ノウィンさんの部屋は真ま白しろさんから一番遠い部屋にしておきました」

「うん」

　僕たちはホテルの廊下を歩き出す。足は震ふるえてない。大丈夫。

　怯おびえてるのは──リトには気づかれてない、と思う。

「真白の側そばで〈超越者〉の能力が発動したら──黒乃が──」

「そ、それから！　カイエさんは依い頼らい通り『複製品』の準備をしてます。あの人の『複製品』は安定しないから、時間がかかるって。準備ができたら呼びにきてくれるそうです」

　僕の言葉をさえぎるみたいに、リトは必死に両手を振ふる。

　天てん井じようの高いホテルの廊下。重そうな樫かしの木のドアが、互たがい違ちがいに並んでる。真白の部屋は一番奥。寝ね不ぶ足そくで僕の頭は重くなってるけど、足だけが勝手に速くなっていく。

「うん。わかった。それで楓かえでさんたちは？」

「こっちはいいニュースです。おかーさんたちは〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒさんと合流しました。森を通ってこっちに向かってるそうです。だからおにーさん、休んでください」

「……大丈夫だってば」

「おにーさんはわたしの前では『大丈夫』禁止です！」

　精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびして、リトは僕のうなじを叩たたいた。

「無理してるのくらい、わたしにはまるわかりです。長い付き合いなんです。おにーさんの思考なんか、わたしには丸見えなんです」

　──知ってるよ。

　リトが僕の前では泣き虫なのも知ってるし。今だって涙なみだをこらえてるのがわかる。

「ちょっとでいいから眠ねむってください、おにーさん。お願いです……」

「うん」

「ミルク入りのリゾットつくりました。徹てつ夜や明けでもお腹なかにやさしいです。それ食べたら、眠ってください。いいですね、おにーさんっ！」

　リトは柔やわらかい指で僕の指を摑つかんだ。リトの手も、小さく震えてる。

「おにーさんに秘密はなしだって言いましたから、伝えます。おかーさんと〈夢想家〉さんと一いつ緒しよに、〈断罪人〉──偽にせほのかちゃんと、わたしのおとーさんが一緒にいます」

　無理してるのは僕だけじゃない。リトだって同じなんだ。

　カイエを助けに南の島に行ったあと、僕たちは生き残りの〝端ガジエ末ツト〟の情報を摑んで、ヨーロッパの小さな国までやってきた。

　もう僕たちと〝端末〟が戦ってる場合じゃない。そんなことしてたら〝雑音〟に各個撃げき破はされるだけだ。とにかく集まって話し合いのテーブルに持って行きたいと思った。カイエのように味方になってくれるか──最悪でも、敵対しないでいられるように。

　本当ならリトは日本に帰してあげたかったんだけど「……つまりおにーさんは、わたしだけ日本に残して、おにーさんを心配するあまり神経性胃い炎えんでのたうちまわる小学生を見てよろこぶんですか？　すごい趣しゆ味みですねー」──って、僕から離はなれようとしなかった。

　今だってリトは必死に包容力を発揮してるんだけど、でも。

「……休まなきゃいけないのはリトの方だろ」

「お、おにーさん、人の話聞いてたんですか？」

　五年前、ほのかが殺された時、こんなひどいことがあるのかって思った。

　だけど──もっとひどいことが、あったんだ。

　真白が──黒乃──に。黒乃が──真白──を。

「リトは先に休んでて、あとでごはんもらいにいくよ」

「……おにーさん」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと真ま白しろの様子を見たら、すぐに行く。ちゃんと言われた通り眠るから──」

　不意に、僕たちの目の前でドアが開いた。

　しゃらん、と鈴すずのような音と、つややかな赤毛が現れる。

「おろ、ちょうどよかった。話があったのさ、イレギュラー」

「〈放浪者〉──エリシア＝ハミングバード？」

　人なつっこそうな目に、どこかの民族衣装のようなひらひらの服。僕よりも十数センチ背が高い。右みぎ肩かたには包帯が巻いてある。〝雑音ノイズ〟に撃うたれた痕あとだ。

〈放浪者〉エリシアは閉じたドアに寄りかかり、僕とリトに視線を向けてくる。

「聞かれる前に言っとくけど、君たちに敵対する気はないよ。助けてくれてありがとさん。それから、私のフルネームは長いからエリシアでいい」

「……話って？」

「せっかちだね。そんなに彼女のとこ行きたいのか──うんうん。いいよね、そういうの」

　なぜかエリシアはにやりと笑い、僕の背中をばんばん、と叩いた。

　ざっくばらん──というか痛い。

「終末に必要なのは戦いじゃない、愛と歌さ。わかってるねぇ──と、それはいいとして。ひとつ聞くよ。君はなんで、私やノウィンの『果実』を喰くわないんだい？」

　挑ちよう発はつするように鼻を鳴らして、エリシアは僕に聞いてくる。

　ずっと世界を放ほう浪ろうしてきた歌うた姫ひめ、エリシア＝ハミングバード。確か、昔は村々に世界の情報を伝える吟ぎん遊ゆう詩人だったけど、今は通信メディアの発達によりいらなくなった〝端末〟だって聞いてる。赤毛で長身のエリシア。顔はにやついてるけど、目は真しん剣けんだった。

「〈超ちよう越えつ者しや〉〈放浪者〉〈人形使い〉、ここには三つの『果実』がある。君が〝傷ペイン〟で喰らえば、残りは〈断罪人〉〈夢想家〉の二つだよね──そうだよね」

「……どうしていちいち指折って数えてるんですか？」

「う、うっさいなぁ〈慈じ母ぼ〉！　アーティストは計算が苦手なもんなんだよ！　それで……えっと、〝雑音〟が持ってる『果実』は六つだから、残り二つになったら拮きつ抗こう状態になるだろ──なるはずだよね──ひのふの──み──うん、なるね」

　両手の指を折りながら、エリシア＝ハミングバードは満足したように頷うなずいた。

「拮抗状態になれば〝雑音〟はなにもできなくなる。どうしてそうしないのさ？」

「……誰だれだって大事なものはあるからだよ、エリシア」

　不思議なくらい、すぅ、っと、答えが出てきた。

　聞かれると思ってたから。

　くしゃ

　僕の手が勝手に、リトの頭を撫なでてた。

「誰だって、大事なものはあるだろ。〝端末〟だって、使い魔まだって。なくしたら壊こわれちゃいそうなくらい大事なものが、誰だってあるんだ。記き憶おくとか、好きな──人とか」

「それで世界が終わっても？」

「世界は終わらせない」

　ぐしゃ　ぐしゃぐしゃ

　リトが僕の手の中でくすぐったそうな声をあげてる。右みぎ腕うでから声がする『食ベテイイ──駄だ目めダヨネ？　マスター』──って〝傷〟の声が。僕は「喰うな」って返す。右腕で青い使い魔が、怯おびえたように震ふるえてる。

「ふーん。なるほど。わかってるね。世界の命運なんかより愛の方が大事だよね。いいよ、君。テーマソング作ってやりたいくらい」

「できればもっと話がしたいんだけど、時間がないんだ。エリシア＝ハミングバード」

「いいよ。彼女のとこ行ってあげな、イレギュラー」

〈放浪者〉エリシアは歯をむきだして笑った。

「君に協力するだけの理由はできた。ま、愛し合いなよイレギュラー。大丈夫、君たちがいちゃついてる間、コップとかドアに当てて盗ぬすみ聞きなんかしないから──って、〈慈母〉──なんで嚙かみ付くのさ？　ねぇっ!!」




　　　　３




「お帰りなさい、天あま巡めぐりくん」

　廊ろう下かの一番奥の部屋のドアが開いて、真ま白しろが顔を見せた。

　入院患かん者じやが着るような、白い、薄うす手でのガウンを羽織り、その下にはゆったりとしたブラウスとスカートを着てる。

　僕の目には、二重写しの世界が映ってた。

　目の前にいる、少し顔色の悪い真白と、

　真白の頭の中にある赤い渦うず巻まきと──胸のあたりで微かすかに光っている、赤いなにか。

「お疲つかれ様でした。ちょっと待っててください。すぐにお茶いれますね」

　どくん

　目の前で笑う真白を見て──僕の心臓が跳はねた。

　真白は無事だった。一週間前ハートブレイカーに刺さされて──でも、僕が〝傷〟でハートブレイカーを消したから──助かった。カイエの島でまる一日眠ねむって、目を覚ましたら傷口の再生も全部終わってた。少なくとも、真白はそう言ってた。

　でも、僕の胸むな騒さわぎは消えない。一週間前から、ずっと。

「あ、あの、天巡くん、どこ見てるんですか？」

「え？」

　気づくと、真白が真っ赤な顔で胸を押さえてた。

　真白の薄うすいガウンの下、胸のあたりを、僕は──いつの間にかじっくり見てた？

「ご、ごめん！」

「……あの、ですね、天巡くん」

　真白はすねたみたいに頰ほおを膨ふくらませて──すぐに真剣な表情に変わる。わざとらしい咳せき払ばらいをしてから、聞き分けのない子供に言い聞かせるように、僕を睨にらんで話し始める。

「あたし、天巡くんがえっちだって知ってます。い、いつもならいいんですけど──今は、そういうのは駄目だと思うんです」

　真白は両手を組み合わせて、祈いのるように目を閉じた。

「あたし決めたんです。黒くろ乃のが元に戻もどるまで、天巡くんと、ちょっとだけ距きよ離りを置かなきゃいけないって」

　あれ？　真白の左手の薬指の指輪が──なくなってる？

　僕と真白がお金を出し合って買った指輪が。

　あの指輪、真白が宝物にしてたのに。

「僕と……距離を？」

「あたしが黒乃の気持ちに気づいてあげられなかったから、黒乃、あたしを刺しちゃって、それですっごく傷ついて、今は自分の中に閉じこもってるんです」

　まるで神聖な誓ちかいのように、真白は目を閉じて呟つぶやく。

「あたし天巡くんが大好きです。この世界の誰だれよりも。でも、黒乃が眠っている時に、天巡くんと仲良くするのは──よくないような気がするんです。だから、ですね」

　真白は黒乃の隣となりに腰こしを下ろした。

　僕が部屋に入って来たときから、黒乃はソファに座ってた。両りよう膝ひざを揃そろえて、彫ちよう像ぞうのように。膝の上には、古ぼけた黒いウサギのぬいぐるみを載のせてる。

　声をかけるのが恐こわくなるくらい、今の黒乃には表情がなかった。

「……早く帰ってきてね、黒乃」

「はい。〈生命体〉。『補正プログラム』は自己の状態を再チェックします」

　真白の声に反応して、不意に、黒乃が立ち上がった。

「〈生命体〉にチェックをお願いします。身体からだのリミッターを外しているため、筋肉にフィードバックが来ています。自己では確かく認にん不能な部分がありますので」

「く、黒乃っ!?　だめだめだめだめ！　天巡くんいるのにっ!!」

　真白が止める前に、黒乃はズボンに手をかけ──一気に下ろした──って──。

「────っ！」

　僕は慌あわてて後ろを向いた。

　──今の黒乃は気にしてないのか。僕の前で、服を脱いだりするのも。

　まるで、初めて出会った時みたいだ。

「両足の骨に異常あり。折れています。左ひだり脇わき腹ばらと左腕うで、左右の大だい腿たいに筋肉の破断を確認。さっきの対〝雑音ノイズ〟戦で無理をしすぎたようです。回復に入ります──では」

　感情のない声が途と切ぎれて、ぱたん、と黒乃が倒たおれる音がした。

「……こっち向いてもいいですよ、天巡くん」

　振ふり返ると、黒乃はソファに横になっていた。

　真白は黒乃の身体に毛布をかけて、胸むな元もとには古ぼけた黒いウサギのぬいぐるみを置いた。

「こうしてると、黒乃が早く帰ってくるような気がするんです」

「そのぬいぐるみ、ずっと昔に買ったんだっけ？」

「うん」

　真白はガウンの胸元を押さえてる。すごく寂さびしそうな顔で。

「五年前、天巡くんと出会ったあと、両親に買ってもらったぬいぐるみです。あたし、この子をずっと『くろの』って呼んできたの。いつもこの子とお話ししてたんです。『くろの、橋の上で会ったあの子にもう一度会いたい』──『くろの、今日はこんなことがあったの』って」

「……それが、黒乃の人格のオリジナルなのかな」

「そんなのわかりません。わからない──ですけど」

　真白は栗くり色いろの髪かみを乱して頭かぶりを振った。

「あたし、なにもできないんです。信じることしか。黒乃は消えてなんかいない。だって、ここにいるんだもの。消えたりしない。黒乃は──あたしの──妹なんだから」

「……真白」

「天あま巡めぐりくんはあたしに近づいたら駄だ目めです」

　不意に真白がまた、僕をじっと見つめてくる。

　追い詰つめられて──でも、必死でなにかに抵てい抗こうしているような目で。

「大丈夫です。翔かけるくん──天巡くんが心配することなんかなんにもないです。『衝しよう動どう』の暴走も治まってるし、あたし、化け物にもなってないです。だから、大丈夫」

　真白は僕の目の前で、くるり、と一回転してみせる。元気そうに見えるけど──。

「……噓うそついてるだろ、真白」

「噓なんかついてませんっ！」

「僕には見えるんだ。真白の胸の真ん中で、赤いなにかが動いてる。それがなんなのかわからないけど──とにかく！　リトか楓かえでさんに相談して──」

「天巡くんえっちです！　いつもそうやってあたしの胸とか観察してるんですか!?」

「違ちがう！　見えちゃうんだよ！　僕と〝傷ペイン〟のシンクロが強くなってるから、〝端ガジエ末ツト〟関係のものは二重写しで視界に入っちゃうんだ。真ま白しろだってそれは知ってるだろ？」

「はい、知ってます。でも、あたしが知らないこともありますよね？」

　真白は僕から視線を逸らして、左手を唇くちびるに当てた。いつも指輪をつけていた薬指をくわえて、なにかをこらえるようにじっと俯うつむいてる。

「右腕の〝傷〟さんを使うたびに、天巡くんが変わっていくのはどうしてですか？」

「──!?」

　声が出なかった。

「最初は、あたしと天巡くんの愛の結けつ晶しようが、あたしたちを守るために現れてくれたんだと思ってました。でも、違いますよね？　〝傷〟さんを呼び出すたびに、天巡くんすごく痛そうな顔をしてます。こないだなんか、〝傷〟さんと天巡くんの傷がリンクしてました。そして今は、天巡くん、視界までおかしくなっちゃってます」

「……今はどうでもいいだろ、そんなの」

「どうでもよくなんかないです！　こないだ〝傷〟さん、天巡くんの言うこと聞かないで暴走してました。だから天巡くん、あたしや黒くろ乃のと協力して、〝傷〟さんを止めたんでしょう？」

　──甘く見てた。

　真白は、ちゃんと見てた。ちゃんと聞いてたんだ。

　僕が〝傷〟を呼び出すたびに痛みを感じてることも。〝傷〟が時々暴走してたことも。全部。

「教えてください。〝傷〟さんを使い続けたら、天巡くんはどうなっちゃうんですか？」

「──大丈夫」

　僕は首を振った。

「大丈夫。絶対に、大丈夫。そんなにひどいことにはならないから──」

「噓ついてますよね、天巡くん」

「じゃあ真白はどうなんだよ!?　本当に『果実』は大丈夫なのか!?　ハートブレイカーの怪け我がは本当に完治してるのか？　僕に隠かくし事は全然してないって言い切れるのか!?」

「隠し事なんかひとつもないです！　あたしの全部は、天巡くんにさらけだしてます！　想おもいも──心も──なにもかも！　隠してるのは天巡くんの方でしょうっ!?」

　真白は真っ赤な顔で叫さけんだ。

　綺き麗れいな髪がゆらゆら揺ゆれて、また、周囲の空間にソフトフォーカスがかかっていく。美の結晶〈生命体〉──だからじゃない。真白はいつだってまっすぐで一いつ生しよう懸けん命めい。黒乃のことだってそうだ。真白は希望を捨ててない。黒乃は絶対に戻もどって来るって信じてる。

「ちゃんと〝傷〟さんのこと、教えてください。天巡くんがあたしの立場だったらどうですか？　大好きな人が自分を守るために戦ってて、そのせいで傷ついて、最後にはどうなるかわからない。そんなの我が慢まんできますか？」

　真しん剣けんすぎる真白の目に、吸い込まれそうになった。

「お願いです、天巡くん。あたしのことはなんでも話しますから、天巡くんのこと──ちゃんと聞かせて──お願い、です」

「……真白」

　僕の右腕に残ってる『木の実』はあと二つ。これを使い果たしたらたぶん、僕は〝傷〟に取り込まれる。『神の箱庭』に閉じ込められてるケルトファリアのようになる。でも、そんなこと真白には話せない。絶対に。

　それを知ったら絶対、真白は僕を止めようとする。

　力ずくでも──黒乃に頼たのんででも。真白は自分のことなんか考えないから。

　でも、そうなったら誰だれも助からない。ディンタニアもアグシーダも止められない。真白の『果実』の暴走だって治せなくなる。

　真白はじっとこっちを見つめながら、僕の答えを待ってる。心臓が破は裂れつしそうだった。真白に大事なことを言おうとする時はいつもこうなんだ。どうして落ち着いて話せないんだろう。真白をまっすぐに見られない。どきどきして、頭の中が真っ白になる。ああもうっ。

「……わかった……教える。よく見て、真白」

　僕は右腕の袖そでをめくった。

「ここに、女の人の形をしたアザがあるよね。木の根と枝が取り囲んでる。見える？」

「はい」

　真白は、僕の右腕に少しだけ顔を近づけてきた。

「……これが〝傷〟の本体。〝傷〟はそこから出てくる。使うたびに枝にぶらさがってる『木の実』が減っていく。それが〝傷〟の使用回数の限界」

「──え」

　真白の顔が、真っ青になった。

「使用回数の、限界って──じゃあ、使い切っちゃったらどうなるんですか!?　天あま巡めぐりくん！　〝傷〟さんを使えるのはあと二回ってことですよね!?　『木の実』が──なくなったら？」

「……戦えなくなる。それだけ」

　ごめん、真白。

　ちゃんと教えるって言ったのに。

「〝傷〟は真白を守るために神様がくれたものなんだ。でも、この世界の神様はとても意地悪だから、簡単な救いなんか用意してくれない。〝端末〟に立ち向かう武器を与あたえて──希望を見せて──最後には奪うばい取る。〝傷〟はそういうものなんだよ」

　あと二回。

『木の実』がゼロになったらアウトだとしたら、普ふ通つうに使えるのはあと一回。

　世界の終しゆう了りようを止めるには、『神の箱庭』のケルトファリアを解放することでアグシーダを消すか、ディンタニアの『果実』を消さずに破は壊かいするしかない。ケルトファリアが言ってたように『果実』を構成する『要素』を抜ぬき出して、不完全な『果実』を作り出すしか。

　だけど──だけど、真ま白しろの『果実』だって暴走してる。放ほうってなんかおけない。『繁はん殖しよく衝しよう動どう』を発散すれば『果実』の暴走は収まる？　そんな状じよう況きようは通り過ぎてる。真白のバグは悪化しすぎた。もう黒くろ乃のでも補正できないくらい。真白は能力を使いすぎた。真白が化け物になるのを止めるには──『衝動』の『要素』を壊こわすしかない。

　でも、『果実』はとてもデリケートなんだ。〝傷ペイン〟は本人を傷つけずに『果実』を喰くらうことができるけど──『要素』だけ抜き取るような都合のいいプログラムは入ってない。

　──『果実』を抜き取られた〈政治家〉オスロットは赤い液体になって消えた。

　もしも──僕が『要素』を抜き取るのに失敗したら？

　その選せん択たく肢しが間ま違ちがいだったら？

　消える──真白が──僕の側そばで心配そうに〝傷〟のアザを見つめてる真白が、ぱしゃ、とはじけて、赤い液体になって消える──!?

　────────っ!!

　僕は思わず口から出そうになった悲鳴を押し殺した。

「──き、『木の実』が少なくなるほど、僕と〝傷〟のシンクロが強くなる。その分〝傷〟は強くなるけど、僕が──〝傷〟に意識を乗っ取られそうになったりするリスクだってある。だからこの前、真白と黒乃に〝傷〟を止めてもらったんだ」

　心臓が痛い──じっと子犬みたいに僕を見上げてる真白を見てるのがつらい。

「ぼ、僕の願いは世界のシステムを変えること。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉は倒たおしたけど、今度は、〝雑音ノイズ〟が敵になった。ラガジュはそれを楽しんで見てる──それだけ、なんだよ」

　──全部終わったら土下座でもなんでもするから──ごめん。

　──今だけは僕にだまされて──お願い──。

「わかりました。天巡くん」

　真白は柔やわらかい笑えみを浮うかべて、僕の腕うでから顔を離はなした。

「あたし、天巡くんのことは百パーセント信じます」

　ずきん　ずきん　ずきん

　鼓こ動どうがこわれたみたいに早はや鐘がねを打ってる。

　動どう揺ようしてることに気づかれないように、僕は息を殺して話を変える。

「『果実』の『要素』のことって、話したっけ」

「えっと、『果実』を構成するもののことですよね。『衝動』と……」

「『衝動』と『能力』と『転生』だよ。忘れちゃった？」

　僕は首を振ふった。大だい丈じよう夫ぶ。忘れちゃった真白に呆あきれてる顔に見える、はず。

「『能力』は真白の再生能力とか、カイエの『複製品レプリカ』を作る力とかを司つかさどってる。『転生』は〝端ガジエ末ツト〟の死後、『果実』を〝精デイヴ霊アイン〟に返すのが役目。島を出たあと、カイエに手伝ってもらって、いろいろ情報を調べたんだ」

　魔ま女じよケルトファリアから聞いたってことは秘密だった。

　話したら〝傷〟を使い切ったらどうなるのかまで教えなきゃいけなくなる。

「そして『衝動』は〝端末〟に役割を強制するもの。だから、それを消せば役目からは自由になれる。バグの原因が『衝動』なら、それも治せる。もしかしたらディンタニアも不完全な〝端末〟になって──〈世界〉になれなくなるかもしれない。『要素』を消すには僕の〝傷〟で『果実』に、むりやりハッキングをかけるしかない──危険は──あるんだけど」

　僕の話を、真白は熱を帯びた目をして聞いてる。

　なんだか僕の顔も熱くなってきたから、早口で話し終えて、真白から視線を逸そらした。

「と、とにかく、僕の事情は話したから！　今度は真白の番！」

「……あたしの胸の赤い光、ですか？」

　横目で見たら──真白は恥はずかしそうに胸を押さえてた。

「えっと、それは天巡くんのえっちな視線に映るもので、自分ではわからないんですけど、たぶん、あたしの再生能力が働いてるんだと思います」

「……あれから一週間も経たってるのに？」

「ハートブレイカーの傷は普ふ通つうの怪け我がより、再生に時間がかかるんです。でも大丈夫。天巡くんがハートブレイカーを消してくれたから、もうすぐ完治します。絶対」

　真白は──それが本能みたいに、僕の腕に抱だきつこうとして──慌あわてて離はなれた。

　眠ねむってる黒乃を横目で確かく認にんして、ごまかすみたいに、こほん、と咳せき払ばらい。

「あたしは不死身の〈生命体〉なんです。天あま巡めぐりくんを残して死んじゃったりしません！　生きてる限り、天巡くんを何度だって助けます。黒乃だってそうです。あたしたちは双ふた子ごの姉妹で、同じ人を、同じくらい大好きなんですから！」

　真白は黒乃が眠るソファの背もたれに手をついて、きっぱりと宣言した。

「だ、だからどうしてこういう状況でそういうこと言えるんですか真白さんっ？」

「……きゅむ？」

　真白はいつもの声で鳴いてから、不思議そうに首を傾かしげた。

　そしてなにかに気づいたように、上うわ目めづかいで僕を見た。

「天巡くん、さっき言ってた『果実』のハッキングですけど。あたしは最後でいいです」

「──え？」

「他ほかの〝端末〟のみんなを先に助けてあげてください。ディンタニアさんのことも。天巡くんの力は、世界のシステムを変えるためにあるんですから。『衝動』から解放されれば、みんな自由になれるんですよね？」

　僕を百パーセント信しん頼らいしきってる、真白の目。きっと、失敗するなんて考えてない。

　さっき、危険があるって言ったのに。

　真ま白しろは──それをわかったうえで、僕に全部預けるつもりなんだ──。

「あ、あのあの。天巡くん。今はその──天巡くんを、ぎゅ、っとしたり、手を繫つないだりするのは駄だ目めですけど──我が慢まんできなくなっちゃったから、言葉だけ、聞いてください」

　真白は真っ赤な顔で人差し指をくわえた。

　飛びつくのを我慢する子犬のようにうずうず身体からだを揺ゆらしながら、宣言する。

「あ、あたし、周す防おう真白は、爪つま先さきから頭のてっぺんまで天巡くんのもので──」

「……三回もノックしたのにどうして気づかないんでしょうか……おにーさん、真白さん」
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　はっ!?

　いつの間にか部屋のドアが開いて、ジト目のリトが覗のぞき込んでた。

　真白が「きゅむ～」って真っ赤になって、ソファの陰かげにへなへなと崩くずれ落ちていく。

　──危ないところだった。いろんな意味で……。

　僕は溜ため息いきをついて、ドアの隙すき間まからこっちを見てるリトに向きなおる。

「わかってる。ディンタニアの話だろ？」

「はい。〈人形使い〉カイエさんがおにーさんを呼んでます」

　リトは頰ほおを膨ふくらませて──でも真しん剣けんな顔で、こくん、と頷うなずく。

「ディンタニアさんの準備ができたそうです。来てください、おにーさん」




　　　　４




「あ、カケルだぁ」

　白衣をまとったディンタニアが、背の高い椅い子すに座っていた。

　背もたれにしがみついていたディンタニアは僕を見ると、ちょこん、と立ち上がり、歩き出そうとして──そのまま顔から、床ゆかに倒たおれた。

「ディンタニア!?」

「──あ、あれ。おかしいの」

　長すぎるプラチナブロンドが白衣にからみついている。真っ白な手足には、肘ひじや膝ひざ──関節の部分に薄うすくスリットのようなものが入っている。

　ディンタニアの後ろで、小こ柄がらな少女が首を振ふる。

　ショートカットの髪かみに、アイスブルーの瞳ひとみ。僕や真白より年上のはずなのに、なぜかリトよりも幼く見える少女。〈人形使い〉カイエ＝トキサガだった。

「この子、安定しないんだよ、アマメグリくん……」

「あれ、おかしいの。ディンタニア、立ち上がれないの、あれ？」

『複製品レプリカ』のディンタニアは床に手を突ついて起き上がろうとする。けれど、伸のばした腕うでは途と中ちゆうで、がくん、と折れる。関節が壊こわれたみたいに。

「……おかしいの。おかしいの。どうしたらいいの？　カケル、カケルぅ……」

　僕は『複製品』ディンタニアの腕を摑つかんで抱だき起こした。うまく動けないのが不安そうだったけど、ディンタニアは僕の肩かたに顎あごを載のせて、嬉うれしそうに笑った。

「あのねあのね、〈人形使い〉がディンタニアに聞きたいことがあるって言ったの。だからディンタニア、カケルに会わせてってお願いしたの。カケル、すぐに来てくれたの。嬉しいの」

　──ごめん。ディンタニア。

　僕はディンタニアを利用してる。情報を聞き出すための道具に──してる。

『複製品』だってわかってるのに。

　カイエの島での戦いの時、リトが必死で手に入れてくれた、ディンタニアの髪の毛。それを使って、〈人形使い〉カイエはディンタニアの『複製品』を作った。

　その時点までのディンタニアの記き憶おくを持ち、カイエの命令には逆らえない人形を。

「なにが聞きたいの、カケル？　残りの〝端ガジエ末ツト〟の居場所は教えてあげたのよね？」

「うん。聞いた。〈超ちよう越えつ者しや〉〈断罪人〉〈放ほう浪ろう者しや〉〈夢想家〉の情報と、〝雑音ノイズ〟の作戦」

　この一週間の間に、何度も僕は『複製品』のディンタニアに会ってる。

　まともに話ができる彼女は、数えるほどしかいなかったけれど。

「ディンタニア、カケルの役に立てた？」

「うん──ありがと、ディンタニア」

　喉のどがひりひりした。

　自分がすごく悪者になったような気がした。

「嬉しい。ディンタニア、カケルの役に立てるのがすごく嬉しいの。今までカケルのことを考えるのも、カケルを抱きしめるのも我慢してたの。こうしてカケルに触ふれられることが、すごく嬉しいの。ずっと──こうしてたい──の」

　ぴきり　ぴきり

　ディンタニアの背骨が軋きしんでる。

　けど、ディンタニアは、喉をくすぐられてる子こ猫ねこみたいな顔で、僕に笑いかけてくる。

「……話の続きを聞いてもいい？　ディンタニア」

「いいの。〈夢想家〉のお話がいい？　〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。別名『小ラガジュ』。最もラガジュに近い能力を持つ者なの。本当は、相手なんかしたくなかったの」

「『小ラガジュ』？」

「そうなの。〈断罪人〉が〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を崇あがめているように、〈夢想家〉はラガジュを崇めているの。〈夢想家〉は夢を見ることでなにかを創造する──ラガジュとそっくりで強力な能力を持ってるの。手を出したくなかったんだけど、やむを得ないの。ディンタニアと博士はかせが彼女の相手をしなきゃいけなくなったの。カケルのせいなの──カケル、いけない人」

　ディンタニアは拗すねたみたいに唇くちびるを尖とがらせた。

「〝雑音〟の邪じや魔ましちゃうし、『果実』を食べちゃうし──博士と使命でいっぱいだったディンタニアの心の中に住み着いちゃうし、カケル、ほんとにいけない人なの」

　白衣一枚で、無む邪じや気きに抱だきついてくるディンタニア。

　これはディンタニアの姿を借りているだけの人形だってわかってる。なのに僕の胸には、どす黒いものが湧わき出してくる。罪悪感で、いっぱいになっていく。

「ごめん、ディンタニア」

「どうしてあやまるの、カケル？　あ、カケルが聞きたかったのは別のお話？　偉い大だいなる魔ま術じゆつ師しアグシーダが見いだした三さん位み一いつ体たいの法則。『果実』の組成について教えてあげるの」

「……うん。お願い」

「アグシーダは三位一体がこの世界の法則だって考えたの。たとえば天上にはラガジュ、〝精霊〟、〈角笛を吹く精霊〉。地上には〝端末〟〝雑音〟〝普エ通キのス人ト間ラ〟。大きなものは三つで出来てる。魔術師アグシーダは、それが『果実』にも適用されるって考えたの」

　こつん

　ディンタニアが僕の額に額をくっつけた。

「だって『果実』の役割も三つあるでしょ？　〝端末〟の能力を作り出すこと、配役に合わせた『衝しよう動どう』を生み出すこと、そして最後に〝端末〟が死んだら生まれ変わって次の〝端末〟に取り憑つくことなの。それが『果実』の三位一体。『能力』『衝動』『転生』なの」

「三つの『要素』だっけ。たとえば『衝動』を抜ぬき出したらどうなるんだ？」

「んー。そんなこと、できるわけないの」

「仮に、できたら？」

「博士の仮説だけど、バグった〝端末〟は『衝動』が上手うまく働かなくなった〝端末〟のことを言うの。『衝動』がなくなったら〝端末〟はただの能力者になるの──〝精霊〟の介かい入にゆうを逃のがれて、『果実』の力を全すべて自分のものにできるの。でも、そうなったらディンタニアは〈世界〉になれなくなるの」

「もしも『果実』の中身が見えたとして、どれが『衝動』なのか見み抜ぬく方法ってあるのか？」

　僕は、一番聞きたかった質問を口にした。

「……わかん、ないの。だって、必要ないもの。〝雑音〟に必要なのは完全な状態の『果実』──ごめんね、なの、カケル。わかることなら──なんでも教えて、あげるの」

　ディンタニアの息が荒あらくなってきてる。

　僕は知らない間に、ぎり、と奥歯をかみしめてた。

　わかってる。真ま白しろを救って、世界の終わりを止めるためには『複製品レプリカ』のディンタニアから情報を引き出さなきゃいけない。わかってるけど──わかってるんだけどっ!!

「あのね、カケル。ラガジュは『果実』に中毒してるの。『無む限げん舞ぶ台たい』に『果実』が十個以上存在する限り、ラガジュは『果実』が気になって目を覚ますことができないの。ディンタニアの『虚無へワンの帰還ネス』は、夢の終わりをラガジュに告げるためのもの。『果実』が八個未満だと、分解したものは元に戻もどっちゃうの。でも、九個になったらもう取り返しがつかないの──」

　ディンタニア、早口になってきてる。舌が回らなくなってきてる。

「それから、ラガジュの正体についてなの。博士、言ってたの──ラガジュはここよりも高位の次元に住んでいる意識体だって。ここは生まれる前の胎たい児じが見ている夢。生まれる前に──どんな世界に住みたいか──どんな神様になりたいか──頭の中でシミュレートして──るの。仮説。でもディンタニアたちとラガジュはタイムテーブルが違ちがうから──ラガジュは怠たい惰だなる意識体で──ラガジュの世界の一秒はディンタニアたちにとって──永遠に近くて──」

「──ごめん。もういいよ、ディンタニア。無理しなくていい。ごめん──ごめん！」

「平気なの。ディンタニア、カケルともっとお話したいの。『複製品』でもいいの。一いつ緒しよにいたい。泣かないで、カケル。本当のディンタニアをつかまえて。なんでも教えてあげるの──博士は────ケルトファリアと──繫つながって────」

　ぎぎぎ

　ディンタニアの喉のどがのけぞっていく。紫むらさき色いろの瞳ひとみが点てん滅めつしてる。

「────これは夢──なの？　ディンタニアがカケルと一緒にいる──しあわせな夢──カケル──はかせ──かけるはかせかけるはかせかける──」

「ごめん────ディンタニア」

　僕はディンタニアの目を、掌てのひらで塞ふさいだ。

「眠ねむっていいんだ。無理させて、ごめん。また──目が覚めたら、話を聞くから」

「──かける──かけ」

　ごとん

『複製品』の髪かみが溶とけて──消えた。白衣がほどけて無に帰っていく。

　後に残ったのは表情のない、ポーズ人形のような『複製品』の素体と、千切れたプラチナブロンドだけだった。

「ごめんね、これで二十回目だけど、この子の『複製品』は全然安定しないんだよ」

　壁かべに寄りかかって一部始終を見ていた、〈人形使い〉カイエが言った。

「『複製品』は〝普通の人間〟と〝端ガジエ末ツト〟の身体からだの部品を取り込んで動くようにできてるから、人造生命や使い魔まの部品じゃ上手くいかないんだよ……」

「でも、それでも二分くらいは持ちましたよね」

　カイエの言葉を、リトが継ついだ。

　リトには──本当はこんなの見せたくなかった。リトが見るものじゃないって言ったんだけど、リトは『ディンタニアさんの髪の毛を手に入れたのはわたしです。見届ける権利があります』って、譲ゆずらなかった。

「すごいです、カイエさん」

「ボクの力じゃない。〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみの、アマメグリくんへの思いが強すぎるせいだよ」

　カイエは動かなくなった『複製品』の素体を見下ろしながら、溜ため息いきをついた。

「嫌いやになっちゃう。ボクは〝雑音〟の姫君なんかだいっきらいなんだ。モニカが死んじゃったのは、あいつらのせいなんだもん。でも、こんなところ見せられたら憎にくめなくなっちゃう」

「……ごめん」

「アマメグリくん、謝ってばっかりだね。いいよ。ボクは自分の仕事するだけなんだから」

「状じよう況きようは悪くないですよね。〈超ちよう越えつ者しや〉さんと〈放ほう浪ろう者しや〉さんは守りきったんですから」

　リトが僕の隣となりに座り、ぎゅ、と僕の手を握にぎった。

　小さな手が震ふるえていた。

「でも、最悪なことがあります。さっきは言えませんでしたけど、真白さんは、もう……」

「……………………………………真白はもう、いつ化け物になってもおかしくない」

　リトの背中が震えた。カイエも──真っ青になってる。

　リトに言わせるわけにはいかなかった。真白をあそこまで追い込んだのは僕だ。自分と〝傷ペイン〟のリンクが強くなりすぎてることに気づかなかった。〝傷〟を物理的に攻こう撃げきして、『果実』を根こそぎ喰くらうのを止める──やり方は間ま違ちがってなかったはずなんだ。

　僕が、失血で気絶なんかしなければ。

　真ま白しろが『恋こい人びとの怪け我がを治す力』を使うこともなかった。最悪でも、黒くろ乃のがハートブレイカーで真白を刺さす前に、止めることができたのに──!!

「……おにーさんのせいじゃないです」

　リトは、僕がなに考えてるのかわかったみたいだった。

「他ほかにいい方法なんかありませんでした。〝傷〟さんがディンタニアさんの『果実』を全部食べちゃったら世界は終わりだったんです」

「でも、同じ手はもう使えないよね、アマメグリくん」

　リトは僕の手を両手で握りしめ、カイエは僕にうなずきかける。

「真白さんの能力はもう使えません」

　リトはすがるような目で僕を見た。

「おにーさんの怪我は治せないんです。〝傷〟さんを止めるために攻撃したら、おにーさんが死んじゃいます。もしも真白さんが『恋人の怪我を治す力』使ったら、その場で化け物になっちゃいます。もう、真白さんを助けるには〝傷〟で『果実』を喰らうしかないんです！」

「わかってる」

　僕は首を振ふった。

　リトの考えてることはわかる。リトのお父さん──〈英えい雄ゆう〉と今の真白はそっくりだから。

「でも、真白は自分が生き残るために黒乃を犠ぎ牲せいにするなんてこと、絶対に認めない」

「わたしはおにーさんに聞いてるんです！」

「僕だって黒乃に消えて欲しくなんかない。今は人格が消えてるかもしれないけど──黒乃は、元々人格がなかったところに生まれたパーソナリティなんだ。だったらなにかのショックで甦よみがえるかもしれない」

「でも、バグが進めば、真白さんの心だってこわれていきます。もうおにーさんと真白さんが『繁はん殖しよく』したって現状維い持じにもならない状態なんです。だめだって言ったのに『恋人の怪我を治す力』使って、黒乃さんに刺されて自分の再生能力まで全開にして──真白さん」

　リトは僕の胸にしがみついてくる。「うーっ」って、動物みたいな声で泣きながら震えてる。

「ごめん、リト」

　真白の『果実』は喰らえない。

『神の箱庭』でケルトファリアが言ってた。〈生命体〉を失ったら、世界はやがて生命力を失って、衰すい退たいしていくって。

　真白のバグの原因が『衝しよう動どう』なら、それを抜ぬき出せばいい。『複製品レプリカ』のディンタニアはそう言った。『衝動』を抜き出せば、『果実』の力を全部自分のものにできるって。

　だけど『複製品』のディンタニアにも『要素』を見分ける方法まではわからなかった。

　もう情報源は残ってない。

　危険を承知でやるしかないのか──真白の『果実』の、ハッキングを。

「それでも……なんとかするから。絶対に」

　僕はリトの背中を撫なでながら呟つぶやいた。

　覚かく悟ごしろ、天あま巡めぐり翔かける。

　最後の『木の実』をなんのために使うのか、決めろ。




「……起きた」

　不意に、部屋のドアが開いた。

　声は床ゆかのあたりから聞こえた。小さな少女が、全体重をかけてドアを押していた。ゆったりとしたワンピースに、ウルフカットの髪かみ。狼おおかみの耳のように頭上に伸のびる、二房ふさの髪。

「〈超越者〉ノウィン＝ゴルドヴァイタ？」

　僕の声に、小さな少女が頷うなずいた。

「黒い森の方角で、動物たちが騒さわいでる」

〈超越者〉ノウィンは裸足はだしのまま、小さな足をととと、と動かして、僕の足あし下もとにやってきた。

「……黒い森？」

　すぐ近くだ。

　ここから南西に三十キロくらいの場所にある、モミの木が群生する黒い森。

「ノウィンはイレギュラーに協力する。それが全すべての生き物の総意だから」

〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンは僕のズボンに手をかけ、膝ひざまでよじ登ってくる。

　本当に動物みたいだった。大きな目は、まっすぐに僕に向いてる。ノウィンは僕の膝まで上がってくると、僕のお腹なかに背中を預けて、ばぅ、と狼みたいな声で鳴いた。

「〈超越者〉は、持って生まれてくる。能力、ふたつ」

　肩かた越ごしに僕を見上げながら呟く、〈超越者〉ノウィン。

　なぜかリトが僕の隣となりでうらやましそうな顔してる。カイエはノウィンが恐こわいのか、壁かべ際ぎわによりかかって震ふるえてる。カイエはずっと病院暮らしだったから、子供には慣れてないのかも。

「〈超越者〉の能力？　ふたつ持って生まれてくるって──ひとつは『根源ルータナ回帰テイブ』だろ？」

「そう。全ての〝端ガジエ末ツト〟の能力を打ち消す、力」

　たどたどしい口調で呟く、〈超越者〉ノウィン。

「もうひとつ、ランダムで人よりちょっとすごい、常時発動の力を持って生まれてくる。ノウィンの先代が持っていたのは、直感。ノウィンが持っているのは、『動物とお話する力』。ノウィン、そのせいで捨てられて──狼さんに育てられた。だから、わかる」

「ちょっと待った。ほのかの直感？　わかるって、なにが？」

「黒い森で誰だれかと誰かが戦ってる。森の生き物が泣き叫さけぶくらいの、すごい戦い」

　ＲＲＲ

　リトのオーバーオールの胸ポケットから、携けい帯たいの着信音が響ひびいた。

「は、はい。リトです。おかーさん？　え？──はい。わかりました。でも、そんなこと淡たん々たんと言わないでください！　おにーさんに伝えておきます」

　──楓かえでさん？

「──わかりました。お願いです。死なないでください、おかーさん。おとーさんにも、そう伝えてください──はい」

　リトは電話を切り、大きな目を見開いて、僕を見た。

　空気が固まるのがわかった。リトは涙なみだをこらえるみたいに唇くちびるを嚙かんでる。カイエは喉のどを押さえ、〈超越者〉ノウィンは「言った通り？」と、膝の上から僕を見上げてくる。

「こっちに向かっていたおかーさんと〈夢想家〉さんが〝雑音ノイズ〟と接せつ触しよくしました」

　リトは携帯を抱だきしめながら、言葉をさがすように俯うつむいた。

「おかーさんたちのところに来たのは魔ま術じゆつ師しアグシーダと、姫ひめ君ぎみディンタニア＝エシュオン。二人は〈夢想家〉を護衛してたおとーさんと──〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットとの戦せん闘とうに入ったそうです」







　　　　５




「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　黒い森に〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンの雄お叫たけびが響き渡わたる。

　トレンチコートをまとった姿。全身は青い鱗うろこに覆おおわれ、目だけが赤い光を放っている。人のものとは思えない角度に開いた口。むきだしになった、岩をも嚙み裂さくことができそうな牙きば。

〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットは自分の甲かつ冑ちゆうが、ルガイフェの声で震えるのを感じた。

「〝端末〟の敵。ディンタニア＝エシュオン！」

　二人の視線の先に、白金色の少女が立っていた。

　黒い森に浮うかび上がる白い姿。肌はだが透すけて見えるほど薄うすい白衣に、この世の綺き麗れいなものだけで編み上げたようなプラチナブロンド。

〝雑音ノイズ〟の姫君、ディンタニア＝エシュオン。

　同性のアイリでさえ、その美しさに視線を奪うばわれそうになる。

「惑まどわされるものか。あいつは世界を終わらせる悪あく魔まだ！」

　首を振ふって叫ぶアイリ。

　ルガイフェの雄叫びはまだ鳴り響いている。

　青白い鱗に覆われた腕うでが、樹高十数メートルのモミの木を瞬しゆん時じに引き抜ぬく。

「アイリ！　お前は〈夢想家〉を保護しろ。こいつは我が止める!!」

　ルガイフェはモミの木をバットのように振り抜く。

　巨きよ大だいな一いつ閃せんに巻き込まれ、なぎ倒たおされた樹きが断だん末まつ魔まの悲鳴をあげる。砕くだけた幹の破は片へん、折れた枝、飛び散った葉がまとめてアイリたちの頭上に降り注ぐ。

　昏くらい目をした〝雑音〟の姫君、ディンタニア＝エシュオンは、ルガイフェを見ない。

「──『架か空くう兵へい士し』」

　ただ、全すべてを諦あきらめてしまった者の声で宣言する。

　ルガイフェが振り抜いた樹を、地面から出現した鋼鉄の手が受け止める。〈英雄〉の腕わん力りよくと、『架空兵士』の腕力。一いつ瞬しゆんの均きん衡こうの後、ルガイフェが抱かかえた樹に亀き裂れつが走る。根本から先せん端たんまでが一いつ斉せいにひび割れ──砕ける。飛び散った樹の欠片かけらがアイリの視界を覆い尽つくす。

「ルガイフェ！」

「〈夢想家〉のところへ行けと言った。アイリ＝イルシュタット！」

　──違ちがう。私は──ほのか。

　バグった〈英雄〉は処理されるべきもの。ルガイフェがまだ生きているのは、幼いアイリに彼を殺す力がないから。ルガイフェが〝雑音〟に殺されたところで問題などなにもない。むしろ相打ちになってくれるのが理想的──なのに。

　アイリは、ルガイフェを置いて走り出すことができずにいた。

　──どうして私は、バグった〝端末〟を心配している!?

　わからない。使命と感情が頭の中をぐるぐると回っている。

『〈断罪人〉と楓かえでさんの役目は〈夢想家〉の保護。ルゥはディンタニアの足止めね』

『いい？　〝雑音〟が来たらそうすんのよ？　今だけは一時休戦。わかった？　アイリ？』

　ここに来る直前に聞いた、天あま巡めぐり楓かえでの言葉が脳のう裏りをよぎる。彼女の、聞き分けのない子供を見るような視線を思い出し、アイリは無言で首を振る。

　──ふざけるなっ!!

　──バグった〈英雄〉と元〈断罪人〉の言葉など──私が聞くものかっ!!

　アイリの視界が真っ赤に染まっていく。

　小さな身体からだを『断だん罪ざい衝しよう動どう』が駆かけ巡めぐる。

　目の前にいる罪人二人。

　白金色の少女ディンタニアと、青い鱗をまとったルガイフェ。

　優先して殺すべきなのは〝雑音〟の姫君。彼女は世界を壊こわそうとしている〝雑音〟の首しゆ魁かい。八人の〝端ガジエ末ツト〟から能力を奪い、その身に宿した最悪の盗ぬす人びと。

　──殺す。罪人は殺す！

　──〈断罪人〉の仕事は守ることではない。殺すこと。

　──〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉が管理してきた世界を乱すものを、影かげも残さず消し去ること！

「〈断罪人〉の怒いかりを知れ──〝雑音〟!!」

　アイリは赤い甲冑に覆われた腕を左右に広げた。
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　両の掌てのひらの間に、光を帯びた線が生まれる。

　手てつ甲こうに覆われた手がそれをつかむ。光の線が延びていく。形状が変わっていく。

　全長四メートルを超こえる、焰ほのおの槍やりに。

　アイリは逆さか棘とげのついた穂ほ先さきをディンタニアに向けた。

「〈断罪人〉の最終兵器。罪人を『無む限げん舞ぶ台たい』より消しよう滅めつさせる断罪の槍『憤ふん怒ぬ』！」

　アイリが叫さけんだ瞬しゆん間かん、穂先から金色の炎ほのおが湧わき出し、槍を包み込む。

　赤く染まったアイリの目には〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみディンタニアの姿しか映らない。

『衝動』と、罪人への怒いかりと──〈角笛を吹く精霊〉を殺されたことへの復ふく讐しゆう心が、アイリの意識を漂ひよう白はくしていく。

　──こいつが〈角笛を吹く精霊〉を殺した！

　自分の育ての親だった人を。

　自分の今の姿。今の記き憶おく。〝端末〟としてのノウハウ。全てを与あたえてくれたあの人を──。

「断罪する！　この『無限舞台』から消えろ──〝雑音〟!!」

　アイリは喉のどを反らして絶ぜつ叫きようした。

　地面を蹴ける。

『憤ふん怒ぬ』の炎が、アイリ本人をも飲み込んでいく。

「これが〈断罪人〉の本質！　消えよ、〝雑音〟の姫君、ディンタニア＝エシュオン!!」

　アイリは自らの身体を一本の槍と化し、ディンタニアへと特とつ攻こうをかける。

　樹きを穂先が貫かん通つうする。焼き尽くす。炎さえ上がらない。樹を一瞬で灰へと変える高熱。

　炎を帯びた一本の槍が──ディンタニアに向かって疾はしる。

　その中で──アイリは、ディンタニアが微かすかに眉まゆを上げるのを見た。

　ディンタニアは『憤怒』の槍を避よけようともしない。それどころか、自分を守る位置に立っていた『架か空くう兵へい士し』を、細い指を振ふって消した。

　ディンタニアは額のサークレットを押さえて、小さく呟つぶやく。

「イエス、博士はかせ。『虚無へワンの帰還ネス』を起動するの」

　瞬間、アイリの背筋を危険信号が走り抜ぬけた。

　勝てない──と、本能が囁ささやく。

〈角笛を吹く精霊〉を前にした時と同じような感覚が脳裏をよぎる。

　──目の前にいるのは〝端末〟の上位者。刃は向むかってはいけない。

　──〝雑音〟はすでに世界のシステムに逆らうバグではない。

　──システムを支配している者こそ、〝雑音〟。

　──逆らえば、罰ばつを受けるのはこちらの方──？

「……かわいそうね」

　ふわ、とディンタニアの白衣がほどけるのが見えた。

　血の気の薄うすい唇くちびるが、アイリに向かって哀あわれみの言葉を囁くのも。

「あなたはカケルの妹さんのコピーなのよね？　あなたが消えたら、カケルは悲しむの？」

「イレギュラーなんか関係ない！　私は〈断罪人〉！　いずれイレギュラーも殺す。バグった〈生命体〉も『補正プログラム』も殺す。私は〈角笛を吹く精霊〉の意志を継つぐ!!」

「かわいそうね」

　ディンタニアの周囲に、六つの赤い光が浮うかび上がる。

　螺ら旋せんを描えがきながら、回転をはじめる。

　ディンタニアが紫むらさき色いろの目を細め、寂さびしそうに笑う。

「だから、これ以上かわいそうになる前に、ディンタニアがあなたを食べてあげる」

「──!?」

　赤い螺旋に触れた『憤怒』の槍が──弾はじけた。

　穂先を包む炎が黄こ金がね色いろの粒りゆう子しに変わる。だがアイリの身体は止まらない。投とう擲てきされた槍のごとく、ディンタニアに向かって突つっ込んでいく。

　黒い森に浮かび上がる、ディンタニアの白い裸ら身しん。

　そして彼女を取り囲む赤い螺旋が、アイリ＝イルシュタットの槍を一いつ瞬しゆんで分解した。

　穂先を──柄つかを──炎を──赤い手甲に覆おおわれた、アイリの腕うでまでも。

「あ────あ！　あ──────!!」

　これが『雑音』の姫君の切り札、『虚無へワンの帰還ネス』。

　アイリも情報は聞いていた。楓かえでを通じて、イレギュラーたちからの情報を。

　──でも。

　──実感ができなかった。〈角笛を吹く精霊〉が守ってきたこの世界の全すべてを分解してしまう──能力──なんてっ!!

　アイリの右みぎ肘ひじまでが『虚無へワンの帰還ネス』に飲み込まれる。渦うず巻まく螺旋の中、異常に肥大化した──隙すき間まだらけの右腕が浮かんでいる。引き抜くことができない。螺旋が徐じよ々じよに大きくなっていく。右肩かたが飲み込まれる。分解される。

　そして『果実』を抜き取られたら──自分は、ひしゃげて形を無くして消える。

「──いやぁ！」

　まだ十年しか生きていないのに。

　使命も果たしていない。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の仇かたきも討うっていない。

　アイリは──なにひとつ自分のしたいことはしたことがない。

「や────あああああああああああああああっ！　やだ！　私、消えたくない！　やだ──やだああああああっ！」

「お前は消えない。落ち着け、アイリ！」

　青白い鱗うろこが、アイリの視界を塞ふさいだ。ごつごつとした大きな腕。それが自分を抱だき留めるのがわかった。ディンタニアの赤い螺旋『虚無へワンの帰還ネス』。それとは逆方向に引っ張る力が働く。

　虚無へと引き込む力と、世界へと戻もどしてくれる力。

　両方が拮きつ抗こうし、バラバラにされるような痛みがアイリの身体からだを貫つらぬく。

　それが不意に消えて──アイリは赤い螺旋から引き抜かれていた。

「──ルガイフェ──うで。私の、うでが！」

　赤い兜かぶとを脱ぬぎ捨て、アイリは〈英えい雄ゆう〉ルガイフェの胸にむしゃぶりつく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。まだ〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみは〈世界〉になりきっていない。現実の『恒ホメ常オス性タシス』の方が強いはずだ。お前の腕は元に戻る！」

　アイリを抱いたまま、ルガイフェはディンタニアから飛びすさる。

　右腕をなくしたアイリに向かって、光る粒子が飛んでくる。それがアイリの右肩のあたりで寄り集まり──もう一度、アイリの右腕を形成していく。『虚無へワンの帰還ネス』が行った分解の行程を逆再生するように。

「……ある。私の、うで」

　再生した腕の感かん触しよくをたしかめるように、アイリは拳こぶしを握にぎり、開く。

「気をつけろと言ったはずだ。『果実』を強ごう引いんに引き抜かれたら〝端ガジエ末ツト〟の身体はほどけて消える。それが嫌いやならイレギュラーのところへ行け。彼の〝傷ペイン〟なら問題なくお前の『果実』を消し去ってくれる」

「……うぅ」

　アイリは両手で顔を覆った。涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔を、ルガイフェに見せたくなかった。断罪しなければいけない相手に守られている。なのに──父親に守られているかのように安心してしまう。そんな自分が許せなかった。

　──私は、なんのための〈断罪人〉なの？

　アイリは指の隙間からディンタニアの姿をうかがう。輝かがやくプラチナブロンドだけを身にまとった〝雑音〟の姫君。彼女を覆う赤い螺旋は絶対の防ぼう御ぎよ圏けん。『憤ふん怒ぬ』の槍やりでも貫けなかった。たぶん〈英雄〉の拳も通じない。

「──イエス、博士はかせ。送ります」

　不意にディンタニアが顔を上げて宣言した。

　螺旋が赤い光の球体を生み出す。ひとつ──ふたつ。

　それはディンタニアの周囲を何度か回ってから、黒い森の西へと飛び去った。

「アイリ、行け」

「──え？」

「〈夢想家〉と楓のところに走れ！　〝雑音〟の姫君は我がこの場に足止めする！」

　ルガイフェがアイリの腕を摑つかみ──そのまま西の方角へと投げ飛ばした。

「────ル────ルガイフェ!?」

「我の娘むすめからの情報──あの光は〝流転メタフ骨牌エシス〟に力を与あたえる。楓と〈夢想家〉を──守れ！」

〈英雄〉ルガイフェが両足で地面を踏ふみしめるのが見えた。見るものを安心させる、巨きよ大だいな両りよう腕うで。それが再び、密生するモミの木を根本から持ち上げる。ルガイフェ本体よりも遥はるかに大きなそれを、ディンタニアに向かって投げつける。

「──鬱うつ陶とうしいの」

「付き合ってもらう──『運命規定』による瞬しゆん間かん移動などさせぬ。『虚無へワンの帰還ネス』を使っている間は──別の能力を起動できぬのだろう？」

〈英雄〉ルガイフェは異常発達した犬歯をむきだして笑う。

　赤い瞳ひとみが、焦しよう点てんをなくしていく。

「アグシーダの元へ行きたければ『虚無へワンの帰還ネス』を解除し──『運命規定』で飛ぶがいい。その刹せつ那な、我の拳が貴様を引き裂さく──」

　ルガイフェの声がこわれていく。

　アイリは二人に背を向け、楓と〈夢想家〉がいる方角へと走り出した。

「……付き合ってあげる。むなしい〈英雄〉。カケルの家族を殺した人」

「むなしいか、確かにそうだ。だが──我は他ほかに責任の取り方を──知らぬ！」

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　青い突とつ風ぷうが、アイリの周囲を吹き抜ぬけた。

〈英雄〉の暴走が始まる。再び、青い突風がアイリの背中を叩たたく。背骨を貫くような衝しよう撃げきが走る。身体が浮うき上がる。不ふ可か侵しんのはずの甲かつ冑ちゆうに、ぴしり、と小さな亀き裂れつが走る。

　アイリは思わず顔を上げた。

　小さな身体からだを叩き、吹ふき抜けていった突風。それは青い竜りゆうのかたちをしていた。

　──竜形のオーラ。〈英雄〉ルガイフェの能力──。

　古いにしえよりあらゆる英雄を守護してきたという、伝説の獣けもの。

　バグってしまっていても、神聖を意味する竜のオーラを、未いまだルガイフェはまとっている。

「────────────!!」

　人の可か聴ちよう領域を超こえた、ルガイフェ＝ニーベルンゲンの絶叫。

　──あれが、バグった〝端末〟の末路──。

　恐きよう怖ふに耳を塞ふさぎながら、アイリは必死に黒い森を駆かけていく。




　黒い森に銃じゆう声せいが響く。

「ちっ！　死なないってのは厄やつ介かいよね、もうっ!!」

　密生する樹きを避さけながら、天あま巡めぐり楓かえでは走り続ける。撃うち尽つくした拳けん銃じゆうのマガジンをリリースし、上着の内ポケットに入っていた予備のマガジンを口でくわえて引っ張り出す。〝端末〟の能力をなくしてから、生きるための技術はさんざん磨みがいてきた。これくらいは朝飯前。

　半ば眠ねむっている人間を引っ張って、戦いながら森の中を駆け抜けるくらいは。

「いるわね。魔ま術じゆつ師しアグシーダ。まだ楓さんたちを追いかけてきてる……」

　魔術師の左右に控ひかえていた黒服たちはとっくに撃ち倒たおした。〝雑音ノイズ〟も人材がほとんど残っていない、と楓は判断する。でなければ、魔術師アグシーダが直々に出てきたりはしない。

「〈超ちよう越えつ者しや〉〈放ほう浪ろう者しや〉じゃなくて、こっちを狩かりに来たか。予想通り、ディンタニアとアグシーダは、翔かけるに接せつ触しよくするのを避けてるわね。あからさまなのよ」

　翔はディンタニアを殺せたのに殺さなかった。

　ディンタニアも、翔を殺せたのに、殺さなかった。

〝雑音〟が一番恐おそれているのは、翔に『果実』を三つ喰くわれることだろう。そうすればディンタニアが〈世界〉になるための『果実』が一つ足りなくなる。完全な拮きつ抗こう状態が生まれる。

「まぁ、楓さんはできることをするだけか。選せん択たくは次の世代に任せるとして……あんたは協力してよね……〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ」

　楓が腕うでを引いているのは小こ柄がらな少女。

〝端ガジエ末ツト〟の第十五位〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒ。カールした髪かみに、着ているのはフリルたっぷりのゴスロリドレス。じゃらじゃらとしたアクセサリーが、上着と髪を飾かざっている。

「あんたが切り札なんだからね。〈夢想家〉──『小しようラガジュ』！」

　かさり

「──っ！」

　左前方から聞こえた草を踏む音に、楓は迷わず銃じゆうを撃ち放つ。

「……お見事。元〈断罪人〉天巡──楓」

　白衣を着た老人が出現する。

　言葉を呟つぶやいたかと思うと、胸に楓の銃じゆう弾だんを受け、そのまま後ろに吹き飛ぶ。

　だが、血は一いつ滴てきも流れない。

　樹に背中から激げき突とつした老人は、痛みなど感じていないかのように立ち上がる。

「無む駄だだよ。私の身体はすでに──」

「死んでるんでしょ！　知ってるわよそんなこと！」

　次はどこを狙ねらえばいい？　眉み間けん？　それとも両目を撃ち抜く？

　楓は〈夢想家〉の腕を引き、樹の陰かげに滑すべり込む。アグシーダの姿は見えない。自分と同じように、樹木を楯たてにしている。自分ではもうアグシーダを止められない。ルガイフェかアイリが来るのを待つしかない。

「〝雑音〟も人手不足らしいわね、魔術師アグシーダ。あなた自ら出てくるなんて」

「時じ間かん稼かせぎかな？　天巡楓」

　木々の隙すき間まを縫ぬい、魔術師の声が聞こえてくる。

「少しくらいなら付き合って差し上げるが、心は痛まないのかな、天巡楓よ」

「なんで？」

「あなたと〝雑われ音われ〟は、生き延びるために一度は手を取り合った仲ではないか？」

「はぁ？　手を取り合ったぁ？」

　魔術師の問いに答えながら、楓は眠る〈夢想家〉の顔を覗のぞき込む。〈夢想家〉は『小ラガジュ』と呼ばれるほど強力な能力を持つ者。けれど、能力の発動までに少しの眠りを必要とする。

　ゴスロリドレスを着た〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒは、楓の膝ひざで寝ね息いきを立てている。

　まだ、目を覚ます気配はない。

「ちっ──たわごと言わないでよ。あんた、楓さんの前に出てきたことないじゃない」

　楓は木々の間に視線をさまよわせる。居場所がわかりしだい、急所めがけて銃弾を撃ち込む。

　今、できることはそれしかない。

「私のことではない。あなたに撃ち殺された、二人の部下のことだよ」

　森の中、魔術師の声が響ひびき渡わたる。

「お笑いね。今まで〝雑音〟をさんざん使い捨てにしてきたあんたの言うセリフ？　それに、どうせあんたが勝ったら世界は終わっちゃうんでしょ？　どうでもいいじゃないの」

「〝雑音〟は『共感能力者』。彼らの痛みを、生き残った者は引き継ついでいく」

「痛みじゃなくて怨おん念ねんでしょ！　あんたたちが引き継いでるのは！」

「……心は痛まないようだね、天巡楓」

「ぜんっぜん。ルゥの居場所がわかった今は、あんたたちがいなくても関係ないもの。むしろリトと翔の明るい未来の夫ふう婦ふ生活のためには邪じや魔まね」

　楓かえではモミの木を背にアグシーダと、〈夢想家〉の様子を交こう互ごにうかがう。目を閉じたままの〈夢想家〉の唇くちびるから微かすかに声が聞こえる。

「身長は八メートル──ねじれた角──牙きばは──背骨は──消化器官は──」

「言っとくけど、翔はディンタニアのものにはならないわよ。あの子にはリトって許いいな嫁ずけがいるんだから。できればあなたのお姫ひめ様は、もう翔に近づけないで欲しいんだけど」

「それはこちらも同意見だが、話はもう終わりだ。準備が済んだのでね」

　白衣をまとった魔ま術じゆつ師しアグシーダが、樹きの陰かげから姿を現す。

　楓は反射的に飛び出した。樹の間を走りながら、銃を撃うち放つ。

　それより一いつ瞬しゆん早く、東の方角から跳とんできた蛍ほたるのような光が、魔術師の手の中に落ちた。

　ぞくん──と、楓の背筋に寒気が走った。

　銃弾がアグシーダの両目を撃ち抜ぬく。アグシーダの首がのけぞり──戻もどる。顔面に生まれた赤黒い空くう洞どうが、ふたつ。その向こうに──赤い海のようなものが見えた気がした。

「なに──それ」

　自分はあれを知っている。

「死んでよ！　いいから死んでよっ！　魔術師アグシーダ!!」

「時が来れば」

　アグシーダの掌てのひらから、角笛を吹ふく道化師のかたちをした牌はいが飛び立つ。

「世界の終わりと同時に、私は消えるだろう。世界の真実を知ってもなにも変わらない人々に価値はなく、継けい続ぞくにはすでに意味がない。あなたもまた無価値な者の一人だ、天あま巡めぐり楓かえで」

　赤い光を宿した〈角笛を吹く精せい霊れい〉の〝流転メタフ骨牌エシス〟。

　楓が一回、瞬まばたきをした直後、それはすでに目の前にあった。

『「運命規定」、吹き飛べ。天巡楓』

〈角笛を吹く精霊〉に似た声で〝流転骨牌〟が宣言し──。

　そして楓は意識を失った。
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〈断罪人〉アイリがその場所に駆かけつけた時、微かすかに血のにおいがした。

　彼女の目に映ったのは、頭から血を流して倒たおれている、元〈断罪人〉天巡楓。

　目を閉じて地面に横たわっている〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。

〈夢想家〉に覆おおい被かぶさり、彼女の顔を覗き込んでいる──魔術師の姿。

「おや──〈断罪人〉か？」

　アイリに向かって振ふり向いたアグシーダの顔には両目がなかった。なにか深いものを映した虚うつろな眼がん窩か。その奥にあるものを──皺しわ深い瞼まぶたが覆い隠かくした。

「き、切り裂さけ！　『暴食』!!」

〈断罪人〉アイリが腕うでを振る。見えない円月刀が、〝流転骨牌〟を摑つかんでいたアグシーダの両りよう腕うでを切り飛ばした。本体から落ちたアグシーダの手のひらが開き、〈教師〉と〈壊かい体たい者しや〉の〝流転骨牌〟が草の上に転げ出る。

「ま──間に合った？」

　アイリは〈夢想家〉に向かって跳ぶ。

　切り飛ばされたアグシーダの両腕が──黒いゲル状のなにかになり──溶とけて消える。〈夢想家〉の目の前に着地したアイリは〝流転骨牌〟に向かって手を伸のばす──が、アグシーダが再生した腕で牌を拾い上げる方が早かった。

「──くたばれ魔術師っ!!　『強ごう欲よく』!!」

　地面から鋼鉄の三本爪つめが飛び出し、〝流転骨牌〟を摑んだアグシーダの身体からだをえぐり取る。元に戻ったばかりの両腕と胴どう体たいに大穴を開けた魔術師は、必死にアイリから転がり逃にげる。

「無様。不死の魔術師め。〈夢想家〉を『ティーチング』で洗脳するつもりだったか？」

　再生し、立ち上がるアグシーダを睨にらみながら、アイリは見得を切る。

「だけど〈断罪人〉は罪人を見み逃のがさない。この世界に〝雑音ノイズ〟の居場所などない！」

「〈角笛を吹く精霊〉の飼い犬か。厄やつ介かいなことだね」

　アグシーダは瞼を開き、再生した灰色の瞳ひとみをアイリに向けた。

「〝雑音〟の姫ひめ君ぎみは〈英えい雄ゆう〉が足止めしている。ここには来られない。私はあなたを殺し続ける。〈断罪人〉の七つの武器。全すべて受けても笑っていられる？」

「ならば、こちらは十八体の〝端ガジエ末ツト〟の能力でお相手しよう」

　アグシーダに向かって、また、蛍ほたる火びのような光が漂ただよってくる。『黒い森』の東側からディンタニアが飛ばしてくる『虚無へワンの帰還ネス』が生み出す根源の力。

　アグシーダは〝流転骨牌〟を握にぎったまま、それに向かって手を伸ばす。

　──死なない魔術師と、『虚無へワンの帰還ネス』による絶対防ぼう御ぎよを持つ〝雑音〟の姫君。

　──『傲ごう慢まん』『嫉しつ妬と』『憤ふん怒ぬ』『怠たい惰だ』『強欲』『暴食』『色しき欲よく』──どれを使えばいいの？　どの武器なら通じる？　どうしたらアグシーダとディンタニアを殺せるの──!?

〈断罪人〉アイリは、突とつ然ぜん、自分の七つの武器が全く意味のないものに思えた。

〝傷ペイン〟によって復活した魔術師も、六つの『果実』を持つ〝雑音〟の姫君も、〝端末〟とは別格の存在。もしも彼らを倒せるとしたら、同じ別格の能力を持つ者だけ。それは──。

　──お兄ちゃん──イレギュラー天あま巡めぐり翔かけるの〝傷〟ならアグシーダを殺せる？

　突とつ然ぜん浮うかんだ翔の姿を、アイリは三つ編みを振り乱して打ち消す。

「罪人は〈断罪人〉が裁くものだ！　打ち砕くだけ、『傲慢』っ!!」

　アイリが『傲慢』の鉄球を呼び出した瞬しゆん間かん、

　樹きの根本で眠ねむっていた〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒが、突然、目を開いた。




「おはようございます。〈夢想家〉の能力『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』、発現いたしますわ」




　立ち上がり、ぺこん、と頭をさげる、ゴスロリドレスをまとった少女。

　彼女のまわりの地面から半はん透とう明めいの粒りゆう子しが沸わき上がる。

「わたくし〈夢想家〉は夢の中で創造する〝端末〟。この世界を創造した、偉い大だいなる〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟と同種の能力を持つ者。故ゆえに『小ラガジュ』と呼ばれておりますの」

　半透明の粒子が凝こり固まっていく。人に似た姿を取り始める──けれど、サイズが違ちがいすぎる。黒い森に発生する、無数の棘とげが生えた腕。節くれ立った指と、黒ずんだ刃やいばのような爪。

　腕だけで、人の身体そのものよりも大きい。

「これぞわたくしが眠りの中で練り上げた悪あく魔まベリアールくんですわ。この世界を無に帰す〝雑音〟の相手をするには最適！　偉大なるラガジュもご覧あれ!!」

　ＧＹＡＧＹＡＧＹＡＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡ！

　山羊やぎの頭。ねじくれた角。背中には漆しつ黒こくの翼つばさ。

　身長八メートルを超こえる悪魔ベリアールが、口からはみ出した牙きばを擦こすり合わせ、空に向かって吠ほえる。兜かぶとを被かぶり忘れたアイリの鼓こ膜まくが震ふるえ、三半規管が踊おどり出す。

「〈夢想家〉桃とう里り──私を攻こう撃げきして────どうするの──!?」

「これは失礼いたしました！」

　桃里の声に応こたえて、悪魔ベリアールが両手をプレス機のように、アグシーダに向かって振ふり下ろした。耳を押さえてうずくまるアイリの前で、大地が震えた。樹がまとめてへし折れ、地面が裂け、アイリよりも巨きよ大だいな土の塊かたまりが飛んでいく。

「ばか！　〈夢想家〉、戦い方がわかってない！」

　完全に動きを読まれている。

〝流転メタフ骨牌エシス〟を使う必要もない。アグシーダはただ後ろへと飛び退のくだけ。

　アグシーダは白いヒゲを撫なでながら、巨大な掌てのひらを振り回す悪魔に虚うつろな目を向けていた。

「……私が六百年以上、天敵としていた〝端末〟とはこの程度のものか」

「あなたに言われたくないですわね」

〈夢想家〉桃里の声と共に、悪魔ベリアールが地面を揺ゆらして進み出る。

「……無様ですわよね。甦よみがえって、死んでの繰くり返し。不死とはいえ、痛覚くらいはあるでしょうに。死なないというのはどういう気分かしら？」
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「〝夢を見続ける神〟か〝精デイヴ霊アイン〟にでも聞いてみたらどうかね？　〈夢想家〉」

　魔ま術じゆつ師しアグシーダは笑うかたちに口をゆがめた。

「君とは話が通じるようだ。〈断罪人〉などは武器を振り回すばかりで会話にもなりはしない。子供とは扱あつかいにくいものだな」

「──なっ!?」

　思わず拳こぶしを握りしめたアイリの眼前で──アグシーダの身体からだが薄うすれていく。

「イレギュラーもそうであった。すでに世界は〝雑音ノイズ〟のシステムで回りはじめているというのに、あり得ないセキュリティホールの存在を夢見ていた。彼のおかげで、当初の予定になかった〈断罪人〉〈夢想家〉にまで手を出すことになってしまった」

「世界を終わらせようとする者が、その程度の苦労を厭いとわないで欲しいものですわ」

「私はただ、この世界の者たちに〝雑音〟の声を届けたいだけなのだがね」

「──作り主の意図に逆らう被ひ造ぞう物ぶつなど──薄気味が悪いですわ！」

〈夢想家〉の声に応じて悪魔ベリアールが両りよう腕うでをアグシーダに向かって振りかざす。

〈断罪人〉アイリが巨大な鉄球『傲慢』を手に走り出す。

　魔術師アグシーダが宙を見上げ、微かすかに笑う。

「さて、そろそろ時間かな？」

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　黒い森が震えた。

「ディンタニアが私を呼んでいる。バグった〈英えい雄ゆう〉は目標を失い、暴走しているようだ。今日はこれまでとしよう」

　魔術師アグシーダの掌の中で〈角笛を吹ふく精霊〉の〝流転骨牌〟が光を放つ。

〈英雄〉の雄お叫たけびに脚あしを止めてしまったのはミスだった。

　数秒遅おくれて、アイリが『傲ごう慢まん』の鉄球を撃うち出す前に、アグシーダの姿は消え去っていた。

「──あなたは失敗した、魔術師アグシーダ！」

〈断罪人〉アイリは叫さけんだ。

「これから全すべての〝端ガジエ末ツト〟が集結し、〝雑音〟に立ち向かう。何度来ても同じ。あなたはなにも手に入れられないし、世界は終わらない。無む駄だ足あしを繰り返すだけ！」

「──いや。もうここですべきことは全て終わった」

　黒い森に、魔術師アグシーダの声だけが響ひびき渡わたる。

「ひとつだけ告げよう、愚おろかな〈断罪人〉よ。もはや『無む限げん舞ぶ台たい』終幕への道は完成している。あとはそれに逸それぬよう、シナリオをなぞっていくだけのことだ」

「──くっ！」

『傲慢』の鉄球が、少し前まで魔術師のいた場所を通過した。〈断罪人〉アイリが鎖くさりを引く。緊きん急きゆう停止した鉄球は森の木々をへし折り、アイリの手へと戻もどっていく。

　木々が微かに震えている。

　森にはまだ〈英雄〉ルガイフェの雄叫びが響き渡っていた。

「アグシーダは逃にげたか……」

「困ったものですわね。魔術師にも、バグった〈英雄〉にも」

　ゴスロリドレスの〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒがアイリに笑いかける。彼女が生み出した悪あく魔まベリアールが同意するように、尖とがった歯をむき出して笑う。

「時間がかかりすぎだ〈夢想家〉。ディテールにこだわるよりもっと早く召しよう喚かんを」

「ごめんなさいね。魔術師には間に合わなかったかもしれませんわね」

　不意に、森を震わせていたルガイフェの雄叫びが止まった。

　森の出口。

　短い草が生えた草原につながる場所に、黒い車が停とまるのが見えた。

　それを見ながら〈夢想家〉桃里は頰ほおに手を当て、楽しそうに微笑ほほえむ。

「ですが、イレギュラーの相手をするには、十分ではないかしら？　〈角笛を吹く精霊〉を殺した彼も罪人なのでしょう？」

　車のドアが開き、四人の人間が降りてくる。

「あれは……イレギュラー。ほのかの……お兄ちゃん？」

　アイリは長い三つ編みを揺らして、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　イレギュラー天あま巡めぐり翔かける、〈生命体〉周す防おう真ま白しろ、『補正プログラム』周す防おう黒くろ乃の。そして元〈断罪人〉天あま巡めぐり楓かえでの娘むすめにして〈慈じ母ぼ〉の、天巡リト。

〈角笛を吹く精せい霊れい〉の死の原因となった者たちが、森の外からアイリを見ていた。




　　　　７




「おかーさんっ！」

　車の助手席からリトが飛び出す。

　僕にも見えた。黒い森の入り口。樹に寄りかかって倒たおれている楓かえでさん。手足を投げ出したまま、動かない。初めてだ。こんな楓さんを見るのは。

　僕たちはリトを追いかけようとして──足を止めた。

　森から出てくる、三つの影かげがあった。

　一人は赤い甲かつ冑ちゆうをまとった〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット。

　もうひとりはフリルたっぷりのゴスロリドレスを身につけた、僕の知らない少女。

　そして最後に現れたのは、身長数メートル──『架か空くう兵へい士し』よりも巨きよ大だいな、黒い皮ひ膚ふとねじくれた角を持つ、文字通りの悪魔だった。

「〈断罪人〉は敵」

「待った、黒乃」

　僕は──鉄の剣を構えた黒乃と、僕をかばうみたいに両手を広げた真白を制して、前に出た。

〈断罪人〉アイリと、悪魔を連れた少女は僕たちから距きよ離りを取っている。

　リトと楓さんにも近づこうとしない。

「聞いてくれ〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット。僕たちは戦いに来たわけじゃない！」

　僕は〈断罪人〉アイリに向かって叫んだ。

　もう〝端末〟と戦ってる場合じゃない。僕たちが殺し合って喰くらい合っても、〝雑音ノイズ〟の導く終末が近くなるだけだ。それがアイリにわかってもらえるかはわからないけど……。

　でも──やらなきゃ。

「信じてくれないかもしれないけど、僕は〝雑音〟を止めるために来たんだ。今、僕たちが戦う理由なんかない」

「そう、戦う理由はないね。お兄ちゃん」

〈断罪人〉アイリの赤い甲冑がほどけた。

『中有のルー居城ガー』で彼女が着ていたのと同じ、白いトーガをまとった小さな少女が姿を現す。

　長い三つ編み。細い手足。

〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット。〈角笛を吹く精霊〉の『運命規定』で記き憶おくを消されて、本来の姿までなくしてしまった少女。僕の妹、天巡ほのかのコピー。

「聞きたいことがある、〈断罪人〉アイリ」

「だいたい質問はわかるよ、お兄ちゃん。私たちはここで〝雑音〟と戦った。〈夢想家〉は守りきった。けれど、魔ま術じゆつ師しアグシーダと姫ひめ君ぎみディンタニアには逃げられた。わかってると思うけど、天巡楓を傷つけたのは私たちじゃない。これで満足？」

〈断罪人〉アイリは僕から視線を逸そらしたまま答えた。

「〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンは？」

「会いたければ森の東まで歩けば？　ただし、まだ暴走中かもしれないよ。あの人は、我を忘れると手当たり次し第だいに周囲のものを破は壊かいする化け物になっちゃうから」

　僕の後ろで真白が、びくん、と震ふるえるのがわかった。

　それが、バグった〝端ガジエ末ツト〟の末路。そう〈断罪人〉アイリは続けた。

「……それで、君の隣となりにいるのが〈夢想家〉なのか？」

　僕の問いに、〈断罪人〉の隣に立っていたゴスロリドレスの少女が、小さく頷うなずいた。

「その通りですわ。はじめましてイレギュラー、天巡翔」

　少女──〈夢想家〉が悪戯いたずらっぽく笑う。人差し指で唇くちびるを押さえて、なにかとてつもなく面おも白しろいことを思いついた子供のような顔で、僕と真白と黒乃を、交こう互ごに見てる。

「わたくしは〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。『小ラガジュ』と呼ばれるもの」

「知ってる。カイエから聞いた」

　僕は右みぎ腕うでを押さえたまま、彼女に頷き返す。

「この世界の神様〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に似た能力を持つ〝端末〟だって」

「似た能力とは失礼ですわね。わたくしの能力はラガジュそのもの。〈夢想家〉は偉い大だいなるラガジュ同様、夢を見ることで自由になにかを創造することができる〝端末〟。この悪あく魔まベリアールくんは四時間の眠ねむりの中で生み出した傑けつ作さくですわ」

　犬が飼い主に甘えるように、山羊やぎに似た頭を持つ悪魔が、〈夢想家〉に頰ほおをすり寄せる。

「わたくしは〝雑音〟が大だい嫌きらいです。作られたものが造物主に逆らうなんて、薄うす気味の悪い」

「それで、こんなところまでなにしに来たの？　お兄ちゃん」

　うっとりと語る〈夢想家〉を押しのけて、〈断罪人〉アイリが前に出た。

　ここが、正念場だと思った。

　僕は息をすぅ、と吸った。

「〝雑音〟を止めるまで、全すべての〝端末〟には、僕と一いつ緒しよに戦って欲しい」

　ずっと考えていた言葉を、一気に吐はき出した。

「〝雑音〟の姫君ディンタニア＝エシュオンは魔術師アグシーダに精神を支配されてる。アグシーダさえ消せば、ディンタニア自身に世界を終わらせる意志はないんだ」

　小さなディンタニアはずっと泣いてた。

　痛いって。世界の終わりが恐こわいって。

「不死の魔術師を消す？」

〈夢想家〉桃里が目を細めて僕を見た。

「どうやって？　あいつは死なないのですわよ？　わたくしの悪魔ベリアールくんの攻こう撃げきも、アイリの武器も通じなかった。それをあなたがどうやって消すおつもり？」

「魔術師アグシーダは〝傷ペイン〟によって復活した」

「知ってますわ、それで？」

「〝傷〟を使ったのは魔女ケルトファリア。彼女は今も『神の箱庭』でアグシーダを復活させるための儀式を続けてる。彼女が『神の箱庭』にいることが儀式の条件。アグシーダを倒すには、それを無効にしてしまえばいい」

　アグシーダは復活し続けているから死なない。たぶん、それだけなんだ。

「〝流転メタフ骨牌エシス〟があれば『中有の居城』への門が開く。そこから『神の箱庭』に飛び込んでケルトファリアを解放すれば、魔術師アグシーダは復活できなくなって消える」

　僕がしなきゃいけないことは決まってる。

　ディンタニアをアグシーダから引き離はなして、『果実』にハッキングをかけるか『神の箱庭』にいるケルトファリアを解放して、アグシーダを消しよう滅めつさせるか。

　だけど〝傷〟の『木の実』はふたつしか残ってない。戦うためにはもう使えないんだ。

　アグシーダとディンタニアはこれからも〝端末〟を狙ねらってくる。だから。

　僕がディンタニアにたどりついて、彼女を止めるためには、どうしても〝端末〟の協力が必要になる。できれば最強の戦せん闘とう種しゆ、〈断罪人〉と〈英雄〉の協力が。

　──僕が、生身のままケルトファリアを解放するためには──どうしても。

「アグシーダは〝流転骨牌〟で攻撃してくる。その時に僕が〝傷〟で〝流転骨牌〟を止める。協力してくれなんて言わない。お互たがい敵対しないで、勝手に戦うだけでいい。アグシーダまでたどり着けば、あとはこっちでなんとかする」

「たわごとですわね」

　僕の言葉に、〈夢想家〉桃里は吐き捨てるように答えた。

「ひとつ。あなたの情報の出所がわからない。ふたつ、仮にあなたの言うことが真実だとして、わたくしたちにそこまでまどろっこしいことをする理由がない」

「……まどろっこしい？」

「だって、ディンタニア＝エシュオンを殺せばいいだけですもの」

　──う。

　見み抜ぬかれてた。

　僕たちと〝端末〟は、世界終しゆう了りようを止めるという点では利害が一いつ致ちしてる。

　けど、正しく稼か働どうしてる〝端末〟の目的は、『無む限げん舞ぶ台たい』をそのまま維い持じすること。

　ディンタニアを殺せば、彼女の中にある六つの『果実』は転生に入る。どれくらい先かわからないけど、正しく稼働する六人の〝端末〟として生まれてきて──。

　──いずれ『無限舞台』は元の通りに回り出す。

「どうやってディンタニアを殺すつもりなんだ？　ディンタニアの『虚無へワンの帰還ネス』は全てを分解してしまう。〝端ガジエ末ツト〟の能力も使い魔まも打ち消す。それをどうやって？」

「持久戦に持ち込めばいいだけです。アグシーダを殺し続け、〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみとのコンタクトを断たつ。彼女も、永久に能力を使い続けられるわけではないでしょう？」

　拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさり、〈夢想家〉桃とう里りは返答した。

「で、あなたに協力しない理由の三つ目。これはアイリに言ってもらった方がいいかしら」

「……イレギュラーは、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を間接的に殺している」

〈断罪人〉はまっすぐ僕を睨にらんでいる。

　動かない。攻撃はしてこない。だけど、殺気に満ちた視線。

「殺されかけたのはこっちだから正当防衛──って言っても通じないだろうな」

「〈角笛を吹く精霊〉はイレギュラーに慈じ悲ひを与あたえた」

〈断罪人〉アイリは細い指先を僕に向かって突つきつけた。

「〝傷〟が取り憑ついた右みぎ腕うでを差し出せば、手を出さないと神にまで誓ちかったのに！　それに逆らい、〝雑音〟を『中有のルー居城ガー』に誘さそい込んだのはお兄ちゃんだっ！」

「〈心しん配ぱい症しよう〉〈創造者〉に僕たちを襲おそわせておいて、慈悲もなにもあるか！」

　これじゃ、ディンタニアの方がまだ話がわかるかもしれない。

〈角笛を吹く精霊〉に育てられた〈断罪人〉、アイリ。偽にせほのか。

　彼女は〝普エ通キのス人ト間ラ〟の中で暮らしたことが全くないんだ。

「殺されないだけありがたいと思いなさい。あなたはこの世界で最も正しい存在を殺してしまったのだから」

「でも、天あま巡めぐりくんはカイエさんの『果実』を食べませんでした」

　──真ま白しろ？

　不意に、僕の両りよう脇わきを通り抜ぬけて、真白と黒くろ乃のが前に出た。

　真白はふるふると震ふるえながら、黒乃は流れるような足取りで、左手に鉄の剣けんを構えながら。

「あたしは正しい人より、優やさしい人を選びたいです！」

「……バグった〈生命体〉の意見など聞いていない！」

〈断罪人〉アイリは、真白に気け圧おされたように、振ふり上げた腕うでを下ろした。

「私は〈角笛を吹く精霊〉の意志を継つぐ。継がなければいけない。ルガイフェもイレギュラーも、〝雑音〟に対たい抗こうするために生かしているだけ。世界を維持するには〝精霊〟の意志通りに、『無限舞台』を続ける以外に道はない──あるわけがないっ」

「だったら探せばいいんです！」

　真白が黒乃の手を握にぎる。

　黒乃も真白の手を握り返した──みたいに見えた。錯さつ覚かくかもしれない。黒乃の顔には表情がない。冷め切った『補正プログラム』の顔。だけど。

「天巡くんは〈超ちよう越えつ者しや〉さんの『果実』も〈放ほう浪ろう者しや〉さんの『果実』も食べませんでした。〝雑音〟さんたちから二人を助け出した時、食べちゃうこともできたんです。あたし、ばかだからよくわかりません。でも『果実』が世界からあと三つなくなれば、拮きつ抗こう状態になるんでしょう？　ディンタニアさんは〈世界〉の〝端末〟になれなくなるって、そう聞いてます」

　真白は黒乃の手を握ったまま、ときどき言葉を探しながら、必死に〈断罪人〉と〈夢想家〉に向かって訴うつたえかける。何度も僕を振り返りながら、必死で。

「でも天巡くんはそうしませんでした。誰だれだって、譲ゆずれないものはあるからです。記き憶おくとか、使い魔さんとか、それを本人の意志を無視して壊こわすのが嫌いやだったから食べなかったんです！　それぞれが──好きって気持ちを抱だきしめて、あたしたちは生きてるから──それが許されない世界は嫌だから──だから。そういう人なんです。あたしの好きな人は」

「──わからない──」

　真白の眼光に怯おびえたように、〈断罪人〉アイリは視線を逸そらした。

「──わからない！　そんな感情は〈断罪人〉にはいらない！」

「そして〈夢想家〉にもいらないのですわ。たわごとと申し上げたでしょう、イレギュラー、〈生命体〉！」

　ＧＯＢＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＹＡ！

　突とつ然ぜん──口から赤い泡あわを吹き出して──悪あく魔まベリアールが、吠ほえた。

　無数のコブのようなものに覆おおわれた掌てのひらを、僕たちに向かって──振ふり下ろしてくる!?

「危険です。マスター、イレギュラー」

　冷静すぎる黒乃の声。

　黒乃は真白の首根っこを摑つかみ、さらに反対側の腕で、僕を突き飛ばした。

　視界が回る。目の前に柔やわらかい草。一回転──二回転して、やっと回転が止まった。

『使ッテ！　マスター！　〝傷ペイン〟ヲ使ッテ！』

〝傷〟の声が耳元で反はん響きようしてる──けど、僕は〝傷〟を──呼び出せなくなってる。

　恐こわいんだ。

　最後の選せん択たくをしてしまうのが恐い。最後の『木の実』を使うことが。

「真白──黒乃！」

「だ、だいじょぶ、です」

　黒乃は真白を抱だいたまま、車まで跳とんでいた。黒いセダンの屋根の上、横たわった真白と、鉄剣を構えて仁に王おう立だちになった黒乃が見えた。

「命令を」

　真白にじっと視線を向けて、黒乃が問う。

「〈生命体マスター〉、命令をください。〈夢想家〉と〈断罪人〉は敵ですか？」

「──敵──じゃない。敵じゃないの。お願い〈夢想家〉さん、話を聞いて！」

　胸を押さえて、真白はアイリと桃とう里りに叫さけび続ける。

　真白が考えてることが、僕にもわかる。

　戦って、喰くらって、殺し合って──僕だって、そんなのはもう嫌なんだ！

「……僕たちに協力しろ、桃里＝ハイムリッヒ！　アイリ＝イルシュタット!!」

　何度でも言ってやる。

　僕が〝傷〟で〝端ガジエ末ツト〟と喰らい合うことが神様の目的なら、そんなのに絶対に従わない。

　誰が──あんな神様の思おも惑わく通りに動いてやるもんか！

「あんたたちがどう考えるかは知らない！　僕はディンタニアを止めるって決めた。僕たちは勝手にあんたたちの側そばで戦う。それだけだっ!!」

「薄うす気味が悪いと申し上げました！」

　心底気持ち悪そうに〈夢想家〉が目を閉じ、首を横に振って叫んだ。

　悪魔ベリアールは、巨きよ大だいな口を開く。喉のどの奥が、僕の場所から見える。作りものの癖くせにやたらと生き物めいた、赤黒い喉ぼとけ。林のような牙きば。

「死なない程度に喰らうといいです！　ベリアールくん!!」

「イレギュラーは〈生命体〉のパートナー」

　僕の真横を、黒いつむじ風が過ぎた。

　黒くろ乃のだった。車から地面へ飛び降りた黒乃は、悪魔ベリアールの足から脇わき腹ばら、脇腹から肩かたまで、一気に駆かけ上がっていく。速い。〈断罪人〉〈夢想家〉が反応できない。僕の視線だって追いつけない。

　黒乃は自分の身長より長い鉄の剣けんを振ふりかざす。

　なんの力もないはずのそれを──黒乃は──悪魔の眉み間けんに──突つき立てた。

　ばき──と、なにかが砕くだける音がした。

　身長八メートルの、悪魔ベリアールの額と、

　力いっぱいに剣を振るった、黒乃の両りよう腕うでから。

　巨大な悪魔が後ろ向きにバランスを崩くずす。

　折れた両腕をだらりとさげた黒乃が、落ちてくる。

「黒乃！」

　僕は前へ駆けだした。頭上を見上げる。落ちてくる黒乃と──目が合った。

　黒乃の落下地点で僕は手を広げた。

　──だけど。

「──だめ」

　声が聞こえた。

　感情のない『補正プログラム』の声じゃなくて、真ま白しろの妹の周す防おう黒くろ乃のの声が。

　──今のは──黒乃？

　わからない。空耳かもしれない。

　空中で身体からだを丸めた黒乃は、悪魔ベリアールの胸を蹴けった。軌き道どうが変わる。黒乃は僕の後ろ、真白がいる車の少し手前に落ちた。そのまま真横に転がり、折れた両腕を垂らしながら、黒乃はなんとか立ち上がる。

　その直後、地面が揺ゆれた。

　後ろ向きに倒たおれた悪魔ベリアール。真上に突き上げた悪魔の掌の上にいる〈夢想家〉と〈断罪人〉。〈断罪人〉はなんとか悪魔の指にしがみついてるけど、〈夢想家〉は顔を指に擦こすりつけて転がってた。

「……つ、作られたものが造物主を巻き込んで倒れるなど、ぶ、無様。薄気味の悪い！」

　ぐしゃぐしゃになった髪かみを振り乱しながら、〈夢想家〉が顔を上げる。

「消えちゃいなさい悪魔ベリアール！　アイリはイレギュラーを殺しちゃって！」

〈夢想家〉の声に応じて、悪魔ベリアールの身体が──無数の粒りゆう子しになって、砕けた。

「聞いて、お兄ちゃん──ううん、イレギュラー」

　悪魔の手から降りた〈断罪人〉アイリは、僕をじっと見てた。

　ぼんやりと──迷子みたいに突っ立ってる、妹のほのかそっくりの少女。

「……今、私がイレギュラーと戦う理由はない」

「うん。僕もさっき、そう言った」

「けれど、戦わない理由もない。〈断罪人〉はこれからどうすればいいの？　イレギュラーは敵──だけどイレギュラーは〝雑音ノイズ〟の敵。ルガイフェは処理されなければいけない〝端末〟。だけどルガイフェがいなければ私は死んでいた」

　小さな〈断罪人〉は長い三つ編みを握にぎりしめた。

「わからない。誰だれが罪人で、誰を許して、誰を罰ばつすればいいの──？」

「自分で決めるしかないだろ……そんなの」

「〝雑音〟は敵。それは絶対に間ま違ちがいない。でもイレギュラーは？　バグった〈生命体〉〈英えい雄ゆう〉は？　わからない。〈断罪人〉に、罪人が見えないなんてあるはずがないのに！」

〈断罪人〉アイリが腕うでを振り上げた。生まれる『傲ごう慢まん』の鉄球。

　──限界かもしれない。

〝傷ペイン〟が使えない僕はただの〝普エ通キのス人ト間ラ〟だ。だから、できれば〝端末〟たちを説得したかった。協力はできなくても、せめて中立でいてほしかったんだ。

　だけど、もう限界かもしれない。

　──〝傷〟──やれるか？

　噓うそつきだって言われたって構わない。〈断罪人〉と〈夢想家〉の『果実』を喰くらって──そのまま──真白の『果実』を壊こわす。『衝しよう動どう』を──消す。

「────ぁ!?」

　声が出ない？

　頭の中を、消えた〈政治家〉オスロットの姿がちらついてる。

　掌しよう握あくしたのに。あれだけ苦労して〝傷〟を調教したのに──呼び出せない。

　身体ががちがちに固まってる。喉のどが、灼やけたみたいにひりついてる。溶とけて消えた〈政治家〉オスロットのイメージが──真白の姿に変わっていく。真白が水みたいに溶けて、消えて、黒乃がいなくなって。

　そうなったら──世界を継けい続ぞくさせる意味なんてなんにもなくなる──!?

「そこまでだよ────────っ！」

　僕も、〈断罪人〉アイリも、たぶん〈夢想家〉桃とう里りも気づかなかった。

　黒い森の前、草を巻き上げながら走ってきた黒いセダンが、僕と〈断罪人〉たちの間に、ドリフトしながら割り込んできた。むちゃくちゃな速度で、タイヤから煙けむりを上げながら急ブレーキ。片輪走行でバウンドしながら、停とまった。

「駄だ目めだよアイリ＝イルシュタット！　アマメグリくんとマシロ、それにクロノはボクの友達なんだ。傷つけたら許さないから！」

　助手席から転がるように飛び出してきたのは──カイエ？

「……遅おそくなってごめん、アマメグリくん。エリシアとノウィンと一いつ緒しよに作戦を練ってたんだ。どうやって〈夢想家〉桃里と、〈断罪人〉アイリをキミたちの味方にするかって」

　カイエは僕たちと〈断罪人〉たちの間に立ちはだかるように、両手を広げた。

　短い金きん髪ぱつ。リトとお揃そろいのオーバーオールにジャケット。

〈人形使い〉カイエは小声で「とにかく話し合いのテーブルまでもってく。あとはそれから──」って僕にささやいてから、〈断罪人〉と〈夢想家〉に向き直る。

「〝端ガジエ末ツト〟は〝端末〟を殺せない。その意味がわかるよね、アイリ、桃里。ボクを巻き込む可能性がある限り、キミたちはアマメグリくんたちに手を出せない！」

「『自動オート人形マタ』をなくしておかしくなりましたの？　〈人形使い〉カイエ＝トキサガ」

　地面に座り込んだまま、〈夢想家〉桃里が、あきれたような声を漏もらす。

　彼女に向かって、カイエは何度も首を振ふった。

「ボクはアマメグリくんの話も──〈政治家〉オスロットの話も聞こうとしなかった。そのせいでモニカも、オスロットも死んじゃった。もうそんなの嫌いやなんだ！　話を聞いてよ。〝普通の人間〟の上位種のはずの〝端末〟が、喰らい合って殺し合ってどうするのっ!?」

　カイエは目を閉じ、必死になって叫さけんだ。

　でも、後半棒読みだった。車の運転席で、なぜか〈放ほう浪ろう者しや〉エリシアが親指を立ててる。「ぐっじょぶ」と唇くちびるが動いた。もしかして、セリフを仕込んできた？

　彼女の胸にしがみついて、〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンが眠ねむっている。

「……はいはいわかりました！　お望み通り話し合いましょう」

　疲つかれたような溜ため息いきをついて〈夢想家〉が頷うなずいた。

「わたくしが議場を用意いたします。〝端末〟会議を行いましょう。それでいいですか？　アイリ」

「──え、あ──うん」

　急に話を振られた〈断罪人〉が、こくりこくりと首を縦に振る。

〝端末〟は〝端末〟を殺せない。無理に殺そうとすれば脳内物質が分ぶん泌ぴつされて、強きよう烈れつな頭痛に襲おそわれる。『無む限げん舞ぶ台たい』の役者を減らさないためと、〝端末〟が〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に逆らえないようにするための安全装置。

　カイエが間に立っている限り、〈断罪人〉と〈夢想家〉は僕たちに手が出せない。

「──真ま白しろ！　黒くろ乃のは？」

　僕は〈断罪人〉たちに背を向けて、真白と黒乃の方を見た。

　真白は地面に腰こしを下ろして、黒乃を抱だき上げていた。僕を見て、こくん、と頷く。

「大だい丈じよう夫ぶ、です。あたしがいる限り、黒乃を死なせたりしません！」

　どくん

　僕の心臓が、跳はねた。

　奇き妙みような方向に曲がっていた黒乃の両りよう腕うでが、僕の目の前でゆっくりと治っていく。

　でも、僕が驚おどろいたのはそこじゃない。

　黒乃に膝ひざ枕まくらしている真白。その、胸の中心。

　ホテルでも見えた赤い光が──大きくなってた。真白の胸の中心にある、赤い、なにかの欠片かけら。そこから蜘く蛛もの巣状の赤い線が生まれ、真白の胸を──だんだん侵しん食しよくしていくように。

「………………天あま巡めぐりくん、どこ見てるんですか？」

　真白は頰ほおをふくらませて僕を睨にらんで、それから両手で胸を押さえた。

　でも、いつもと違ちがう。普ふ段だんだったら真っ赤になるのに、今の真白の顔は少し青ざめて見える。膝ひざが小さく震ふるえてる。だから眠ってる黒乃の長い黒くろ髪かみも、それに合わせて揺ゆれている。

　真白は大事な宝物を扱あつかうように、両手で黒乃の頭を持ち上げ──草の上に横たえた。

「〝端末〟同士の話し合い、ですよね？　だったらあたしも参加します」

　真白は俯うつむいたまま、膝を払はらって立ち上がる。

「ちょっと待って。真白の胸のところ──って、どこ行くんだよ!?　話を聞いて、真白っ!!」

　真白が、僕を見ようとしない。

　黙だまったまま僕の横を通り過ぎ、カイエたちに向かって歩き出す。

　真白の胸の赤い光、あれはなんなんだ？　ハートブレイカーの傷を再生してるって真白は言ってたけど、本当なのか？

「──っ」

　僕は真白を止められない。今の真白に、僕は触ふれることができない。触れたら真白の『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動して、バグがもっと悪化する。そのうち限界が来て真白は壊こわれる。

　もしも真白のバグが限界なら──化け物になるなら──その前に僕は彼女の『果実』から──要素『衝動』を──。

「大丈夫です。あたし、がんばります」

　そんな僕を、真白はぎこちない笑え顔がおで見つめていた。

「がんばるって──なにを？」

「天巡くんの願いを叶かなえてみせます。あたしだって〝端末〟なんだから、話を聞いてもらえるかもしれないです。天巡くんがディンタニアさんを止めるのに協力してもらえるように、みんなを説得してみます」

　真白はいつもそう言うんだ。大丈夫だって。やってみせるって。だけど。

「──待って、真白！」

「言いました、あたし。『果実』をハッキングして書き換かえるなら、あたしは最後でいいですって。天巡くんの力は、世界のシステムを変えるために使わなきゃいけないんです──ね？」

　真白の背後には黒い森。

　薄うす暗ぐらい森を背にして、真白の姿が光ってるみたいに見えた。真白は栗くり色いろの髪かみを押さえて、僕に言い聞かせるように、じっとこっちを見つめている。

「天巡くんも黒乃も、ずっとあたしのために戦ってくれました。今度はあたしが戦う番です。あたしと天巡くん、それに黒乃は運命共同体なんです。黒乃が戦って疲れたら、次はあたし。でもあたしに戦せん闘とう能力はないですから、想おもいを伝えます。あたしが天巡くんを好きだっていう想いをみんなに伝えて、協力してもらいます。それがあたし──周す防おう真白の戦いなんです」

「わけわからないよ！　なんだよそれ！」

　気づかないうちに叫さけんでた。

　わからない。わからないはずなのに納なつ得とくしそうになる。なんだこの説得力。

　真白は、僕の前に左手のてのひらをかざしてみせた。

　いつも薬指で光ってた指輪は、やっぱりつけていない。

「もしも天巡くんがあたしを信じてるなら、行かせてください。あたしがちゃんとみんなを説得できるように、祈いのっていて。黒乃を、見ていてあげて。あたしが戦いに勝てるように、黒乃と一いつ緒しよに祈っていて。天巡くんが大好きなあたしを、信じてください──」

「……真白」

　ずるいよ、そんな言い方。

　本当に、ずるい。

　真白は僕の答えを待っている。胸の赤い光が見える。真白は僕がどこ見てるのかに気づいて真っ赤になったけど、今度は視線を逸そらさない。間ま違ちがってるかもしれない。また、後こう悔かいするかもしれない。

　でも──真ま白しろは『信じて』って言った。だから。

「……わかった。真白」

　僕も、覚かく悟ごを決めた。

「だったら僕は、真白に全部預ける。〝端ガジエ末ツト〟を説得するためなら、僕が持ってる情報、全部さらけだしてもいい。〝傷ペイン〟のこと、『果実』の『要素』のこと。必要なら〝傷〟の使用回数のこと。全部、真白に預ける」

　もう、出し惜おしみしたってしょうがない。真白が命がけで〝端末〟を説得するって言うなら、それに協力する。使えるカードをありったけ真白に預ける。

「……天巡くん」

　真白は、いつものまっすぐな目で僕を見た。

　両手で口をおさえて、うっすらと浮うかびかけた涙なみだをぬぐって──笑ったんだ。

「はいっ！　天巡くんの命も、黒くろ乃のの命も預かりました。周防真白、行ってきます!!」

　真白は真っ赤な顔で頷うなずいて、黒い森に設置された会議場へと歩き出した。











幕まく間あい　白い少女の言ことの葉は




　聞いて、黒くろ乃の。

　今だから、あたしはやっと、本当のことが言えるの。

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟、『無む限げん舞ぶ台たい』、『神の箱庭』、『中有のルー居城ガー』。

〝端ガジエ末ツト〟、〝雑音ノイズ〟、〝普エ通キのス人ト間ラ〟──。

　今はもう、意味がなくなってしまった言葉たち。

『無限舞台』は最終公演が終わりました。

〝端末〟は意味がなくなりました。




　黒乃に刺さされたとき、あたしは全部思い出したの。

　五年前に天あま巡めぐりくんと出会った時のこと。

　それからゆっくりとバグっていったあたし。

　あれからずっと一緒だった、黒いウサギのぬいぐるみの『くろの』。

　あたしが五年間、黒乃に、橋の上で出会った男の子のことをずっと話してたことも。

　忘れたく、なかったから。

　もしも『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が起きて、あたしの中の『果実』が天巡くんじゃない人を選んでしまったら、あたしは五年前のことを忘れちゃうかもしれない。そう思ってました。

　あたしはぬいぐるみの『くろの』に、名前も知らない小さな男の子のことを話してたの。

　何度も、何度も。

　言葉にすることで、自分の中に彼の記き憶おくを焼き付けるみたいに。

　あたしが正しい〝端末〟の使命に目覚めても、あたしの中の『くろの』が覚えてくれてればいいって。『くろの』が中からあたしを揺ゆり動かして、〝端末〟のあたしをバグらせて、壊こわしちゃえばいいんだって──。

　あたしは、ずっと、こわれたヤジロベエみたいに揺れてた。

　正しい〝端末〟とバグった〝端末〟の間で。

　天巡くんが転校してきた時、すぐにわかったんだよ。あの時の男の子だって。

　頭の中、ぐちゃぐちゃだったでしょ？　あの時のあたし。天巡くん、きっとわけわからなかったよね？　あたしが手紙で天巡くんを呼び出したのに、天巡くんに呼び出されたふりをしてたんだから。

　ぐらぐら、揺れてたの。

　天巡くんが、最後の一押しをくれたの。

　壊れたヤジロベエだったあたしは、バランスを崩くずして、

　そうして──完全にバグった〝端末〟になったの。

　──やっと──バグった〝端末〟に──なれたの。




　あのね、黒乃。

　あたしはこの世界が好き。あたしのまわりの世界がこんなになっても、はっきりと言える。

　あたしは天巡くんと黒乃がいる、この世界が大好き。

〈生命体〉に生まれてよかったって、今は言えるの。

　黒乃はあたしを刺すことなんかなかったんだよ？

　あたしをひっぱたいて、天巡くんをとらないでーって、大声で叫さけべばよかったんだよ？

　この世界でたった二人の姉妹なんだから、遠えん慮りよなんかしないの。

　あたしと、黒乃、どっちを選ぶかは、天巡くん次し第だいなんだから。

　天巡くんへの「好き」とはちょっと違ちがうけど、あたしは黒乃が大好きなんだから。

　──え？

　あ──うん、あの──白い鱗うろこのこと？

　リトちゃんは、自分のおとーさんと同じ症しよう状じようだって言ってた。

　バグが取り返しつかなくなると、そうなっちゃうんだって。

　大だい丈じよう夫ぶ。あたしは正気だよ、黒乃。

　壊れてないし、自分が誰だれなのかも覚えてる。『衝動』に流されたりしないよ？

　本当です！　いつまでも黒くろ乃のに心配させたりしないんだから。




　天巡くんは、やっぱりすごい人だったの。

『果実』の中にある三つの『要素』。

『衝動』──あたしたちを〝精デイヴ霊アイン〟の意思の通りに操あやつるもの。

『能力』──あたしたちの能力の源になるもの。

『転生』──あたしたちが死んだあと、『果実』を〝精霊〟の元に返すもの。

　──この三つの存在に、がんばって気づいちゃったんだから。

　天巡くんが言ってくれたの。『要素』を抜ぬき出すことが、世界のセキュリティホールだって。

『果実』に干かん渉しようする力を持った、天巡くんの〝傷ペイン〟さんなら、それができるかもしれないって。

　あたしは、天巡くんならできるって信じてた。

　信じてたんだよ、黒乃……。




　ねぇ、黒乃。

　あたしたちの世界は全部壊れちゃった。もう、気持ちを隠かくす必要なんかないよね？

　ううん、隠す必要なんか、最初からなかったの。

　もしも、この世界が神様の夢でなくても、

　あたしたちが〝端ガジエ末ツト〟じゃなくても、

　この世界を見ている誰かの──現実だって、そう。

　世界はいつ終わっちゃうか、わからないってこと。

　だからね、黒乃。迷ってる時間も、遠慮してる時間もないの。

　神様が舞ぶ台たい裏うらでなにを企たくらんでたって関係ないの。

　天巡くんがあたしたちの前から消えちゃった──今は、

　あたしも黒乃も、もう、〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟なんか恐こわくないんだから、ね？


















　　　　１




「眠ねむれないの。ココリ」

　ディンタニアの目の前で青い液体が揺ゆれている。ディンタニアを包んでくれる、体温に合わせて温度調整された、優やさしい水。膝ひざを抱かかえて身体からだを浮うかせると──母親の胎たい内ないにいるような気分になれる。

　ここは「母親」を知らないディンタニアが、唯ゆい一いつ安らげる場所。

「夢を見たいの。カケルがここにいてくれる夢を見たいの。どうしたらいいの？」

「疲つかれていらっしゃるのですね、姫ひめさま」

　透とう明めいなカプセルの向こう。

　薄うす暗ぐらいコンテナの床ゆかに、メイド服のココリが膝をつく。

　手には洗い立ての白衣とタオル。自分を起こしに来たのだとディンタニアは思う。けれど、まだ目を覚ましたくない。最後の作戦は明朝から。博士はかせと話すことは──もうなにもない。

　ディンタニアは粘ねばつく液体の中で、額のサークレットを押さえた。

「ねぇ、ココリ。どうしてこんなに暗いの？」

「〝雑音ノイズ〟はもう、私たちしか残っていないからです」

　世界にちらばっていた〝雑音〟の支部には、もう誰だれもいない。

　二ヶ月前、翔かけるがこのコンテナにやってきた時は、壁かべに設置されたたくさんの画面に〝雑音〟の支部が映っていた。今は、全すべての画面がブラックアウトしている。

「もう少し我が慢まんしてくださいね。世界が終われば、あとは永遠にお休みですよ、姫さま」

「……ココリ、どこか変わった？」

「いいえ。ココリはずっとココリです」

　穏おだやかに笑うココリの姿に、ディンタニアは怖おぞ気けを感じた。

　なにかが違ちがう。表情が、昨日までと違うような気がする。

　首筋と両りよう腕うでに鳥とり肌はだが立つ。見られている。白い首筋──胸──滑なめらかな下腹部──両足の先まで、自分の全てはココリと、魔ま術じゆつ師しアグシーダの視線にさらされている。なにも隠かくせない。百万の目が視線を注いでいる。そんな感かん触しよく。今まではそれで安心できたのに──。

　──おかしいの。どうして、恐こわいの？

「姫さまは変わられましたか？」

「……毒が、まわっちゃったみたいなの」

　ディンタニアは心臓の位置を確かめるように、両手で柔やわらかな胸を押さえた。

「ここから小さなディンタニアの声が聞こえるみたいなの。頭は博士に支配されちゃったから、小さなディンタニアはここに隠れちゃったの。ディンタニアの身体中に回った『カケル』という名前の毒は、小さなディンタニアが独どく占せんしちゃってるの。声がきこえるの」

　天あま巡めぐり翔──カケル──『果実』を喰くらうイレギュラー──ディンタニアの好きな人。

　彼の名前を呟つぶやくと、ディンタニアの身体を甘い痺しびれが満たしていく。

「世界が終わる前の一秒でいいから、カケルとお話がしたいって、泣いてる」

「イレギュラーは〈心しん配ぱい症しよう〉と〈政治家〉の『果実』を消してしまいました」

　びくん

　ディンタニアの身体が、カプセルの中で震ふるえた。

　白衣を手にしたココリは、ディンタニアに向かって歪ゆがんだ笑えみを浮かべていた。

「〈心配症〉と〈政治家〉の能力があれば、〝普エ通キのス人ト間ラ〟を使って残りの〝端ガジエ末ツト〟を追い詰つめることもできたのです。イレギュラーは、八つ裂ざきにしてもあきたらない敵です」

「……ココリ？」

「イレギュラーについて語ってはいけません。考えてもいけません。魔術師アグシーダは命令に従う素す直なおな姫さまを愛していらっしゃいますよ？」

「ココリ──ココリ、どうしたの？　ココリだってカケルとお話ししてたじゃない。カケルが優しい人だって知ってるはずなのに、どうしてそういうこと言うの!?」

　ディンタニアはカプセルの中から、じっと、自分の侍女に視線を向けた。

　──違うの？　ココリは、もうディンタニアの知ってるココリじゃないの？

　ディンタニアの視界に、金色の蛇へびが映った。

〈教師〉の能力、人を操あやつり人形にしてしまう『ティーチング』。その能力を表す金色の蛇が、ココリの中でのたくっているのが見えた。

「どうして!?　ディンタニアはココリにティーチングなんかかけてないのに!!」

　いつ、それが行われた？

　ディンタニアが眠っている間？　戦いの後、意識がうつろになっている間？

　魔術師アグシーダはディンタニアを通して、〝端末〟の能力を使うことができる。

　生き残った〝雑音〟たちを、自分の操り人形にすることも。

「……愛していますよ、姫さま」

　ディンタニアは不意に、自分を両腕で抱だきしめた。〝雑音〟の前でなにも着ていない姿でいることが、急に恐くなった。

　博士──魔術師アグシーダ。ディンタニアを〈世界〉の〝端末〟にしてくれる人。

　その人のことが──急に、なにひとつわからなくなった。

「……でも、おしまいの時間なの──ね」

「はい、姫さま。世界が終末を迎むかえることは、もうすでに確定しています。偉い大だいなる魔術師アグシーダは、かつて誰だれ一人ひとりとしてできなかったことをなしとげたのですから。魔術師アグシーダは、初めて〝端末〟を寝返らせることに成功したのです──」

　甲かん高だかい声で叫さけび続けるココリの声を聞きながら、ディンタニアは瞳ひとみを閉じていく。

　──正しく稼か働どうしている〝端末〟を。

　──博士はかせは〝雑音〟の味方に寝返らせちゃった──の。

　濡ぬれた地面を踏ふむ足音が聞こえる。

　アグシーダが、すぐ近くに来ている。コンテナのドアが、もうすぐ開く。

「もう少し我慢してくださいね、姫さま」

　畳たたんだ白衣とタオルを床ゆかに置いて、メイド服のココリは、さっきと同じ言葉を繰くり返す。

「明日の夜までには全て終わります。もう、なにも考える必要はないのですから」

　──眠ねむりたいの。カケルの夢を──見たいの。

　胸の奥の泣き声が大きくなる。

　小さなディンタニアの声が、大きなディンタニアを眠らせない。

　そして額のサークレットから流れ込むアグシーダの命令が、ディンタニアを覚かく醒せいさせる。

　ぎぎ、とドアが開く音がして、コンテナを出て行くココリの背中が見えた。

　代わりに入って来たのは──色のない老人。

　枯かれ枝のような指が、コンテナのドアの縁ふちをつかむ。

「……愛しているよ、〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ──ディンタニア＝エシュオン。君がちゃんと戦えるように、最後の処置をしようね」

　身体からだの内側と外側で響ひびく魔ま術じゆつ師しアグシーダの声に、ディンタニアは強制的に目を開かされた。

「博士……お願いがあるの」

　ディンタニアは、どこか深いところから押し寄せてくる恐きよう怖ふに震えながら、唇くちびるを開いた。

「ほんの数分でいいの。ディンタニアに、時間をちょうだい──なの」




　えーん　えーん

　たすけて、カケル。

　ディンタニア、こわい。世界のおわりがこわい。

　魔術師アグシーダが、こわいの。カケル──────!!




　耳の奥で──小さなディンタニアの声が聞こえた。




　　　　２




　なにをすればいいかはわかっていた。

　──天あま巡めぐりくんを守る。

　白い柱に腰こし掛かけた真ま白しろは、膝ひざの上で、ぎゅ、と拳こぶしを握にぎりしめた。

　黒い森の奥。

　円形の城じよう壁へきに覆おおわれた広場に、六人の〝端ガジエ末ツト〟が集まっていた。

　生き残った〝端末〟たちによる、世界の終わりの〝端末〟会議。

〈超ちよう越えつ者しや〉は能力がまだ使えないから留守番。リトは、楓かえでの治ち療りようのために不参加。

『補正プログラム』黒くろ乃のは〝端末〟じゃないから参加できない。

　故ゆえに参加者は〈断罪人〉〈生命体〉〈英えい雄ゆう〉〈放ほう浪ろう者しや〉〈人形使い〉〈夢想家〉の六人。

　バグった〝端末〟が二人。正常に稼働している〝端末〟が四人。

〈生命体〉周す防おう真ま白しろ。

〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット。

〈放浪者〉エリシア＝ハミングバード。

〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲン。

〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。

〈人形使い〉カイエ＝トキサガ。

　国こく籍せきも性別も年ねん齢れいも異なる六人だった。

「〝端末〟が一堂に会するのは、『無む限げん舞ぶ台たい』始まって以来じゃないかしらね」

　白い柱に膝を揃そろえて腰掛けた〈夢想家〉桃里が言う。

「いえ、もしかしたら世界の始まりにはこういう光景があったのかもしれませんわ。〝精デイヴ霊アイン〟が最初の〝端末〟十八人を作り、彼らに使命を告げたとき」

「む、〈夢想家〉さんは、い、意外とロマンチストなんですねっ」

　できるだけ声を上げていこう。そう決めていた。

　真白は、面めん食くらったような顔の〈夢想家〉をじっと見ていた。

「……ええ、〈超越者〉と〈慈じ母ぼ〉がいないのを残念に思っていますわ」

　不ふ審しんそうな目を真白に向けながら、〈夢想家〉は答えた。

　──うとまれるのはわかってたもん。

〈断罪人〉と〈夢想家〉は真白たちに敵意を持っている。

〈放浪者〉はわからない。翔かけるに〝雑音〟から救われてはいるけれど、味方と言えるほど親しくはない。よくて中立。状じよう況きようによっては敵に回るかもしれない。

〈人形使い〉カイエは味方。真白はカイエを友達だと思っているし、それを裏付けるように、カイエは真白と同じ柱に腰掛け、すぐ側そばにいてくれている。

〈英雄〉ルガイフェはリトの父親。けれどバグったせいで翔の妹、天巡ほのかを殺している。そのことを彼がどう思っているのか真白は知らないし、彼が敵なのか味方なのかも判断ができない。でも、味方であって欲しいと思う。

　──リトちゃんのお父さんが敵なんて、哀かなしすぎるから。

　真白たちがいる広場は〈夢想家〉が数分の眠ねむりのあと、『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』で作った会議場だった。黒い森に突とつ如じよ生まれた、高さ十メートルを超こえる壁かべに覆われたコロッセウムのようなもの。椅い子す代わりに十八個の柱が等とう間かん隔かくに並んでいる。

　柱にはそれぞれ、十八体の〝端末〟の名前が刻まれている。

　世界の行く末を話し合う重大な会議だということを示すための、〈夢想家〉の演出だった。

　もっとも、使われている柱は五つだけ。〈夢想家〉〈断罪人〉〈放浪者〉は自分の名が刻まれた柱に腰掛けているが、真白とカイエは同じ柱に座り、〈英雄〉ルガイフェに至っては〈断罪人〉の『傲ごう慢まん』の鉄球に繫つながる鎖くさりで、柱にがんじがらめにされていた。

　それはルガイフェ自身の意志だった。

　彼は口を出さないことを決めたのか、青い鱗うろこに覆われた唇を結んだままだった。

「さっさと始めてくれねーかな。会議は嫌きらいなんだよね。飽あきるから」

〈放浪者〉エリシアが長い脚あしを組み、興味なさそうな口調で呟つぶやく。

「口をつつしみなさいな、エリシア＝ハミングバード。有史以来初めて〝端末〟が一堂に会した、貴重なる会議ですのに」

〝端末〟会議のホストは〈夢想家〉桃里。

　彼女はもったいぶった咳せき払ばらいをしてから、会議の口火を切った。

「それでははじめましょうか。〝端末〟会議の議題はふたつ。〝雑音ノイズ〟にどう対処するか。イレギュラー、天巡翔をどのように扱あつかうか、ですわ。特例としてバグった〈生命体〉と〈英雄〉にも発言を許します。各自、手を挙げて発言許可を取るように。はい、〈人形使い〉カイエ」

「会議なんかする必要ないよね？」

「……いきなり根こん本ぽんを否定しないでくださる？　〈人形使い〉」

「〈夢想家〉だってわかってるよね？　ボクたち〝端末〟とアマメグリくんが戦う理由なんかない。ボクは一週間前からの付き合いだけど、わかるんだ。彼はボクたちを傷つけようとは思ってない」

「だからなんですの？」

「だったら話は簡単だよね？　ボクたちはアマメグリくんたちと協力すればいい。ボクは『複製品レプリカ』で〝雑音〟の情報を得る。〈英雄〉と〈断罪人〉は直接の戦せん闘とうを担当。〈夢想家〉は『夢幻創作』で身を守るものを作ればいい。〈放浪者〉は戦闘に疲つかれたボクたちを慰なぐさめるために歌ってくれればいいよ」

「急に口数が多くなったんですわね、〈人形使い〉」

「ボクはアマメグリくんには借りがあるんだよ」

　カイエは指を回しながら、照れたように呟く。

「アマメグリくんはボクを〝雑音〟とオスロットから助けてくれた。それにクロノはモニカの友達だったんだ。ボクはアマメグリくんとマシロの敵には絶対にならない。それが嫌いやだっていうなら、会議なんかこの場で決けつ裂れつだよ！」

「せっかちすぎですわよ〈人形使い〉カイエ」

〈夢想家〉桃とう里りはカールした髪かみを撫なでながら、カイエを横目で眺ながめていた。

「それに、わたくしはイレギュラーを殺せなどとは言っておりませんわ」

「だってさっき悪あく魔ま呼び出して攻こう撃げきしてたじゃない！」

「あれは〈角笛を吹ふく精霊〉を殺されたアイリの怒いかりを代弁して差し上げただけですわよ。ね、アイリ？」

　言葉では〈断罪人〉を呼びながら、〈夢想家〉桃里はまっすぐに真ま白しろを見ていた。

　──天あま巡めぐりくんと黒くろ乃のが、もう戦わないで済むようにするんだから。

　──あたしが〝端ガジエ末ツト〟のひとたちを説得するの。敵対しなくて──いいように。

　どくん　ど──くん　ど──くん

　不規則な鼓こ動どう。

　一週間前から、ずっと──心臓が騒さわぎつづけている。

　意識がはっきりしない。頭の奥でドラムが鳴っている。

　真白は胸を押さえて、ゆっくりと深呼吸を、ひとつ。

〈夢想家〉に向かって静かに問いかける。

「じゃあ、天巡くんと戦う意志はないってことですよね？」

「あなたの世界の中心はイレギュラーなのですわね、〈生命体〉」

「あたしは、この世界が好きなんです。天巡くんと黒乃のいる、この世界が」

「気が合いますわね、わたくしもこの世界が大好きですわよ？」

　過か剰じようなまでに飾かざり付けられたゴスロリドレスの裾すそを揺ゆらして、〈夢想家〉桃里が真白に笑いかける。真白と──となりに座っているカイエが、意外な反応に口をぽかん、と開く。

　その反応が面おも白しろいのか、〈夢想家〉は口を押さえて喉のどの奥で笑う。

「〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟がお創つくりになった、この完かん璧ぺきな世界を愛さない者などいるかしら？　いたとしたら、そんな薄うす気味の悪い者はさっさと世界から排はい除じよすべきでしょうね？」

「──〝雑音〟のように？」

〈夢想家〉の言葉を〈断罪人〉アイリが継ついだ。

「お兄ちゃん──イレギュラーと戦うべきではないという意見には私も同意する」

「本当ですかっ!?」

「……今のところは」

　柱から身を乗り出して問いかける真白に、トーガを着た〈断罪人〉は静かに答える。

「だがイレギュラーは〝雑音〟の姫ひめ君ぎみをどうしたいと考えているの？　彼女は速すみやかに殺して『果実』を輪りん廻ねに返す。そして『無む限げん舞ぶ台たい』を可能な限り復旧する。世界を継けい続ぞくさせるにはそれがベストな手段だと、私は考えているのだけれど」

　アイリの視線が、真白を射た。

「現実的な話を聞かせて欲しい。さっきイレギュラーが言っていた、〝流転メタフ骨牌エシス〟を奪うばって『神の箱庭』にもぐりこみ、ケルトファリアを解放する──そうすれば魔ま術じゆつ師しアグシーダは消える──そんな荒こう唐とう無む稽けいな話ではなく、もっと、現実的な話を」

　真白は〈断罪人〉アイリの視線を受け止め、息を飲み込んだ。

　別の視線を感じる。地面の近く、柱に縛しばり付けられている〈英えい雄ゆう〉ルガイフェから。彼は顔を上げ、アイリの言葉が事実かどうか確かく認にんするかのように、真白に赤い目を向けていた。

〈夢想家〉桃里も、〈放ほう浪ろう者しや〉エリシアも真白に注目している。真白の隣となりに座ったカイエが、心配そうな顔で真白の腕うでに触ふれる。戦わない〝端末〟──優やさしい〈人形使い〉。

　でも、カイエが味方になってくれたのは真白の手て柄がらじゃない。

　翔かけるが、カイエを喰くらわずに助けたから。

　黒乃が、『自動オート人形マタ』モニカとわかりあい、カイエを守ったから。

　リトが、カイエを必死になって逃にがしたから。

　──今度はあたしが、みんなを守る。

　真白は心を決めた。言葉なんか飾ってもしかたがない。

　伝える。自分の言葉で、みんなに。

　思いを──〝端末〟たちを動かせるくらい大きな思いを、伝えたい。

「『無限舞台』のシステムを変える方法があります」

　真白にできるのは翔の傷を癒いやすことだけ。でも、その能力は、たぶんもう使えない。

　もうひとつのアドバンテージは〝端末〟であること。

　バグのことは横において、共通した危機に立ち向かう今なら、同族として話を聞いてもらうことができること。

「イレギュラーに『果実』を喰われれば──というのだろう？」

　アイリは三つ編みを揺らして、真白に聞き返す。

「はい。天巡くんは〈壊かい体たい者しや〉〈創造者〉〈政治家〉〈心しん配ぱい症しよう〉──四人のひとたちの『果実』を食べてます。『果実』を食べられた人は記き憶おくと〝端末〟の能力をなくしてしまいます。自由に──〝普エ通キのス人ト間ラ〟になれます」

「そう。だが私は〈断罪人〉を辞やめたいなどとは思っていない」

　小さなアイリは真白に向かって首を振ふる。同時に、〈夢想家〉桃里も、〈放浪者〉エリシア、真白の隣にいる〈人形使い〉カイエも否定の意志を示す。

「はい。でも、天巡くんはもうひとつのやり方を教えてくれました」

「それって、もしかして『複製品レプリカ』のディンタニア＝エシュオンが言っていた情報？」

　真白の耳元に、カイエが囁ささやきかける。

「──はい」

「『果実』は三つの要素でできている。魔術師アグシーダと魔ま女じよケルトファリアが見いだした、三さん位み一いつ体たいの法則。『衝しよう動どう』『能力』『転生』──だよね」

　信じてもらうために。自分たちの情報を差し出す。

　翔は真ま白しろを信じてすべてを預けてくれた。

　──だったら、あたしは天あま巡めぐりくんの想おもいに答えます。

　──大好きです。天巡──翔くん。

　真白は胸を押さえながら、ゆっくりと言葉を選んでいく。

「あたし、天巡くんとお話ししました。天巡くんが〝傷ペイン〟さんを完全にコントロールすれば、『果実』の『要素』を抜ぬき出すことができるかもしれないって。バグは『衝動』の暴走です。あたしたちをコントロールしてるのは『果実』の『衝動』なんです。だから、それを抜き出せば、自由な〝端ガジエ末ツト〟になれるはずなんです。ただの、能力者として──」

　──あたし、悪い子です……。

〝端末〟たちに噓うそをついている。言っていることは間ま違ちがっていない。『果実』を構成する『要素』を抜き出せば、自由になることができる。

　けれど翔には全員の『要素』を抜き出すだけの余よ裕ゆうがない。

　彼の右みぎ腕うでの〝傷〟の使用回数はあと二回。

　救いはある。全員が同時に、『要素』の抜き出しを頼たのめば。そうすれば翔の〝傷〟の使用回数は一回で済む。そしてディンタニアが〈世界〉になるには完全な状態の『果実』が必要。故ゆえに、〝雑音ノイズ〟と戦う理由もなくなる。

「それが、あたしたちが見つけた、世界のシステムを変えるための答えです」

「つまり、私に、不完全な〝端末〟になれということ？」

　最初に口を開いたのは〈断罪人〉アイリだった。

「違ちがいます。新しい〝端末〟になれるんです。自分で自分の道を選ぶことができるものに」

　顔が熱い。頭の中で溶よう岩がんが渦うず巻まいているような熱さ。

　自分がまともに話せているのか自信がない。

「ディンタニアさんにも同じことをすれば、戦う理由だってなくなります」

　ずきん

　胸が痛い。なにかが真白の胸の中で騒さわいでいる。

　罪悪感とも違う。熱いもの。真白の身体からだを駆かけ巡めぐる。翔への「好き」という気持ちに反応して、熱い欠片かけらが内側から真白を灼やこうとしている。

　それが何なのかわからない。

「〈生命体〉の話をまとめると、『果実』から『衝動』の要素を抜き出すことで、わたくしたちは自由な〝端末〟になれる。〝雑音〟の姫ひめ君ぎみにも同じ処置をほどこせば、彼女が〈世界〉になることはできなくなり、『無む限げん舞ぶ台たい』は続くということ──ですわね」

〈夢想家〉桃とう里りは膨ふくらんだスカートの裾すそを払はらい、頰ほお杖づえをついた。

「〝傷〟は願いを叶かなえるラガジュの細さい胞ぼう。〝精デイヴ霊アイン〟が作った『果実』を書き換かえるくらいは可能かもしれませんわね。三位一体の法則も、確かに理り屈くつに適かないます」

「……話がうますぎるんじゃねーかな？」

　興味なさそうに宙を見ていた〈放ほう浪ろう者しや〉エリシアが口を開いた。

「確かに〝雑音〟に狙ねらわれずに吟ぎん遊ゆう詩人やれるならその方がいいけどさ。うん、なんかざわざわするよ。都合がよすぎるからかな。数千年続いてきた『無限舞台』が、ぽっと出のイレギュラーに、そんなあっさり変えられていいのか、ってね」

「〈放浪者〉の存在など、いまさらどうでもよいけれど」

　白いトーガのアイリが、柱に踵かかとを打ち付けながら、エリシアを見返す。

「〈角笛を吹ふく精霊〉にも顧かえりみられなかった〝端末〟の意見に意味などない」

「……だったら席なんか用意するんじゃねーよ」

「形とは重要なもの。〈角笛を吹く精霊〉がこの姿の私を望んだように」

「下着もつけないで身体に布巻いただけの幼女を？　ただのエロおやじじゃねーか」

　エリシアの言葉に、アイリが柱の上で立ち上がる。ぎりりと歯を鳴らす。目が赤く染まる。

「無用の〝端末〟が〈角笛を吹く精霊〉を愚ぐ弄ろうするか!?」

　アイリは『傲ごう慢まん』の鉄球に繫つながる鎖くさりに向かって手を伸のばす──が、突とつ然ぜんその身体が、傾かたむいた。

「──あ、────あ！」

　大きな目を見開き、震え出す〈断罪人〉アイリ。

〝端末〟殺しを防ぐための脳内物質が、一瞬、アイリの脳内を駆け巡った。

　アイリは柱に膝ひざをつき、倒たおれた。上半身が柱からはみ出す。ゆらり、と一いつ瞬しゆんだけ均きん衡こうして、小さな身体が柱から滑すべり落ちていく──。

「〝端末〟は〝端末〟を殺せない。殺そうとすれば『果実』の指令で猛もう烈れつな頭痛を起こす」

　地面へ激げき突とつしかけたアイリの身体を、青い腕うでが受け止めた。

　柱に縛しばり付けられていたはずの〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンだった。

　アイリの意識が消えたせいで、彼を拘こう束そくしていた『傲慢』の鎖も消しよう滅めつしている。

「リトちゃんのお父さん！　〈断罪人〉さんは──!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　深く裂さけた口で、ルガイフェは真白に告げ、〈放浪者〉エリシアに向き直る。

「大人げないな、〈放浪者〉。子供を挑ちよう発はつするものではなかろう」

「……あはっ」

　赤毛のエリシアは喉のどを反らして笑った。

「ちっちゃいのにあったま固いからさぁ。子供が、いつまでも〈角笛を吹く精霊〉の影かげにしがみついてんじゃねーよ、ってね」

　しゃらん、とエリシアの腕のリングが鳴る。真ま白しろの視線に気づいたのか、エリシアは片目をつぶってウィンク。ぽかん、とした真白を見て、足をばたつかせて笑う。

「ま、頭が固いのはここにいるみんなそうか。〈生命体〉もさぁ、まじめな顔してこんなとこいるんじゃねーよ」

「──え？」

「わっかんねーか……ま、いいや。イレギュラーも頭固そうだったし」

　突然真顔に戻もどり、エリシアは「話は終わり」と宣言するように真横を向いた。

〈英雄〉ルガイフェは余計な口出しをしたことを悔くいるように目を閉じ、柱の下に小さなアイリを横たえる。首筋を覆おおう鱗うろこが、サファイアのような光を放つ。

　──綺き麗れいな鱗。

　真白は左手の薬指に触れた。

　滑なめらかな皮ひ膚ふに、数カ所、しこりのような部分があった。

　──あたし、指輪、塡はめられなくなっちゃった……。

　薬指が一回り太くなっている。

　指先から根本までを、白磁のような──小さな鱗が覆っている。

　──天あま巡めぐりくん。

　──あたしが人のかたちをなくしても、あたしを好きでいてくれますか？

　ここにいる〝端ガジエ末ツト〟全すべてが、真白に注目している。

　真白は思いを告げる。願うことはひとつだけ。

　翔かけると──黒くろ乃の。真白の大切な人の願いが、叶いますように。

「あ、あたしのお願いはひとつだけです！　天巡くんに協力してください！　天巡くんがディンタニアさんにたどりつくまで、一いつ緒しよに戦ってください！　ディンタニアさんの『果実』から要素を抜ぬき出せば、彼女はたぶん、〈世界〉になれなくなります。その後、みなさんも自分がどうするのか、選んでください。正しい〝端末〟のまま生きるのか、『要素』を抜き出して、新しい〝端末〟になるのか──」

　どうか、届きますように。

　ここにいる〝端末〟、みんなに。

「あたしが自分で好きな人を選んだように、全ての〝端末〟は自分の道を選べるはずなんです。お願いです。そのために、あたしの好きな人──世界を変えるイレギュラー、天巡翔くんに協力してください！」

　言いたいことを、すべて言い切ってから。

　真白は柱に座り込み、長い溜ため息いきをついた。

　ぱち　ぱち　ぱち

「大変すばらしい提案でしたわ、〈生命体〉周す防おう真白」

　散さん漫まんな拍はく手しゆがあった。

　柱の頂上に立った〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒが、にこやかに笑いながら手を叩たたいていた。

「いかがかしら皆みな様さま。〈生命体〉は素す晴ばらしい提案をしてくださいました。〝端末〟が自分で道を選ぶなんて、『無む限げん舞ぶ台たい』が始まって以来のこと」

「ボ、ボクはモニカを復活させるまで死ぬわけにはいかないからね！　助かる方法があるなら、アマメグリくんに協力するよ！　友達だから!!」

　真白の手を握にぎりながら、カイエは必死に頷うなずく。

〈断罪人〉アイリはまだ意識を失っている。

　青い姿の〈英雄〉は彼女の横に立ち、地上から真白を見上げている。

「我は──すでに救われようなどと思っていない」

　半ば裂けた唇くちびるをゆるやかに開きながら、静かに言葉を発する。

「だが、我の娘むすめの未来のためには協力しよう。我が正気を保っている間のことだが」

「あ、ありがとうございます！」

　──届いちゃった。

　知らない間に涙なみだがあふれてきた。信じてくれた。

〝端末〟が、翔のために協力してくれると言ってくれた。

　ずきん

　心臓がまだ異音を発する。気を抜くと、喉のどの奥からなにかが溢あふれそうになる。

　──まだ、駄目。

　せめて、この会議が終わるまで。それまではここで座っていなきゃいけない……。

「〈放ほう浪ろう者しや〉はどうですの？　エリシア＝ハミングバード」

「はぁん？」

　真横を向いていた〈放浪者〉エリシアが鼻を鳴らした。

「くっだんねぇ。あんたもわかってんだろ、桃里。そんな顔してるとこ見るとさ」

「……どんな顔ですかしら？」

〈夢想家〉桃里と〈放浪者〉エリシア──二人の言葉が、場の空気を一変させた。

　──なに、これ。

　さっきまでは真白の味方になってくれたような雰ふん囲い気きだったのに。

「このエリシアさんは小さい頃ころから世界放浪してきたせいで、人を見る目は確かでね。あんたが〈生命体〉の言葉にこれっぽっちも感動してないのがわかるのさ」

「ええ、確かに。だって、たわごとですもの」

〈放浪者〉エリシアは唇をゆがめて。

〈夢想家〉桃里はゴスロリドレスの袖そでで口を押さえて、笑う。

「た、たわごとってなに!?　ボクたちは協力できるはずだよねっ!?」

「黙だまってな、カイエ。あんたは世間知らなすぎんだよ。イレギュラーだかなんだかしらねーけど、ほとんど口きいたこともねー奴やつに頭いじくられるのなんかごめんだね！」

　真ま白しろを威い嚇かくするように、エリシアは両りよう腕うでのリングを、がちん、と打ち鳴らした。

「アイリと桃里を説得するのに協力したこっちがばかみてーだよ。よくわかった。あんたもイレギュラーも、なにが大事なのかわかってないってことがさ！　でてけっ！　世界の終わりまで愛し合って抱だき合って『繁はん殖しよく』してるがいいさっ！　それが今、あんたたちが一番するべきことだ。バグった〝端末〟とイレギュラーが〝端末〟の事情に関かかわるなっ!!」

　──あ、あ、ああ──。

　真白の呼吸が、一いつ瞬しゆん、止まった。言葉で心臓をえぐり取られたような気がした。

　──うそ、なんで。

　さっきまで、わかってくれたと思っていたのに。

「なに言ってるのエリシア！　キミだってイレギュラーに助けられたんじゃないのっ!?」

「だからあなたは世間知らずだと言うのですわ、〈人形使い〉」

〈夢想家〉桃里が、柱の頂上でスカートをつまんで一礼。

「ではお聞きしましょうか、〈生命体〉周防真白。イレギュラーは『果実』の要素を抜き出せるのですわよね？　新しい〝端末〟を作る能力を持っている、と」

「は、はい」

「では、なぜあなたはまだ古い〝端ガジエ末ツト〟のままですの？　〈生命体〉」

　──え？

　一瞬、真白は言葉を失った。

　意味がわからなかった。〈夢想家〉の目は、まっすぐ真白の左ひだり腕うでを見つめていた。

「あなたのバグは悪化している。いずれ〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンのようになる。なのにどうしてイレギュラーはあなたの『果実』を書き換かえていないのですか？」

　──それは、天あま巡めぐりくんの〝傷ペイン〟に使用制限があるから。

　言いかけて、止やめる。

　話せない。

〝端末〟が完全に味方にならない限り、翔かけるの弱点を話すわけにはいかない。

「危険が──あるのですね。当たり前ですわよね。『果実』はとてもデリケートなもの。〈政治家〉オスロット＝ロレンガッシュは粗そ雑ざつな方法で『果実』を奪うばわれ、身体からだごとどろりと溶とけて消しよう滅めつしているのですもの」

「で、でも天巡くんの〝傷〟に『果実』を食べられて死んだ人はいません！」

「〈壊かい体たい者しや〉海かい棠どうみさおは記き憶おくを失っておりましたわ。〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみが記憶をなくしていないのは、彼女が人工の〝端末〟だからでしょう。だけど、わたくしたちはそうじゃない」

　──なに──これ。

　胸が──痛み出す。背中に強きよう烈れつな寒気が走る。

　真白と対角線上にある柱の上で穏おだやかな笑えみを浮うかべている〈夢想家〉桃とう里り。

　──わかんない。でも、この人、あたしの話なんか聞いてない。

　桃里は真白の言葉に頷うなずいている。耳を傾かたむけている。聞いている──ふりをしている。

　髪かみを飾かざるリボンを揺ゆらしながら、フリルたっぷりのスカートをいじりながら。

　真白の言葉は桃里に届いている。けれど、なにひとつ響ひびいていない。

「だってわたくしは『小ラガジュ』ですもの。現存する〝端末〟の中に上位者がいるとしたら、わたくしと〈断罪人〉アイリでしょうね。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟と〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉、二つの上位者の意志を体現するもの」

　桃里は両手を頰ほおに当て、唇くちびるをつり上げて笑う。

「そのわたくしに、バグった〝端末〟のたわごとが通じるとお思い？」

「ち、違ちがいます！　たわごとなんかじゃないです！　天巡くんは五年前に約束してくれたんです。世界のシステムを壊こわすって。この世界にどうにもならないルールがあるなら、そんなものは壊すって。だからあたしはこの世界が好きになって、〝普エ通キのス人ト間ラ〟さんたちのことを信じられるようになったんです！」

「だから何度も言わせないでくださいな。イレギュラーが変革を望むなら、どうしてそこまでバグが進んだあなたを放置しておくんですの？」

　桃里はまっすぐ──真白の左手を指さした。

　真白は視線に応じるように、左手を持ち上げて──気づいた。

　真白の左手の指先から手首までを、白い鱗うろこが覆おおっていた。

「『果実』のバグによって異形へと変わる予兆ですわ。イレギュラーがそんな状態になったあなたを放置しておくということは、『果実』の書き換えにはそれ以上の危険をともなうということ。違いますか？」

「──あ、あ」

　声が出なかった。

　真白は呆ぼう然ぜんと、人ではないものに変わり始めている掌てのひらを見つめていた。

「ち、違います。戦うのにあたしの能力がまだ必要なんです。天巡くんが怪け我がをしたら、『恋こい人びとの傷を治す能力』を使うために──」

「そんなことしたらあなたは、あっという間に異形へと変わりますわよね？」

「ちがうもん！　ちがう！　あたしは──!!」

「だったら今すぐ、『果実』の書き換えをやっていただけますか？」

〈夢想家〉桃里の言葉が氷の刃のように真白を刺さし貫つらぬいた。

　決着はついた。

　通じなかった。わかりあえなかった。

　胸がずきずきと痛み出す。意識を薄うすれさせるほどの激痛が、真ま白しろの胸と脳のう裏りを覆おおいはじめる。カイエが自分を抱だきしめている。ルガイフェ＝ニーベルンゲンが、赤い眼球で〈夢想家〉を睨にらみ付けている。〈放ほう浪ろう者しや〉が哀かなしい歌をうたいはじめている。まるで真白への鎮レク魂イ歌エム。

「もう一度申し上げます。あなたの言うことが正しいなら、今、この場で『果実』の書き換えが安全だということを証明してくださいな」

　──だめ──だめ。そんなことしたら、天巡くんが戦えなくなっちゃう。

　──天巡くんの右みぎ腕うでの〝傷〟さんはあと二回しか使えないの。できるって証明するためにあたしに使っちゃったら──？

　翔の〝傷〟は最後のひとつになる。その後──もしも戦いが起きて、一度でも使ったら終わり。翔は〝端末〟の『果実』を書き換えられなくなる。

　ディンタニアを止めることも──翔が自分の身を守ることも──できなくなる。

　──天巡くんはあたしのために、〝傷〟を使っちゃ──だめ！

「話は終わりですわよね、皆みなさま」

　残ざん酷こくに、〈夢想家〉桃里が会議の閉会を告げた。

「イレギュラーは排はい除じよいたしましょう。信用できません。代わりにわたくしがこの場に、皆さまを守るための城じよう塞さいを作りますわ。城主はわたくし。守備隊長は〈断罪人〉アイリ。遊ゆう撃げき兵として〈英雄〉。〈人形使い〉は情報収集をお願いいたします。〈放浪者〉は守られる者として城内にいてくださいな。その前に〈超ちよう越えつ者しや〉を呼んできてくださいね」

「了りよう解かいしたよ。私も桃里と同意見さ。〈生命体〉はここにいる必要なんかねぇ。あんたたちはもう戦う必要なんかねぇんだ。諦あきらめて、イレギュラーのところへ行きな」

〈放浪者〉エリシアは、なぜか穏やかな笑みを浮かべたまま、真白に告げた。

「そうですわね。あなたたちは好きにしなさい。〝雑音ノイズ〟を止めるのなら御ご勝手に。ただし城塞に近づけば、わたくしとアイリが攻こう撃げきしますわよ。他ほかの者はともかく、わたくしはあなた方をまるで信用しておりませんので」

　叩たたきつけるような〈夢想家〉桃里の声。

　真白はもう、顔を上げることもできなかった。

「──どうして──？」

　息も絶え絶えに、真白はやっとそれだけを口にした。

「あなた方がラガジュの意志に逆らっているからですわ。神を楽しませるための『無む限げん舞ぶ台たい』を自分たちの都合のいいように変革しようなど。わたくし、そういうことは許せませんの。作られたものが造物主ラガジユの意志に逆らうなど──薄気味の悪い！」
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「……おかーさんの手当ては終わりました」

　車から降りてきたリトが、僕の横に立って報告する。

　さっきまで真っ白だった顔色は、少し血の気が戻もどって来てる。倒たおれている楓かえでさんを見た時、僕の頭も真っ白になった。あの楓さんが誰だれかに負けるところなんか、生まれてこのかた想像したこともなかったから。

「おかーさんの頭の中は、まだ自分が〝端ガジエ末ツト〟だった時のままなんです。ときどき自分が〝普エ通キのス人ト間ラ〟だってこと忘れちゃうのかもしれません」

「楓さんの具合は？」

「意識は戻りました。頭を打ってますから、本当はお医者さんに見せた方がいいんですけど、本人は断固として拒きよ否ひしてます。今は体力回復のために眠ねむってます──ところで」

「うん」

「どうしてさっきからずっと、〈超越者〉さんがおにーさんの頭の上に乗ってるんですか？」

　そんなこと僕に聞かれても。

　ここは『黒い森』を抜ぬけたところにある草原。草の上に腰こしを下ろして、僕たちはずっと、うっそうと繁しげる森を見つめていた。

　木々の隙すき間まから、灰色の壁かべが見えた。〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒの能力『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』で作った会議用のコロッセウム──だっけ。あの中では今も、真白とカイエを含ふくめた六人の〝端末〟が、世界の行く末について会議をしてるはずだ。

　僕たちから数メートル離はなれたところで、黒くろ乃のが膝ひざを伸のばして座っている。

　両りよう腕うでには包帯と、リトが付けてくれた添そえ木。膝の上には鞘さやに入った鉄の剣けん。魔ま剣けんハートブレイカーと違ちがって、〝普通の人間〟の剣はすぐに折れる。そのための予備を、黒乃はカイエに頼たのんで、いくつも準備してもらってた。

　長い髪かみが風に揺ゆれている。

　黒乃は僕の視線に気づいたのか、ばっ、と振ふり返り、すぐにまた視線を森へと戻した。

　黒乃は、会議への参加を許されなかった。

　あくまで〝端末〟主体の会議だから、使い魔の同どう伴はんは認められない。「黒乃は真白の妹だ」って言ったんだけど、〈断罪人〉も〈夢想家〉も、僕の意見なんか聞いてくれなかった。

　──でも、今の黒乃には──パーソナリティがないんだ。

　真白は元の黒乃がまだ、今の黒乃の中にいるって言ってた。僕もさっき、ほんの一瞬、前のままの黒乃の気配を感じた。でも、気のせいだったのかもしれない。

　草の上に座る黒乃からは、表情も感情も読み取れない。艶つやのある長い黒くろ髪かみも、真白よりちょっぴりつり上がった目も、ほっそりした身体からだも元のままなのに──どうしてだろう。

　いつもの黒乃の声が聞こえないだけで、こんなに別の女の子に見えてしまうのは。

「イレギュラー元気ない。ご飯たべる？」

　頭の上から〈超越者〉ノウィンが干し肉を差し出した。

　僕の目の前でゆらゆらと揺らして、僕が手を出さないと見たら引っ込めて──頭の上でなにかを食べる音がした。

「あんたはどうして行かなかったんだ？　〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィン」

「行かなくていいって言われたから。エリシアに。どうせこんなの茶番だって」

「茶番？」

「結論は最初から出てる。あんたはイレギュラーと一いつ緒しよにいなさい。愛を知りたいなら、イレギュラーと〈生命体〉見てればわかるって」

「……わかるわけないだろ」

　突つっ込んでみたけど、自分の声が弱くなってるのがわかった。

「それに、ノウィンはまだ『衝しよう動どう』に目覚めてない。仲間入りしにくい」

「この状態だと話しにくいんだけどな」

　ノウィンがどんな顔してるかわからないし。

　どうしてかわからないけど僕の隣となりでリトがうらやましそうな顔してるし。

「……よっと」

　僕は頭上に手を伸ばして、ノウィンの身体を捕つかまえた。

　暴れるかと思ったけど、小さな〈超越者〉は僕の手の中で大人しくしてた。僕はノウィンをそのまま僕の前に座らせた。

「『衝動』が目覚めてないってことは、ノウィンはまだ能力を使えないのか？」

「動物とお話はできる。でも『根源ルータナ回帰テイブ』は使ったことない。たぶん、生きるのに必要な能力が先に発動した。ノウィン、生まれてすぐ捨てられたから。動物の中で過ごしたから」

『根源ルータナ回帰テイブ』は半径五メートル以内に存在する、〝端末〟の能力で作り出したものや使い魔を消し去ることができるという。それと、五メートル以内に〝端末〟本人がいれば、『果実』を機能停止させ、再起動させられるらしい。〝端末〟相手には最強の能力だ。

「……ばぅ」

　僕と向かい合うかたちで地面にぺたん、と座ったノウィンは、狼おおかみっぽい声で鳴いた。

「ノウィンは、お月様が──えっと、二回満月になるくらい前、赤い空を見た。そしたら〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に聞いたイレギュラーの話を思い出して、会いたくなった」

「──僕に？」

「神様に愛された先代の〈超越者〉。その人のお兄さん──なら、神様に愛される方法を知ってるかも──って、思った。世界の終わりに、動物たちが怯おびえてたから」

　ノウィンはぺたん、と草の上に座ったまま、丸い目で僕を見てる。

「動物たちが？　世界の終わりとか、そういうのってわかるのか？」

「動物には〝普エ通キのス人ト間ラ〟みたいな、余計な知識、ないから。生きることに必死だから。すごい危機感、持ってるから」

　途と切ぎれ途切れに、〈超越者〉ノウィンは話していく。

　そのたび頭の上で結んだ二房ふさの髪が、獣けもの耳みみみたいに揺れる。

「動物は生命の危険には、すごく敏びん感かん」

「神様に愛される方法なんかわかるもんか……」

　ラガジュは自らが作り出した生き物を愛さない。〈角笛を吹く精霊〉だって見捨てた。僕の〝傷〟や魔ま術じゆつ師しアグシーダにも『分体アバター』を仕込んで、自分の思うままに操あやつろうとした。

　ラガジュが本当にほのかを好きだったかどうかなんて、わからないんだ。

「僕はラガジュなんか殺してやりたいと思ってるんだ」

「……おにーさん」

　隣に腰こしを下ろしたリトが、僕の肩かたに、ちょこん、と顎あごを載のせた。

「神様を殺したら、駄だ目め。世界が終わるから」

　ノウィンは裸足はだしの爪つま先さきを僕に向けて、じたばたばたつかせた。

「……わかってる。わかってるけど、でも、僕はラガジュが許せない」

「じゃあ、神様を調教する？　それ、面おも白しろそう」

〈超越者〉ノウィンは頭上に目を向けた。つられて上を見ると、一羽わの鷹たかが飛んでいくのが見えた。ぴゅう──と、音がした。ノウィンの口笛だった。

　僕たちの頭上を通り過ぎようとしていた鷹が、軌き道どうを変えた。翼つばさを広げて、僕とノウィンの間に降りてくる。小さなノウィンと顔を見合わせて、何回か鳴いたあと、そのまままた、舞まい上がっていく。

「……本当に言葉がわかるのか？」

「そう。偶ぐう然ぜんコロッセウムの中、見てきたって」

　小さなノウィンは手を伸のばしてきて、僕の膝ひざをすりすり、と撫なでた。なぜか「むぅ」と唸うなったリトも、同じように僕の膝を撫でてくる。

　僕は森の方へ飛んでいく鷹を目で追った。

「〝端ガジエ末ツト〟会議は今、どうなってる？」

「〈夢想家〉が威い張ばってる。〈英えい雄ゆう〉は小さくなってる。〈断罪人〉は寝ねてる」

　──どういう状じよう況きようなんだろう。

「エリシアはつまらなそう。〈人形使い〉は〈生命体〉の手を握にぎってる」

「真ま白しろは？」

「がんばってる」

　ノウィンは僕の膝を撫でながら答えた。

「たくさん喋しやべってる。一いつ生しよう懸けん命めい。優やさしい言葉、話してる。わかってほしい。協力してほしい。そういう言葉。震ふるえてる。汗あせびっしょり」

「……ちょっと行ってくる」

　僕は草の上に立ち上がった。

「ノウィンは僕と一いつ緒しよに来て。ディンタニアが『果実』を奪うばいに来るかもしれないから。リトは楓かえでさんを見てて。黒くろ乃のがいれば大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、なにかあったら呼んで。本当にすぐに戻もどる。十五分ぐらいで戻るから」

　落ち着かない。

　黒乃が〈政治家〉にさらわれた時と同じだった。真白が側そばにいないってだけで、なんでこんなに不安になるんだろう。〈夢想家〉のコロッセウムの中には入れなくても、できるだけ近くにいたい。真白が〝端末〟会議の中で戦ってるなら、僕はできるだけ近い場所に。

　落ち着かない。ざわざわする。どうしてかわからないけど。

　ずっとそういう感情は押し殺してきたから、世界が終わるせとぎわになっても、どうして自分がこういう気持ちになるのかもわからない。

　僕は──やっぱり〝普通の人間〟としてはバグってるのか。

「……わたしも行きます。おかーさんは、大丈夫だって自己申しん告こくしてました。おかーさんが死んじゃったりするところは絶対に想像できないから大丈夫です。黒乃さんは──」

　黒乃は僕たちが動く前に走り出してた。

　身体からだのリミッターを外した黒乃は足が速すぎる。あっという間に見えなくなる。

　でも、行く先はわかってる。

　僕はノウィンを背中に背負うと、リトと一緒に黒乃を追いかけた。




　黒い森の中。

　モミの木が密集してて走りにくい。あたりは茶色と緑一色。

　昼間なのに、薄うすく靄もやがただよってる。

「──アマメグリく──ん！」

　しばらく走ると、木々の間に、金色の髪かみが見えた。

「……カイエ？」

「う、うん。よかった、やっと会えた──」

　息を切らしながら、〈人形使い〉カイエがこっちに走ってくる。相変わらずの細い身体。リトとお揃そろいのオーバーオール姿。カイエは僕たちを見つけて安心したのか、その場に、かくん、と膝をついた。受け身も取らずにまっすぐ倒たおれて──って。

「カ、カイエ？」

　僕はノウィンを背負ったままダッシュした。カイエが顔面から樹きの根本に倒れ込む前にヘッドスライディング。小さな身体を受け止める。背中でノウィンが「ばう」と犬みたいな声をあげたけど。

「無む茶ちやするな。モニカの体力返してもらったからって、元々カイエは病弱なんだろ？」

「か、会議は決けつ裂れつ、だよ」

　カイエの目は虚うつろだった。唇くちびるを半開きにして、酸欠の金魚のようにあえいでる。

「決裂？」

「マシロはがんばってみんなを説得しようとしてた。『果実』の中には三つの『要素』があって、それを抜ぬき出せば能力を持ったまま、使命から解放されるって。でも〈放ほう浪ろう者しや〉と〈夢想家〉が駄だ目めって言ったんだ。イレギュラーなんか信用できないって。イレギュラーに『果実』を作り替かえる力があるなら、マシロにそれをやっていない理由がわからない。だからそれは〝端末〟を騙だますための罠わなだって」

「──罠？　いまさら僕が〝端末〟騙してどうするんだよっ!?」

　真白、『要素』のことを〝端末〟たちに話したのか。でも、それは構わない。〈断罪人〉や〈夢想家〉に協力してもらった方が、〝雑音ノイズ〟と戦いやすくなる。隙すきを突ついてディンタニアの『果実』を書き換かえられる可能性が高くなる。

「しょ、しょうがないよ。ボクはアマメグリくんがナチュラルにえっちで繁はん殖しよく力絶大で、マシロ一人じゃ満足できなくて、追加のパートナーとしてクロノを作らせちゃう男の子だってこと知ってるけど、他ほかのみんなはそうじゃないんだから」

「………………それ、まだ信じてたんだ？」

「あ、いけない。アマメグリくんに触さわられちゃった。ボクも『繁殖』しちゃう……」

　カイエは震ふるえる腕うでで起き上がり、荒あらい息をつきながら、樹の根本に座りなおした。

「……そ、それで〝端ガジエ末ツト〟は自分たちで身を守ることにしたんだよ。〈夢想家〉が防ぼう御ぎよのためのお城を造る。〈断罪人〉と〈英えい雄ゆう〉が〝雑音〟を迎むかえ撃うつ。〈放浪者〉はみんなを慰なぐさめるために歌を歌う。そしてボクが『複製品レプリカ』で〝雑音〟の情報を集める」

「……僕たちは？」

「ごめんね」

　疲つかれた息を吐はきながら、カイエは僕から目を逸そらした。

「〈夢想家〉は、アマメグリくんを城じよう塞さいに近づけるなって言ってた。力ずくでも」

「──な!?」

「ごめん。本当にごめん！　マシロもボクも頑がん張ばってみんなを説得しようとしたんだ。でも〈断罪人〉はともかく〈夢想家〉は納なつ得とくしてくれなかった。顔は笑ってるけど、あいつ、ボクやマシロの話なんか聞いてなかったんだよ！」

　カイエは、なぜか子犬のように震えてた。

「〈夢想家〉がなに考えてるのかわかんない。あいつは特とく殊しゆすぎるんだ。〈断罪人〉が〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を崇あがめてるように、あいつはラガジュを崇めてる。口くち癖ぐせが『作られたものが造物主に逆らうなんて薄気味の悪い』──なんだよ」

「造物主に逆らうなんて──薄気味が、か」

　だったら──共きよう闘とうするなんて絶対に無理だ。

　僕は〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に従うつもりなんかないし、そもそも〝傷ペイン〟の中に仕込んでたラガジュの『分体アバター』を黙だまらせてる。〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒが僕と一いつ緒しよに戦えるわけない。

「それで……カイエさんはどうするつもりなんですか？」「ばぅ」

　僕の隣となりでリトが、背中でノウィンがカイエに向かって声をあげた。

　額どころか胸のあたりまで汗あせばんだカイエは、僕たち三人を見比べるみたいに視線を巡めぐらせた。はぅ、と困ったような溜ため息いきをついてから──、

「ボクは〈夢想家〉たちと一緒にいようと思う」

　なにかを決意したような顔で、きっぱりと宣言した。

「勘かん違ちがいしないで、キミたちを嫌きらいになったわけじゃないんだ。〝雑音〟を倒すのには協力する！　絶対！　でもそれにはキミたちと一緒にいるより、〈夢想家〉たちといた方がいいと思うんだ。〝雑音〟は必ず、〝端末〟を狙ねらってくるんだから！」

「〝端末〟の中から協力してくれるってこと？」

「うん。ボクはキミたちのためにスパイになってあげる！　なにかあったらすぐにキミたちのところに『複製品』を走らせるから、できるだけ近くにいて。マシロとクロノにもそう言って──って、あれ？」

　不意にカイエはなにかに気づいたように立ち上がった。

「マシロは？　クロノは？　一緒じゃないの!?」

「真ま白しろ？　だって真白は〝端末〟会議に行ってたんだろ。まだコロッセウムの中にいるんじゃないのか!?」

「そんなわけないよ。マシロはボクより先にコロッセウムを出たんだよ。とっくにキミたちと合流してると思ってたのに──!?」

　ぞくん、と背中に寒気が走った。なんだ、これ。

　覚えがある、この感覚。五年前、ほのかと一緒に行ったデパートで。

　地面から見えない振しん動どうが襲おそってきて、僕の頭の中を漂ひよう白はくした。

　あの時──ほのかが、死んだ。

　頭ががんがんする。身体からだが震え出す。なんだ、この悪お寒かん──。

「……カイエ、真白は!?」

「マシロは──マシロはね──その──身体が──ね」

　口ごもるカイエ。

　思い出せ。さっきカイエが言ってた。僕に『果実』を書き換える力があるなら、真白にそれをやっていない理由がわからない──たしかそんなセリフだった。

　真白の『果実』を書き換えていない理由がわからない──つまり、真白には『果実』を書き換かえなきゃいけない理由がある。外から見ても、わかるくらい。

　まさか──。

「真白がリトのお父さんのようになりかけてる？」

「──!?」

　カイエの身体がびくん、と震えた。

「はっきりとはわからない。でもマシロ、左手に白い鱗うろこが生えてた。ねぇ、アマメグリくん、キミには『果実』を作り替かえる力があるんだよね？　新しい〝端末〟を作れるんだよね？　どうしてマシロにそれをしてあげないの!?」

「──それは」

　脳のう裏りを、溶とけて消えた〈政治家〉オスロットの姿がフラッシュバックする。

〝傷〟は〝端末〟の記き憶おくを犠ぎ牲せいに『果実』を喰くらってくれる。それは〝傷〟が元々持ってる能力だ。だけど──『衝しよう動どう』『能力』『転生』の要素を抜ぬき出すのは──そうじゃない。もしもやってみて駄だ目めだったら？　真白が──オスロットみたいに、ぱしゃ、と溶けて消えてしまったら？　失敗して化け物になったら!?

　僕が真白を殺すことになる。

　でも──真白はきっとそれでもいいって言う。

　いつものふにゃ、とした柔やわらかい笑えみを浮うかべて、「天あま巡めぐりくんのすることだから大だい丈じよう夫ぶです」って言うんだ──わかってる。

　怖こわがってるのは僕だけで、覚かく悟ごが足りないのは僕だけなんだ。

　覚悟と──あともうひとつ足りないものがある。僕が真白の『果実』にまで踏ふみ込むには、まだひとつなにかが足りない。力でも覚悟でもなくて、かたちのない、なにか。

　それがなんなのかわからない。まだ見つからない。

　だけど──もう、迷ってる時間なんかない。

「ごめん、カイエ。あとでちゃんと話す。僕は真白のところへ行く」

「それでいいの？　ボクの手はいらない？」

「大丈夫。カイエは安全なところにいて」

　カイエは地面に座り込んだまま、「わかった」とうなずいた。

　ぺち

　背中ごしに小さなてのひらが飛んできて、僕の頭を叩たたいた。

「ノウィンは──ノウィンは？　どうするか聞いて、イレギュラー」

「……ノウィンはどうするんだ？」

　僕の背中でもぞもぞしてる小さなノウィンを振ふり返って、僕は聞いた。

「うん。ノウィンは、イレギュラーに協力する。ノウィンはイレギュラーに会いに来たから。あとのことは、いいの」

　あっさりだった。

　拍ひよう子し抜ぬけするくらい簡単に、〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンは僕の背中で頷うなずいて、目を閉じた。

　また眠ねむってしまったみたいだった。

「それで、リトは？」

「おろかな質問を愚ぐ問もんって言うんですよ、おにーさん」

　リトはなぜか、僕の背中で眠るノウィンに挑ちよう戦せん的な視線を向けてから、じっと僕の顔を見た。

「わたしが最優先するのはおにーさんです。おにーさんの大事な人はついでですけど、見捨てるって選せん択たく肢しなんかないです。一いつ緒しよに行きます！　おにーさんっ！」

　リトはオーバーオールの胸を反らして宣言した。

　僕は背中のノウィンを背負いなおして、樹きの根本に座るカイエにうなずきかけた。

「じゃあ、行ってくる。カイエ、スパイよろしく」

「うん、任せて、アマメグリくん！」

　汗あせびっしょりのカイエは、小さくガッツポーズ。

「マシロとクロノを助けてあげてね。二人はキミのパートナーかもしれないけど、ボクとモニカの友達でもあるんだから。泣かせたら怒おこるよ？」




　　　　４




「……マスター、どちらへ？」

　背後から聞こえた声に、真ま白しろは立ち止まった。

　栗くり色いろの髪かみを、頼たよりなげに揺ゆらしながら振り返る。

「──黒くろ乃の、どうしたの？」

　真白は黒乃の姿を認めると、掌てのひらで濡ぬれた頰ほおをぬぐった。

　真白の瞳ひとみは赤と黒の点てん滅めつを繰くり返している。ぬぐってもぬぐっても、涙なみだがこぼれ落ちてくる。

「……天巡くんたちと、一緒に、いなきゃ、だめ、だよ？」

　できるだけ冷静な声を出しているつもりだった。

　でも、そんなのは無理だった。

　真白の声は、双ふた子ごの妹にしか聞き取れないくらいにかすれていた。

「マスターを捜さがしに来ました。イレギュラーが、マスターを心配だとおっしゃってましたので、先行してきました。帰りましょう、マスター」

「……黒乃」

　真白は自分の左手に視線を移す。

　白い鱗うろこはもう肘ひじまで覆おおっている。一枚一枚は小指の爪つめくらいの大きさ。指ではじくと陶とう器きのような、りん、という音がする。これは前兆。もう、全部わかってしまった。自分のバグがどうしようもならないところまで進行していること。それを直すには、翔かけるの〝傷ペイン〟で『果実』を喰くらうか、『果実』を書き換かえるしかないということも。

　──でも、そしたら天あま巡めぐりくんの〝傷〟さんは最後の一つになっちゃう。

　──あたし〝端ガジエ末ツト〟のみんなを味方にできなかったの──あたしに〝傷〟さんを使ったら、天巡くんは〝端末〟と──〝雑音ノイズ〟とも戦って──ディンタニアさんにたどりつく前に〝傷〟さんを使い果たしちゃう──。

　化け物になる覚悟なんか、二ヶ月前からしている。

　翔の姿を書いたスケッチブックはホテルに置きっぱなしだけど、なにを書いたかは覚えている。いくらでも思い出せる。翔のこと。今まで触ふれたこと。彼の言葉、態度、呼吸のひとつさえ思い出せるような気がする。

　──ほんとは、あたし──天巡くんと──もう百回くらいキスしたかったな──。

　ずきん　ずきん　ずきん

　壊こわれそうなくらい心臓が早はや鐘がねを打っている。

　──大だい丈じよう夫ぶ。あたしが、生きてないと、黒乃が──消えちゃう──から。

「黒乃、こっちに来て」

「はい、マスター」

　真白の声に応こたえて、黒乃がゆっくりと近づいてくる。

　──好き。

　──あたし、天巡くんが大好き、黒乃のことも。リトちゃんも──ね。

　だから、幸せだって言える。

　自分がこれから、化け物になってしまったとしても。

　やけつくような胸の痛みが酷ひどくなって、いつか心臓が破は裂れつしてしまったとしても。

　──大好き──だよ。

　ふわ

　真白は目の前にいる黒乃を──抱だきしめた。

「周す防おう真ま白しろから、周防黒乃に命令します」

　真白は双子の妹の耳元に唇くちびるを近づける。

　黒乃は感情のない目を開いたまま、こくん、と頷く。

「……素す直なおになって、黒乃」

「……………………………………………………………………マスター？」

「あたしはもうすぐ化け物になっちゃう。どんな姿になるのかはわからないけど、人のかたちじゃなくなっちゃうかもしれない。そんな姿、好きな人には見せたくないの。黒乃なら、わかるよね？」

　真白は黒乃に向かって囁ささやきかける。

　黒乃は──答えない。

「黒乃はあたしの能力が生み出したものだから、あたしが生きている限りはずっと存在していられるはずなの。あたし──死なないよ。不死身の〈生命体〉だから、死ねないの。だけどねあたし、天巡くんのことが心配。天巡くん無む茶ちやするし、本当はすごく寂さみしがりやさんだから、あたしが消えたら、きっとショックを受けると思うの。だから、黒乃が側そばにいてあげて」

「マスター……？」

「マスターじゃないよ、真白。わかるでしょ？　ま・し・ろ」

「ま──し──ろ」

「そうだよ。くろちゃん──くろいの──くろの」

　赤と黒の点滅を繰り返す真白の瞳からこぼれた涙が、黒乃の肩かたで弾はじける。

　真白に抱きしめられた黒乃の腕うでが、ゆっくりと持ち上がっていく。

　本人は気づいていないのかもしれない。

　いつの間にか黒乃の腕は、双子の姉がしているように、自分の分身を──抱きしめている。

「黒乃は『補正プログラム』なんかじゃないよ？　あたしは、黒乃。黒乃は、あたし。黒乃はあたしの中にずっといたの。五年前、あたしが天巡くんを好きになった時に生まれた『好き』って気持ちが黒乃を作ったの。黒乃がいたから、あたしは今のあたしになれたの。だから、黒乃は天巡くんを好きでいいの。わかるよね、黒乃？」

「──わかりません──わか、りま──せん。マスター」

「うん、今はそれでいいよ。天巡くんの側にいたら、きっとわかるから」

　真ま白しろは黒くろ乃のの身体からだを放した。

　泣きながら──笑いながら──白い布に包まれたものを胸ポケットから取り出す。

　それは、真白の宝物。

　翔かけるからもらった、銀色の指輪だった。

「左手、出して、黒乃」

「──マスター」

　黒乃は両りよう腕うでを背中に隠かくした。なぜかはわからない──『補正プログラム』が感じないはずの恐きよう怖ふに怯おびえたように、髪かみを振ふり乱して首を振る。

「いけません──駄だ目め。駄目──それ──だめ──！」

「周防真白が双ふた子ごの妹に命令します」

　片手で涙なみだをぬぐいながら、真白は唇をかみしめて──笑う。

「天巡くんのことが好きなら、あたしに左手を差し出しなさい、黒乃」

「まし────ろ!?」

「隠れてるだけなんだよね？　あたしに遠えん慮りよしてるだけなの、わかっちゃうんだから、黒乃」

　ぎぎぎ、と、

　関節がねじれるような音を立てながら、黒乃は左のてのひらを、真白に差し出した。

　真白は瞳ひとみを閉じ、うやうやしく双子の妹の左手を取る。

　まだ抵てい抗こうを続ける黒乃の手を開かせ──その薬指に、

「……天あま巡めぐりくんのことをお願いね。黒乃。あたしはもう、一いつ緒しよにいられないから」
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　真白は銀色の指輪を──差し込んだ。

　黒乃は必死で首を振る。真白とリンクしているのかもしれない。黒乃の目からも、涙が次々にこぼれていく。二人分の涙が、黒い森に滴しずくを落とす。

　真白は黒乃の手を握にぎり、目と、指の感かん触しよくで、黒乃の左手に指輪があることを確かく認にんする。

　そしてそれに満足したように──「うん」と頷うなずき、黒乃から三歩離はなれた。

「──マスター──マスタ──ぁ──まし──ろ──ましろ──」

「あたしから黒乃に最後の命令をします」

　真白はきびすを返し、黒乃に背中を向けた。

「誰だれよりも、一番好きな人のところへ行きなさい、黒乃」

「──ま──しろ！」

　黒乃の絶ぜつ叫きようが聞こえる。ひどいことをしているのかもしれない。真白は黒乃に『選ばせて』いる。真白と翔をむりやり、秤はかりにかけさせている。

　──ごめんね、黒乃。

　──でも、これくらい、いいよね？　黒乃はずっとあたしを守ってくれたんだから、いいの。

　──あたしは天巡くんが好きで、黒乃も天巡くんが好き。

　──天巡くんはあたしが好き──黒乃のことも、きっと、好き。

　──天巡くん、奥手だけど、わかるもん。気づいてないかもしれないけど、わかるの。

　妹のほのかを亡なくした時に、たぶん、翔の心は一度凍こおり付いてしまったのだと思う。大事な人を作ることを怖こわがってた。好き──って気持ちを凍とう結けつさせてた。だからそれが溶とけ始めても、それがなんなのかわからない。真白が好きになったのは、そんな不器用な男の子だった。

　いつもじれったくて、でも愛いとしくて、一緒にいるだけで幸せだった。

「……幸せ、でした」

　真白は足を止めて、振り返った。

　音もなく──黒乃は真白の側から立ち去っていた。

　真白は穏おだやかな溜ため息いきをついた。黒乃は一番好きな人のところへ行った。命令通りに。

「それでいいの」

　どこへ行こう。どこでもいい。バグった〈生命体〉は〝雑音ノイズ〟に狙ねらわれることはない。

　世界は終わらない。〝雑音〟は、翔と黒乃が止めてくれる。絶対に。

　とりあえず森を出よう。翔たちがいるのとは反対側から。それから橋を渡わたって電車に乗って──それから。

　歩いていればどこかに着く。

　真白はゆっくりと、森の出口を探して歩き始めた。

　ぴちゃ

　──あれ？

　気が付かなかった。

　真白のブラウスの胸が、真っ赤に染まっていた。塞ふさがっていたと思っていたハートブレイカーの傷が、いつの間にか開いて──そこから血が滲にじんでいる。

「……大だい丈じよう夫ぶ、だよね」

　あたしは不死身の〈生命体〉なんだから。

　頭はがんがんするけど。

　唇くちびるの端はしから、血が流れているけど。

「ばいばい、天巡くん」

　あたし、歩ける──ううん、走れる。ほら。

　真白は本能にまかせて、獣けもの道みちを走り始めた。
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　ずきん　ずきん

　右みぎ腕うでが熱い。

「手分けします。イレギュラー。〈超ちよう越えつ者しや〉をお借りします！」

「──黒くろ乃の!?」

　僕の隣となりを走っていた黒乃が、僕の背中から〈超越者〉ノウィンを引きはがした。

「イレギュラーは〝傷ペイン〟を頼たよりにマスターを捜さがしてください。『補正プログラム』は〈超越者〉の『動物とお話しする力』を手がかりにします」

「ちょっと待て黒乃！　ノウィンの『根源ルータナ回帰テイブ』が発動したら黒乃が──」

「〈超越者〉の『衝しよう動どう』はまだ発動したことがないとうかがっています」

「今は、だよ。いつ発動するかわからないだろ！」

「そうなったら彼女を投げ捨てますから大丈夫です」

　言いながら黒乃は、〈超越者〉ノウィンを背中にしがみつかせた。

　一時間ほど前。

　真ま白しろを追いかけていった黒乃は、一人で戻もどって来た。

　顔は相変わらずの無表情だったけど──涙なみだをぽろぽろこぼしながら。

　黒乃は僕に告げた。

　真白が『果実』の暴走により、異形化しはじめていること。

　僕と一いつ緒しよにいるように命令されたこと。指輪をもらったこと。

　それと──真白の胸のあたりが赤く染まっていたことも。

「──真白のばかっ！」

　無む茶ちや苦く茶ちや頭に来た。頭の中が真っ赤になるくらい。ここまで腹が立ったのは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉と『中有のルー居城ガー』で戦った時以来だ。

　異形の姿になるから？　まともじゃなくなるから？

　黒乃に宝物の指輪を渡して、僕と一緒にいるように告げて──自分は姿を消す？

　聞いた瞬しゆん間かん、〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟のことも〝雑音〟のことも頭から吹っ飛んだ。

　──なんだろう、この気持ち。

　むちゃくちゃ頭に来てるのに──会ったら怒ど鳴なりつけてやりたいと思ってるのに。

　そんなの全部すっ飛ばしてとにかく真白に会いたい。

　なにか言いたい──言いたいんだけど、それがなんなのかわからない。ああもうっ！

「先に行きます！　マスターを発見したらご連れん絡らくをお願いします、イレギュラー！」

　黒乃が走るスピードを上げていく。森の出口はもうすぐだ。その先は市街地。電車とバスが走ってる。ヒッチハイクでもなんでも、乗り物に乗られたらアウトだ。追いつけなくなる。

　ずきん　ずきん　ずきん！

　右腕の〝傷〟が騒さわいでる。

〝傷〟は真白から離はなれると痛み出す。二ヶ月前、電車で遠くに行こうとしたら、激痛で死にかけた。あの時はこの痛みが恨うらめしかったけど、今は助かる。

　この痛みのおかげで真白の位置がわかる。真白に近づけば近づくほど、〝傷〟の痛みは弱まっていく。だったら、痛くならない方向に足を動かせばいい。

「黒乃！　真白を見つけたら、まず僕に連絡して。黒乃は真白の意志に逆らえない。近づいたら帰れって言われる。僕が合流するまで見守ってて！」

「──了りよう解かいしました」

　背中に〈超越者〉ノウィンを乗せたまま、黒乃が遠ざかっていく。

「町に出たらタクシーを拾いましょう、おにーさん」

　僕の手を、ぎゅ、と握にぎって、リトが言った。

「大丈夫です。どーせ真白さんはそんなに遠くに行けっこないです」

「なんで言い切れるんだよ、リト？」

「真白さん、わたしとおんなじだからです。結局、わたしたちは──その、自分の意志で選んだ人たちからは離れられないんだと思います。ただ──ですね」

　視界を白いものが横切った。

　──雪？

　考えてみれば当たり前だ。もう十二月の下げ旬じゆんで、ここは日本より緯い度どが高い。

　寒いのも──寒気がするのも、当たり前なんだ。

「気になるのは真白さんの状態です。胸に赤いかけらが見えるんですよね？　わたしの予想が正しければ、かなり危険な状じよう況きようかもしれないです」

「危険な状況？」

「はい。『果実』の暴走もそうですけど、もしかしたら──」

　リトは考えこむみたいにうつむいて、それから顔をあげた。

「おにーさん、黒乃さんが真白さんを刺さしたとき、『ハートブレイカーを消せ。真白と黒乃には絶対に触ふれないように』って言いましたよね？」

「……うん」

　覚えてる。

〝傷〟をとっさに呼び出して、ハートブレイカーだけを消すように言ったんだ。真白は〝傷〟に触れたら『果実』が汚お染せんされる。そしたら再生能力が止まる。黒乃は〝傷〟に触れたら存在そのものが消えてしまう。

　だからどっちにも触れないように──って、まさか!?

「〝傷ペイン〟さんはおにーさんの望み通りにしたはずです。わたしも見てました。ハートブレイカーはまっぷたつになって消えました。でも、〝傷〟さんはお兄さんの命令のせいで、真ま白しろさんの身体からだには触れられなかったんです」

　真白の中で光っていた、赤いかけら。

　あれは再生能力が働いてる証あかしだって真白は言ってたけど、そうじゃない。

　真白が胸から血を流しているとしたら、あれは。

「真白の中に、まだハートブレイカーの破は片へんが、残ってる!?」

「……はい」

　僕の隣となりを走りながら──辛つらそうな顔で、リトが頷うなずいた。

「さっき相談した時、おかーさん言ってました。この一週間、ハートブレイカーの破片は真白さんを殺し続けてて、それに対して再生能力が拮きつ抗こうしてたんじゃないかって」

「拮抗？　それが──赤い光の正体か!?」

　真白の言った通りだった。確かに真白の傷口は再生を続けていたんだ。だから〝傷〟にもわからなかった。真白の再生能力が隠かくれ蓑みのになって、ハートブレイカーの破片を見つけられなかったんだ。

　でも、その拮抗状態はついに──破れた。

「よく聞いてください、おにーさん。ハートブレイカーは真白さん自身の能力ですから、『果実』を消せば消えます。でも、そしたら真白さんの再生能力も消えてしまいます」

「だったら、傷口から手を突つっ込んで〝傷〟でハートブレイカーを消せば──」

「そしたらまわりに〝傷〟さんの鱗りん粉ぷんがつきます。傷口の再生が邪じや魔まされちゃいます！」

『果実』を消せば、ハートブレイカーが消える代わりに真白の再生能力も消える。

　直接〝傷〟が手を突っ込んでハートブレイカーを消したら、傷口の再生が阻そ害がいされる？

　どっちを選んでも胸の傷は塞がらなくて──真白は死ぬ──!?

　冗じよう談だんだろ。

　なんだ、このパラドックス。

「できるとしたら、ひとつだけです。ハートブレイカーを消してから、すぐに〝傷〟さんを一回戻もどしてください。そしたら真白さんの傷口についた〝傷〟さんの鱗粉も消えます──おにーさん？　どうしたんですか？　真っ青ですよっ!?」

　森を抜ぬけ出たところで、僕は足を止めた。

　真白を救うには〝傷〟を二回、必ず消費しなければいけない。

　だけど僕の腕うでには『木の実』がふたつしかないから、二回目を使い終わったら、僕は〝傷〟に取り込まれる。

『使ッテ。マスター。〝傷〟ヲ使ッテ』

　──〝傷〟……。

　ハートブレイカーを消すために〝傷〟を使ったら、最後の一回で真白の『果実』を書き換かえるしかない。〝傷〟で戦うことはできなくなる。ディンタニアの『果実』を書き換えることも。僕が地上に──居続けることも。

　寒い──震ふるえが止まらない。

　詰つんだ。今度こそ、完全に。

　最後の選せん択たく肢しが目の前にちらついてる。真白を選ぶか──世界を選ぶか──って。

「そんなの、決まってる」

　森を抜けて、町へ。

　僕はリトの手を引いて走り出す。
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　雪が降っていた。

　夕方。灰色の雲が空を覆おおってる。

　結局、僕が真ま白しろを見つけるまで二時間もかかった。

　黒くろ乃のはまだ来てない。さっき携けい帯たいで連れん絡らくしたから、こっちに向かってるはず。

　町外れの小さな石橋の上。

　真白は、膝ひざをかかえて座っていた。

　街灯の下、黒い影かげが真白の足あし下もとに落ちていた。

　白い、鱗うろこのようなものが、左ひだり腕うでから肩かたのあたりまでを覆ってた。

　真白は抱かかえた膝の中に顔を埋うずめてる。湿しめった栗くり色いろの髪かみに、雪が積もってる。

　雪…………いつの間に本降りになったんだろう。

「……真白」

　真白はまだ、僕たちに気づいていない。橋の欄らん干かんを背に座ったまま、動かない。

　僕とリトは、できるだけ静かに真白に近づこうとして──、

　道を挟はさんで反対側の欄干に座っている人ひと影かげに──気づいた。

「ディンタニア!?」

　白衣をまとった、プラチナブロンドの少女。〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ。

　ディンタニアが橋の欄干に腰こし掛かけ、細い足をぶらぶら揺ゆらしながら、じっと真白を見ていた。

　僕の視界が赤に染まる。

　見える──真白の中にある〈生命体〉の『果実』。

　でも、ディンタニアの中には『果実』がない。橋に座ってるディンタニアは、赤いオーラのようなものをまとってる。

　あれは──本物のディンタニアじゃない。

「二ヶ月前に見せてあげたの。これは〈恋こい人びと〉の、愛いとしい人に自分の幻げん影えいを見せる能力なの」

　橋の欄干に座ったディンタニアは、僕に紫むらさき色いろの瞳ひとみを向けた。

「ディンタニア、博士はかせに時間をもらったの。最後だから、カケルに会ってもいいって」

「……なんのために？」

「カケルの選せん択たくを見に来たの。ディンタニアはただのギャラリー。気にしないでいいの」

　幻影のディンタニアは宙を滑すべるように移動し、橋の向こう側に生えている街路樹の枝に腰掛けた。どう見ても体重を支えられないような細い枝の上で、「ギャラリー」の言葉通り、紫色の瞳で僕たちを観察している。

「──悪あく趣しゆ味みだよ、ディンタニア」

「いいの。ディンタニアは、カケルを見ていられるだけで幸せなの」

「だったら〝雑音〟なんか脱ぬけてこっちに来ればいい」

　僕の言葉に、幻影のディンタニアは首を振ふった。

「ごめんね──カケル。もう────遅おそいの──ごめんなさい──なの」

　ディンタニア、泣いてる？

「──お願いなの、カケル、〈生命体〉を助けてあげて。ディンタニアが欲しかった未来を見せて。今だけは、ディンタニアの中に博士はいないの。カケルが世界に示す選択肢を、ディンタニアにも見せて？」

「意味がわからないよ、ディンタニア」

　どうにもならない。僕の手は、今のディンタニアには届かない。

　幻影のディンタニア──敵じゃないなら、いい。攻こう撃げきしてこなければ、それで。

　今は──それよりもっと大事なことがあるんだ。

「……真ま白しろ」

　僕は膝を抱えて座る真白に、ゆっくりと近づいていった。

「帰ろう、真白」

　真白は答えない。

　目の前には、真白の栗色の髪。湿って重くなり、頰ほおと首筋に絡からみついてる。

　僕は手を伸のばして、真白の髪についた雪を払はらった。今の真白に触ふれたら『繁はん殖しよく衝しよう動どう』が発動するはずだけど、もうどうでもいい、そんなの。

　なんとかするから。

〝傷ペイン〟の使い道はもう決まったから。

「……天あま巡めぐりくん」

　顔を伏ふせたまま、真白が微かすかな声で呟つぶやいた。

「あたし、自分がこわいです」

「……真白？」

「全部思い出しちゃいました。黒くろ乃のにハートブレイカーで刺さされた時、全部。五年前に天巡くんと出会うまで、ずっと正しい〝端ガジエ末ツト〟だったこと、自分の意志で、がんばってバグって──でもそのせいで天巡くんを巻き込んじゃったこととか──みんな、みんな」

　真白は泣きじゃくりながら、語り続ける。

「あたし、ばかです。黒乃の気持ちにも、天巡くんが限界超こえて戦ってることだって気づかなかった。〝傷〟さんを、あたしと天巡くんの愛の結けつ晶しようだなんて──ばかみたい。ばかなんです。あたしなんか、化け物になっちゃって当たり前なんです」

「……真白！」

　真白はやっと顔を上げた。泣きすぎたせいで目の周りに隈くまができてた。瞳は真っ赤で──そうかと思ったら黒に色を変えて──点てん滅めつを繰くり返してる。髪かみの毛はぐしゃぐしゃ。頰に髪が張り付いてて──でも、やっぱり──真白を見てるとどきどきして──周囲の空間にソフトフォーカスがかかっていくような気がする。

「天巡くんと離はなれようとしたのは、化け物になっちゃうのもあるんですけど、本当はあたし、恥はずかしくなっちゃったんです。天巡くんと黒乃が戦ってるのになにもできなくて、〝端末〟会議でみんなを味方につけようとしたけど、やっぱり失敗しちゃって──なんにもできない自分が。黒乃は天巡くんのために戦って、そのせいで壊こわれちゃったのに──」

　つぅ、と──真白の唇くちびるを、血が伝った──？

「真白──っ!?」

　僕は真白の肩かたをつかんで引き起こした。

　真白の胸が、真っ赤に染まっていた。胸の傷から血が溢あふれ出てる。影かげだと思ってた。石橋にまで染しみこむほどあふれた血に──暗くて気づかなかった。

　僕は真白に触れてる。僕が触れると真白は『繁殖衝動』が発動して、『果実』が暴走する代わりに再生能力も強くなるはず。なのに──効いてない!?

「──お願いです、天巡くん。黒乃を──お願い──」

　真白の胸の中心──目を凝こらす──〝傷〟の視界に、赤いかけらが映ってる。

　これが消しきれなかった、ハートブレイカーの破は片へんか!?

　ハートブレイカーは〈生命体〉を殺すための魔ま剣けん。〝端末〟の再生能力を阻そ害がいする能力を持ってる。だから、真白の傷が治らなかったんだ……。

「──天巡くん、だいすき──でした」

「勝手に死ぬな！　真白っ!!」

　がしっ

　僕は真白の頭を両手でつかんだ。虚うつろな──光をなくしていく真白の目。それを限界まで近づいてのぞきこむ。消えかけた真白の意識をむりやり引き戻もどすみたいに。

「真白が僕を巻き込んだ？　そんなの違ちがうっ！　僕の妹のほのかは元々〈超ちよう越えつ者しや〉の〝端末〟だった。だから〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に引っ張り出されて死んだんだ。僕も目の前でほのかをなくして──あの時、僕もほのかと一いつ緒しよに半分死んでた。本当に死んだっていいって思ってた。その僕をひっぱたくみたいにして世界の秘密を教えたのは真白たちだろ!?　巻き込まれたんじゃない。僕は自分で選んで〝端末〟の世界に踏ふみ込んだんだよ!!」

「天巡くん、黒乃が嫌きらいなんですか？」

「嫌いなわけない──じゃなくて、そんな話してないだろ!?」

「だったら──いいです。大だい丈じよう夫ぶ、あたしは不死身の〈生命体〉ですから──」

　血を吐はき出してるのに。傷口の血は、止まらないのに。真白──わかってないのか。

　今まではすぐに傷が治ってたから、自分の状態がわかってない。

　僕の右みぎ腕うでが熱い。『木の実』はあと二個。力を使えるのはあと二回。

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟は言った。僕が真白を救うのに失敗したら、〝傷〟が僕を喰くらい、取り込むって。ここで真白を見殺しにしたら、僕は〝傷〟に取り込まれる。

　違ちがう！　そんなことどうでもいいんだ今はっ!!

〝傷〟の使い道なんか決まってる。でも、まだ足りない。

　僕は真白に言わなきゃいけないことがある。言わないと、真白の『果実』をこわせないような気がする。すごい覚かく悟ごが必要ななにか。最後の鍵かぎ。それがなんなのかわからないんだ──。




『だからお兄ちゃんは考えすぎなんだってば』




　──ほのか？

　頭の中を、五年前に死んだ妹のほのかの声が通り過ぎた。

『ほのかは、したいことをしてるだけ。義務とか──じゃなくて』

　僕の──したいこと？

『世界のシステムを変える』──違う。だって、今の僕は神様のことなんか少しも考えてない。

　頭の中を占せん領りようしてるのは、真ま白しろのことだけ。

　なくしたくない。僕が『無む限げん舞ぶ台たい』に上がってからずっと一緒にいた女の子。

　真白の目が濁にごって閉じかけてる。血の溢れ出た唇が、微かすかに開く。ひゅう、という呼吸音が聞こえる。微かな声も。僕は耳を澄すます。一言だって聞き漏もらさない。

「あたしは──天あま巡めぐりくんと黒乃のいるこの世界が──大好き」

　真白の「大好き」が聞こえたから、僕は覚悟を決めた。

　なにを言わなきゃいけないのか、やっとわかった。

「僕はこんな世界、だいっきらいだ」

　真白に届くように、はっきりと、僕は宣言した。

　真白は虚ろだった目を──驚おどろきに見開いた──ように見えた。

「だけど、この世界にいる真白が大好きなんだ」

　身体からだが熱い。ああ、もう、ばかみたいだ。なに言ってるんだこんな時に。

　でも、止まらない。言葉が勝手に溢れ出る。直感？　ほのかが乗り移った？　なんでもいい。

　──僕の、したいこと。

　──僕の、欲しいもの。

　──僕の、好きな言葉。

　なんでもいい。考えるな。もう考えたって答えなんかでない。

「真白の笑ったところが好きだ。『きゅむ』って子犬みたいな口くち癖ぐせが好きだ。すぐにくっついてくる素す直なおなところが好きだ。光に透すかすと金色に光って見える髪かみが好きだ。あったかいところが好きだ。すぐに真っ赤になるところも好きだ。いつもまっすぐなところも、一いつ生しよう懸けん命めい絵を描かいてるところも、困った顔してるところも、泣いてるところも──きっと五年前、橋の上で僕に世界の秘密を教えてくれた小さな女の子だった時から──!!」

「きゅ、きゅむうううううううっ!!」

　リトが見てるのに。

　橋の向こうには幻げん影えいのディンタニアだっているのに。

　ああもう──そっちは見ない。今は真白だけ見てる。そうする！

「──あ、天巡くんから──言ってくれたの──はじめて──」

　意識が途と切ぎれかけてた真白が、真っ赤な顔で震ふるえだす。まるで知らない人間に出会ったみたいな、そんな目をしてる。そっか、真白からはたくさん『好き』って言われたけど、僕から言ったのははじめてだったっけ。

「──死なせない。真白を、化け物にもしない」

　真白の胸の中心にある赤い破片。僕はそれに視線を固定する。

　やるべきことはわかってる。〝傷ペイン〟を起動して真白の中のハートブレイカーの破片を消す。そしたら一度〝傷〟を右腕に戻もどして、真白についた赤い鱗りん粉ぷんを消す。真白の再生能力が怪け我がを治したら再度〝傷〟を起動。そして──。

　僕が〝傷〟に完全に取り込まれる前に──意識が消える前に──真白の『果実』を書き換かえる。できるかどうかわからない。でも、やる。

「──〝傷〟！　ハートブレイカーの破は片へんを──!!」

「だ──だめ。天巡くん、戦えなくなっちゃう──駄だ目め──────っ!!」




　真白が叫さけび声をあげて──、

　僕が〝傷〟を起動する直前──真白の胸で光っていたハートブレイカーの破片が、消えた。




「これが最善だと判断しました」

　誰だれも、気づかなかった。

　僕も真白も、いつの間にか僕のシャツをつかんでいたリトも。

　橋の中央に、黒くろ乃のが立っていた。

　いつもの長い黒くろ髪かみ。真冬なのに、半はん袖そでのシャツにショートパンツ姿で。

　寒そう──最初に思ったのはそれだった。

　薄うす着ぎだったからじゃない。黒乃の身体が──半分透けていたから。

　半はん透とう明めいで──ゆらいで。今にも消えそうに見えたから。

「──黒乃っ!!」

「イレギュラーがこの選択肢に気づかなかったのは意外です。〝傷〟に使用限界があるのなら、〈超ちよう越えつ者しや〉を利用するのが最善でしょう」

　半透明の黒乃が、〈超越者〉ノウィンを抱だいていた。

　黒乃は片かた腕うででノウィンを抱き上げ、もうひとつの腕で──。

　ノウィンの喉元に剣の刃を突きつけていた。

「……『根源ルータナ回帰テイブ』」

〈超越者〉ノウィンの目が赤く染まってる。〈超越者〉の『衝しよう動どう』──『超越衝動』が発動している。〈超越者〉の能力は『根源ルータナ回帰テイブ』。

　半径五メートル以内にいる、全すべての〝端ガジエ末ツト〟の能力を打ち消してしまう能力。

「でも──でもノウィンはまだ〈超越者〉の『衝動』に目覚めてないはず──？」

「ですからこういう状じよう況きようを作りました」

　黒乃の姿が──ゆらいでる。

　ノウィンを抱く手が力をなくして、だらん、と下がる。ノウィンは器用に受け身を取りながら地面に転がる。黒乃のかたちが溶とけていく。見えない粒りゆう子しに変わっていく。黒髪も、いつも僕を睨にらんでたきつい目も──細い身体からだも、全部。

「『補正プログラム』を消さなければ死んでしまう状況を作れば、『果実』が勝手に目覚めます。『根源ルータナ回帰テイブ』なら、ハートブレイカーの破片を消すことができる。そして『根源ルータナ回帰テイブ』が終われば『果実』は再起動。バグは──そのままだけれど──再生能力は──普ふ通つうに」

「……だから黒乃は、ノウィンと一いつ緒しよに動いてたのか？」

　地面に落ちたノウィンの目が、元の青色に戻っていく。

　でも、黒乃は消えていく。右みぎ腕うではもう、ない。右みぎ肩かたから──右頰ほお。髪も、全て消えていく。

「先に真ま白しろを見つけたら、僕たちに気づかれずに消えるつもりだったのか!?」

「〈生命体〉の生命の維い持じが、『補正プログラム』の使命」

　ぎゅ

　右腕に、温かいものが触ふれた。

　真白が僕の右腕をつかんで──起き上がろうとしてた。溢あふれ出ていた血が、止まってる。ハートブレイカーの赤い欠片かけらはもうない。代わりに『果実』から流れ出るなにかが身体中を駆かけ巡めぐって──凄すさまじい勢いで傷口の再生が始まろうとしている。

「──くろ、の？」

「イレギュラーはこれからも〈生命体〉を守らなければいけない。〝傷〟を使い切って消えようなんて──甘い」

　薄うすれていく黒乃が──笑ってる？

　普ふ段だんどおりの、ちょっと怒おこったような目で僕と真白を見ながら──って、黒乃!?　まさか。

「──あま、い。甘いよ。天あま巡めぐり。そんなことだから〝雑音ノイズ〟にいつも出し抜ぬかれるの」

「なんだよ、それ」

　黒乃は──笑う。笑いながら僕に左手を差し出してくる。

　真白は正しかった。真白は、一番黒乃のことをわかってた。

「消えてなんか、ない。周す防おう黒くろ乃のって女の子は消えてなんかなかったんじゃないか。なんだよ、それ。なんで隠かくれてたんだよ！　どうして今になって──こんな」

「ぼろぼろだったからね。これは、さっき真白が呼び出してくれた、私の人格の最後の残り香が。周防黒乃ってパーソナリティは、真白を最優先にする『補正プログラム』の役割と矛む盾じゆんするようになっちゃったの。だから、『補正プログラム』は、私を消すって──判断した」
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　なにも見えない。視界が歪ゆがんでなんにも見えない。

　僕の右手を、綺き麗れいな掌てのひらが握にぎっている。薬指に銀色の指輪が光ってる。これは──。

「私は真白の中に還かえるの。元の──そうね、ぬいぐるみの『くろの』から生まれたパーソナリティに戻って、真白の中で眠ねむりにつく。真白はもう正しい〝端末〟には戻れないかもしれないけど──天巡、真白をよろしくね」

　消える。

　僕の右手を摑つかんでいた黒乃の手が消えていく。

　最後に残ったのは──銀色の指輪。

「ばいばい。あ、あと、ついでだけど──どうでもいいんだけど。真白、正解。

　私も天巡のこと、好き。じゃあね」

　言いたいことだけ、言って。

　僕が涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔を拭ぬぐって、目を開いたとき。

『補正プログラム』周防黒乃は、どこにもいなくなっていた。
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　黒乃が、消えた。

　橋の上に、黒乃がつけてた指輪が落ちてる。まだ少し、あったかい。

　僕はそれを拾い上げて、上着のポケットに入れた。

　黒乃はもうどこにもいない。元々黒乃は、真ま白しろの『果実』のバグを補正するために生まれた、きっと、僕よりもイレギュラーな存在だから。

　だけど、なにかが引っかかってる。

　カイエの島で〝傷ペイン〟を呼び出した時、僕は意識だけを『神の箱庭』に引っ張られて、魔ま女じよケルトファリアに出会った。あの人は魔ま術じゆつ師しアグシーダに作られた人造生命体。でも、魂たましいだけ『神の箱庭』に拘こう束そくされてた。

　人じゃないものにも心や魂はあるんだ。

「……黒乃──くろの」

　ぱきん　ぱきん

　なんだ、この音。地面にうずくまって泣きじゃくる──真白から？

「異形化です！　おにーさんっ!!」

　リトの声が響ひびいた。僕にもなにが起きてるのかが、わかった。

　硬かたい──乳白色の鱗うろこが──真白の全身を覆おおいはじめてる!?

「黒乃さんが消えちゃったってことは──真白さんの『果実』は再起動したはずです。だけど、バグは治ってないんです。バグだけは、ノウィンさんの『根源ルータナ回帰テイブ』でもどうにもならないんです──」

　リトは震ふるえながら、地面に座り込む〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンを抱だきしめた。

「……二択たくです、おにーさん。真白さんの『果実』を消すか、危険を承知で、真白さんの『果実』を書き換かえるか」

「ううん──ちがうよ、リト。選択肢はひとつだ。二択じゃ、駄だ目めなんだよ」

「……そう言うと思ってました」

　ノウィンを抱だいたまま、膝ひざ立ちで僕のところまでやってくるリト。

　僕の頰に唇くちびるを寄せて、息を吹ふきかけるみたいにして、囁ささやきかける。

「〝傷〟に使用回数があること黙だまってた件については、聞かなかったことにしてあげます。その代わり日本に帰ったらおしおきです。『日本一包容力のある小学生』による、うなじなでなでの刑けいです」

「ごめん」

　くしゃ

　僕はリトの小さな頭に手を載のせた。

『無む限げん舞ぶ台たい』に上がってから──じゃないか、五年前から、僕が一番迷めい惑わくをかけてるのはリトなのかもしれない。ほのかの死から立ち直れたのもリトのおかげだし、リトがいなかったら、この『無限舞台』で生き残るなんて無理だった。

「ちなみにですけど、わたしが異形化する心配はしなくていいですよ」

「──え？」

「言いましたよね、『果実』の暴走には『衝しよう動どう』の発散が一番のお薬だって。わたしは常におにーさんで『包容衝動』を発散してるんです。だから、おにーさんといる限り、わたしは人のかたちでいられます──なので」

　リトは小さな手を伸のばして、僕の頰ほおに触ふれた。

「わたしも、おにーさんと一いち蓮れん托たく生しようです。おにーさんは一生わたしに面めん倒どうをみられなければいけません！　おにーさんになにかあったら、わたしは真ま白しろさんと一いつ緒しよに化け物になって世界をさまようしかなくなります。わかりましたか？」

「……それ、本当？」

〈慈じ母ぼ〉のリトが能力を使ったことはない。バグが悪化する心配はないはずなんだけど。

「さぁ、どうでしょう？　でも、予防線張っておかないと、おにーさんなにするかわからないですから。知ってますか？　おにーさん。女の子はずるいんです」

　そう言ってリトは、僕の頰から手を離した。

「真白さんを──助けてあげてください。おとーさんのようには、しないで──」

「……わかった」

　真白はうずくまったまま泣いてる。

　僕は──真白の肩かたに手を置いた。

「……天あま巡めぐりくん？」

　真白が顔を上げて、僕を見た。

　血の色をした瞳ひとみ。白い鱗は、もう両りよう腕うでまで覆ってる。

　白い額の奥にあるのは、不規則な回転を繰くり返す赤い渦うず。

　僕は、いつもより冷たい真白の額に手を当てた。

　震えが止まらない。ここまで来たのに。黒乃だって消えちゃったのに。

「ごめん、真白。これから僕は真白を壊こわす」

「………………………………はい」

　真白は真っ赤な目で僕を見て、頷うなずいた。

「〝傷ペイン〟で真白の『果実』にハッキングをかける。『果実』を作ってる要素を抜ぬき出して、真白を新しい〝端ガジエ末ツト〟にする。ごめん──喰くらうか壊すかの二択じゃ駄目なんだ」

〈生命体〉を喰らったら世界が生命力をなくして衰すい退たいするから？

　違ちがう。真白の『果実』を喰らったら、真白は記き憶おくをなくす。

　真白が一番大切にしている『好き』って気持ちをなくしてしまう。だから。

「神様の意図になんか従わない。僕や真白、黒くろ乃の、リト──みんなが一緒に生きられないようにこの世界ができあがってるのなら、ハッキングしてでもそのシステムを書き換えてやる。だから、お願い、真白」

　まるでプロポーズするみたいだって、思った。

「真白の全部を、僕に預けてください」

「はい、あげます。あたしを作り替かえちゃってください、天巡くん」

　真白はあっさりと答えて──真っ赤な目から涙なみだをこぼしながら、笑った。

「この世界の神様はとても意地悪だから──世界のシステムを──〝端末〟の『果実』を、天巡くんが作り替えちゃってください。そしたら、あたしたちの勝ちです」

　選せん択たく肢しはたったひとつ。他ほかのものは全部、僕の視界から消えていく。

　ゼロ距きよ離りにいる真白。真白の額に載のせた僕の右手。

　なにもしないでこの手を放すことはもうできないんだ。

　──〝傷〟。

『食ベテイイ？』

　──『木の実』がありったけ必要なら、あげるから。僕の全部を、お前にくれてやるから！

　世界のシステムを変える。

『無限舞台』を、真白と黒乃──リト──僕の大事な人たちが生き残れる世界にする。

『食ベテイイ？』

　──だから今だけ、お前の能力全部を僕に貸せ──〝傷〟！

『果実』を喰らう能力、壊す能力、見る能力、すべて。

　視覚をリンクさせる。味覚をリンクさせる。触しよつ覚かくをリンクさせる。

　全部の感覚を〝傷〟につなぐ。

『果実』を書き換かえる。〝傷〟を使った、危険すぎる外げ科か手術──だけど。

　──もう、考えない。

「〝傷〟！　喰っていい！　〈生命体〉の『果実』を構成する要素を喰らえ!!」




　　　　８




　──ここは!?

　視界が一いつ瞬しゆん、ブラックアウトした。

　また、魔ま女じよケルトファリアに『神の箱庭』に呼び出されたのかと思った──けど、違う。

　僕の目の前にあるのは、巨きよ大だいな赤い渦だった。

『──食ベテイイ？』

〝傷〟の声が聞こえる。姿は見えない。

　声は、僕の中から響ひびいてる。〝傷〟が完全に僕と重なってる？

　──お腹なかが──すいた。

　手を伸のばす。目の前にあるのは巨大な──とても美味おいしいもの。甘くて、ジューシーで、一口食べたらその味を二度と忘れることができない、僕の──大好きなひとの──。

　真ま白しろの、『果実』!?

　──〝傷〟！　止まれっ!!

　赤い渦に引き込まれそうになるのを歯をくいしばって止める。

　わかってる。なんとなくだけど、わかる。ここは真白の中だ。

　目の前にある赤い渦は──〈生命体〉の果実。三つの赤い球体で出来ていて、それが互たがいにぶつかりながら、火花を散らして回転している。リトの『果実』とも、ディンタニアの『果実』とも違う。二人の『果実』は円を描えがいて回っていたけど、真白のは──まるでカジノのルーレットに三つ玉を入れて回転させたような状態だ。三つの球体がバラバラに回り、ぶつかり合い、赤い火花が飛び散ってる。火花が散るたびに、僕の周囲が──真白の本体が──びくん、びくんと揺ゆれる。

　──これが異形化するほどバグが悪化した『果実』……!?

　ぶつかりあう三つの球体は、たぶん『果実』の要素だ。どれかが『衝しよう動どう』で、他のふたつが『能力』と『転生』をつかさどってる。ケルトファリアが言ってた通りに。

　正常な〝端末〟は『衝動』と同時に『能力』が発動する。命の危険があった時のために『転生』も一いつ緒しよに回転する。でも、真白はある程度、自分で能力をコントロールしてた。『繁はん殖しよく衝動』を我が慢まんしたり、『果実』を暴走させたりして『能力』を使ったり。

　そのせいで『果実』が正常に回らなくなってる──そういうことなのか。

　──『衝動』を抜き出せ？──でも、『衝動』ってどれだ!?

『要素』は全部同じかたちをしてる。見分けなんか、つかない。

　勘かんで消す？　そんなの意味がない。『衝動』の暴走がバグなら、それを消さなきゃ意味がない。でも、『要素』をみっつ消したら『果実』そのものが消しよう滅めつする。

『能力』は消せない。〈生命体〉の『能力』がなくなったら世界が生命力を失う──。

　──〝傷ペイン〟！　どれがどの要素なのかわかるか──〝傷〟!?

『オ腹スイタ──食ベテ、イイ？』

　──お願いだから教えて、〝傷〟!?

　わかるわけ、ない。

〝傷〟の役目は〝端末〟の能力を打ち消すことと『果実』を喰くらうこと。

　要素を見み極きわめる役目なんか持ってない。

　──真白の『衝動』が暴走してるんだから──一番回転が速いのが──『衝動』？

　だけど『要素』はぶつかり合って加速して、またぶつかり合ってる。まるでビリヤードの玉が弾はじけてるような状態。どれが──その原因になってるかなんて──わからない。

　勘で消す──そんなの無理だ。

　間ま違ちがって『能力』を消したらアウト。真白は生命力と再生能力をなくす。

　黒乃が僕たちのところに戻れなくなる──!!

『私は真白の中に還かえるの』

　──あれ？

　なにかが、引っかかってる。

『元の──そうね、ぬいぐるみの「くろの」から生まれたパーソナリティに戻って、真白の中で眠ねむりにつく』

　頭の中に、黒くろ乃のの最後の言葉が響いてる。

「──黒乃」

　いるはずだ。黒乃は真白の中で眠るって言ってた。

　ここが真白の中なら、黒乃だっているはずなんだ。

『そのぬいぐるみ、ずっと昔に買ったんだっけ？』

『五年前、天あま巡めぐりくんと出会ったあと、両親に買ってもらったぬいぐるみです。あたし、この子をずっと「くろの」って呼んできたの。いつもこの子とお話ししてたんです。「くろの、橋の上で会ったあの子にもう一度会いたい」──「くろの、今日はこんなことがあったの」って』

『……それが、黒乃の人格のオリジナルなのかな』

『そんなのわかりません。わからない──ですけど』

　僕だってわからないよ、真白──黒乃。

　でも、ここが神様の夢でも、

　残ざん酷こくな『無む限げん舞ぶ台たい』でも、

「ひとつくらい優やさしい奇き跡せきがあったっていいだろ!?　黒乃!!」

　黒乃の元の人格は真白の中に。

　でも、周防黒乃という女の子は『果実』の『能力』が生み出した。

　つまり──。

「真白が生きてる限り黒乃もどこかにいる！　『果実』の能力で生まれたのならここにいるんだろ!?　寝ねてないで目を覚ませ！　黒乃!!」




『──天巡────？』




　聞こえた。

　微かすかだけど聞こえた、黒乃の声。『果実』を構成する『要素』のひとつから。

『補正プログラム』の黒乃がいるなら、それは真白の『能力』だ。

　ということは──!!

「残り二つが『衝動』と『転生』か!!」

　時間がない。僕がいつまで〝傷〟を支配していられるかわからない。

『衝しよう動どう』がどれかを見極める方法は──ない。二つまとめて消すしか──。

　──『転生』がなくなったら、真ま白しろの死とともに〈生命体〉の『果実』が消える。

　世界は生命力を失って衰すい退たいしていく。

　──だけど──。

　もう、わかってしまった。他に真白を助ける方法はない。

　ごめん。

　ごめんなさい。『無限舞台』に住んでいる、全すべての生き物。

〝端ガジエ末ツト〟〝雑音ノイズ〟〝普エ通キのス人ト間ラ〟──。

　僕は、世界の未来と、真白を──秤はかりに──かけて、そして。

「やれ〝傷〟!!　『衝動』と『転生』を喰らえ──っ!!」




　僕は世界の未来より、真白を選んだ。




『キュイイイイイイイイイイイッ!!』

　僕の──〝傷〟の──爪つめが、火花を散らして回転する二つの球体に触ふれる。

　赤い、血のかたまりのような『要素』に爪が食い込む──蒸気が上がる──僕は──〝傷〟は構わず両りよう腕うでで二つの『要素』を──握にぎりつぶす！

　爪が半分まで食い込んだところで、赤い球体の『要素』は、まるで赤いシャボン玉のように──ぱちん──と弾はじけて、消えた。

　真白の中の揺ゆれが収まっていく。火花が、止まる。

　僕の目の前にあるのは、穏おだやかに回転を繰くり返す、赤い渦うず。

　回っている『要素』はひとつだけ。

『美味シカッタノ──』

「まだ終わってないよ、〝傷〟」

　ふたつの『要素』を食べて満足した〝傷〟。

　僕の身体からだががたがたと震ふるえ出す。自分のしたことが、恐こわくてたまらない。

　でも、僕は真白の中でまだすることがあるんだ。

「──黒乃！　いるんだろ、隠かくれてないで出てこい、黒乃!!」

　最後に残った、たったひとつの赤い球体──『能力』から、白い影かげが浮うかび上がる。

　真白にそっくりな──でも、一部だけちょっと細い身体。

　膝ひざの裏側まで伸のびた長い黒くろ髪かみ。そして、真白より吊つり上がった目。

　まるで幽ゆう霊れいのように、黒乃が、僕の前に姿を見せた。

　黒乃は──なにも着てないままで──じっと腕うでを組んで、なにか考え込むように俯うつむいてから。

「天巡のばかっ！」

　いきなり僕を、怒ど鳴なりつけた。

「なに無む茶ちや苦く茶ちやしてんの!?　真白の『果実』こんなにしちゃってどうする気よ!?」

「──ぁ」

　なにも言えなかった。

　やっちゃったんだ。僕は。『転生』の『要素』を破は壊かいしてしまった。

「黒くろ乃の、僕は〈生命体〉の『衝動』と『転生』を消した」

「……あー、そういうことね。どうりで『果実』がすかすかになってると思った。まったく、〝傷ペイン〟の能力かなんだか知らないけど、意識だけで真白の中まで入り込んで──なに考えてるのっ!?」

「ごめん」

　黒乃の顔がまともに見られない。

「……もう〈生命体〉の『果実』は次の〈生命体〉へ転生はしない。〝傷〟を通して知ったんだ、〈生命体〉の『果実』がなくなったら、世界は生命力をなくして衰退していくって」

　真白のバグを消すには『衝動』をなんとかするしかない。暴走してる『衝動』がどれかわからなかったから、『能力』以外をまとめて消した。そうすればバグは消えて、真白は〈生命体〉という役者＝能力者になる。真白は異形化しないし世界も終わらない。そう思った。

　僕は簡単に黒乃に説明した。

「…………ばっかじゃないのっ!!」

　やっぱり怒おこられた。

「失敗しちゃったらどうするつもりだったのよ。真ま白しろ、死んじゃってたかもしれないのよ？　真白が死んだら天巡も死ぬんでしょ？　だったら、真白の『果実』喰くらって、世界の終わりまで繁はん殖しよくしてればいいじゃない！」

「……そんな終末なんか死んでも嫌いやだ」

　僕は叫さけんだ。真白の『果実』の『能力』を残したこと、それだけは後こう悔かいしてない。

「なんでよっ!?」

「真白の『果実』が無くなったら、黒乃が戻もどってこれなくなるだろっ！」

　幽霊のような半はん透とう明めいの黒乃は──自分の方が幽霊と行き会ったみたいに、ぽかん、と口を開いた。

「……もう一回ばかって言ってもいい？」

「黒乃が戻ってくるなら、いい」

　黒乃は呆あきれたみたいに溜ため息いきをついた。

　長い黒髪をひらめかせて僕に背中を向け、赤い、たったひとつの『要素』しか残っていない『果実』を抱だきしめるように、両腕を広げた。

「ねぇ天あま巡めぐり……あんた〈生命体〉の『果実』は真白の寿じゆ命みようが来たら終わるって思ってるかもしれないけど、そうじゃないかもしれないわよ……見て」

　黒乃が浮かんでいる、真白の中。

『能力』だけになった『果実』が真白の中に──すぅ──と、溶とけていくのが見えた。

　消えるわけじゃない。

　真白と──共鳴してる。

　周す防おう真ま白しろという女の子の全部に。たぶん、細さい胞ぼうとか、遺伝子とか──。

　人の身体をかたちづくるもののなかに、しみ通っていく。

『衝動』は──〝精デイヴ霊アイン〟の意思のままに〝端ガジエ末ツト〟を突つき動かすもの。

『転生』は──〝端末〟の死後、『果実』を〝精霊〟の元に返すもの。

　そのふたつの『要素』をなくして、〝精霊〟の支配から完全に逃のがれた『果実』。

　それが真白と──ひとつになっていく。シンクロしていく──？

「真白が〈生命体〉の『果実』を完全に掌しよう握あくしてる。わかるでしょ？　天巡。私も、なんとなくだけど、わかる。この『果実』は誰だれのものでもない、真白だけのもの。だから、未来を選ぶこともできるはずよ」

　黒乃は僕を安心させようとしてるみたいに、やさしく微笑ほほえみながら宣言した。

「──未来を？」

「うん。『転生』の要素がなくなったなら、人がする当たり前のやり方で未来につなげばいいの。それがなんなのかは──戻ったら、真白に聞いて？」

　黒乃は満足そうにうなずいて、目を閉じた。

「戻ったら──って、黒乃は!?」

「私が戻れるわけないじゃない…………ばか」

　涙なみだは流れてなかったけど──黒乃は両目をぬぐって、僕に背中を向けた。

「私、真白をハートブレイカーで刺さしちゃったんだよ？　天巡と〈超ちよう越えつ者しや〉がいなかったら、真白は死んじゃってた。『補正プログラム』がマスターを殺しかけたんだよ……？」

「真白は怒ってなかった」

「怒ってるとか怒ってないとかって問題じゃないの！」

　ぐるん

　黒乃は長い髪かみをなびかせて振ふり返り、僕に向かって拳こぶしを突き出す。

「私、天巡が好き」

「……うん」

「じゃあどうして私が戻れないかわかるでしょっ!!　私が再生したら、真白を守るためにハートブレイカーを握にぎらなきゃいけない。ハートブレイカーは嫉しつ妬と心をキーに、〈生命体〉を殺すための魔ま剣けん。私が天巡を好きになればなるほど、また同じことの繰くり返しになっちゃう。やなの──真白を傷つけるなんて──もう、やだ──!!」

「黒くろ乃のは、真白の妹だろ？」

「妹でも『補正プログラム』でもおんなじ！　私は真白を守りたいの。でも、天巡は真白のものなの！　それがつらいって気持ちに気づいちゃったの！　もうどうしようもないの。だから──だから。私はもう生まれ直すこと、できないの──」

　──そんな。

　黒乃がまだいるってことがわかってるのに。

　黒乃も僕のことを好きになったから──ハートブレイカーでまた真白を刺すかもしれないから、人のかたちで甦よみがえることができない？

『美オ味イシカッタ──足リナイ──』

　ぞくん

〝傷ペイン〟の食しよく欲よくがまたわいて来る。まずい。

　黒乃の言った通りだ。こんな手は何度も使えない。でも黒乃をこのままにして帰れない。

　なんでもいい！　考えろ。

　黒乃が納なつ得とくして、しかも真白を傷つけずに済む方法は？

　──────────────────────────────────あった。

「じゃあ『補正プログラム』なんか辞やめればいい！」

「──────はぁ？」

　前にカイエが言ってた。黒乃は『補正プログラム』じゃなくて、確か──。

「な、な、なに言ってるの？　頭こわれたの天巡っ!?」

「──僕は、黒乃とも一いつ緒しよにいたい。僕が出会ったのは──好きになったのは、黒乃がいる真ま白しろなんだ。僕が真白を好きだってことは、黒乃のことも好きだってことだろ！」

「む、むちゃくちゃ！　それに無理！　いくら真白が認めてくれたって、あんたとそういうことできない。私は真白の使い魔まなのよっ!!」

「だったら使い魔も辞めればいい！　南の島でカイエが言ってた。黒乃の正体は──その──繁はん殖しよく力絶大な僕が、真白一人じゃ満足できないから、真白が自分の能力でもう一人、僕と『繁殖』できる女の子を生み出したって。それが黒乃だって」

　時間が止まった、ような気がした。

　半はん透とう明めいの、なにも着てない黒乃が、口を開いたまま完全に硬こう直ちよくした。

「…………はぁ？」

「だ、だから！　使い魔とか『補正プログラム』じゃなくて、黒乃は元々真白がそういう目的のために生み出したってことにすればいいだろ！　現に〝端ガジエ末ツト〟の間ではそうなってる！　だから、それなら真白と黒乃は対等で、そ、そういう目的で生まれたものなら、真白に嫉妬はしても殺す必要なんかない！　ぼ、僕は真白ので、でも黒乃のでもあって──だから、その」

「ば、ば、ば、ば、ばっかじゃないの！　あんなのモニカのデタラメじゃない！」

「ああ、デタラメだよっ。だけど元々この世界がデタラメなんだよっ!!」

「噓うそだもん、あんなのモニカの勝手な作り話だもん！　本当じゃないんだもんっ!!」

「だったら！」

　僕はまっすぐ黒乃を見つめながら、一回、深呼吸をした。

「これから、その作り話を本当にすればいいだけだろ？」

　目は逸そらさない。本当にデタラメだけど、無む茶ちや苦く茶ちやだけど、黒乃が納得できる理り屈くつなんかこれくらいしか思いつかない。

　言ってることは本当なんだからしょうがないんだ。

　僕が好きになったのは、真白。黒乃と一いつ緒しよにいる、真白。

　黒い少女と一緒にいる白い少女で、白い少女と一緒にいる、黒い少女。

『無む限げん舞ぶ台たい』の存在と、『無限舞台』で戦うことを教えてくれた二人。

　だから僕はここまで来た──これから先も、行ける。きっと。

　全身ゆでだこみたいになった黒乃と、僕は真しん剣けんな顔で向かい合う。真白の中で、『果実』を前にしたにらめっこ状態。やがて黒乃が我が慢まんできなくなったみたいに、長い黒くろ髪かみをなぜか口にくわえて、「むー」と唸うなって、やっと僕から目を逸らした。

「…………………………………………ばか」

　何度目だろう、黒乃に「ばか」って怒おこられるの。

　もう慣れた──というか、黒乃に怒られないと落ち着かなくなってる。

　僕が真白をバグらせたのと同じように、真白と黒乃も僕のなにかを作り替かえたのか……？

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ──』

〝傷〟の悲鳴が聞こえる。ふたつの『要素』は食べたけど、まだ『能力』が残ってる。〝傷〟の食欲が我慢できなくなりかけてるんだ。

「『無限舞台』で待ってる」

　僕は黒乃に告げた。

　黒乃は──びっくりしたように目を見開いて、また、後ろを向いた。

　意味は通じたと思う。

「だけど真白、そんなことできるの？　いくら〈生命体〉の『果実』を完全掌しよう握あくしたからって。──その、天あま巡めぐりが繁殖力絶大で──私が──そういう目的で生まれ直すことなんか──」

　黒乃はもじもじしながら首を傾かしげてる。

「ううん、でも、やらなきゃしょうがないよね。天巡の〝傷〟は、もう使えないんだもん。私が一緒に戦わないと、すぐに死んじゃうかもしれないんだもん……」

　でも、まだ使える。あと一回。

　僕が〝傷〟に取り込まれる覚かく悟ごがあれば。

　僕は目を閉じて叫さけぶ。

「〝傷ペイン〟、ここまでだ──戻もどれ！」

　意識が薄うすれていって、そして、

　気が付いたら僕は、真白の外に出ていた。




　　　　９




　目を開けると、橋の欄らん干かんに寄りかかって座っていた。

　雪は止やんだみたいだ。昇のぼりかけの朝日が川面かわもに乱反射して、寝ね起おきの目に眩まぶしい──ん？

「……朝？」

〝傷〟に「喰くっていい！」って言った時は夜だったのに。

　一晩ずっと橋の上にいたのか……よく凍とう死ししなかった……あれ？

「……きゅむ」

　僕の右みぎ腕うでに、柔やわらかい生き物がしがみついていた。真ま白しろだった。しがみついているというより、僕の右半身に抱だきつく格好になってる。あったかくて、柔やわらかい──ということは。

　真白の身体からだから、白い鱗うろこは完全に消えていた。白いブラウスにはまだ血がこびりついていたけど、怪け我がは完全に治ってる。呼吸も普ふ通つうだし、真白、笑ってる。

「……『転生』の『要素』……消しちゃったんだよな」

　黒くろ乃のは大だい丈じよう夫ぶだって言った。〈生命体〉の『果実』は消えたりしない。真白が完全に『果実』を掌握した。だから、人がする当たり前のやり方で未来へ繫つないでいけばいいって。

　意味がよくわからないけど……今はそれを信じるしかない。

「……大丈夫。絶対に」

　真白がしがみついた僕の右腕から、〝傷〟のアザが覗のぞいてる。『木の実』は、残りひとつ。

『無限舞台』のシステムは残ざん酷こくなほどがっちりと決まっている。

　僕は偶ぐう然ぜん──そのセキュリティホールを突ついただけだ。

　僕が、偶然〝傷〟を植え付けられたイレギュラーだったから。

　──それで、右半身が温かいのはわかったけど、左半身が熱いのはどうしてだろう。

　なんだか黒くて、綺き麗れいな髪かみが視界の端はしに映ってる。真白とは違ちがって、心臓の鼓こ動どうがどくん、どくんとダイレクトに伝わって来るのは──。

「……すぅ」

「──────ん～～～～～～っ!?」

　思わず変な声が出そうになった。

　僕の左腕に、黒乃が抱きついてる。生まれたままの姿──生まれ直したばっかりだから？　背中に毛布がかかってるけど、服はなにも着てない──うわ。

「……私の一番は、真白なんだから──天巡なんか──二番目」

　寝ね言ごと？

　呟つぶやきながら黒乃は、僕の肩かたに頰ほおを押しつけてくる。なんだか、いい匂においがする。黒乃の髪の匂い──いや、その前に。左腕が黒乃の──ささやかな胸にはさまってるし、掌てのひらがなにかすべすべする部分に触ふれているし──黒乃、復活してくれたのは嬉うれしいんだけど、まずい！　この体勢はすごくまずい!!　こんなところ──誰だれかに見つかったら!?

　──って、リトは？

「……おにーさん」

　リトは僕のお腹なかにしがみついてた。どこから持って来たのか、頭から毛布を被かぶってる。

　凍死しなかったのは四人で抱だき合ってたからだけど──動けない。

　僕の右半身は真白に、左半身は黒乃に、両足はリトにがっちり固定されてる。三人がかりの完全ロック。起き上がるどころか、身動きだってできない。

　朝か──今、何時くらいなんだろう。

　人通りはない。道路を挟はさんだ向かい側に、野の良ら犬いぬの群れがいるだけ。十匹ぴきくらい集まって、大きな毛玉になってる。その間からぴん、と二本の、リボンで結んだ髪の毛が突き出てる。

　あれは。

「ノウィン、そこにいるのか？」

「……愛？」

　毛玉の隙すき間まから、ぽこん、と〈超ちよう越えつ者〉ノウィンが顔を出した。

「イレギュラーが、愛に捕つかまってる」

「間ま違ちがってないけど嫌いやな言い方するな」

　と、その前に言うことがあった。

「ごめんノウィン。黒乃がノウィンを殺しかけた。本気じゃなかったとは思うけど、でも、恐こわかっただろ、ごめん」

「気にしてない。いいもの見せてもらってるから、チャラ」

「……変な言葉知ってるんだな」

「エリシアが教えてくれた」

　耳のような髪を揺ゆらして、〈超越者〉ノウィンが頷うなずく。

「『根源ルータナ回帰テイブ』は？」

「今は『衝しよう動どう』出てない。でも出たら『補正プログラム』消えちゃうから、離はなれてる」

　犬たちがノウィンから離れていく。彼女を中心にした小さな輪に変わる。

　小さなノウィンは地面にぺたん、と座ったまま、首を傾かしげた。

「……ラブ？」

　僕と真白、黒乃、それからリトに視線を移してから、ノウィンは言った。

「神様に愛された先代の〈超越者〉のお兄さんだから、〝端ガジエ末ツト〟に愛されてる？」

「……うぅ」

　どうしたらいいんだろう。えと、誰から起こした方がいい？

　真白は──さっき『果実』を書き換かえたばかり。大手術のあとだから、自然に目覚めるのを待った方がいい。じゃあ、リト？　でもリトを最初に起こしたら、絶対に黒くろ乃のをたたき起こしてケンカになる。黒乃を最初に起こしたら──間違いなく僕が殴なぐられるし──。

「〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ、帰っちゃった」

　不意に、ノウィンが口を開いた。

「伝言。『最後にいいものが見られたの、ありがとう、カケル』って言ってた」

　淡たん々たんと、子供の声でディンタニアの口調を真ま似ねるノウィン。

「最後って──？」

「ノウィン知らない。それと、これからディンタニアがなにを言っても信じないで、だって」

　ディンタニアはなにもしないで帰った。

　僕も真白も黒乃も、リトも眠ねむってた。ノウィンはまだ能力が不安定。

　攻こう撃げきしようと思えばできたのに、しなかった。

「無む茶ちや言うな、ディンタニア。それで『信じるな』なんて──できるわけないだろ」

「〝雑音〟の姫君、泣いてた。泣きながらノウィンに向かって叫さけんでた。いや──こわい──そんなこと言ってから消えた」

　──小さなディンタニアだ。

　ディンタニアの中にある二つの人格。大きなディンタニアはアグシーダの命令を忠実に実行するための道具。小さなディンタニアは──大きなディンタニアが弱った時に現れる。魔ま術じゆつ師しアグシーダが強制的に操あやつるための、幼い人格。

　でも小さなディンタニアは世界の終しゆう了りようを怖こわがってる。

「〝雑音〟の姫君はノウィンと同じにおいがした」

　周りにいる犬の背中に顔を押しつけながら、ノウィンは言った。

「なにも持ってない。からっぽ。からっぽだから、イレギュラーに埋うめて欲しがってる」

「……ノウィンも、からっぽなのか？」

「狼おおかみと一いつ緒しよに暮らしてる時は感じなかった。人と一緒にいると、自分がからっぽって思う」

「わざわざ僕に会いに来たんだよな。北ほく欧おうのあたりから」

「神様に愛される方法を知りたかった。でも、イレギュラーも知らない？」

「知らないよ。それにラガジュはたぶん、誰だれも愛してなんかいない」

　あいつにとっては全すべてが自分を楽しませるための道具で、ほのかのことだって、気まぐれで愛しただけなんだ。あいつはほのかを救わなかったし──『無む限げん舞ぶ台たい』の管理者だった〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉さえも見殺しにした。

「じゃあ、支配する？」

「支配？」

「うん、イレギュラーが、愛に支配されてるみたいに」

「……支配って……？」

　両りよう腕うでがしびれてきた。お腹なかのあたりにしがみついたリトも、なんだか腕に力を入れてきてる。

「支配──でも『果実』が九個無くなったらラガジュは目を覚まして、ディンタニアが『果実』を九個手に入れたら──ノウィンは見たことないかもしれないけど、『虚無へワンの帰還ネス』っていう赤い螺ら旋せんが世界を埋め尽つくして、『無限舞台』を無へと帰してしまうんだ」

「うん、それは逆に『果実』を九個消したり集めたりしなければ、ラガジュの夢は醒さめないということ」

　小さなノウィンは、野犬の背中に寄りかかりながら、ぴん、と指を立てた。

「それが不可能な状じよう況きようを作り出せばいい？」

　ディンタニアが持っている『果実』は六つ。〈世界〉になるまで残り三つ。

　だから──ディンタニアの『果実』も書き換えてしまえばいい。そうすれば世界は終わらない。これが唯ゆい一いつのセキュリティホール。

「でも、ディンタニアと戦いながらそれをするのは無理だよ。どうしてもディンタニアの協力が必要だし──僕の〝傷ペイン〟もあと一回しか使えない」

「がんばって」

「あっさり言うな」

「ノウィンには、先のことはわからない。ノウィンは今、この場で生きてる。それで十分」

「単純でいいよな」

「イレギュラーは複雑。でも、面おも白しろいね」

　ノウィンはそう言って、周りにいる野犬たちの頭を、一いつ匹ぴき一匹撫なでていった。

　集まっていた野犬たちが散っていく。

「ラガジュは複雑なのかな、シンプルなのかな」

　ディンタニアから聞いた言葉を思い出す。『無限舞台』は胎たい児じが見る夢。ラガジュは生まれる前に、どんな世界に住みたいか、どんな神様になりたいか、夢の中でシミュレートしてるって言ってた。ラガジュと僕たちのタイムテーブルは違ちがってて、ラガジュはむりやり僕たちの時間に合わせて『無限舞台』に注目してるって。

「次元のことなんかわかんないけど、ラガジュには神様の世界ってのがあるのかな……？」

「眠ってる神様の世界？」

　ノウィンは橋の欄らん干かんに腰こし掛かけた。足を絡からめて、川面かわもを覗のぞき込むみたいに、ぐるん、とのけぞる。朝の風に、獣けもの耳みみみたいな髪かみがぴくぴくと揺ゆれてる。

「ラガジュは目を覚ましたら神様の次元で生きるのか？　それともまた夢を見るのかな？」

「ノウィンがラガジュの友達だったら、がるるー、目覚めるなー、現実はこわいぞー、がるるー、ひどい目にあうぞー、っておどかす」

　逆上がりするみたいに、ノウィンは小さな身体からだを起こした。

「がるるー……か」

「がるるー」

　動物みたいに、僕とノウィンは唱和する。

　空はまだ紫むらさきで、太陽は昇のぼりきってない。

　そろそろみんなを起こさないと──と、思ったら。

「……きゅむ…………天あま巡めぐり……くん？」

「──真ま白しろっ！」

　真白がうっすらと目を開けた。すぐ近くにある、真白の顔。

　ぱちくりと瞬まばたく、色素の薄うすい大きな目。汗あせで首筋に張り付いた栗くり色いろの髪。ぼんやりと首をかしげて、僕の顔を見ておどろいたように「きゅむ」と鳴く。

　真白だ。いつも通りの、真白。

「真白！　大だい丈じよう夫ぶ!?　僕がわかる？　『果実』──は？　身体はなんともない!?」

「あ、あのその──あの──きゅ」

　僕の右みぎ腕うでに抱だきついたままの真白は、戸と惑まどうみたいに目を開いて、それから真っ赤になった。

　話したいこと、聞きたいことがたくさんあるけど、でも、今は。

「……真白。僕は〈生命体〉の『果実』から『衝しよう動どう』と『転生』を、消した」

「はい」

「真白の中で黒くろ乃のに言われたんだ。真白は『果実』を完全に掌しよう握あくしたって。どうやって未来に繫つなげばいいかは、真白が知ってるって。わかる？」

　大事なことのはずだった。

　だけど、僕にしがみついてる真白は、なぜだかすごく恥はずかしそうな顔で、

「あ、あの、その、まだ、わかんないです」

　もじもじと身をよじらせながら、困ったみたいに僕の肩かたに頰ほおをこすりつけた。

「あたし、あの、天巡くんにいろいろされちゃったあとだから……身体、変な感じしてます。でも、大丈夫。不安な感じはなんにもないです。『果実』はきちんと掌握してますから──大丈夫。きっと、未来に繫いでいけるはずです」

〈生命体〉の『果実』は完全に掌握した。黒乃がここにいるのが、その証しよう拠こ。

　真白はそう言って、やっと解放されたみたいな顔で、笑った。

「──絶対に大丈夫です！　だって、あたしの中にあるのは、天巡くんがあたしのために作り替かえてくれた『果実』なんでしょう？　悪いもののわけないです──ね？」

「うん」

　僕は頷うなずいた。

　もう、信じるしかない。真白のバグは消えて、黒乃も戻もどって来た。

　この選せん択たく肢しが間ま違ちがってないって信じる。

　世界中で一番近い距きよ離りで、僕と真白がうなずきあった──時だった。

　紫むらさき色いろの空に、鳥の羽音が一いつ斉せいに響ひびき渡わたり、古い石橋が軋きしみをあげて揺れだした。

　──〝雑音ノイズ〟!?

　僕は思わず空を見上げた。

『虚無へワンの帰還ネス』の赤い螺ら旋せんは見えない。空も、夜明け前の紫色のままだ。

　なのに空気だけが、ぴん、と張り詰つめている。

　振しん動どうは黒い森から。あそこにはカイエたち五人の〝端ガジエ末ツト〟が集まってるはずだ。

「──森が怖こわがってる」

　橋はしの反対側でノウィンの声がした。僕にもそんなふうに見えた。

　密集して生えているモミの木が悲鳴をあげながら折れて──倒たおれて──その向こうから青白い光を放つ壁かべが姿を現す。〈夢想家〉が作り出したコロッセウムと似たかたちをしていた。けれど、それよりもさらに大きい。僕たちが見ている前で、壁は空に向かって伸のびていく。継つぎ目さえもない、赤色の城じよう壁へき。上の方に銃じゆう眼がんのようなものがある。五階建てのビルよりも高く──さらに伸びていく。

「〈夢想家〉の『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』」

　城壁の上には三体の悪あく魔まベリアールが、石像のように座っている。

「冗じよう談だんだろ……〈夢想家〉たちは〝普エ通キのス人ト間ラ〟に〝端末〟のことを隠かくす気がないのか!?」

　なにが起こってる？

　枯かれ木を擦こすり合わせるような声をあげて、三体の悪魔が城壁から飛び立つ。

　夜明け前の町が目を覚ましていく。

　街灯が灯ともり、家のガラスに灯りが灯る。

「どしたの、天巡？」「おにーさん？」

　黒乃とリトが目を覚ました。

　風音がした。

　僕たちの頭上を通り過ぎる悪魔ベリアールの黒い影かげ。僕も真白も、黒乃も、リトも──自分たちがどんな状態なのかも忘れて、雄お叫たけびを上げて飛び回る三体の巨きよ大だいな悪魔を見上げていた。

　ＲＲＲ

　僕のポケットで携けい帯たいが震ふるえた。反射的に取りだそう──として、両りよう腕うでにはまだ真白と黒乃が抱きついてることに気づいた。僕のお腹なかの上で、リトがなぜか頰を膨ふくらませてる。

「……非常時だからこの状態についてとやかくは言いません。はい、おにーさん」

　リトは僕のポケットから携帯を引っ張り出して通話ボタンを押し、僕の耳に当てた。

　そのまま自分の被かぶっていた毛布を、黒乃の頭から被せる。

　僕は携帯の液えき晶しようを見た。表示されている名前は──カイエのものだった。

　だけど──。

『ここから先は、神の領域の物語』

　流れ出て来たのは、誰だれのものともわからない合成音声。

『この城じよう塞さいが内包するものは〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟に捧ささげられる供く物もつ』

「あんたは──誰だ!?」

　カイエじゃない。絶対に違ちがう。だけど、液晶に表示されているのはカイエの携帯の番号。彼女は〝端末〟の城塞にいる。だから、この電話に出ているのは四人の〝端末〟の誰かのはずだ。

〈断罪人〉〈英えい雄ゆう〉〈放ほう浪ろう者しや〉〈夢想家〉──そのうちの一人。

「答えろ！　あの城塞の中でなにが起こってるんだ!?」

『異物に答える義理はない。これは警告。すでに状じよう況きようはお前の介かい入にゆうする段階を過ぎた』

　答えは、ただ淡たん々たんとした合成音声だけ。

『〝端末〟が陰かげより〝普通の人間〟を操あやつる時代は、終わった』

　誰も、なにも言わない。

　真ま白しろも黒くろ乃のも、リトも、道の向かい側にいるノウィンも、電話の声にじっと耳を澄すましてる。

『全すべての「果実」を無に帰す。それが神の望む終しゆう焉えん。〝普通の人間〟も知るがいい。汝なんじ等らの上位者〝端末〟は選せん択たくをした。黙もく示し録ろくの時間に立ち会えることを誇ほこりとせよ。さらばだ、イレギュラー、天あま巡めぐり翔かける』

　──通話は切れた。











幕まく間あい　黒い少女の言ことの葉は




　もう一度生まれた時、私が見たのは一いつ瞬しゆんの希望だった。

　わかってたはずなのに。

　この『無む限げん舞ぶ台たい』は、そんなに甘い場所じゃない。

　絶望のあとに絶望が来て、そのまた後にも絶望が来る──ってこと。

　救われたと思ったの？　真白。

　でもだったら──どうして今、私たちはこんな場所にいるの？




　結局、なんにもならなかった〝端末〟会議のあと。

　誰も気づけなかった、あの〝端末〟の裏切り。

　天巡は、この世界のセキュリティホールを見つけた。でも、それが何？

　私と真白を助けた時点で、もう天巡は〝傷ペイン〟を使えなくなってた。

　ばかなんだから。

　本当に、おばかなんだから、天巡。

　わかってる。いまさら隠かくしたりしないよ、真白。

　私は、天巡が、好き。

　世界が終わりかけてる今だから、ちゃんと言える。

　私、〈生命体〉周す防おう真白の妹、周防黒乃は、天巡翔が、大好きです。

　正しい〝端末〟だった真白をバグらせちゃったあいつが。

　ただの『補正プログラム』だった私を、人間扱あつかいしてくれたあいつが。

　私──大好きだったよ。

　だから──ね、真白。

　私には、止められなかった。

　戦いに出れば、あいつは最後の〝傷〟を使うってわかってたのに。

　ばかだよね。

〝雑音ノイズ〟がここまで強くなったのは、天巡のせいじゃない。仕方がなかったことだもん。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を倒たおさなかったら、こっちがやられてた。

　ねえ、真白、知ってる？

　真白が〈侵しん略りやく者しや〉に捕つかまってた時、天巡、自分なんかに期待するなって言ったんだよ？

　私、その時、天巡に頭来たけど、今ならわかる。

〝端末〟がらみのことに巻き込まれて、頭がぐちゃぐちゃで、

　妹が目の前で惨ざん殺さつされたトラウマを抱かかえてて、

〝傷〟のせいで、真白から引き離はなされると激痛を感じてて、

　私だったら、わけわかんなくて、なにもできなかったはずだもん。




　私は真白の分身だけど、真白とはちょっとだけ意見が違ちがうの。

　私は──この世界なんかだいっきらいなんだもん。私たちを見て、楽しんで、天巡に〝傷〟なんか植え付けて──道具にしようとした、〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟なんか。

　ラガジュは高次元の意識体、だっけ？

　だから、ラガジュには私たちの気持ちなんかわからない。

　でもね、天巡は、ラガジュのことも観察してたの。

　ラガジュは『無限舞台』から目を覚ましたら、神様の世界で暮らすのか──。

　それとも、新しい夢の中で、別の世界を創造するのか──とかね。

　神の細さい胞ぼう〝傷〟をあいつは調教したでしょ？　痛みや苦痛で〝傷〟を調教することができるのなら、細胞の持ち主である神様にも、やっぱり痛みや苦痛、恐きよう怖ふを感じる感覚があるんじゃないか──そんなふうに、考えたみたい。

『果実』に中毒してるのなら、永遠に中毒させつづけてやる──って。

　うん。天巡が『神の箱庭』を目指したのは、そういうわけなんだよ。

　ばかみたい──だいっきら──え？　素す直なおになれ？

　……うー、わ、わかったわよ！

　ばかみたいだけど、私はそんな天巡が好き！　大好き！　これでいいでしょ!?




　ねぇ、真ま白しろ、聞いてる？

　地上はまだ、存在してるのかな？

　わかんないよね。

　なにも、聞こえないよね。

　あいつの大事なちびっこ、まだ生きてるのかな。

〈人形使い〉カイエも、〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンも──みんな、まだ生きてるのかな。

　わかんないよね。

　もう──わかんない、ね。




　真白、見て、私たちの頭の上、空が真っ赤。

　そろそろあの子、目を覚ました？　目を覚ましたら、あの子、泣くのかな。

　天あま巡めぐりが消えちゃったってこと、あの子は──知らないから。
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　赤い壁かべ。

　赤い床ゆか。

　本当はグレーらしいけど、〝端ガジエ末ツト〟に作られたものだということを示す赤色が強すぎる。〝傷ペイン〟とリンクした僕の目には壁も床も、赤い糸で編まれた布にしか見えない。

「……天あま巡めぐりくん」

　真ま白しろは僕の右側を走ってる。血まみれの服から、白いワンピースに着き替がえてる。胸の傷は完全に治ってる。傷口をこの目で確かく認にんしたわけじゃないけど──治ってるはず。

　真白は僕の右手を握にぎってる。ときどき僕の袖そでをめくって、右みぎ腕うでの〝傷〟のアザを確認してる。

〝傷〟の残り回数は一回。

　誰だれに、どうやって使うかはもう決まってる。あとは、どこで使うかの問題。

　──落ち着いてる。僕は。

　震ふるえてない。怯おびえてない。少なくとも、真白に気づかれないくらいは。

『マスター。前、危険──〝傷〟ヲ使ッテ！』

「黒くろ乃の！　左の壁。前方二メートル！　〈夢想家〉の悪あく魔まが出てくる！」

　視界の端はし。赤い糸で編まれた壁が、ゆら、と盛り上がるのが見えた。

　突つき出てくる、二本のねじれた角。でも──遅おそい。

〝傷〟に近くなりすぎた僕には、〈夢想家〉の使い魔が出てくる前兆がわかる。

「了りよう解かい！　いっけええええええええっ！　はあああああああと、ぶれいかああああああっ!!」

　僕の左側を走ってた黒乃が、跳とんだ。

　黒乃が胸の十じゆう字じ架かを握りしめる。左手に──光の線が生まれる。形が変わっていく。

〈生命体〉を殺すための魔ま剣けん、ハートブレイカーが出現する。

「〈夢想家〉だろうとアグシーダだろうと、私、もう恐こわくなんかないんだから！」

　壁から、捻ねじれた角を持つ──名前のわからない悪魔が現れる。喉のどの奥で、赤い何かが光ってる。炎ほのおか──光線かを吐はき出そうとした悪魔が──ハートブレイカーを手に自分を待ち構えていた黒乃に──目を見開いたように見えた。

「なめるなっ！　私も真白も天巡も、一回あの世を覗のぞき込んだの！　裏切り者の〝端末〟なんかに負けるか！　壁ごと蒸発しちゃいなさい〈夢想家〉の使い魔！」

　ごぼっ

　白銀の魔剣が、悪魔の喉を刺さし貫つらぬいた。瞬しゆん間かん、赤い糸で編まれた身体からだが沸ふつ騰とうする。牙きば──口──目──角までが一気に泡あわ立だち──。

　ぱぁん

　と、音を立てて、弾はじけ飛んだ。

　黒乃は黒くろ髪かみをなびかせて振ふり返り、僕と真白に笑いかける。

　ハートブレイカーは、以前より小さくなってる。前は黒乃本人よりも肥大化してたのに、今は、黒乃の腕うでの長さと同じくらい。雷らい光こうも、灼しやく熱ねつの刃やいばも、完全に黒乃にコントロールされてる。




『大だい丈じよう夫ぶ。暴走はさせないから』

　この城じよう塞さいに乗り込む前、黒乃は言った。

『もうすぐ戦いが終わるから、そしたらハートブレイカーは捨てちゃう』

『私を信じて。確かに真白には嫉しつ妬としてるけど、天巡を取られちゃうとか、そーいうことじゃないの。納なつ得とくいかないとこがあるのよねー』

　ぽよん

　そう言って黒乃は突とつ然ぜん真白の背後に回り込み──えと、真白の胸を鷲わしづかみにしたんだ。

『私、真白の分身なのよね？　どーしてここだけこんなにサイズが違ちがうの？　おかしいよね？　理り不ふ尽じんだよね。このこのこのこのっ！』

『く、黒乃、やめ──やぁ、あ──あん、は──ぁぅ。きゅ、きゅむ～～～～～!?』

　五分くらい、真白が頭から蒸気を噴ふき出して、まともに息ができなくなるまで胸をもんだあと、黒乃は言った。

『真白、綺き麗れいだし素す直なおだし……そういうとこ、嫉妬しちゃうもん。こういうのならいいよね？　たぶん、一日くらいは保もつと思う。だから私を信じて、真白も、天巡も。ね？』




「なにぼーっとしてるの天巡!?　真白も──こっち！」

　黒乃が僕の左ひだり腕うでをつかんだ。

　悪魔が出て来た壁に穴が空いて、通り抜ぬけられるようになってた。穴の向こうには草の生えた地面が見える。

〈夢想家〉が作った城塞の、中庭だった。

　ドアのない通路を走り続けて一時間、僕たちはやっと中央への入り口を見つけた。

「あ、天巡くん。疲つかれてませんか？　怪け我がしてませんか？　かすり傷でもばいきんが入ると大変なことになりますから、すぐに言ってください！　あたし、力いっぱい治します！」

「あのね、真白。戦ってるのは私。天巡が怪我する要素、ここ入ってからあった？」

「だ、だって心配なんだもん。せっかく──に、なれたのに。もしも天巡くんになにかあったら──あたし、どうにかなっちゃうから──」

　──え？

「ごめん真ま白しろ、よく聞こえなかった」

「だから名実ともに──なのに」

　真白は真っ赤な顔で目を伏ふせて、ごにょごにょと呟つぶやく。僕の手に爪つめを立ててるのは、なんで。

「真白、もう隠かくし事はなしだって言ったでしょ？　私たちはもう一いち蓮れん托たく生しようなんだから」

「──きゅむ」

　真白は恨うらみがましい目で僕と黒乃を見て、それから、きっ、と顔を上げて。

「せっかく名実ともに恋こい人びと同士になったのに、天あま巡めぐりくんになにかあったらあたし絶対におかしくなっちゃうんだもんっ!!」

　真白は『無む限げん舞ぶ台たい』全部に響ひびき渡わたるような声で叫さけんだ。

　それから僕の右手を一いつ旦たん放して、ぎゅ、と抱だきついてくる──って。

「あ、あのあの、ここ〈夢想家〉の城塞の中。い、今、非常時」

「……あたし、ずっと恐こわかったんです」

　真白は僕の肩かたに頰ほおを押しつけて、撫なでるみたいにした。うわ。

「〈生命体〉の『衝しよう動どう』のことがわかってから、もしかしたらあたしの天巡くんへの『好き』って気持ちの中に、『衝動』が生み出したものが混じってるんじゃないか──って」

　祈いのるように目を閉じて、開いて──真白はいつもの無む邪じや気きな顔で笑う。

　どくん

　ゼロ距きよ離りだった。直ちよく撃げきだった。

　僕の心臓が一いつ瞬しゆん、身体から飛び出すんじゃないかって思うくらい、跳はねた。

「でも、そんなことありえませんでした。天巡くんに『果実』の『衝動』を消してもらってからも、あたしの『好き』は一パーセントだって減ってません──ううん」

　近い、なんだか、いつもより真白がすごく近い。

　真白も、黒くろ乃のも、僕も、『衝動』とか〝端ガジエ末ツト〟だからとかいう壁かべが完全に消えて、

　今はもう、ゼロ距離で──心とか魂たましいとか全部むきだしで向き合ってる状態なんだ。

「そ、その、昨日までの百倍くらい、あたし、天巡くんのこと好きになってます！　今ここに、世界中のみんなに声が届くマイクがあったら、あたしがどれだけ天巡くんのこと好きか、一日だって語ってあげられるくらい！」

「それはすごい精神攻こう撃げきだからやめてください真白っ！」

　ぐい

　不意に、僕の左腕が引っ張られた。

　黒乃が──なぜか頰を膨ふくらませて僕を見てた。

「……燃料補給」

「──────燃料補給？」

「わ、私は真白と天巡のために戦ってるんだから、え、えっと──た、戦うモチベーション上げるのに燃料補給が必要なの！」

　黒乃は真白に対たい抗こうするみたいに、ぎゅ、と僕の左腕を抱だきしめた──って。

　……さっきも橋の上で似たようなことになってた気がするんだけど？

「そ、それにほら、私も学習したの。あんまり真白への嫉しつ妬と心を我が慢まんしすぎると、またハートブレイカーが暴走しちゃうかもしれないでしょ？」

「う、うん。そうだよね、黒乃」

　真白はなんだかよくわかってないみたいだけど、黒乃に満面の笑えみを向けた。

　うっ、と気け圧おされた黒乃は、自分に言い聞かせるようにこくこくと頷うなずく。

「うんうん。ほどほど──そう、ほどほどにバランスが必要なの！　だからこうしてときどき燃料補給なの！　別に深い意味はないんだからね！　わかったっ!?　天巡!!」

　わかったようなわからないような。

　今までの戦いでは、脳のう味噌みそピンク色の真白を黒乃が止めてくれてたんだけど──黒乃も真白と同じ状態になったら、誰だれが突つっ込んでくれるんだろう……。

　ＲＲＲ

　と、思った時、僕の上着のポケットで携けい帯たいが鳴った。

　真白と黒乃、二人が同時に手を伸のばす──真白の方が早かった。

「はい。あ、リトちゃん？」

『……どうして真白さんがおにーさんの携帯に出てるんですか？』

　地の底から響くようなリトの声が、携帯から流れ出てくる。

「え？　天巡くん手が塞ふさがってるから。あたしと黒乃が、天巡くんに抱きついてて──」

「リリリリリリ、リトっ！　そっちは無事かっ!?」

　真白の声を遮さえぎり、僕は慌あわてて叫んだ。

「こっちはハートブレイカーで突とつ破ぱ口こうを開いたところ。悪あく魔まが出て来る部分の壁は、普ふ通つうより薄うすく設計されてるみたいだ。リトたちは、逆回りに移動してるんだよな？」

『……今だけはごまかされてあげます。あとで一晩中追つい及きゆうします。おにーさん』

「──覚かく悟ごしとく」

　最近、リトの洞どう察さつ力がテレパス並みになってるような気がする。

『さっきノウィンさんの「根源ルータナ回帰テイブ」が発動して、城じよう塞さいの壁に穴が空きました。こっちも中庭に突とつ入にゆうです。ただ、そちらと同じ場所かどうかはわかりません。中庭、あちこち壁で分断されてますし──なにか、誘ゆう導どうされてる気がするっておかーさんが言ってます』

「楓かえでさんがいれば大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……気をつけて、リト」

『わかってます。それから、おにーさん』

　電話口の向こうで、なにかためらうような声がした。

『もしも、おにーさんが先におとーさんに──〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンに会ったら、言ってあげてください。おにーさんに許してもらわない限り、わたしはおとーさんを絶対に許さないって』

「……リト」

『おとーさんに、ちゃんとおにーさんの目の前で謝ってもらいます。でないとわたしは、いつまでたっても自分を好きになれないような気がするんです』

「そんなことないだろ。僕はリトのこと好きだし。リトが自分のこと嫌きらってどうする──」

　がしゃん

　電話の向こうでなんだか変な音がした。

『あ、あ、わ、わわわわわわわ。おにーさん、今、なんて？』

「だから、リトが自分を嫌う必要なんかないって──」

『そうじゃなくて！　その二秒くらい前です。もう一回言ってください。録音します！　おかーさんおかーさん！　この携帯録音機能ありましたよね!?　ボタンはどれを──』

『通話は短めにって言ったでしょ、リト』

　リトの小さな悲鳴が聞こえて、通話口の声が、楓さんに変わる。

『状じよう況きようはわかってるわよね、翔かける。あなたの目的は？』

　軍人のような口調で聞いてくる楓さんに、僕は答える。

「〈夢想家〉を止めることと、〈人形使い〉カイエと〈放ほう浪ろう者しや〉エリシア、〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットの救出。最終的には──ディンタニアの『果実』にハッキングをかける」

　答えながら、僕はほんの一時間前にあったことを思い出していた。




　橋の上で呆ぼう然ぜんとしている僕たちのところに、楓さんが運転する黒いセダンがやってきた。

　アグシーダにやられて全身を打ってた楓さんだけど、怪け我がはたいしたことなかった。

　たいしたことになってたのは──助手席に座っていた、誰か。

　片かた腕うでがちぎれた『複製品レプリカ』のカイエだった。

「──助けて、アマメグリくん」

『複製品』のカイエは震ふるえる声で言った。

「〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒが──裏切った──んだよ」

　冗じよう談だんだと思った。

〝端ガジエ末ツト〟は〝端末〟を殺せない。『無む限げん舞ぶ台たい』を維い持じするため、役者が同士討うちしないように、あるいは自殺をしないように、〝精デイヴ霊アイン〟が作った強固なプロテクトがあるからだ。〝端末〟が〝端末〟を殺そうとすると、猛もう烈れつな頭痛が起こって、身体からだが動かなくなる。

　──なのに──〈夢想家〉が裏切った？

　誰だれを？　〝端末〟を？　僕たちを？

　わかったのは、ひとつ。

〈人形使い〉カイエが助けを求めてるってことと、今、〝雑音ノイズ〟が来たら〝端末〟は抵てい抗こうできないってこと。それと〈夢想家〉の悪魔ベリアールが町を飛び回っているということ。

　だから僕たちは〈夢想家〉の城塞に突入した。

　黒くろ乃ののハートブレイカーで門をぶちやぶって。




　突入後、僕たちは二組に分かれた。

　こっちは僕、真ま白しろ、黒乃の三人。

　そして向こうは楓さん、リト、〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンの三人。

　ノウィンは強いけど、真白たちと一いつ緒しよには戦えない。『根源ルータナ回帰テイブ』は真白の再生能力と、黒乃の存在そのものを消してしまうから。

　役割をグループごとに分担した。

　怪我の手当てと回復を担当するのが真白・リト。

　戦せん闘とうを担当するのが、黒乃・楓さん。

　そして〝端末〟への切り札が僕・〈超越者〉ノウィン。

　パーティとしてバランスがいいかどうかはわからないけど、そういう分担になった。




『こっちのことは心配いらないわ。楓さんもリトも武器持ってるし、なにより〈超越者〉ノウィンの「根源ルータナ回帰テイブ」は〝端末〟相手には絶対的に強い。まだコントロール利きかないのと、半径五メートル以内しか効果がないってのが難点だけどね』

「うん。楓かえでさん。リトとノウィンをお願い」

『了りよう解かい。それじゃ』

　楓さんは電話を切った。

　後ろで、リトが『ああ、まだ言ってもらってないです』って叫さけんでたけど、なんだったんだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ……みたいですね」

「まあ、あんたの叔母おばさんがいればなんとかなるでしょ？　〈断罪人〉と渡わたり合うくらいの強つわ者ものなんだから」

　真白と黒乃──運命共同体の二人の言葉に、僕は頷うなずき返した。

　破れた壁かべに手をかける。この先に生き残りの〝端末〟たちがいる。〝雑音〟も、たぶん。

「──二人とも、準備はいい？」

「世界の終わりまで一緒です！」「了解！」

　手を握にぎり合って答える真白と黒乃。

『──食ベテイイ？』

　──〝傷ペイン〟。

『約束。契けい約やく。食ベテイイ？　マスター──ヲ』

　まだだ。

　終わったら──お前とずっと一緒だ、〝傷〟。だから今だけは完全に僕の言うことを聞け！

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ』

〝傷〟が嬉うれしそうな悲鳴をあげる。

　まだ『木の実』はひとつ残ってる。

　終わってない。契約は完かん了りようしていない。お前にはまだすることがあるんだ、〝傷〟。

「行こう、世界のシステムを変えに」

　そして僕たちは城じよう塞さいの中庭に飛び込んだ。
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「桃とう里り──ハイムリッヒ！　ふざけんなてめぇっ！」

〈放浪者〉エリシア＝ハミングバードは、玉座の隣となりに腰こし掛かける〈夢想家〉に向けて毒づいた。

　この城塞は『中有のルー居城ガー』を地上に降ろすイメージで作ったと、桃里＝ハイムリッヒは言った。だからここ、城塞の中ちゆう枢すうには巨きよ大だいな白い柱が立っている。柱を周回する螺ら旋せん階段もそのまま。ただし、頂上は崩くずれている。玉座は頂上ではなく、柱の前に。

　黄金の玉座、その脇きよう息そくにしなだれかかり、〈夢想家〉はカイエから奪うばった携けい帯たいをもてあそぶ。

「〈人形使い〉カイエを逃にがしたつもりですの？　この城塞に出口はないですわよ」

「……なんのつもりか聞いてんだよ！」

　柱を取り囲むのは無数の彫ちよう像ぞう。山羊やぎの頭部を持つもの、牛の頭部を持つもの、虎とらのような牙きば、かぎ爪づめ、古今東西の『悪あく魔ま』と呼ばれる者たちの似姿。悪あく趣しゆ味み、と何度言っただろう。

　エリシアは、〈夢想家〉に語りかけることがむなしくなりはじめている。

「私たちを城塞に閉じ込めてどうすんのさ。今は非常時だっていったのはあんただろっ!?」

「不可解なのはこちらも同じですわ。エリシア＝ハミングバード」

　黒いゴスロリドレスを着た桃里が、また笑う。

「あの〝端ガジエ末ツト〟会議で、どうしてあなたは〈生命体〉をあそこまで責め立てましたの？」

「言った通りだよ。イレギュラーを信用できなかっただけさ」

「違ちがいますわね。あなたは、〈生命体〉がイレギュラーの元へ行くように仕向けた」

　桃里の声に応こたえるように、エリシアの腕うででリングが、しゃらん、と鳴った。

　薄うすい民族衣装に身を包んだエリシアの足が、二歩、あとずさった。

「〈放ほう浪ろう者しや〉、あなたが義ぎ理り堅がたい〝端末〟だとわたくしは知ってます。そのあなたが、自分を救ってくれたイレギュラーたちを罵ば倒とうするのはおかしい。故ゆえに、裏の目的がある」

「──それは？」

「ここに至って隠かくす必要もないでしょう？　あなたはイレギュラーたちを戦いに巻き込みたくなかったんですわ。あなたも、わたくしと同類です。この世界はどうせ終わると考えているのでしょう？」

　無数の彫像を挟はさんで向かい合う〈夢想家〉と〈放浪者〉。

　座ったまま指を突つきつける〈夢想家〉に、〈放浪者〉エリシアは皮肉な笑えみを浮うかべた。

「なぁ桃とう里り。どっちがまともだと思う？　〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の能力に勝つ気でいる〝端彼末ら〟と、最初から白旗を揚あげちまってる〝端私末ら〟と」

　エリシアは、しゃらん、と手を叩たたいた。

「仰おおせの通りだよ。桃里＝ハイムリッヒ。私らは〈角笛を吹く精霊〉の能力を持った〝雑音ノイズ〟には勝てない。正しく稼か働どうしている〝端末〟だからこそ、それがわかんだよ」

〈夢想家〉から距きよ離りを置くように、エリシアはゆっくりとあとずさる。

　城塞の中枢。その出口の位置を確かく認にんする。カイエはもう逃げただろうか。

「世界の終わりに必要なのは戦いじゃない。歌と、愛さ。私は愛し合う時間をイレギュラーたちにあげたかっただけさ。バグった〝端末〟なら、無理に戦う必要なんかねぇ。異形化しかけてるなら、なおさら恋こい人びとの思いを確かめる時間が必要だろ？」

「ロマンチストですわね、エリシア＝ハミングバード」

「〈放浪者〉は生まれつきの吟ぎん遊ゆう詩人。詩人はロマンチストじゃなきゃはじまんねーよ。私の言葉がきっかけでイレギュラーと〈生命体〉が愛し合うなら、その言葉が私の歌さ！　私の歌がだれかを動かすなら、私はまだ必要とされてるってことなんだよ！　あんたにゃわかんないさ、『小ラガジュ』桃里＝ハイムリッヒ！」

　エリシアは赤い目を限界まで見開き、〈夢想家〉を睨にらみ付けた。

「もう一度聞く。あんたは私らを閉じ込めてどうするつもりなのさ!?　〝端末〟は〝端末〟を殺せない。それは『無む限げん舞ぶ台たい』の基本事じ項こうだ。百万体の悪魔を並べたって、あんたにはなにもできやしない。あんたは一体なにをする気なんだ？」

「わたくしも、あなたと同じですわ」

　カールしたブロンドを揺ゆらしながら、桃里＝ハイムリッヒが立ち上がる。

　桃里の目もまた、赤い。

『衝しよう動どう』の発動した〝端末〟同士が互たがいを見つめ合っている。

〈夢想家〉の能力は『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』。イメージした物体を現実に作り出すもの。

〈放浪者〉の能力は『放浪熱』。人間を旅立たせたくさせるもの。戦せん闘とうの役には立たない。

「あんたと私を一いつ緒しよにすんな。やれるもんなら『夢幻創作』で私のことぺちゃんこにすりゃいいさ！　どうせ頭抱かかえてのたうち回るだけのことなんだから！」

「わたくしもあなたと同じ。世界はどうせ終わると思っておりますの。ただ、わたくしは世界の真実を知っているだけですわ」

　桃里＝ハイムリッヒは、スカートの裾すそを摘つまんで、優ゆう雅がに一礼した。

「世界は終わるべきなのです。偉い大だいなる〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の『分体アバター』を宿した、魔ま術じゆつ師しアグシーダの手で」

「──!?」

　一いつ瞬しゆん。

　言葉のかたちをした矢に射い貫ぬかれたように、〈放浪者〉エリシアが仰のけ反った。

　震ふるえる腕から、翡ひ翠すいのリングが──外れて──地面に落ちる──割れる。

「桃里──あんた、なに、言ってんの──？」

「この黒い森で出会った時、魔術師アグシーダはわたくしを殺さなかった」

　うっとりと、とろけきった顔で、〈夢想家〉桃里は語った。

「あの時、わたくしは目を覚ましていましたの。攻こう撃げきしなかったのは、天あま巡めぐり楓かえでの銃じゆう弾だんが空けた魔術師の顔の空くう洞どうに──『神の箱庭』が映っていたからですわ」

　浮かぶ白い柱。そこに黒い鎖くさりでしばりつけられた、魔ま女じよケルトファリア。赤い水面の奥にうごめく、不定形の〝夢を見続ける神〟。幾いく百万の言葉を重ね合わせたような笑い声が、森を震わせ、流れ出てきた──と。

　こらえきれなくなったようにゴスロリドレスの身体からだをくねらせ、指を嚙かみながら〈夢想家〉桃里は語り続ける。

「イレギュラーの言葉は真実でした。だからわたくしはあいつを排はい除じよしたのですわ。魔術師アグシーダを器うつわとしてラガジュが降臨されたというのに──その儀ぎ式しきを無効にしようなどと、なんと罰ばち当たりな──ねぇ？」

「……ざっけんな！」

〈放ほう浪ろう者しや〉エリシアは〈夢想家〉を嚙み殺しそうな形相で叫さけぶ。

「魔術師ならそれくらいの幻げん影えいは見せるだろうがっ！　あんたはそんなことで〝端ガジエ末ツト〟を裏切る気か!?」

「不要な〝端末〟にはわからないでしょうね。本物と、幻影の区別など。言ったところで無む駄だでしょう？　神がわたくしを見て笑ったことなど」

〈夢想家〉桃里は歓かん喜きの涙なみだを浮かべていた。

「ラガジュに最も近いわたくしだからこそ、魔術師の目の奥にあったものが本物だとわかる。魔術師アグシーダはラガジュの意志を受けて動いていることが。この終末はラガジュが望んだものなのですわ。ならば、協力するのが作られた者のつとめでは？」

　通じない。

〝端末〟会議で真ま白しろが感じたものを、〈放浪者〉エリシアも感じていた。

　額に汗あせを浮うかべ、感かん極きわまったように身をよじる〈夢想家〉を、エリシアは引きつった顔で見ていた。手足が固まったように動かない。〝端末〟は〝端末〟を殺せない。目の前にいる〈夢想家〉は、自分にはなにもできないはず──なのに。

「まぁ、これを聞いてもまだ生き延びるつもりですの？　エリシア＝ハミングバード」

「……あんた、まさか〝雑音ノイズ〟に私たちを──売ったのか？」

「まぁ、いまさらそんなことを仰おつしやるなんて、生き延びるつもりですのね、まぁ」

　ぱん、と手を叩たたいて、〈夢想家〉は頰ほおを膨ふくらませて、笑う。

「不要な〝端末〟はこれだから嫌いやです。作らガれたジエものツトが造物主ラガジユに逆らうなど、薄気味の悪い」

　ごご、と音がした。

　城じよう塞さいの中ちゆう枢すうで悪あく魔まが動き出す。攻撃はしてこない。巨きよ大だいな赤い目が、エリシアの顔を覗のぞき込む。コウモリのような翼つばさが、エリシアの背中を掠かすめるように降ってくる。毛深い足が、エリシアの頭上を塞ふさぐ。

「──さすがに頭、痛いですわね」

〈夢想家〉の声が聞こえた。

　エリシアには、桃とう里りがどんな顔をしているのかわからなかった。

　苦痛にのたうちまわっていればいいと思った。『果実』から流れ出す伝達物質で脳のう味噌みそを灼やかれ、神経を侵おかされて、そのまま壊こわれてしまえばいいと思った。

「桃里……あんた、最低だよ！」

『無限舞台』はもうすぐ終わる。エリシアは思う。それはいい。そんなことどうでもいい。

　自分はもう必要とされなくなった〝端末〟。歌いたいから歌っている。世界の終わりに必要なのは歌と、愛し合うこと。理解されなくてもいい。笑われてもいい。自分を笑った誰だれかが、自分の言葉が動かした誰かが幸せであればいい。

　それが必要とされなくなった〝端末〟、〈放浪者〉エリシア＝ハミングバードのテーゼ。

「聞こえるかイレギュラー！　〈生命体〉、ついでに『補正プログラム』に〈慈じ母ぼ〉っ!!」

　エリシアは両足で地面を踏ふみしめ、屋根のない城塞の空に向かって叫んだ。

「こんな奴やつ相手にすんなっ！　あんたらは世界が終わるまで愛し合ってろ。私がしたことで、あんたたちがほんのちょっとでも心が近づいて、幸せになったんなら──私の勝ちだ。私はそのために歌って来たんだずっとっ！　愛とかそういうものを知ってるあんたたちにはわかるはずだ！　ノウィンも！　わかるまでイレギュラーにつきまとってろっ!!」

　エリシアは叫び続ける。

　叫ばなければ──喉のどから悲鳴が勝手に流れ出そうだった。

「……あんたなんかに歌ってやるもんか、〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒ！」

　その言葉が最後だった。

　エリシアは、両手で口を塞いだ。

　悲鳴なんかあげてやらない。命いのち乞ごいもしてやらない。

〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒが喜ぶことなんか、ひとつだってしてやらない。

「ああ──来てくださいましたのね──ええ、やっぱり、頭、痛いですわ」

　悪魔の群れの向こうから、誰かに語りかけるような〈夢想家〉の震ふるえる声が響ひびく。

「──ですわね、わたくしは、最後でしょうね。『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』は、あなたが使ってくださいな。ええ、わたくしを通して──ですから」

　──ノウィン。

　──あんた、神様に愛される方法を知りたいって言ってたよね？　でも、んなもん必要ないんだ。神様は、私たちなんか絶対に愛してくれない。私たちはただの道具だ。舞ぶ台たい裏うらだって──教えてもらってない。

〝端末〟は『無む限げん舞ぶ台たい』を動かす役者だったはずなのに。

　地上に降りてきた神様の『分体アバター』のことさえ知らされていなかった。

　──いいか、天にいる存在に愛される必要なんかない。地上のものを愛せばいいのさ。

　──こっちくんな。いいか、こっちくんな。生きてろ。世界の終わりまで生きてろ！

　最後まで目を逸そらさない。

　自分を今にも喰くらおうとしている悪魔たちを、エリシアは必死の形相で睨にらみ付ける。

　最さい期ごに聞くのが〈夢想家〉の声ってのはしまらない。ぶらぶらと世界を放ほう浪ろうしてきた自分には似合いの結末かもしれないけれど、最期には綺き麗れいなものを見たかった。綺麗な声を聞きながら消えたかった。

「──これ以上の苦痛には耐たえられません──わたくしに『ティーチング』をかけてください。〝雑音〟の姫ひめ君ぎみ──ディンタニア＝エシュオン！」

　ぱしゅん

　鞭むちのようなものがなにかを打つ音が聞こえた。

　巨大なものが──迫せまってきて──。

　自分が壊れる音とともに、〈放浪者〉エリシア＝ハミングバードの意識は闇やみに飲まれた。
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「破は砕さいしろ！　『傲ごう慢まん』!!」

　黒い鉄球が、悪魔ベリアールの胴どう体たいに風穴を空けた。

　同時に、〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットの背後を狙ねらっていた別の悪魔の腕うでを、青い拳こぶしが受け止める。

「道を誤ったか、〈夢想家〉!!」

　不ふ可か侵しんの鱗うろこをまとった手刀が、悪あく魔まのてのひらに食い込む。切り裂さく。まっぷたつにしていく。手首から、肘ひじ。肘から肩かた。肩から、首まで。まるでバターにナイフを突つき立てたように。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

「この場で暴走だけはしないで！　ルガイフェ＝ニーベルンゲン！」

　吠ほえ猛たけるルガイフェの背中に向かってアイリは叫さけぶ。

　今、この場所で、なにが起こっているのか──アイリにはわからなかった。

「……〈夢想家〉が敵に回るなんて……ありえない」

　頭の中がパニック状態だった。武器を振ふるうたび、鈍どん痛つうが頭ず蓋がい骨こつを揺ゆさぶっている。

〝端ガジエ末ツト〟の目的はディンタニア＝エシュオンを殺害し、六つの『果実』を輪りん廻ねに返すことだったはず。そうすれば世界は終わらない。次の管理者もいつか生まれてくる。それなのに。

「『暴食』！　バラバラになっちゃえ。裏切り者の使い魔ま！」

　最後の一体に向かって、アイリは甲かつ冑ちゆうの両りよう腕うでを振る。見えない円月刀が、悪魔ベリアールの両腕、胴どう、首を切り落とす。〈夢想家〉の『夢幻創作』で生み出された、生命を持たない悪魔は──赤黒い血をまき散らしながら、五つのパーツに分解され、地面に落ちた。

「〈夢想家〉がバグを起こすことは考えられるか、アイリ」

　バラバラになった悪魔の死し骸がいの前で、ルガイフェ＝ニーベルンゲンが問う。

　アイリは少し考えてから首を振る。

「あり得ない。〈夢想家〉はラガジュの崇すう拝はい者。〝端末〟であることのジレンマやストレスは存在しないはず。バグることは考えられない」

「で、どうする、アイリ」

　──気安い。

　元々〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンは罪人。馴なれ馴れしくファーストネームで呼ばれる覚えはない。けれど、いつの間にか自分はそれを受け入れている。『アイリ』と呼ばれるたびに、父親に頭を撫なでられているような気分になる──不快。

　──こいつはいずれ断罪しなければいけない罪人なのに！

「城じよう塞さいから脱だつ出しゆつするか、それとも──」

「逃にげる理由などない！　〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒの元へ行く！」

　アイリの手の中に『傲慢』の鉄球が生まれ、悪魔ベリアールの死骸ごと地面を穿うがつ。

「敵に回ったのであれば断罪しなければ。〝端末〟が〝端末〟を殺そうとするなど……」

　不意に、アイリは言葉を切った。

　──私は、誰だれを信じたらいい？

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はもういない。〈夢想家〉は裏切った。隣となりにいる〈英雄〉は断罪すべき敵だけれど、アイリの保護者でもある。〈放浪者〉は？　〈人形使い〉は味方なのか？　誰が正義で、誰が罪人？

「そんなこと──考えている場合じゃない！」

　アイリは『傲慢』の鉄球をつかんだまま走り出す。『城塞』の中ちゆう枢すうへの通路はわかっている。

〈夢想家〉の元へは十分もかからない。

　しかし──三歩踏ふみ出したところで、アイリの足は止まった。

『城塞』の中枢。『中有のルー居城ガー』を模した柱がある場所──そこに。




　雲間まで届く赤い螺ら旋せんが生まれていた。




「またあの螺旋──なに、あれは──なに？　ルガイフェ！　あれは、なに!?」

　アイリは知らない間に膝ひざをついていた。

　目を見開く。小さな身体からだが震ふるえ出す。理由はわからない。『果実』が騒さわいでいる。根源的な恐きよう怖ふに震えている。あの赤い螺旋が恐おそろしくて仕方がないのに──目をそらせない。

「黙もく示し録ろくの象しよう徴ちよう。終末の螺旋『虚無へワンの帰還ネス』という」

　嗄かれた声が、悪魔の死骸が転がる中庭に響ひびいた。

　その人物は、まるで映像のように音もなく、その場に出現していた。

　白衣の老人──〝雑音ノイズ〟の主しゆ宰さい者、魔ま術じゆつ師しアグシーダ。

「すまないが、終末を招くにはもうひとつ『果実』が必要なのだよ」

　アグシーダは骨張った腕うでを伸のばした。

「イレギュラーはここには来られない。そのための城塞なのだから」

　この場所は〝端末〟を守る城塞ではなく、閉じ込めるための牢ろう獄ごくであり、迷めい路ろ。

　呟つぶやくアグシーダの掌てのひらに載のっていたふたつの〝流転メタフ骨牌エシス〟が浮うかび──アイリに向かってまっすぐに飛んでくる。

　ひとつは、純白の墓標〈壊かい体たい者しや〉。もうひとつは──。

「──アイリ！」

　青い影かげが、アイリの視界を塞ふさいだ。

　飛び出してきた、〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンの背中が、目の前にあった。

　不可侵を意味する、青い鱗。

〈断罪人〉の甲冑に匹ひつ敵てきする最強の鎧よろい。それが砕くだけることなどないと思っていた。

　けれど──ぱきん、と、まるで水すい晶しようが弾はじけるような音がして、

　青い鱗が、アイリの周囲に飛び散り、

　赤い血が、〈断罪人〉の甲冑を濡ぬらした。

〈壊体者〉の牌はいが生み出す能力が、ルガイフェの右みぎ腕うでと胴どう体たいを切り裂くのを、アイリは見た。

　それよりも一いつ瞬しゆん早く、ルガイフェの胸に達し、食い込み、

〈英雄〉の防ぼう御ぎよ能力を無効化した──目鼻を持たない、幽ゆう霊れいのようなものが彫ほられた牌。

〈超ちよう越えつ者しや〉の〝流転骨牌〟が、ルガイフェの鱗うろこを無効化し、根こそぎ消し去るのを──。

「ル────ガイ──────フェ────────っ!!」

「なぜ悲しむ？　〈英雄〉の殺害は〈角笛を吹く精霊〉が望んだことであろう？」

　次の牌を握にぎりながら、魔術師アグシーダは笑う。

「〈放ほう浪ろう者しや〉は死んだ。〈夢想家〉は〝雑音〟についた。あとは君の『果実』があればいい。〝端ガジエ末ツト〟の時間はすでに終わったのだ。代わりに訪おとずれる黙示録の時間をかみしめながら消えよ。〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット」




　　　　４




「つらぬけ！　はああああと、ぶれいかあああああっ!!」

　黒くろ乃のが身体を反らして──ハートブレイカーを投とう擲てきする。

　雷らい光こうをまとった刃やいばが、身長八メートルを超こえる悪あく魔まベリアールの胸を、貫かん通つうした。

「ＢＹＡＡＡＡ────────ＧＹＡＡＡＡＡＡＡ！」

　悲鳴と共に、赤い糸で編まれた悪魔の胸に風穴が空く。

　僕の視界の中で、悪魔の腕が、微かすかに──ぶれた。

「──こっちかっ!?」

　本当に微かだけれど、悪魔がどっちに動くかわかる。

　僕は真ま白しろの腕を引き、悪魔ベリアールが体重をかけたのとは反対側に回り込んだ。

「走れ。こっちに来い、カイエ──早くっ！」

「こ、こっちは病弱なんだから急せかさないでよアマメグリくんっ!!」

　ヘルメットを被かぶった兵士に背負われた〈人形使い〉カイエがこっちに向かってくる。

　カイエの後ろにはもう一いつ匹ぴきの悪魔。象のような顔に、筋肉質の身体がついている。名前なんかわからない。僕と真白は悪魔ベリアールの脇わきを駆かけ抜ぬける。胸から血を噴ふき出しながら、悪魔が僕たちに顔を向けようとする。巨大な身体の、バランスが崩くずれる。

　それを見み逃のがす黒乃じゃない！

「いただき！　五匹ひき目!!」

　長い黒くろ髪かみがたてがみのようになびく。

　悪魔ベリアールの身体を貫通して落ちてきた白銀の魔ま剣けんを、白い左手がつかみとる。膝ひざをついた悪魔の背中を──黒乃はまっすぐに駆け上がっていく。痛覚があるのかどうかもわからない悪魔が、振ふり返る。だけど、遅おそい。

「〈夢想家〉の化け物がこっち見るなっ！　気持ち悪い！」

　灼しやく熱ねつの魔剣ハートブレイカーが、悪魔ベリアールの首を切り落とした。

「ごめん黒乃、こっちも頼たのむ！」

　カイエを背負った『複製品レプリカ』の兵士がやっと僕たちのところにたどり着く、真っ青な顔をしたカイエを振り落とし、そのまま、自分たちを追いかけていた悪魔に向かって走っていく。

　──役立たずだ。僕は。

『見る』ことしかできない。〝傷ペイン〟の使いすぎで、視界は真っ赤。真白やカイエの『果実』はほとんど丸見えだし、黒乃の身体からだを覆おおってる赤いオーラもそのまま見える。

　せめてあと一個、『木の実』が余分にあったら、話は簡単なのに。

「……天あま巡めぐりくんはあたしたちの切り札なんです」

　ぐいっ

　思考を読まれた？

　知らない間に真白が僕の腕をつかんで、引っ張り寄せてた。

　僕が引っ張り起こそうとしてた〈人形使い〉カイエ。彼女の小さい身体を挟はさんで、なぜか僕と真白は抱だき合う格好になる。

「あたしたちは天巡くんがここにいるから、天巡くんがあたしたちを信じてくれてるから戦えるんです。もしも──もしも〝傷〟が使えないから役立たずだなんて考えてるなら、あたしの気持ちが伝わるまでひっぱたきます！」

「の、のろけだよそれ。ボクを間に挟んでのろけないでよマシロ！」

　僕と真白の間に挟まれたカイエが、真っ赤な顔で叫さけぶ。

　僕は真白の大きな目に見つめられると──なにも言えなくなる。

「これでおしまいっ！」

　最後の悪魔を黒乃が消し炭にするのが見えた。

　黒乃がたどりつくまで必死で足止めしてた『複製品』の兵士は、悪魔の足あし下もとでバラバラになっていた。それを見たカイエが、泣きそうな顔になる。

　でも、カイエは唇くちびるをかみしめ、顔を上げて僕たちを見た。

「た、助けてくれてありがとう。アマメグリくん、マシロ──クロノ」

　息も絶え絶えに、カイエはそう言った。

「〈放浪者〉エリシアがボクを逃にがしてくれたんだよ。自分は役立たずの〝端末〟だから、誰だれかの役に立てるなら本ほん望もうだって。〈放浪者〉は言葉と行動で歌うんだって。どうせ世界は──終わるんだから──アマメグリくんのところに行って、一いつ緒しよに愛でも語ってなさい──って」

　カイエは歯をくいしばって、涙なみだをこぼしながら、必死に話してくれる。

「本当に〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒが〝雑音ノイズ〟についたのか!?」

「お、教えてくださいカイエさん！　なんでですかっ!?」

「おかしいじゃないのっ！　なんで正常に稼か働どうしてる〝端末〟が〝雑音〟につくわけっ!?」

「い、いっぺんに聞かないでよ三人ともっ!!」

　涙目のカイエが僕たちに向かって喚わめき返す。三人同時に突つっ込まれてパニック状態──でも、こっちも同じだ。〝端末〟は〝端末〟を殺せない。それは『無む限げん舞ぶ台たい』の基本ルールのはず。〝端末〟は、バグった〝端末〟を殺そうとしても猛もう烈れつな頭痛に襲おそわれる。カイエは正常に稼働してる〝端末〟。それを〈夢想家〉桃里が殺そうとするなんて──ありえない。

　でも──もし、ディンタニアが協力していたなら？

　抜け道がある。もし〈夢想家〉が〝雑音〟と手を組んだとしたら──。

「──天巡くん」「天巡、あれ──見て」

　僕の両りよう脇わきで、真ま白しろと黒くろ乃のが声を上げた。

　僕と、地面にうずくまってたカイエは同時に顔を上げた。

　金色の粒りゆう子しが頭上から降ってくる。

　倒たおれたモミの木が転がる中庭の先、十数メートルの高さがある壁かべの向こう。

〈夢想家〉の城じよう塞さいの中心から──赤い螺ら旋せんが突き出ていた。

「……『虚無へワンの帰還ネス』」

　ディンタニアが来たんだ。たぶん、魔ま術じゆつ師しアグシーダも。

「あ、そうだ。〈夢想家〉、ひたすら同じ言葉を連呼してたよ。いつもの、あれ」

「あれ？」

「うん。全すべてのものは、造物主ラガジュの意志に従うべきだって。作られたものが造物主に逆らうなんて、薄うす気味が悪い──って。あれ、どしたのアマメグリくん？　顔、真っ青だよ？」

『作られたものが造物主に逆らうなんて、薄気味の悪い！』

〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒの声が頭の中で甦よみがえる。

　あれは、そういう意味だったのか？　被ひ造ぞう物ぶつ──ラガジュに逆らう者──〈夢想家〉は僕たちのことを指してるんだと思ってた。『無限舞台』のシステムに刃は向むかうイレギュラーと、バグって使命を忘れた〈生命体〉〈慈じ母ぼ〉のことを。

　そうじゃなくて、劇的な終末を見たがってるラガジュの意志に逆らう者。つまり、生きようとしている〝端ガジエ末ツト〟たちを指してるとしたら？

「カイエ、〈夢想家〉はラガジュを崇すう拝はいしてるんだよな」

「そうだよ。狂きよう信しん的って言ってもいいくらい」

「もしもの話だけど──」

　地面にぺたんと座り込んで空を見上げているカイエも、

　僕の腕うでにしがみついてる真白も、

　ハートブレイカーを構えてる黒乃も、みんながこっちを向いた。

　僕は昨日起こったことを思い出す。

　昨日、黒い森で〈夢想家〉を襲ったのは魔術師アグシーダだった。でも、よく考えたらおかしい。どうしてディンタニアじゃなかった？　アグシーダじゃ〈断罪人〉〈英えい雄ゆう〉を足止めできない？　そんなはずない。アグシーダは『虚無へワンの帰還ネス』から力を引き出して〝流転メタフ骨牌エシス〟を使うことができる。〈断罪人〉と〈英雄〉の足止めぐらいはできるはずだ。

　もしもあの戦いの目的が、魔術師アグシーダが〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒに接せつ触しよくすることだったとしたら。話は全然違ってくる。

「……カイエ。もしも、魔術師アグシーダがラガジュの『分体アバター』を宿していることを知ったら、〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒは〝雑音〟につくと思う？」

　空気が、凍こおり付いた。

　ラガジュの『分体アバター』のことはみんなには話してない。

　真白と黒乃にはともかく、〝端末〟には絶対に言えなかった。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の能力が〝雑音〟側についただけでも、カイエたちは諦あきらめかけてたのに、〝雑音〟にラガジュの意志が絡からんでることを知ったら──戦えなくなるかもしれない。そう思ったから。

「ラガジュの『分体アバター』っ!?　なにそれ!?　ボクそんなの聞いてないよっ!!」

「詳くわしい話はあと！　答えて、〝雑音〟がラガジュの意志を受けているとしたら、〈夢想家〉はどっちにつく!?　〝端末〟か〝雑音〟か？」

「……〝雑音〟」

　カイエは血の気をなくした顔で、答えた。

　真白は僕にしがみついたまま頷うなずいた。黒乃はハートブレイカーをちゃき、と構え直す。

　二人は元から、ラガジュを信用してない。神様を信じてるか、いないか。それが正常に稼働してる〝端末〟とバグった〝端末〟の違ちがいなんだ。

「〈夢想家〉がこの城塞を作ったのは、〝端末〟を守るためじゃなくて、閉じ込めるためだった、ってことね。〝端末〟を集めて、一いち網もう打だ尽じんにするために」

　呟つぶやく黒乃に、真白が首を縦に振ふった。

「……うん、そうかも。〝端末〟会議をやろうって言い出したのはあの人だもの」

「真白、会議でボコボコにされたんでしょ？」

「うん──天あま巡めぐりくん、あの人、なんだか恐こわい感じがしました。話は聞いてくれるけど、最初から最後まで、ひとつも受け入れるつもりなんかない──そんなふうに」

　かり、と真白の爪つめが、僕の手の甲こうをひっかいた。

　会議の時の恐きよう怖ふを思い出したみたいに震ふるえてる。あの時、真白は限界だったのに──。

　限界だった真白を、言葉で滅めつ多た打うちにしたんだ──〈夢想家〉は。

「あの時点で〈夢想家〉に『ティーチング』をかけなかったのは、僕に気づかれないように、ってことか」

　だから今、ディンタニアはここに来た。最後の仕上げをするために。

〈夢想家〉に『ティーチング』をかけて、カイエたちを殺させる。『ティーチング』なら、頭に激痛が走ろうが、痛みに震えようが、むりやり〝端末〟を動かせる。ディンタニアは〈夢想家〉の『夢イメー幻ジング創デヴア作イス』を操あやつりながら戦うことができる。

「カイエ。この先はどうなってる？」

「この先は一本道だよ。中ちゆう枢すうに繫つながってる。そこに〈夢想家〉がいるはずだよ！」

　そしてディンタニアもそこにいる。

〈放ほう浪ろう者しや〉が喰くわれたのなら、ディンタニアに必要な『果実』はあとふたつだ。

　僕は右みぎ腕うでの〝傷ペイン〟を摑つかんだ。

　もうすぐ終わりが来る。『無む限げん舞ぶ台たい』か、僕か。どっちかの。

「このまま城じよう塞さいの中枢に行く。真ま白しろは僕の側そばに。黒くろ乃のはカイエを守ってあげて」

　僕の言葉に、真白と黒乃、それと黒乃の肩かたにしがみついてるカイエがうなずく。

「〈夢想家〉と一いつ緒しよにディンタニアもいるはずだ。彼女の『果実』を壊こわせばこっちの勝ち。そのうちリトたちも追いついてくるかもしれないから──」

　ぐにゃり

　その瞬しゆん間かん──まるで僕の言葉を聞いていたかのように、『城塞』の壁かべが歪ゆがんだ。

　表面から赤い繊せん維いが生まれて──僕たちの通ってきた通路と、中枢に通じる道を──塞ふさいでいく──ここまで来て細かい手を打ってくる！　〈夢想家〉!!

「砕くだけ！　はあああああああと、ぶれいかあああああっ!!」

　がきん

　黒乃がハートブレイカーを、通路を塞いだ壁に叩たたきつける。

　だけど、びくともしない。傷はつく。腕が通るくらいの亀き裂れつはできる、けど。その穴はすぐに塞がってしまう。生きてるみたいに。

〈夢想家〉は夢に見たものを現実に生み出してしまう〝端ガジエ末ツト〟。

　だとしたらここは〈夢想家〉の頭の中みたいなものなんだろう。

　だったら！

「聞いてるんだろ。〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。それともディンタニアか？」

　僕は叫さけんだ。

　全部使う。ここまで来たら、ハッタリだって武器だ。

　使えるものは全部使ってディンタニアを引きずり出す！

「出てこい！　でないと今、ここで〝傷〟を召しよう喚かんして残りの〝端末〟を全部喰らい尽つくす！　〈夢想家〉の『城塞』ごと消してやる。『城塞』にいる正常な〝端末〟は四人。今まで僕が喰らった『果実』はよっつ。ここにいる〝端末〟全員喰らったってゲームオーバーにはならない！　それが嫌いやなら出てこい、ディンタニア!!」

　僕の右側には真白、左側には黒乃。カイエは、黒乃の背中にしがみついてる。

　僕たちの前方、中枢に通じる通路──があった場所の空間が、揺ゆれた。

　はじめに現れたのは、黒いゴスロリドレスを着た〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒ。

　目が虚うつろだった。正気じゃなかった。嚙かみすぎたのか唇くちびるがざくざくに切れていて、血がだらだらと垂れていた。

　二重写しの〝傷〟の視界。

〈夢想家〉の身体からだに、金色の蛇へびが巻き付いてる。『ティーチング』の蛇だ。黒いドレスにまとわりつき、〈夢想家〉の喉のどに牙きばを立ててる。

〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒは、もうディンタニアに支配されてる。

　数秒遅おくれて、〈夢想家〉の隣となりに、白衣の少女が姿を現した。

「呼ばれたから参上したの、イレギュラー、天巡翔かける」

　冷めきった声で呟く、〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ、ディンタニア＝エシュオン。

　こんな無表情なディンタニアを見るのは初めてだった。

「殺してほしくて呼んだの？　〝雑音〟の使命を邪じや魔まするひと。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟から魔ま女じよケルトファリアの次に、〝傷〟を与あたえられたひと」

　ディンタニアは丸く目を見開いたまま、鈴すずを鳴らすような口調で、宣言した。

　軽く口を開いて、なにかを思い出そうとしているみたいに、首を左右に揺らしている。ほとんどボタンの留まってない白衣の裾すそをひるがえし、踵かかとで、草の生えた地面を叩いている。

「──ディンタニア、さん？」

　真白も、ディンタニアの異常に気づいたみたいだった。

　黒乃はハートブレイカーを手に、僕と真白の前に出る。

　並んで立っている、ディンタニアと〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒ。

　二人の身体には同じように──金色の蛇が巻き付いてた。

「まさか……自分自身に『ティーチング』をかけたのか？　ディンタニア……」

『カケルは、毒なの。でもね、気持ちいいの──カケルという毒が回ったことが、ディンタニアはとっても気持ちいいの──』

　二ヶ月前に海で聞いた、ディンタニアの言葉が甦よみがえる。

「僕の毒を打ち消すために、『ティーチング』を自分に!?　ディンタニア!?」

「なれなれしいの。イレギュラー。消えて欲しいの」

　地面から、五体の『嚙み砕くもの』が姿を現す。

「ディンタニア、あなたなんか知らない。〝雑音〟の夢を邪魔するいけない歯車。『無限舞台』には不要な存在。いらないから、死んで」
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「おとーさんっ!!」

　地面に青い鱗うろこが飛び散っていた。

　赤い血ち飛沫しぶきが石いし壁かべを濡ぬらしていた。

　城塞の中庭に駆かけ込んだリトが見たのは、膝ひざをついた〈英えい雄ゆう〉ルガイフェの姿だった。

　不ふ可か侵しんの鱗は剝はがされ、胸と右腕は原形を留とどめていない。

　リトの頭の中から、義母の楓かえでのことも、楓の脇わきを走っている〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンのことも消えた。息が苦しくなり、気が付いたら、両足が折れそうなほど全力で走っていた。

　──わたしの、おとーさん。

　リトの親友だったほのかを惨ざん殺さつした人。

　リトの大好きな翔に、消えないトラウマを植え付けた張本人。

　──許しません。わたし、おとーさんを絶対に許しません！

　ルガイフェの赤い目がリトを見た。尖とがった牙の隙すき間まから、血が溢あふれ出ている。ルガイフェはリトから隠かくれるように、トレンチコートの襟えりを立てた。赤い瞳ひとみが泳いでいる。

「……わたしはおとーさんを許しません。謝ってください。ほのかちゃんを殺したことを──おにーさんを傷つけたことを謝ってください！」

　視界の先、赤い甲かつ冑ちゆうの〈断罪人〉と魔ま術じゆつ師しアグシーダが戦っている。

　だからなんですか？　リトは一いつ瞬しゆんで彼らを意識から追い出す。世界の終わりも関係ない。〝雑音〟が勝っても、〈断罪人〉が勝ってもいい。本当は翔と離はなれたくなかった。世界が終わるせとぎわなら、最後まで一いつ緒しよに戦いたかった。

　──〈超越者〉さんをわたしに任せるなんて言うからいけないんです。

　翔はまだ、世界の終しゆう了りようを止めるつもりでいる。〝傷ペイン〟も〈超越者〉も、そのための切り札。その一方をリトは預けられた。おにーさんは自分を信じてくれている。言葉にしなくてもわかる。翔はいつだって、リトが二番目に欲しい気持ちをくれる。

　一番欲しい気持ちは──これからのリトの努力次し第だい。

　妹分の境界線ラインを越こえるための、リトにとっては世界の終末より重大な戦いが待っている。

「……おとーさんがいけないんです。おとーさんがほのかちゃんを殺しちゃったから、わたしはずっと、おにーさんの妹分のままなんです。おにーさんに一番近い女の子だけど、一番欲しい言葉はまだ、もらってないんです……」

「……リト」

　リトの声が届いたのか、ルガイフェは血にまみれた大きな掌てのひらを、開いた。

〈英雄〉の不可侵の鱗がどうして剝がされたのか。

　その答えが、ルガイフェの掌の中にあった。

「……〈超越者〉と〈壊体者〉の〝流転メタフ骨牌エシス〟」

「これがアグシーダの力の源だ。奴やつは──〝雑音〟の姫君から力を受け、これで擬ぎ似じ的に〝端ガジエ末ツト〟の能力を顕けん現げんさせる。これを奪うばえば、奴はただの不死者となる。戦せん闘とう能力が消える。ならば、あとは殺し続ければいい──簡単なことだ」

　生命あるもののように、二つの〝流転骨牌〟はルガイフェの手の中で躍おどる。

　ルガイフェを引き裂さいた時の、赤い光はもう消えている。ルガイフェは拳こぶしを握にぎり、それをリトに向かって突つき出した。
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「これをイレギュラーに渡わたせ、リト──頼たのむ」

「……おとーさん」

「これがあれば『中有のルー居城ガー』への門が開く。アイリが言っていた──『神の箱庭』にいる魔ま女じよケルトファリアを解放すればアグシーダは消える、と。それが彼の目的なのだろう？」

「いまさら……ですよ？　おとーさん」

　身長二メートルを超える巨きよ人じん。青い鱗に覆おおわれた姿。裂けた口。爛らん々らんと光る赤い瞳。最強に近い戦闘能力を持つ、〈英雄〉の〝端末〟。

　リトは、想像してしまった。

　もしも、ルガイフェがバグった〈英雄〉じゃなくて、普ふ通つうの──おとーさんだったら。

　やっぱりこんなふうにぶっきらぼうだった？　不器用で、でもリトのことを考えてくれた？

　翔かけるを傷つけたりしなかった？　楓──それとも本当のおかーさんと一緒に暮らせていた？

「こんなこと、したって、わたし、おとーさんを、ゆるせません……」

　声と、ルガイフェへと差し出す小さな両手が震ふるえていた。

　血のついた二つの〝流転骨牌〟が、ルガイフェからリトの手に移る。

　リトはそれをリュックの中に入れた。

「我にはこれしかできぬ。すまない、リト。我の罪だ。〈英雄〉と呼ばれようと、我はなにもできない。いや、元々〝端末〟など無力なのだ。お前の母親が殺された時、我はそれを思い知らされた。わかっていたはずだったのだ」

　ルガイフェは迷いを振ふり切るように、立ち上がった。

　たてがみのような白い髪かみ。立ち上がると、リトの手はうなじにさえも届かなくなる。

「残り十六個。イレギュラーに必ず渡す」

「わたし……言いました。こんなことしたっておとーさんを許さないって」

　トレンチコートの背中が遠い。

　リトは胸を押さえて、ルガイフェに訴うつたえかける。

「おとーさんはおにーさんに謝らなきゃいけないんです！　地面に手をついて、ほのかちゃんを死なせたことを、ごめんなさい──って。だから、絶対に死んだら駄だ目めです！」

　リトの声が聞こえたのか、どうか。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」

　ルガイフェはアグシーダに向けて拳を振るう。

　風圧。リトとノウィン、それに楓の髪が震える。アイリがアグシーダの左側に回り込む。繰くり出す『傲ごう慢まん』の鉄球が、一回り小さな鉄球に軌き道どうを変えられる。〈断罪人〉の〝流転骨牌〟の力。アイリの正面ががらあきになる。魔術師アグシーダが地面を蹴ける。骨張った掌を、アイリに向かって突き出す。不ふ可か侵しんの甲冑をまといながら──アイリはその手に怖おぞ気けを感じたように──背後に跳とんだ。

　が、アグシーダの背中には白い羽根が生えていた。〈恋こい人びと〉の〝流転骨牌〟。小型の『完全なる恋人』が背中に取り憑ついていた。皺しわだらけの老人が笑う。アイリが稼かせごうとした距きよ離りを、一いつ瞬しゆんで詰つめられる。

「──魔ま術じゆつ師しが──おぞましいっ！」

　アイリが悲鳴をあげた瞬間──銃じゆう声せいが響ひびいた。

　アグシーダの右目に、赤黒い穴が空いた。

　横からの攻こう撃げきに、魔術師はアイリから跳びすさる。

「ひとつ貸しね、アイリ＝イルシュタット」

　小型の自動拳けん銃じゆうを手に、楓かえでが皮肉な笑えみを浮うかべていた。

「さあ！　一生恩に着せられたくなかったら今のうちに〝流転骨牌〟を奪いなさい！」

「私に命令するな、元〈断罪人〉！」

　アグシーダの右目が再生する間に、アイリが〈恋人〉──そしてアグシーダの周囲を飛び回っていた〝流転骨牌〟をまとめて五個奪い取る。奪った〝流転骨牌〟は甲かつ冑ちゆうの胸の隙すき間まに。

「ルガイフェ！　アグシーダの足止めを。私は〝流転骨牌〟を回収する！」

「──────オオ」

　アイリの言葉に、ルガイフェが短い答えを返す。

　リトの視線の先、〈壊体者〉の〝流転骨牌〟に切り裂かれた右みぎ腕うでと右胸は、ほとんど再生を終えている。青い鱗うろこに覆われた顔。赤い目が、壊こわれたように激しく震えている。正気をなくす、一歩手前なのがわかる。

「……ばう」

「そうですよ、ノウィンさん。あの人がわたしのおとーさんです」

　リトは、いつの間にかスパッツの足にしがみついていた〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンの髪を撫なでた。小さな猫ねこを撫でているようで、なぜか落ち着いてくる。

「大だい嫌きらいでした。でも、あの人はやっぱり〈英えい雄ゆう〉なんです。相手が何者だろうと先せん陣じんを切って戦う。そして勝利をつかむ。その時代における先せん駆く者。古代ローマ時代のユリウス＝カエサルのように、戦国時代の織田信長のように、最後には〈超越者〉と〝普エ通キのス人ト間ラ〟の手に掛かかって死んでしまう。でも確実に時代を変えていく。わたしのおとーさんは、そういう人です」

「むずかしくてわからない」

「これから知っていけばいいです」

　最後まで目を逸そらさずにいよう。

　おにーさんに伝えよう。

　おとーさんが、どんな人だったのか。どういうふうに責任を取ろうとしたのか。

「おにーさんが世界のシステムを変えちゃいますから、ノウィンさんは──これから大きくなるまで、ずっと生きていられるんですから」

　白い老人。

　青い〈英雄〉。

　赤い〈断罪人〉。

　黒髪の元〈断罪人〉楓。

『城じよう塞さい』の広間の中、四人は戦い続ける。

　明らかにアグシーダが劣れつ勢せいだった。

　楓が援えん護ご射しや撃げき。ルガイフェが不死の身体からだを楯たてに突とつ進しん。その間にアイリが〝流転メタフ骨牌エシス〟を奪うばう。

　二人の動きを楓がコントロールしている。アイリとルガイフェだけでは嚙かみ合わなかった歯車が、間に楓を挟はさむことで、音を立てて回り出す。それはたぶん、楓が誰だれよりも〈断罪人〉の特性と、ルガイフェの能力を知っているからだとリトは思う。

　──おかーさん、笑ってます。

　楓は自動拳銃で、正確にアグシーダの眼球を狙ねらい撃うつ。

　殺せない。殺すつもりはない。視界を一時的に奪えばいい。動きが鈍にぶった魔術師を、ルガイフェの青い拳こぶしが打ち据すえる。その間にアイリが、飛び回る〝流転骨牌〟をたたき落とし、回収する。

「どうしたの？　〈慈じ母ぼ〉？　びくびく、してる」

「──あれ？　おかしいですね……あれ？」

　不思議そうに首を傾かしげた〈超越者〉ノウィンに、リトは答える。

　震ふるえが止まらない。

「……世界終しゆう了りようは〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の意思と告げたら、信じるかな？」

　リトがこの場所に来て初めて、魔術師アグシーダが口を開いた。

　ルガイフェの拳に胴どう体たいを貫つらぬかれ、両目と腹に真っ赤な穴が空いている状態で。

「ディンタニアがイレギュラーに告げたはずだね。〝夢を見続ける神〟は〝端ガジエ末ツト〟の『果実』に中毒している。自分で世界の終了を決められずにいる。『無む限げん舞ぶ台たい』は役者の手によって終末を迎むかえなければいけない、と」

　がごん

　ルガイフェは引き抜ぬいた拳を、無言でアグシーダの頭頂部に叩たたきつけた。魔術師の身体がひしゃげる。顔のかたちも、もうわからない。声だけが冴さえ渡わたり、リトの耳に響き続ける。

「私は死して甦よみがえり、『無限舞台』が変わっていないことに絶望した。〝普通の人間〟は世界の真実に気づくこともなく、日常をやり過ごすのみ。私が望んだ覚かく悟ごの欠片かけらもなく。〝雑音ノイズ〟さえ、〝端末〟との戦いを忘れかけていた──」

　勝負はついた。

　アイリが十八個目の〝流転骨牌〟を両手の間に挟み込んだ。

「妄もう執しゆう、と呼ぶか？　それもよかろう。私はケルトファリアの遺骨から、姫ひめ君ぎみディンタニアを作製した。私は不完全な状態で再生したため、〝流転骨牌〟の製法を忘れていた。時間をかけて力をつけ、〈壊かい体たい者しや〉から取り返したのはそのためだ」

　楓かえでとアイリが、リトとノウィンのところにやってくる。

　リトのリュックの中に二個の〝流転骨牌〟。アイリの甲かつ冑ちゆうの中に十四個。楓の手の中にふたつ。合計十八個の〝流転骨牌〟。

「イレギュラーのところに行け、〈慈母〉」

　アイリが兜かぶとを脱ぬぎ、ほのかそっくりの顔をリトの前にさらした。

「あの魔術師を消す方法があるなら、イレギュラーにこれを託たくす。彼を──お兄ちゃんを断罪するかどうかは、それから決める」

「〈断罪人〉……さん？」

「か、勘かん違ちがいするな。イレギュラーを許したわけではない。た、ただ、彼に責任を取らせたいだけだ。〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉を死なせたのは大罪だが、〝雑音〟の野望を打ち砕くだくことで、その罪をぬぐいさる道もあるかもしれない」

　長い三つ編みが、リトの目の前で揺ゆれる。

　真っ赤になったアイリが、慌あわててリトに背を向けた。

「〈角笛を吹く精霊〉のミスだ。私は天あま巡めぐりほのかとして育てられたせいで、どうしてもイレギュラーを憎にくめない。それだけだ！」

〈断罪人〉アイリは手てつ甲こうに覆おおわれたてのひらで、五歳児の〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンの頭を撫なでた。

　ノウィンは拒こばまなかった。くすぐったそうな顔で、獣けもの耳みみのような髪かみを震ふるわせる。

「城塞の壁かべは『根源ルータナ回帰テイブ』で消せるはずだ。頼たのんだぞ〈超越者〉」

「やってみる」

　頷うなずいたノウィンに満足そうな顔をしたアイリが、きびすを返し、走り出す。

　兜を外したまま、身体のひしゃげたアグシーダに向かって腕うでを振ふる。

　見えない円月刀『暴食』が、起き上がった魔ま術じゆつ師しの胴体を真っ二つにした。

「……強いねぇ、〈断罪人〉。だが、私の身体は再生する。魔女ケルトファリアが『神の箱庭』で儀ぎ式しきを行っている間、私は何度でも甦るのだよ……さて」

　魔術師アグシーダの白衣が、はだけた。

「ここで問題だ。甦るまでの間、壊こわされた私の身体には──なにが入っているのだろうね？」

　ひしゃげた骨、つぶれた肉──そんなものはリトには見えなかった。

　白衣の向こうにあったのは、赤くたゆたう水のようなもの。

　別の空間につながっている空くう洞どう。

　開いた空洞に──白い柱と女性の姿が浮うかんでいる。女性の赤い目が、救いを求めるようにリトを見た。女性をがんじがらめにしばりつける黒い鎖くさり。それがアグシーダの胴体の空洞を埋うめ尽つくす。不ふ吉きつな音をかき鳴らしながら──アグシーダの胴体から飛び出す。

　その先に、鉄球を振りかざした〈断罪人〉アイリ＝イルシュタットがいた。

「砕けよ罪人！　『傲ごう慢まん』!!」

「だめです！　逃にげてください────っ!!」

　思わずリトは叫さけんでいた。

　アグシーダの言葉がリトの耳の中で反はん響きようしていた。〝傷ペイン〟によって再生を続ける身体からだ。翔かけるの右みぎ腕うでにも宿っている神の細さい胞ぼう。〝傷〟はすべての〝端末〟の能力を無効化する。

　あの黒い鎖が〝傷〟で作られたものだとしたら──〝端末〟の能力は一切通じない！

　音をたてて、『傲慢』の鉄球が、砕けた。

　巨きよ大だいな鉄球を貫かん通つうした黒い鎖が、『傲慢』とアイリを繫つなぐ鎖をバラバラにしながら、アイリへと突つき進む。

「──私とあの裏切り者の魔女ケルトファリアは繫がっている。身体が再生するまでの一いつ瞬しゆん、あの魔女を縛しばる黒い鎖──その一部を呼び出すことくらいはできる。さて、魂さえも縛り付けるほどの力をもつ〝傷〟の鎖をそのまま君たちにぶつけたらどうなるだろうね？」

「──あ──ぁ」

　リトには、全すべてがスローモーションで見えた。

　アイリ＝イルシュタットの小さな背中が揺れて。

　アグシーダに向かって突とつ撃げきしていた自分に急ブレーキをかけようとして、

　無防備な身体を──アグシーダの黒い鎖の前に晒さらすところを。そして──




　アイリの小さな身体を、〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンが突き飛ばし、

　代わりにトレンチコートの背中を、黒い鎖が貫通するのを──リトは見た。




「おとーさんっ！」

　ルガイフェの身体に風穴を空けた黒い鎖。

　一瞬でそれはアグシーダの元へ戻もどり──魔術師の胴どう体たいが再生する。

　黒い鎖は〈英雄〉ルガイフェの身体を文字通り貫通した。青い鱗うろこが砕け、傷口からは血がだらだらと流れ出て行く。〝流転メタフ骨牌エシス〟のダメージとは違ちがう。ルガイフェの傷は再生しない。黒い鎖に侵おかされた傷口の周りから、青い鱗が剝はがれていく。

「お、おとーさん。おとーさあああああああんっ!!」

「駄だ目めよリトっ！　近づいたら駄目っ!!」

　思わず駆かけ寄ろうとしたリトの腕を楓が摑つかんだ。

　寒気がするほど真しん剣けんな目でリトを見て、それから首を振る。

　リトは仁に王おう立だちのまま自分の父親を──。

　噴ふん水すいのように噴ふき出す血を押さえながら──それでも地面を踏ふみしめてアグシーダと対たい峙じする〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンを見ていた。

　視線の先でルガイフェが振り返る。赤い眼球が、狂きよう気きと激痛に揺れている。

　リトの呼びかけは、届かない。

〈英雄〉ルガイフェの目はリトのことも、楓かえでのことも見ていなかった。

「すまなかった……」

　ルガイフェの赤い瞳ひとみは、自分が救った〈断罪人〉アイリをまっすぐに見つめていた。

「すまなかった、〈超越者〉天あま巡めぐりほのか。我はお前を殺してしまった……」

「ル──ルガイフェ？」

　地面に、ぺたん、と座り込んだまま、小さなアイリが〈英雄〉を見上げる。

「我はただ、恐おそろしかった。リトの母を亡なくしたショックでバグを起こし、暴走し〝端ガジエ末ツト〟を殺したことも。その『果実』を楓に渡わたし、リトの養育を頼んだことも。罪が罪を呼び、バグはさらなるバグを呼んだ。五年前、〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の罠わなにかかった時、我は死ぬべきであった。そうすれば誰だれも傷つかずに済んだ。許してくれ──天巡──ほのか」

「──違う」

「違うか。確かに──そうだ。許してくれとは言わない。今度はお前を守ることができた。我は──それだけで十分だ。生きろ。許せとは言わない。死ぬな。最後の願いだ。我の前で二度と死なないでくれ。頼む──生きろ。天巡──ほのか」

「違ちがうちがうちがうっ！　そうじゃないっ！」

〈断罪人〉アイリが必死に首を横に振る。

「私は天巡ほのかじゃない！　私は〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット！　天巡ほのかは死んだ。神に愛され、〈角笛を吹く精霊〉に永遠の後こう悔かいを残して死んだのだ！　私は違う。私は──ほのかじゃない、違う！　私はほのかの代用品なんかじゃない！」

　アイリが静かに、『暴食』と呟つぶやくのが、リトの耳に届いた。

　見えない円月刀が、空気を裂さいた。

「もう、違う。私はお前の哀かなしみを知ってしまった。もう天巡ほのかには、なれない」

　アイリの長い三つ編みが、襟えり元もとで断たち切られ、ほどけて、落ちた。

　ほのかそっくりだったアイリの髪かみが、男の子のようなショートカットに変わる。

　アイリは『暴食』で切り落とした髪を振ふり払はらい、甲かつ冑ちゆうの胸を押さえた。

「私はアイリ＝イルシュタット。〈角笛を吹く精霊〉の一番弟子でしの〈断罪人〉！　それが本当の私だ！　間ま違ちがえるな〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲン!!」

　黒い森に、〈断罪人〉アイリの宣言が響ひびき渡る。

　ルガイフェは傷口を押さえていた手を離し、両の拳こぶしを握にぎりしめ、アグシーダに向けて構えた。

　そして、裂けた口を歪ゆがませ──満足そうに──笑った。

「……それでいい！　それがお前だ、アイリ＝イルシュタット!!」

　ルガイフェの鱗が青い輝かがやきを放ち始める。

　あらゆる皇こう帝てい、王おう侯こう貴族──英雄たちに愛された架か空くう生物──『竜りゆう』の姿を形作る。

　自分自身の叫さけびに呆ぼう然ぜんとするアイリを見て、ルガイフェはまた笑い──リトに視線を移した。

「これでいいか」と聞いているように、リトには見えた。

　リトの父親は、〈角笛を吹く精霊〉に利用された天巡ほのかを死なせてしまった。

　けれど〈角笛を吹く精霊〉に育てられた〈断罪人〉を、彼の呪じゆ縛ばくから解き放った。

　自分にできることはこれが精せい一いつ杯ぱい。それでも、いいか、と。

　──おとーさんは結局、〈英雄〉のままなんですね。

　リトに、父親としての視線は向けてくれない。バグって、壊こわれて、なお邪じや悪あくに立ち向かう姿を誇ほこりに思う。けれど、愛せない。どうしても。

「──ルゥ！　楓さんはどうすればいいかしら!?」

　ぎりっ

　気づかないうちに、楓の指がリトの肩かたに食い込んでいた。

「リトとアイリと〈超ちよう越えつ者しや〉を──〝端末〟の年少組を頼たのむ。イレギュラーの元へ〝流転骨牌〟を届けてくれ！」

「了りよう解かい」

　楓がスーツの胸むな元もとから、アグシーダを撃うったのとは別の自動拳けん銃じゆうを取り出す。

　リトはそれに見覚えがあった。〈超越者〉ノウィンと〈放ほう浪ろう者しや〉エリシアを救った戦いの中、〝雑音ノイズ〟が落としていった拳銃だ。翔かけるたちが回収したものを、楓に渡したのはリトだった。

「おかーさん、それ。『運命規定』が仕込まれた拳銃……？」

「走ってく時間なんかないでしょ。アイリも！　こっち来なさい！」

　地面に座り込んだままのアイリに向かって、楓が叫ぶ。ルガイフェが発する竜形のオーラに吹かれて、短くなったアイリの髪がなびいている。アイリは顔をあげたまま、答えを問うようにルガイフェを見つめている。

「行け。〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット」

「……さよなら、〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲン」

　アイリが立ち上がり、リトたちに向かって駆かけてくる。

　なにかを察したのか、魔ま術じゆつ師しアグシーダの身体からだが──ぶれた。

　白衣をまとった身体が薄うすれていく。

　リトには魔術師が、ディンタニアの元へ移動しようとしているのがわかった。カイエの島で戦った時もそうだった。魔術師アグシーダはディンタニアの側そばになら影かげのように転移できる。

「おとーさん！　魔術師アグシーダを──!!」

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」

〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンが吠ほえた。『竜形』のオーラが、彼の身体を中心に解き放たれる。青い『竜』そのものになった〈英雄〉が、長大な身体をくねらせながら、魔術師に向かって突とつ進しんしていく。

　地面が、粉々に砕くだけていく。無数の倒とう木ぼくたちが、細切れの木き屑くずに変わる。

　特急電車を正面から受け止めるようなものだった。

　魔術師アグシーダの身体は挽ひき潰つぶされ、原形をとどめない残ざん骸がいへと変わり──。

　そこから伸びた無数の黒い鎖が、〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンの身体を刺し貫いた。

「お、おとーさん!?　おかーさん！　お、おとーさんが」

「前を向きなさい、リト！」

　楓かえではリトの視界を塞ふさぐように、彼女の頰ほおを両手で挟はさんだ。

「楓さんとルゥはもう、過去の〝端ガジエ末ツト〟なのよ。ここで終わっていいの。楓さんたちは魔術師アグシーダを足止めする。リトとアイリと、ノウィンは、これからの〝端末〟として、生き残って未来を探しなさい」

「おかーさん……？」

　これで最後？

　おとーさんにもおかーさんにも、もう二度と会えない？

　恐きよう怖ふが、リトの全身を貫つらぬいた。

　リトが声をあげる前に、楓はリトとノウィンの腕うでを摑つかみ、〈断罪人〉アイリに向かって、二人の身体を投げやった。二人分の体重を受け止めて、アイリが思わずたたらを踏ふむ。

「……な、なにをする気だ、元〈断罪人〉」

「これは楓さんの分ぶん析せき。翔に会ったら伝えて」

　楓は、ノウィンとエリシアが襲おそわれた時、翔が〝雑音〟から奪うばった拳銃を構えた。

「アグシーダは身体の欠けた部分から『黒い鎖』を呼び出すことができる。それは翔の〝傷ペイン〟と同じ性質を持っているから、ルゥの鱗うろこでも、アイリの甲かつ冑ちゆうでも防ぐことができない。でも、放ほうっておくとアグシーダは〝雑音〟の姫ひめ君ぎみのところへ行ってしまう。翔たちじゃ〈夢想家〉、ディンタニア、アグシーダの三人を相手にはできない。だから、ルゥと楓さんはここでアグシーダを殺し続ける」

　言葉の意味が、リトにはよくわからなかった。

　だから小さなノウィンを抱だきしめていた。そうすれば、聞きたくない言葉を聞かずに済むと思ったから。でも、楓は──滅めつ多たになかったけれど、リトを叱しかるときの真しん剣けんな顔をしていて──聞きたくないのに、言葉は勝手に耳に入ってくる。

「あなたたちの仕事は簡単。今から楓さんがあんたたちを翔の元へ飛ばす。三人で〝流転メタフ骨牌エシス〟を起動して、『中有のルー居城ガー』への門を開きなさい。魔術師アグシーダも『中有の居城』までは転移できない。あそこに行くには〝流転骨牌〟か『運命規定』で行くしかないの。これは〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉との戦いの時に立証済み。ディンタニアとアグシーダを引き離はなすのよ。翔が『神の箱庭』で目的を達成すれば、楓さんたちの勝ちなんだから」

「……どうやって、ですか？」

　できると思う。翔たちのところに行くことができれば。

〈夢想家〉一人なら、アイリでもノウィンでも止められる。でも『城じよう塞さい』の通路は塞がれている。来た道は閉じている。ノウィンの『根源ルータナ回帰テイブ』は不安定。アイリの『傲ごう慢まん』でひとつひとつ壁を破っていたら間に合わない。

「そこでアイリ、あんたの出番よ」

「──私？」

　目を見開き、思わず自分を指さすアイリに向かって、楓は〝雑音〟の拳けん銃じゆうを突つきつけた。

　そしてリトが見慣れた、いつもの皮肉っぽい笑え顔がおで、笑う。

「アイリ、あんた腕の一本くらい吹き飛ばされても死なないわよね？」
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「──城じよう壁へきなどいくらでも作れますわよ──ほら！」

〈夢想家〉の宣言に応こたえて、空気が揺ゆれた。

〝傷〟の視界に、微かすかな予兆が映る。

『マスター、壁。空──カラ！　〝傷〟ヲ使ッテ！』

　城塞の中庭に立つ、彫ちよう像ぞうのようなディンタニアと、〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。

　僕の隣となりにいる真ま白しろ。前には五匹ひき目の『嚙かみ砕く者』を蒸発させた黒くろ乃のと、六匹ぴき目の『嚙み砕く者』を押さえている『複製品レプリカ』兵士と、指示をだしているカイエ。

　黒乃とカイエの真上に──赤い気配が漂ただよう。

「黒乃！　カイエ！　下がれ。〈夢想家〉が二人を狙ねらってる！」

「了りよう解かい！」「え、あ、なに？　アマメグリくん！」

　黒乃が、戸と惑まどうカイエを抱だいて飛び退すさる。数秒遅おくれて、石いし壁かべが二人のいた場所に落ちてくる。『複製品』兵士と、『嚙み砕く者』がまとめて潰れる。

「真白はこっちに！」

　僕の視界には〝傷〟が見ているものが二重写しになってる。完全に掌しよう握あくした〝傷〟も、頭の中でアドバイスをくれる。本当にぎりぎりだけど〝端末〟の能力で生み出したものがどう動くか、つかむことができる。だから、かわせる。

『使ッテ！　〝傷〟ヲ使ッテ！　マスター!!』

　──〝傷〟が嗤わらってる。

　僕の支配がきいてるのは、調教された時の痛みを覚えているからと、僕の右みぎ腕うでにまだひとつ、『木の実』が残ってるから。

　──僕が最後のひとつを使い切るのを待ってるのか──？

　考えない。考えるとまた、考えすぎで動けない僕が顔を出す。

　僕はディンタニアたちがいた方向に視線を向ける。

〈夢想家〉が落下させた、樹きより高く伸のびた赤い壁。それがディンタニアと〈夢想家〉自身の視界を塞ふさいでいる。僕は黒乃に目で合図する。ハートブレイカーを手に、黒乃が頷うなずく。真白が僕の耳元に「黒乃は──右から回り込みます」って翻ほん訳やくしてくれる。いける。

「カイエは下がって！」

　黒乃に放り出されて尻しり餅もちついてるカイエに告げて、僕と真白は走り出す。

　石壁を回り込んで左側から〈夢想家〉に向かう。殺す必要なんかない。縛しばるか、気絶させるかして動けなくすればいい。〈断罪人〉や〈英えい雄ゆう〉とは違ちがう。〈夢想家〉は、直接の戦せん闘とう能力はそんなに強くない。だから！

「しばらく眠ねむってろ〈夢想家〉！」

　並んで立っている無表情な〈夢想家〉とディンタニアが見える。ディンタニアの背後には黒乃が回り込んでる。ハートブレイカーを後ろ手に、ディンタニアの首筋に向かって回し蹴げりの体勢に入ってる。ディンタニアも〈夢想家〉も、こっちを見ない。

「無意味なの。イレギュラー」

　闇やみを帯びた、紫むらさき色いろの瞳ひとみ。感情のない声。

　まるでもう世界終しゆう了りようが確定してて──残りのプログラムを淡たん々たんと実行しているかのように。

　ぞくん──と、寒気がした。

　ディンタニアの中にある巨きよ大だいな『果実』が回転を増した。

　さらに城壁が降ってくる気配。こっちの退路を塞ごうとしてる!?

　僕たちを『虚無へワンの帰還ネス』の効果範はん囲いに追い込むつもりか──〈夢想家〉！

「──くそっ!!」

〈夢想家〉は無視だ！──僕は真白の腕うでを摑つかんだまま、黒乃に体当たり。足を振ふり上げてた黒乃の体勢が崩くずれる。僕も。地面が近づく。転がる。真白がいつも通りの「きゅむ」って悲鳴をあげる。僕は真白と黒乃を巻き込みながら、転がってディンタニアから離はなれる。

「──来る」

「『虚無へワンの帰還ネス』！」

　ディンタニアの白衣が粒りゆう子しに変わり、弾はじけた。

　赤い螺ら旋せんがディンタニアの身体からだを覆おおっていく。土──樹木──すべてが粒子に変わっていく。

〈夢想家〉桃里は周囲に自分を守る壁をはりめぐらせる。開いているのは『虚無へワンの帰還ネス』に向いている側だけ。三方を守る壁の中で、〈夢想家〉桃里は祈いのるようにひざまずく。

　ゴスロリドレスの〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒは歓かん喜きの涙なみだを流しながら、赤い螺旋を見つめてる──それが『小ラガジュ』──神の崇すう拝はい者──!!

『虚無へワンの帰還ネス』から赤いエネルギーの塊かたまりが生まれる。ディンタニアの周囲をふよふよと一周したそれは、東に向かって飛んでいく。たぶん、魔ま術じゆつ師しアグシーダのところへ──。

「……本当に僕の毒は消えたのか？　ディンタニア」

　僕の声が聞こえたのか、紫色の瞳が、こっちを見た。

　僕への思いにとまどっていた大きなディンタニアも、世界の終わりを怖こわがっていた無む邪じや気きなディンタニアもいない。赤い螺旋の中心で、地上にはびこる人間を見下す女め神がみのように無関心に──むきだしの身体をさらしてる。

「〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ。感激しましたわ。御お礼れいにわたくしが今、イレギュラーを処理──」

「黙だまって見てるの！　〈夢想家〉！　あなたは城じよう塞さいを維い持じしてればいいの。博士はかせから使命を受けたのは、ディンタニアだけなの──あなたは最後に、おいしく分解してあげるから」

　ディンタニアの言葉に、〈夢想家〉の身体がまるで鞭むちで打たれたように跳はね──彼女は感かん極きわまったように、口からよだれを垂らしながら、ぞく、と身をよじる。

　ディンタニアは〈夢想家〉に手を出さない。『果実』はすぐそこにあるのに。

　完全に〈夢想家〉を戦闘用の道具にしてる。

『城塞』を維持して〝端ガジエ末ツト〟を分断する──ただそれだけのために。

　──〝傷ペイン〟。お前なら赤い螺旋を抜ぬけられるか？

『キュイ？』

　──『虚無へワンの帰還ネス』は地上のものと、神様や精せい霊れいの作ったものをより分ける力がある。『果実』が螺旋の中でも形を維持してるのなら、お前だって大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　──最後だ。付き合え。ディンタニアの『果実』にハッキングをかける。

　覚かく悟ごなんか、とっくに決まってる。

　あとはタイミングだけなんだ。

　できればディンタニアが正気のときにやりたかった。〈世界〉の〝端末〟になることはディンタニアのたったひとつの目的だったから、それをぶっこわすなら、ディンタニアが納なつ得とくした時にしたかった。できるなら協力して欲しかった。

　それに、やるなら『中有のルー居城ガー』でやりたかった。

　僕たちを笑って見てる神様に、見せつけてやりたかったんだ。

「ディンタニアさん、聞いてください」

　不意に、僕の隣となりに転がっていた真ま白しろが立ち上がった。

　そのまままっすぐ、ディンタニアに向かって──歩き出す？　なにする気だ!?

「ま、真白、なにを──!?」

「天あま巡めぐりっ!!」

　ぐい

　黒くろ乃のが僕の腕をつかんだ。

「お願いだから。黙って見てて。これは真白と話し合って決めたことなの。〝雑音〟の『姫君』と戦うことになったら、大事なことを伝えようって」

「大事なこと……？　な、なんだよそれ」

「天巡が言ったんじゃない。〝雑音〟の姫君を殺すなって。殺せない、喰くらえない。だったら、こっちに取り込むしかないの。天巡がこないだあの子に、『受け止めてみせる』って宣言したみたいに」

　黒乃がじっと僕の目を見つめながら言った。

「殺し合って喰らうだけの『無む限げん舞ぶ台たい』は嫌いやだって言ったのは天巡よ？」

「……聞いてたんだ、黒乃」

「あ、あったりまえでしょ……その、あんたの言葉………………だもん」

　僕の手を摑む黒乃の腕が震ふるえてる。黒乃は自分を納得させるみたいに何度も頷うなずいてから、涙の一歩手前の顔で僕に笑いかける。

「天巡があの子を受け止めるって決めたんでしょ？　それなら、私たちだってそうする。私は真白に作られたものだから、人造生命体のあの子に近い。真白は『果実』に運命を決められて、そこから脱だつ出しゆつした子だから、あの子にも道を示してあげられる。そ、それで、ね？」

　黒乃の顔は真っ赤だった。あたふた手を上げたり振ったりしてから、思いきったように僕の頰ほおを、ぱちん、と両手で挟はさみ込んだ。

「ま、真白も、わ、わわ、わ、私も、ディンタニア＝エシュオンも、同じ人を好きになった同士だから、わかりあえる──って、真白がゆったんだからね！　〝端末〟と〝雑音〟と……その、使い魔まが同じ人を好きになった。それが、この世界のセキュリティホールだって」

「無む茶ちや苦く茶ちやだよ黒乃っ！」

「だから、文句は真白に言ってってば！」

　──ああもうっ、無茶苦茶だ。無茶苦茶──だけど。

　真白と黒乃なら、なんとかしそうな気がする。

　真白はバグることで、自分の運命の楔くさびから抜け出した。

　黒乃は一度消えて、甦よみがえることで、真白と対等の存在になった。

　二人とも、僕と同じようにイレギュラーな存在なんだ。

「聞こえますか、ディンタニアさん」

　真白は僕を振ふり返ってから、赤い螺ら旋せんに向かって一歩一歩、歩き出す。

「あたし、〈生命体〉の〝端末〟、周す防おう真白です。前に、あたしたちは会ってます」

「……知らないの」

　真白は赤い螺旋の側そば、ぎりぎりのところに立っていた。

　あと一歩──踏ふみ込んだら、真白まで分解されるところに。

「忘れちゃったのは『ティーチング』のせいですか？　でも、自分でかけた能力なら、自分で解けるはずですよね？」

「知らないの。関係ないの。バグった〈生命体〉なんかいらない。黙だまって〈人形使い〉をこっちに渡わたして欲しいの」

「カイエさんはあたしと黒乃の友達ですから、あげません。それに、あたしはもう、バグった〝端ガジエ末ツト〟じゃないです」

　真白の白い背中が見える。

　息ができなくなる。本当はいますぐ飛び出したい。引きずってでも真白を赤い螺旋から引き離はなしたい──けど！

　──真白は、消えない。

　僕は自分に言い聞かせる。

　──ディンタニアは、真白を殺さない。僕だってディンタニアを信じる。受け入れるって言ったんだ。いまさらこんなことでぐらつくな!!　ばかか僕はっ!!

　身体からだが、恐こわいくらいにがたがたと震えてる。僕も、黒乃も。

「ディンタニアさんなら知ってますよね？　〝端末〟の『果実』は三つの要素──『衝しよう動どう』『能力』『転生』で出来てるって」

「……知ってるの。三さん位み一いつ体たい。この世界の基本なの」

　赤い螺旋の中心で、ディンタニアが頷く。

　真ま白しろが呼吸をする音が聞こえた。とても長い深呼吸。

「あたしは天あま巡めぐりくんに『衝動』と『転生』を壊こわしてもらいました。あたしにはもう『繁はん殖しよく衝しよう動どう』はありません。あたしの天巡くんへの好きって気持ちは、百パーセントあたしのものです。あたしが死んでも〈生命体〉の『果実』は転生しません。たぶん、あの、その──ですね」

「……？」

「こ、これは〝端末〟としての本能でわかるんですけど、遺伝するんだと思います。あたしをずっと操あやつってきた『果実』が完全にあたしのものになったのが、なんとなくわかるんです。あたしが望めば〈生命体〉の『果実』は、あたしと天巡くんの子供に遺伝するんです！」

　それが『転生』の『要素』を壊した結果。

　真白は完全に『果実』を掌しよう握あくした。『果実』は真白とひとつになった。

　だから、遺伝するようになったのか。黒乃が言ってた。人がする当たり前のやり方でつないでいけばいいって。そういうこと、なんだ。

　黒乃はいまさらって顔で、真白の背中を見つめてる。

「あたしは〝端末〟じゃなくて、〈生命体〉っていう生き物になったんです──そして」

　真白は首筋から両手の先まで真っ赤になってた。

「ディンタニアさんが天巡くんに『果実』を壊してもらったら、同じことが起こります。ディンタニアさんの中にある『果実』は七つですから、天巡くんとディンタニアさんは、絶対に子供を残さなきゃいけなくなります。でないと世界が滅ほろんじゃいます。あたし、すっごく複雑です。黒くろ乃のならいいです。あたし、そういうことする時だって黒乃と一いつ緒しよのつもりですけど──ディンタニアさんと天巡くんが『繁殖』しちゃうのはすっごい複雑ですけど──でも」

　真白は意を決したように、赤い螺旋に向かって掌てのひらをさしだした。

「まだあたし、ディンタニアさんのことなにも知らないんです。もしかしたら、好きになれるかもしれません。だから、一緒にいませんか？　どっちがいいですか？　『無む限げん舞ぶ台たい』と一緒に、ぱちん、と弾はじけちゃうなにもない──無色透とう明めいな未来と、天巡くんやあたし、黒乃──そして、あたしたちの子供と、一緒に作っていくカラフルな未来と、どっちがいいですか？」

「──なに言ってるのか、わからないの」

　ゆら、と赤い螺旋が、ゆがんだ。

　ディンタニアの中にある〈世界〉になりかけの『果実』の回転がぶれはじめる。

　あの時と同じだ。僕がカイエの島で、ディンタニアに呼びかけた時と。

　ディンタニアの〈世界〉になりかけの『果実』は精神的ショックで、そのシンクロが崩くずれる。でも、おかしい。ディンタニアは自分自身にティーチングをかけて、僕の記き憶おくを消したんじゃないのか？




『たすけて、カケル。

　ディンタニアこわい。世界のおわりがこわい』




『ティーチング』をかけた──どっちのディンタニアに？

　ディンタニアの中には二つの人格がある。

　一いち途ずに使命を果たす大きなディンタニアと、無む邪じや気きな小さなディンタニア。それがいろいろな状じよう況きようで入れ替かわる。でもディンタニアの中に『ティーチング』の金色の蛇は一匹しかいなかった。

　もし『ティーチング』が二人のディンタニアを同時にねじ伏ふせることはできないとしたら？

「ディンタニア、まだ僕を覚えてるのか？　ディンタニア!?」

　二人のディンタニアに、同時に『ティーチング』をかけることができなかったとしたら？

「なにを言っているのかわからないの。わかっちゃいけないの。だめなの」

　赤い螺ら旋せんの中心で、ディンタニアが頭を抱かかえた。

　額に金色のサークレットが光ってる。どくん、と音が聞こえそうなくらい、サークレットの周りに血管が浮うき上がってる。そのたびに全身に電流が流れたように、ディンタニアが紫むらさき色いろの目を見開く。

　赤い螺旋が薄うすれていく。

　無数の粒りゆう子しに分解されていたディンタニアの白衣が、元に戻もどっていく。

　そして、その背後にひざまずいていた〈夢想家〉が、幸せそうに頰ほおを染めて立ち上がった。

「素す敵てきでしたわ。全すべてを無に帰す『虚無へワンの帰還ネス』。形も残さず無に帰すというのは、幸せなことですわね。わたくしにもできますかしら？　たとえば、このように」

　ぱちん、と〈夢想家〉が指を鳴らす。

「──な!?」

　僕たちのまわりで、熱気が渦うずを巻いた。

『城じよう塞さい』をかたちづくる壁かべから、一いつ斉せいに炎ほのおが吹ふき上がる。

　僕たちの周囲で三体の悪魔が立ち上がる。姿は悪魔ベリアールと変わらない。けど、身体からだが炎で出来ている。頭も角も腕うでも爪つめも足も。倒たおれてたモミの木が燃え上がる。吹き上がる火の粉が頭上から降ってくる。

「たった今創造いたしました。『炎の悪魔』ですわ。わたくしには〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみのように、あなたたちを分解する能力は持っていませんの。なので、灰にさせていただきます」

　頰ほおを染めたまま、〈夢想家〉が呟つぶやく。

　──熱い。

　シンプルな攻こう撃げきに出てきた──〈夢想家〉っ！

「黒乃！　カイエを頼たのむ！」

　僕は駆かけ出し、真ま白しろの腕をつかんで引き寄せた。ディンタニアの背後にも炎の悪魔が立っていて、僕たちを空くう洞どうの目で見下ろしている。両りよう腕うでを広げて──僕たちを威い嚇かくしてる？

「……こんなのはいまさらなんだよ、〈夢想家〉」

　頭を抱えたままのディンタニアと、その隣となりに立っている〈夢想家〉桃とう里り。

　だけど僕はもう〈夢想家〉を見ない。こんな奴やつ、相手にしてもしょうがないんだ。

「あんたはザコなんだ。消えろ」

「ザコ……ですって？」

〈夢想家〉の震ふるえる声がする。『ティーチング』で頭をいじくられてても、感情はあるのか。

「あんたはもう相手にしない。炎の悪魔だろうがなんだろうが、もう僕たちの敵じゃない。僕たちの相手は〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟だ。あんたはもう中ボスですらないんだ」

　炎の悪魔が、吠ほえた。熱気が視界を陽炎かげろうのように揺ゆらす。そんなのもいまさらなんだ。僕たちは何度も死の淵ふちを覗のぞき込んだ。いまさらこんなので驚おどろいたりしない！

　僕はまっすぐ、白衣のディンタニアだけを見ていた。

「ディンタニア、こっちへ来い！」

　何度でも繰くり返す。

〝雑音〟にとって『無限舞台』がもう終わったものなら、僕たちにだってそうだ。

　壊こわしあい、喰くらい合うだけの『無限舞台』はもう終わったんだ。

　終わってないなら終わらせる──今、ここで!!

「ディンタニアはまだ僕の毒が消えてないはずだ。アグシーダに支配されてる必要なんかない。言っただろ！　人造生命だろうがなんだろうが、僕たちはディンタニアを受け入れる。ディンタニアが罪を背負ってるなら、一いつ緒しよに背負ってやる！　世界の終わりが恐こわいなら、こっちに来い！　ディンタニア＝エシュオン!!」

　ディンタニアが顔を上げた。

　紫色の目が僕と真白を見た。唇くちびるがなぜか──歪ゆがんで、嗄かれた言葉を吐はき出す。

「勝手なことを言うな、イレギュラーよ──『運命規定』」

「──アグシーダの──声!?」

『ティーチング』、二重人格。それだけじゃない。ディンタニアの額で、金色のサークレットが不気味な光を放ってる。血管が浮き上がり、どくん、と鼓こ動どうしているような。

　ディンタニアにはまだなにか枷かせがかかってるのか!?

「真白！　天あま巡めぐり！　伏せて!!」

　黒くろ乃の!?

　カイエの腕を引いた黒乃が、こっちに走ってくる。僕たちの頭上をまっすぐに見上げながら。

　頭の──上？

　そこには──剣けんがあった。無数の。剣先をこっちに向けて──。

「『運命規定』の、物質引き寄せ!?」

　まずい。数が多すぎる。今の、弱体化したハートブレイカーじゃ消しきれない!?

「天巡くんっ！」

　真白が僕を押し倒す。ディンタニアは──まるで滑すべるように僕たちから離はなれていく。

　黒乃がハートブレイカーを構える。カイエはポケットから『複製品レプリカ』を取り出す。

『炎の魔神』が僕たちを取り囲んでる。逃にげ場を──塞ふさぐみたいに。

　──詰つんだ？　いや──違ちがう。

『マスター、転移。クルヨ？』

　終わってなんかいない。

〝傷ペイン〟の声がする。わかる。僕たちの仲間がやってくる。

『日本一包容力のある小学生』と、その母親に率いられた別働隊が！




「打ち砕くだけ！　『傲ごう慢まん』!!」




　現れた鉄球が、頭上の剣を全てはじき飛ばした。

「あ、天あま巡めぐり楓かえでのばか。死ぬかと思った……」

　荒あらい息をついた〈断罪人〉アイリが、僕のすぐ側に出現していた。何があったのかわからないけど。甲かつ冑ちゆうの肩と胸にひびが入っている。

「〝雑音ノイズ〟の拳けん銃じゆうの一発目は、相手吹ふき飛ばす『運命規定』だったじゃない」

「文句言わないでください。二発目はちゃんと〝雑音〟の姫ひめ君ぎみのところに転移する『運命規定』だったんだからいいじゃないですかっ!!」

　次に聞こえた甲かん高だかい声。間ま違ちがいない。

「リト!?」

「はい。おにーさんの大事な『日本一包容力のある小学生』参上です！」

　リトが僕に飛びついてくる。

　すりすり、と頰ほおを押しつけて──。

「時間がありません。おにーさんは『中有のルー居城ガー』に行きたいんですよね？　神様と対決して、魔ま女じよケルトファリアさんを解放するために」

　リトは小さく、僕の耳元に囁ささやいた。

「本当はわたしも行きたいですけど、〝端ガジエ末ツト〟年少組は門を開く手伝いをするように言われました。おかーさんの──ゆいごん──ですから──我が慢まんします」

　──遺ゆい言ごん？

「リト！　楓さんは!?」

「おかーさんの話はあとです。時間がありません。合図したら、ディンタニアさんを〈夢想家〉さんから引き離してください！」

　リトは叫さけんで、ディンタニアたちを指さした。

　僕から数メートル離れたところにいる、ディンタニアと〈夢想家〉。炎ほのおの悪魔に囲まれた彼女たちと、〈断罪人〉アイリが対たい峙じしている。

「〝雑音〟に与くみする〝端末〟など……無様とは貴様のことだ！　桃とう里り＝ハイムリッヒ!!」

　アイリが『傲慢』の鉄球を振ふり回す。黒い竜たつ巻まきが、炎の悪あく魔まを打ち払はらう。

〈夢想家〉はディンタニアをかばうように前に出た。

「〝端末〟は〝端末〟を殺せない。わたくしは『ティーチング』で痛覚をブロックしていますから、難なくあなたを殺せます。けれどアイリ、あなたはわたくしに手を出せない」

　無表情に宣言する〈夢想家〉。

　不敵な笑いを浮うかべる〈断罪人〉アイリは──ほのかとは全く似ていない。

　アイリの髪かみ型がたが変わってる。長かった三つ編みが、なくなってる。

「確かにそうだ。私はお前を殺さない。殺すほどの価値もない！」

〈断罪人〉アイリは高らかに宣言した。

　僕も──たぶん〈夢想家〉もディンタニアも、気づかなかった。

　倒とう木ぼくの陰かげから、小さな少女が飛び出したことに。

　狼おおかみの耳のような二房ふさの髪かみを揺ゆらして、まっすぐに〈夢想家〉とディンタニアに向かって駆かけていく。綺き麗れいな──野生の生き物のように。

　たぶん、反射的にだと思う。

〈夢想家〉桃里＝ハイムリッヒは少女の前方に、炎の悪魔を呼び出した。

　少女は止まらない。そのまま、燃えさかる炎に向かって突つっ込んでいく。

　少女の名は〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィン＝ゴルドヴァイタ。

　そして、黒くろ乃のを消した時と同じように、生命の危機に反応して。

〈超越者〉の能力『根源ルータナ回帰テイブ』が発動した。




　　　　７




「真ま白しろと黒乃はノウィンから離れてて!!」

『根源ルータナ回帰テイブ』の効果範はん囲いは半径五メートル。範囲外なのはわかってる。

　でも──もし、黒乃が消えたら。

　黒乃が復活したのは奇き跡せきだ。二度も、同じことがあるとは思えない。あんな思い、もうごめんだ。真白の中に入り込むのも、黒乃を説得して呼び戻もどすのも。

　真白と黒乃──そしてリトがいるのが、僕の世界なんだ。

　みんな、僕なんかじゃ敵かなわないくらい器うつわが大きくて、誰だれだって飲み込んでしまう。カイエだって、アイリだって、ノウィンだって味方につけてしまった。

　もしかしたら、ディンタニアだって一いつ緒しよにいられるようになるかもしれない。

　だから、やる。

　正しい〝端末〟、壊こわれた〝端末〟──僕が作った新しい〝端末〟。

　みんなが道を開いてくれたこの世界を終わらせたりしない！

「ディンタニア──こっちに来い！」

　ノウィンの『根源ルータナ回帰テイブ』は完全に発動した。範囲内にいた〈夢想家〉とディンタニアの『果実』は停止し、再起動に入る。炎の悪魔も、火を噴ふく城じよう塞さいも消えていく。

　そして──ディンタニアと〈夢想家〉の中に入り込んでいた、ティーチングの『金色の蛇へび』も──消しよう滅めつした。

「あ──あ。あああああああああああああああああああああああああっ!?」

〈夢想家〉桃里が絶ぜつ叫きようする。頭を抱かかえて転げ回る。『ティーチング』でむりやり抑おさえ込んでいた、〝端末〟殺しを防ぐための伝達物質、たぶん、それが身体中を回ってる。自じ業ごう自じ得とくのお手本みたいな少女を飛び越こえて、僕はディンタニアをつかまえる。

「ディンタニア！」

「──カケル？」

『根源ルータナ回帰テイブ』を受けたショックなのか、今、この瞬しゆん間かんのディンタニアはアグシーダの支配を受けていない。僕はディンタニアの両りよう腕うでをつかんで引っ張り起こす。

　白衣だけしか身につけていない、〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみの身体からだは、恐こわいくらい軽かった。

「ディンタニア──一緒に来い！」

「──え、え？　カケル。なに言ってるの？」

「嫌いやだって言っても連れて行く！　神様のところへ。もうこんなこと終わらせるんだ!!」

　僕はディンタニアの腕を引っ張って走り出す。

　薄うすれていく『城塞』。

　東の方角に、青い光が見えた。

　人のかたちをしているのか、竜りゆうのかたちをしているのか、よくわからなかった。わかるのは、それが戦っていることだけだった。それはとても強くて、優やさしくて、頼たのもしい光だった。

　──ありがとう。

　その光が誰のものなのか、なんとなくだけど、わかった。

　その人が、僕たちのために戦ってくれていることも。

　──ありがとう。リトのお父さん。終わらせて来ます。

「頼むリト！　みんなっ!!」

　僕の妹分〈慈じ母ぼ〉天あま巡めぐりリト。

　ほのかのコピーじゃなくなった〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット。

　野生児〈超越者〉ノウィン＝ゴルドヴァイタ。

　真白と黒乃の友達〈人形使い〉カイエ＝トキサガ。

　四人の〝端ガジエ末ツト〟たちが、僕たちの周囲に〝流転メタフ骨牌エシス〟を並べていく。

　唱和する。

『中有のルー居城ガー』の門を開くための呪じゆ文もんを。

「『根源の魔ヤタ・術師の名ケラ・においてセラソ』十八個目の牌はいに火を点ともす」

　呪文はリトが知っている。二ヶ月前、アグシーダと楓かえでさんを『中有の居城』に送り込んだ時に聞いてたはずだ。あの時、僕たちはアグシーダに利用された。

「〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟より賜たまわりし血染めの螺ら旋せん」

　今度は奴やつが作ったものを僕たちが利用する。世界の終末を止めるために。

　ディンタニアをアグシーダから引き離はなす。

〝傷ペイン〟の最後の一回──僕の選せん択たくを〝夢を見続ける神〟に見せてやる。

「『果実』の真なる根源を告げよ。大いなる三さん位み一いつ体たい。『神』〝精デイヴ霊アイン〟そして全すべての被ひ造ぞう物ぶつの名において」

　真白と黒乃が僕にしがみついてくる。

「──────やめよ。そのようなことは神の計画にはない。私から──ディンタニアを取り上げるなど────!!」

　ディンタニアが不意に、嗄かれた声で叫さけび出す。アグシーダの支配が戻ったのか？

　でも、もう遅おそい!!

「『中有の居城』への門を開く！　応こたえよ〝流転骨牌〟──!!」











幕まく間あい　白い少女の言ことの葉は　二




　恐こわくないよね、黒くろ乃の。

　うん、あたしも恐くない。

　天巡くんが言ってた、この世界の神様は、どこか高い次元の生き物なのかもしれないって。

　あたしたちの上位にいる存在。でもね。

　だったらその神様を、もっと高い次元で眺ながめてる誰だれかがいるかもしれないよね？

　あたしたちのことを見てくれてる、誰か。

　だから、あたし恐くないの。今、あたしたちを見下ろしてる『神の箱庭』が、恐くないの。

　飛べるかな、あそこまで。

　うん、迷っててもしょうがないよね。

　あ──目が覚めた？　だったらお願い。

　あなたの翼つばさを貸してください────一緒に、天巡くんのところまで。

　黒乃も準備できた？　あたしは、いつでもいいよ？

　それじゃ、行こ！
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　地面は、割れた鏡だった。

　僕たちの後ろには装そう甲こう車や戦車が食い込んだ穴があって、ここから玉座までは〝傷ペイン〟が作った足あし跡あとが続いている。真上の空──赤い海──『神の箱庭』に十八本の枝を伸のばした樹きも、精せい巧こうな装そう飾しよくがほどこされた玉座も、二ヶ月前のままだった。

　だけど、ここにはもう〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉はいない。

　玉座の前にいるのは、白衣をまとったディンタニアだけだ。

「──『中有のルー居城ガー』」

　僕たちはまたここに来た。二ヶ月前に来た時は追い詰つめられてぎりぎりの状態だったけど、今回は違ちがう。僕の右側には真ま白しろがいて、僕の手を握にぎってる。すりすり、と身体からだを寄せてくるのは恐こわいからか寒いからかわからないけど、なんだか安心する。いつもの真白だ。百パーセントの『好き』って気持ちと、百パーセントの信しん頼らいをぶつけてくる。

　黒くろ乃のは僕の左側に立って、ハートブレイカーを構えてる。黒い目でじっとディンタニアを睨にらんで、ときどき、僕の存在を確かく認にんするみたいに振ふり向く。これで最後になるはずだ。うまくいっても、いかなくても終わり。黒乃はもう戦わなくていい。ハートブレイカーを捨てられる。

　僕は右みぎ腕うでの〝傷〟に爪つめを立てた。

　ディンタニアは割れた鏡の地面に、ぺたん、と座り込んで、怯おびえた目で僕たちを見ている。

「──この娘むすめを喰くらうつもりか？　それとも殺すつもりかの、イレギュラー？」

　ディンタニアの口から嗄かれた老人の声が流れ出す。

「あるいは〈生命体〉にしたように、『果実』の『要素』を破は壊かいするつもりかの？　だが、そのような結末は私も神も望まぬよ」

「……その声、魔ま術じゆつ師しアグシーダなのか？」

「いかにも」

　泣きそうな顔のディンタニアから、自信にあふれた声が流れ出す。

「君と話をするのはこれが二度目だったかな。私の本体は今、〈英えい雄ゆう〉と交戦中のため、この娘の身体を借りている。〈英雄〉はもうじき死ぬだろう。〝傷〟の黒い鎖くさりは〝端ガジエ末ツト〟の能力では破壊できない。そして、私がここで君を殺すのもたやすいことだ」

「しゃべり過ぎだよ、魔術師」

　僕はディンタニアと視線を合わせて、問いかける。

「あんたは、『果実』が三つの要素──『衝しよう動どう』『能力』『転生』から出来ていることを知ってたんだよな？」

「その通りだよ、イレギュラー」

「〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟が目覚めないのは『果実』に中毒してるってディンタニアから聞いた。そのことも、あんたは元々知ってたんだろ？」

　僕たちはディンタニアに向かって、一歩、進み出た。

「それは私に〝夢を見続ける神〟の『分体アバター』が憑ついてから理解したこと。過去の私にとっては予測でしかなかった。だが、知っていたとも。それがなんだというのかな、イレギュラーよ」

「だったら世界を終わらせる必要なんかない！」

　真白が僕の手を握り返してくる。

　黒乃は、僕に向かって頷うなずきかける。

　僕たちはまた一歩ディンタニアに近づいていく。

「僕が〝傷〟に願ったのは『世界のシステムを変える力』だった。『果実』を喰らう力をもらったのはそのせいだと思う。戦って、喰らって、やっと『要素』の存在までたどりついた。だけど、もしも〝雑音ノイズ〟が協力してくれてたら、もっと早く『果実』を書き換かえることができたかもしれない。こんな──〝端末〟や僕たちがぼろぼろになるまで喰らい合わなくたって」

　ディンタニアの身体が、びくん、と震ふるえた。

　まるで僕の視線から逃にげるみたいに、プラチナブロンドの頭を抱かかえる。

「〝雑音〟だってみんな死んじゃったんだろ!?　もう、あんたとディンタニアしか残ってない。僕たちが最初に出会った時に──もっと話をすればよかったんだ。『果実』のこと、〝傷〟の能力のこと。全部。そうすれば──こんな、ひどいことに──ならなかった」

　駄だ目めだったのかも、しれない。

『無む限げん舞ぶ台たい』は殺し合って喰らい合うのがルールだから。でも──。

「僕は、ずっとあんたに聞きたかった。どうしてディンタニアを道具として扱あつかえるのか。どうして──そこまでして終末を導こうとしてるのか。それをしてるのが魔術師アグシーダなのか──それとも、あんたに取り憑ついたラガジュの『分体アバター』なのか──って」

「若いというのは滑こつ稽けいなものだな、イレギュラーよ」

　ゆら、とディンタニアが立ち上がった。

　取り憑いたアグシーダの意思のまま、紫むらさき色いろの目を見開き、歯をむき出して──嗤わらう。

「どこまでが神の意志で、どこまでが魔術師アグシーダの意思かなど、もうわからぬよ。私にあるのは六百年分の絶望でしかない」

　赤い視界。

　ディンタニアの中にある『果実』はバラバラに回転してる。

「君は〝夢を見続ける神〟の正体を知っているのか？　ラガジュは高位の次元に存在する意識体。ラガジュは時を計っている。目覚まし時計が鳴るのを待つ子供のように、『果実』が半分消えたら目を覚まそうと思っている。怠たい惰だな意識体とでもいったところだろうか」

「──高次元の怠惰な──意識体？」

「この世界は、神の胎たい児じが見る夢でしかないのだよ」

　数日前ディンタニアから聞いてた言葉を、アグシーダの声が繰くり返す。

　アグシーダを宿したディンタニアが立ち上がる。

「私は〝普エ通キのス人ト間ラ〟に覚かく悟ごを強しいた。この世界の真実を人々に告げ、それに立ち向かうか、神の目覚めとともに弾はじけて消える、夢の登場人物であることを受け入れて生きるか、選せん択たく肢しを提示したのだ。その結果、〝普通の人間〟はなにを選んだ？」

　ディンタニアの頰ほおが、笑うかたちに歪ゆがむ。

「なにも選んでなどいない。真実を告げた魔術師の首を斬きり、全すべてを忘れただけだ。この世界は残ざん酷こく。人知の及およばないものが、あっという間に人間の生命など刈かり取ってしまう。人々が己おのれのすぐ側そばにある死を自覚して生きることを、私は期待していたのだよ。死んだ時も、あの裏切り者の魔ま女じよの手により甦よみがえった後も。だが」

「──っ！」

　ディンタニアを通して──魔術師アグシーダの眼光が、僕の眼球を射た。

「〝普通の人間〟はなにも変わらぬ！　二ヶ月前、〝流転メタフ骨牌エシス〟を起動し、赤い空を見せつけた後も。あれが最後の機会だった。もしも〝普通の人間〟が世界の構造に気づいたなら、そこで止めるつもりだった。だが、なにも変わらなかったのだよ、イレギュラー」

「……だから終わらせるのかよ」

「神が『果実』の存在に中毒している以上、〈世界〉が生まれぬ限り『無限舞台』は終わらない。私は〝普通の人間〟や〝雑音〟が哀あわれでならぬのだよ。このまま、神が本当に目覚めるまで、ただの群衆として処理されていくだけの存在が。ならば今終わらせても悪いことはあるまい？　しょせん、なにも変わらぬのだから」

「違ちがう」

　僕は首を横に振ふった。

　僕たちはまた一歩、ディンタニアに向かって足を踏ふみ出す。

「『無限舞台』のシステムはもう壊こわれかけてる。だから、いつか〝普通の人間〟も変わっていくはずなんだ」

「どうしてそんなことが言える！　イレギュラーよ!?」

「言えるよ」

　真ま白しろがいて、黒くろ乃のがいて──地上でリトが待ってる。早く終わらせて帰らなきゃ。

　終わらせて地上に──帰りたかった──けど。

　僕の覚悟はもう、決まってるんだ。

「僕は元々〝普通の人間〟だった。ほのかは〈超ちよう越えつ者しや〉で、リトは〈慈じ母ぼ〉で、楓かえでさんは元〈断罪人〉だったけど──僕だけはなにも知らない〝普通の人間〟だったんだ」

　世界のシステムのことなんかなにも知らなかった。

　惨ざん殺さつされたほのかの遺体を抱だいて、泣いてることしかできなかった。

「五年経たって〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟から〝傷ペイン〟を植え付けられて──それでも逃げ回ってた。真白からも、黒乃からも。大事な人を作るのを怖こわがってたから。だけど、ね」

　聞こえてるのかな、ディンタニアにも。

「いつの間にか、真白と黒乃が側にいるのが、当たり前になってた。二人と一いつ緒しよにいるのが好きになってたんだ。だから──世界のシステムを知っても、逃げずに戦えるようになった。人間は変わるよ。僕がその証しよう拠こだ。『無限舞台』のことを知ってても、知らなくても、大事な人のためなら戦うことができる。ここで死んだって後こう悔かいなんかしない」

　僕はまっすぐ、正面だけを見て宣言した。

　真白と黒乃の顔を見たら、照れくさくてしゃべれなくなるかもしれないから。

「人間は変わるよ──僕が変わったように。聞こえてるんだろ？　ディンタニア。僕はこれから、世界のシステムを完全に壊す。〝夢を見続ける神〟が見下ろすこの場所で、『果実』に中毒してる神様を調教してやる。だからディンタニアにも手伝って欲しい」

「滑稽な子供だね──相手にするまでもない。ディンタニア、『嚙かみ砕くだくもの』を召しよう喚かんせよ」

　びくん、とディンタニアの肩かたが震ふるえた。

　僕たちとディンタニアの間に、顎あごだけの生き物が五体、出現する。黒乃がハートブレイカーを起動する暇ひまもなかった。『嚙み砕くもの』は鏡の地面を滑すべるようにこっちに向かってきて、そのまま──、

　左右に分かれ、僕たちの両脇を通過していった。

「なにをしているのだ！　ディンタニア!!　構わぬ！　『運命規定』を起動せよ!!」

『中有のルー居城ガー』の真上に、無数の剣けんが発生する。重力に引かれ、落ちてくる。

　でも、それは僕たちのずっと後ろ。剣たちは割れた鏡に当たり、甲かん高だかい音を立てる。

「……ごめんなさい、博士はかせ」

　ディンタニアの紫むらさき色いろの目から、涙なみだの粒つぶが落ちた。

　いつもの、ちょっと舌たらずなディンタニアの声が聞こえた。

「ごめんなさい、博士。だめなの。ディンタニアはもう、カケルとは戦えないの」

『……な、なにを言う！　使命を忘れたか、ディンタニア＝エシュオン!!』

　嗚お咽えつまじりのディンタニアの声と、嗄かれた博士の声が──二重音声で──響ひびいた。

「……小さなディンタニアが、消えちゃったの」

　ディンタニアの涙が、薄うすい白衣に染しみこんでいく。

　──消えた？　小さなディンタニアが？

『カケル──あ、カケルだぁ』

『ディンタニア、こわいの、世界の終わりがこわい』

『カケル──ねぇ──カケル？』

　ディンタニアのもうひとつの人格、無む邪じや気きな、幼いディンタニア。

　あの子が、消えた──？

「小さなディンタニアが『ティーチング』を全部引き受けてくれたの。博士がむりやりディンタニアに『ティーチング』をかけた時、小さなディンタニアが引き受けて、大きなディンタニアの心を残してくれたの──『ティーチング』にかかった後も、最後まで抵てい抗こうし続けて──解放された時に、笑って消えちゃったの────!!」

『それがどうしたというのだ』

　嗄れたアグシーダの声。

　わかってないのか、魔ま術じゆつ師し。

　ディンタニアはあんたに支配されるのはもう嫌いやだって言ってるんだ！

「だめなの。ディンタニア、希望を見ちゃったの。世界、終わらせたくないの。ディンタニア、カケルが好きなの。カケルに『果実』を食べられて、カケルのものになりたいの」

　ディンタニアは白衣の胸をつかんで、喉のどをいっぱいに反らして──泣き叫さけぶ。

「〈生命体〉がうらやましかったの。ディンタニア、あの子と同じものになりたいの。ディンタニア、未来が欲しいの。ディンタニアも〈生命体〉みたいに『繁はん殖しよく』したい。ディンタニア──カケルの子供が欲しいの──────!!」

『馬鹿な──馬鹿な──お前は私が作った人造生命──!!』

「お願いなの。ディンタニアの中から出ていって、博士。お願いなの──ごめんなさい。ディンタニアを作ってくれた人。逆らってごめんなさい。お願い──ディンタニアを自由にして。カケルの言う通りなの。世界は変えられるの。終わらせる必要なんか、ないの──」

　ディンタニアの細い指が、額のサークレットをつかんだ。表面に三つの輪が描えがかれた金色のサークレットが──生き物のように震えてる。触ふれているディンタニアの指と──身体からだが──痙けい攣れんをはじめる。

「出て行って！　博士──嫌きらい。小さなディンタニアを消して、ココリにまで『ティーチング』をかけちゃったひと、嫌い！　だから──ディンタニアの中から出ていって!!」

「真ま白しろと黒くろ乃のはここにいて！」

　僕はディンタニアに向かって走り出す。ディンタニアは必死で額のサークレットを引きはがそうとしてる。でも力が入ってない。まるで見えない腕うでに揺ゆさぶられているみたいに、身体だけが左右に揺れている。

　僕はディンタニアの手をつかんだ。白い指に自分の指を重ねて、額のサークレットをつかむ。

　その瞬しゆん間かん──。

『使命に逆らうな──ディンタニア』

『世界は終しゆう了りようしなければいけない。それが魔術師アグシーダと、ラガジュの意思』

『惑まどわされるな、姫ひめ君ぎみ。これはお前の精神を維い持じするためのプロテクト』

『魔女ケルトファリアのように〝雑音ノイズ〟の意思に逆らうことは許されない』

　ディンタニアはずっとこんなのと向き合ってたのか？

　神の『分体アバター』と六百年の妄もう執しゆうを抱かかえ込んだ魔術師と、ずっと。

　僕はディンタニアの細い身体を抱だきしめた。

「壊してもいい？　ディンタニア。アグシーダのサークレットを引きはがして──いい？　僕は今までのディンタニアを壊す。それでも──いい？」

　僕の問いに、ディンタニアは、身体を震わせながら、

　こくん──と、確かに頷うなずいた。

　僕は額とサークレットの隙すき間まにむりやり爪つめを滑り込ませた。

　電流のような──怨おん念ねんのようなものが、僕の身体にも流れ込んでくる。アグシーダの意思が込められた術具。たぶん、これがディンタニアとアグシーダを繫つないでいる。これを引きはがせば、ディンタニアはアグシーダの怨念から解放される。

　その代わり、ディンタニアはゼロからはじめなきゃいけなくなる。

〝雑音〟との繫がりをなくして、ゼロから、この世界で生きなきゃいけなくなる。

　──ごめん。

　僕は真白と黒乃を振ふり返る。

　──噓うそついて、ごめん。

『木の実』はあとひとつしかない。たぶん、真白と黒乃、リト、ディンタニアがいる未来に、僕はいない。存在はしてるかもしれないけど、場所は地上からずっと遠い『神の箱庭』だ。

　ケルトファリアのように。

　──だけど──見てるから。

『中有のルー居城ガー』の頂上にある鏡。そこに真白たちが映ることを祈いのってる。幸せを祈ってる。未来を、世界が続くことを祈り続けるから。

　ありがとう。世界の真実ほんとうを教えてくれたひと。

「ディンタニアから出て行け！　魔術師アグシーダ!!」

　ぶち、と僕はディンタニアの額から、アグシーダのサークレットを引きはがした。

「黒乃！　こいつを蒸発させてくれっ!!」

「了りよう解かい！　はあああああああと、ぶれいかあああああああっ!!」

　灼しやく熱ねつの刃やいばが、アグシーダの術具を──じゅ、と──この世界から消しよう滅めつさせる。

　僕は頭上を見上げた。

　赤い海──『神の箱庭』。

〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟は『果実』に中毒してるってディンタニアは言った。だから、『果実』が九個消えるか、九個の『果実』が合わさって〈世界〉の〝端ガジエ末ツト〟が生まれない限り、神様は目を覚ますことができない。

　ラガジュはアグシーダを使って〈世界〉の〝端末〟を作ろうとした。

　ラガジュは僕を使って、『果実』を九個消そうとした。

　ラガジュは僕を使って──〈生命体〉──真白の『果実』を消して、ゆるやかな終末を導こうとした。

　逆に言えば、『果実』が十個以上存在している限り、神様は目覚めることができない。

『転生』の『要素』がなければ、『果実』は輪りん廻ねに帰ることができない。〝精デイヴ霊アイン〟の手に『果実』は戻もどらない。

『衝しよう動どう』の『要素』がなければ、〝端末〟は使命から自由になれる。

　全てを満たす答えが、ここにある。

「よく見ろ！　〝夢を見続ける神〟！　これで僕の勝ちだ。お前が『果実』に中毒してるなら、僕はそれを利用してお前を調教する！　二度と目を覚ますことは許さない。永久にこの世界を維持し続けろ、〝夢を見続ける神〟!!」

　僕は──ディンタニアの額に掌てのひらを当てた。

　これが最後。

『木の実』は残りひとつ。

　僕は宣言する。

「〝傷ペイン〟！　喰くっていい！　ディンタニアの中にある『果実』の『要素』を喰らえ!!」
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『食ベテイイ？』

　ごめん、〝傷〟。お前はずっと僕の言うことを聞いてくれてたけど、僕はいいマスターじゃなかったかもしれない。串くし刺ざしにしちゃったり、手足をバラバラにしちゃったり──自分の手でお前を焼いちゃったり。

『食ベテイイ？　「果実」』

　もう二回だけ、僕の言うことを聞いてくれ。あとは好きにしていいから。

　どくん。

〝傷〟掌しよう握あくする感覚。これを絶対に忘れない。

　僕が取り込まれた後も、僕がマスターだって〝傷〟が錯さつ覚かくするくらいに。

〝傷〟の視界を通して見てる、ディンタニアの中。

　七つの『果実』がバラバラに回転してる。真ま白しろの時とは違ちがう。『能力』の位置を教えてくれる黒くろ乃のはいない。

　ディンタニアは『衝動』なしで能力を使っていた。アグシーダから調整を受けてるって言ってた。なにかの術で、ディンタニアは『能力』だけを強化されてるのか？

　目の前に赤い渦うずが回ってる。七つ。

　目を凝こらす。『要素』が見えてくる。なぜか背中に冷たい手の平が当たるのを感じる。ディンタニアが──僕を抱だきしめてる？　協力して、くれてる？

　三つの『要素』がディンタニアの中で回ってる。真白の時とは違う、スムーズな回転。

「『完全なる恋こい人びと』──なの」

　ディンタニアの声が聞こえた。〈恋人〉の果実の『要素』の一つが少しだけ大きくなる。

　──これが『能力』？

　迷ってる時間なんかない。ディンタニアが頷うなずく気配がしたから、僕は他ほかの二つの『要素』──『衝動』と『転生』を破は壊かいする。

「『嚙かみ砕くだくもの』──なの」

　次は〈侵しん略りやく者しや〉を。

　──ばきん

　僕の背中が悲鳴をあげてる。なにか硬かたいものが、身体からだを締しめ付けてる。

〝傷〟のアザから冷えた鉄の塊かたまりが生まれて、僕をがんじがらめにしはじめてる──。

　それが、ディンタニアの中にまで入り込もうとしてる。

　──まだだ、〝傷〟！　まだ『木の実』は使い切ってない！　邪じや魔まするな！　また刺さされたいのか!?　今度は脇わき腹ばらじゃすまない。黒くろ焦こげにして首を串刺しにしてやるっ!!

『キュイイイイイイインッ!!』

　蹴け飛とばされた犬みたいな〝傷〟の悲鳴。鉄の塊が、ディンタニアから離はなれていく感かん触しよく。

　──ごめん〝傷〟。もう少し付き合って──。

「続けるよ、ディンタニア」

「『運命規定』──なの」

　ディンタニアの声と、頷く気配。

　僕は〈角笛を吹ふく精霊〉の『衝動』と『転生』を破壊する。

〈調停者〉を、〈困こん窮きゆう者しや〉を、〈教師〉を、ディンタニアが喰らったばかりの〈放ほう浪ろう者しや〉を。

　──痛い。

『「果実」──美オ味イシカッタ──ノ』

　ばきん　ばきん　ばきん

　僕の全身が悲鳴をあげてる。

　恐こわい──恐い──けど。これでおしまいだから。

　僕はディンタニアの身体を突つき飛ばした。
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　鏡になった地面に座り込んだ僕を、〝傷〟が見下ろしてた。

　青白い肌はだと、真っ赤な目。炎ほのおのような髪かみが、頭の上で揺ゆれてる。

「ごくろうさま、〝傷〟」

『キュイイイイイイイイイ』

　表情のない〝傷〟の顔が、なぜか喜びに打ち震ふるえてるように見えた。

「──天あま巡めぐりくん──」

　振ふり返ると、真白と黒乃が、呆ぼう然ぜんとした顔で、僕を見ていた。

　ばきん　ばきん　ばきん

　──あ、離れないと。

　──真白と、黒乃──ディンタニアからも、離れないと。

　ばきん　ばきん　ばきん

　僕はばきばき鳴る身体で立ち上がった。

「なによ──それ。天巡。なんなのよそれは！　どうなってるのよあんたはっ！」

「ごめん、二人とも」

〝傷〟が僕の背中にしなだれかかってくる。

　僕の右みぎ腕うでにはもう、『木の実』がない。代わりに黒い鎖くさりが〝傷〟のアザがあったあたりから伸のびて、僕の右半身を縛しばり上げてる。

　ばきばき、と、骨が折れそうなくらい。

「ごめん、噓うそついてた。〝傷ペイン〟を使い切るとこうなるんだ」

「──冗じよう談だん、ですよね──天巡くん？」

「ごめん。真ま白しろ。こうしなきゃいけなかったんだ」

『衝しよう動どう』だけじゃない。ディンタニアの『果実』に『転生』の要素を残しておいたら、ディンタニアの死後、『果実』は〝精デイヴ霊アイン〟たちの元に帰ってしまう。そうしたらいつか新しい〝端ガジエ末ツト〟が生まれてきて、同じことの繰くり返しになる。

『転生』が消えて──真白が言った通り、『果実』が遺伝するようになれば、真白にも、ディンタニアにも〝精霊〟は手が出せなくなる。

　二人を殺したら、八つの『果実』が消しよう滅めつして、『無む限げん舞ぶ台たい』が終わることになるから。

　最後まで〝傷〟の真実は言えなかった。真白にも、黒くろ乃のにも、リトにも。

　だって──言ったら、みんな縛り付けてでも僕を止めてたはずだから。

「こうしなきゃ、いけなかったんだ」

「……や、やだ。いや……や、……やだああああああああああああああっ!!」

　泣かないで。お願いだから、真白。

「う、噓つき。天巡くんの噓つきいっ！　大だい丈じよう夫ぶだって言ったじゃない！　『木の実』がなくなっても──能力が使えなくなるだけだって──言ったじゃないっ！　噓つきいいっ!!」

「ごめん、真白。本当に──ごめん」

「あ、あたし、ほんとは、世界のシステムなんか──どうでもよかった──のに。大好きな人と、一いつ緒しよにいられたら──それでよかったのに──やだ──天巡くん、いなくなっちゃったら──やだ──待って、なんでもするから──待って──お願い！」

「近づいたら駄だ目めだっ！」

　ふらふらと、こっちに歩いて来ようとする真白を、僕は怒ど鳴なりつけた。

「この鎖は僕だけを連れて行くはずだけど、わからない。もし、他ほかの誰だれかが巻き込まれたらどうなるのか──だから、来ないで」

「……いいです」

　真白は歯をくいしばって、涙なみだでぐしゃぐしゃの顔を上げた。

「天巡くんのいない『無限舞台』に未練なんかないです。どこだってついていきます！　天巡くん、あんまりあたしをなめたらだめですっ!!　あ、あたしは──世界中の誰より、天巡くんのことが大好きなんです！　行く先が天国だって地じ獄ごくだって同じです！　天巡くんのいない世界なんかに価値なんかないんですからっ!!」

「黒乃──〈生命体〉の危機だ──真白を──止めろ！」

　がしっ

　僕の言葉に応じて、黒乃が真白を背後から──はがいじめにした。

「天巡！　あんた────ひどい」

　わかってる。ひどいことしてるのは、自分でも。

　黒乃は真白の双ふた子ごの妹だって自分で言ったくせに。僕は黒乃の使命を利用してる。

　黒乃は真白の生命を最優先で守るようにできてる。この黒い鎖に巻き込まれたら、真白は確実に生命の危機におちいる。

　だから黒乃は最優先で真白を止めなきゃいけない。

「ひどい──ひどいよ──天巡。なんで私にこんなことさせるの──？」

　黒乃の目から、涙が、ぽろぽろ、流れ出てくる。

　ハートブレイカーを投げ捨てて、真白をしっかりと抱だきしめながら。

　ばきん──ばきん──ばきん

　黒い鎖が僕の足先から、膝ひざ、腰こし──両りよう腕うでまでをしばりあげていく。鎖の先は〝傷〟が握にぎってる。今まで僕が〝傷〟を支配してきたように、今度はたづなを〝傷〟が握る──ってことなのか。赤い目が僕を見てる。でも──まだ、目が怯おびえてる。

　上下関係が入れ替かわったばかりだから、とまどってるみたいだ。

　じゃらん

　僕をがんじがらめにした鎖の束から、数本の鎖が頭上に向かって伸びた。

　顔を上げると──ケルトファリアの柱が見えた。その隣となりに、もうひとつの白い柱がある。

　頭上に伸びた鎖くさりの先せん端たんは、そこに巻き付いていた。

「放して黒乃！　今すぐあたしを放して！　お願いだからあああああっ!!」

「──動かないの」

　黒乃は真白の肩かたに顔をうずめたまま、震ふるえていた。

「身体からだ、動かないの。真白を守るのが私の使命だから──天あま巡めぐり、遠くにいっちゃうのにっ!!」

「黒乃──」

「……諦あきらめないんだから」

　黒乃はきっ、と顔を上げた。

「私と真白を作り替えちゃって、自分だけ消えるなんて許さない。神様のルールだろうとなんだろうと、絶対に乗り越こえてみせる。そうよね、真白」

「──うん」

　真白は濡ぬれた顔をぬぐって、きっぱりと頷うなずいた。

「──これで勝ったと思わないでください！　天巡くん！　それに〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟!!」

　じゃら

　鎖が巻き上がっていく。

　僕の身体が──『神の箱庭』に──拘こう引いんされていく。

　真白と、黒乃と──倒たおれたままのディンタニアが──遠ざかっていく。

　全身の骨が凍こおり付いたみたいだった。頭の中が真っ暗になった。触ふれられない。話せない。

　僕はもう絶対に真白たちには会えない。

　なのに──真ま白しろは──叫さけび続けてる。

「たかが神様の分際で、あたしたちに勝ったなんて思わないでっ!!　絶対に追いついてみせるんだから！　あたしの寿じゆ命みようは長いんだから、死ぬまでに絶対、天巡くんを助け出してみせるんだから─────────っ!!」

　赤い海が間近に迫せまって──飲み込まれて。

　そして僕は、魔ま女じよケルトファリアの隣に磔はりつけられた。
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「──〝傷ペイン〟」

　最後の仕事だった。

　チャンスは、今しかなかった。

「〝傷〟──喰くっていい。喰らえ」

『キュイ？』

　黒い鎖を柱に縛しばり付けていた〝傷〟が、不思議そうに首を傾かしげる。

『神の箱庭』、ケルトファリアの柱の、目の前。

　ケルトファリアが僕を哀かなしそうな目で見てる。

　青い肌はだの少女、〝傷〟が、赤い目で僕を見ている。

　これから僕の上位者になるはずの〝傷〟──だけど。

　僕は一度、〝傷〟を調教している。その恐きよう怖ふがまだ、〝傷〟には残ってる──わかる。

　そうじゃなかったらディンタニアを目の前に、僕が理性を保ったまま、『要素』だけを綺き麗れいに抜ぬき出すことなんかできない。

「聞こえないのか、〝傷〟、僕は喰らえと言ってるんだっ！」

『──キュイ？』

　びくん、と〝傷〟の身体が震えた。

　意思を持って動いているものには魂たましいがある。『補正プログラム』の黒くろ乃のはもちろん、『自動オート人形マタ』のモニカにも。

　だったら〝傷〟は？

　カイエの島で、僕は〝傷〟に恐怖を教えた。感情のない〝傷〟に生まれた、唯ゆい一いつの感情。

　だから、できると思った。

　この『神の箱庭』で。

　柱にしばりつけられた、魔女ケルトファリアの前で。

　僕が柱に永久に磔にされる直前。今なら。

「あと一回しか言わない。〝傷〟、お前は僕の使い魔まだ。僕の言うことを聞け！」

『──ナニ、ヲ？』

　びくん　びくん

〝傷〟が怯おびえた目で、僕を見た。

　喰らうもの。そんなものは、ひとつしかない。

「あれがお前と同じ物質なら喰らえるはずだ。〝傷〟！　魔女ケルトファリアを拘こう束そくする黒い鎖を喰らえ！」

〝傷〟はケルトファリアの柱に、びくん、と手を伸のばしかけて、引っ込めた。

　黒い鎖をつかんだまま、うかがうように僕の顔をのぞきこむ。

「いつまでそうしてるつもりだっ!!　また焼かれたいのか!?　僕の言うことを聞け!!　イレギュラー天巡翔かけるの使い魔！　〝傷〟!!」

『キュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ──ッ!!』

　それは、反射的なものだったと思う。

〝傷〟が背後の柱を蹴けって飛び上がり、

　青白い腕うでを、振ふるって、

　魔女ケルトファリアを縛り上げた黒い鎖に──叩たたきつけた。




　ぱ──き──ん




「……イレギュラーの、少年」

　ケルトファリアを拘束していた黒い鎖くさりが砕くだけ散る──バラバラになって──消える。

　解放されたケルトファリアが、柱から出てくる。

　魔ま術じゆつ師しアグシーダの復活の条件は、ケルトファリアが『神の箱庭』に拘束され続けること。

　儀ぎ式しきの条件が満たされなくなれば──魔術師アグシーダは──消える。

　──終わった。

　──これで真白と黒乃──リト──を、ディンタニアを傷つける奴やつは、いなくなる……。

「僕の勝ちだ。〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟」

　地上ではやられっぱなしだった。僕の〝傷〟には物理的な攻こう撃げき力も防ぼう御ぎよ力もなかったから。

〝傷〟に壊こわせるものがあるとしたら、それは同じ〝傷〟でできたものだけだ。

　最後の賭かけだった。だから──〝傷〟を使い切ってここに来るしかなかったんだ。

　魔術師アグシーダを、真白や黒乃、リトがいる地上に残しておくわけには、いかなかった。

「……終わっちゃった……のは……僕か」

　身体からだから力が抜けていく──そして全身を恐怖が貫つらぬいた。ずっと必死で戦ってきたから、感覚が麻ま痺ひしてたんだ。これから自分がずっとここにいなきゃいけないってこと、忘れてた。

　真ま白しろにも、黒乃にも、リトにも、ディンタニアにも、もう会えない。

「…………………………会えないんだ…………」

　神様に、勝ったのに。

　甘すぎた、かな。〝流転メタフ骨牌エシス〟で『中有のルー居城ガー』に入り込んで、真白とディンタニアの『果実』を同時に書き換かえて、そのまま『完全なる恋こい人びと』で『神の箱庭』に飛び込んでケルトファリアを解放──なんて、甘すぎること──ちょっとだけ、期待してたけど。

「でも、僕はずっと………………ここで一人ぼっち…………なんだ」

　間ま違ちがってない。後こう悔かいなんかしてない。ずっと、壊したかった。

　ほのかを殺した世界のシステムを。

　真白や黒乃を傷つける『無む限げん舞ぶ台たい』のルールを。

「勝ったのに────もう、なにも残ってない。なにも────できない──んだ」

「いいえ、まだです」

　僕の目の前に半はん透とう明めいの──魂だけのケルトファリアの姿が浮うかび上がる。

　白いローブをまとった彼女は、ゆっくりと首を振った。

「……イレギュラーの少年、あなたは、私とは違ちがいます。私は〝傷ペイン〟に魂だけ拘束された──亡ぼう霊れいのようなもの。戻もどるところはありません。でも、あなたはそうじゃない。まだ、身体を持っている」

「……無理だよ」

　ばきん　ばきん　ばきん

　ケルトファリアが捕つかまっていた柱。千切れた黒い鎖が、落ちていく。上へ。

〝夢を見続ける神〟がいるところへ。

　僕の背後にも白い柱。〝傷〟がいつの間にかそこにしがみついてて、黒い鎖を引っ張ってる。

『キュイ──キュイ』

　嬉うれしそうだった。なんとなくだけど、わかる。

　そっか。〝傷〟も、僕のことが好きなのか。ひどいマスターだったのに。

　これからずっと一いつ緒しよなのを喜んでる。そんな気がする。

「無理だよ。ケルトファリア。僕は〝傷〟を使い果たしちゃった。だから」

「ずっと、見てきました」

　魔ま女じよケルトファリアは、祈いのるように手を組み合わせた。

「あなたと、あなたを囲む少女たちと、私の娘むすめを。あなたを愛する少女たちが、このくらいで諦あきらめると思いますか？　あなたを救うのなど簡単なこと。〝傷〟を切り離はなせばいいだけ」

「──だけ──って、そんな──あっさり」

　あれ？

　ケルトファリアが微かすかに笑ってる。数百年間ここに囚とらわれていた魔女にはふさわしくない、母親のようなほほえみ。それに──。

「あなたは、あなたを愛する少女たちを甘く見ています」

　なにか聞こえる。声？　柱に縛しばり付けられた僕の足あし下もと。『中有の居城』の方から。

　三人分の声──あれは。




「あ──────ま────めぐり────く──────ん！」

「────天────この──────おばか──────っ！」

「カケ────────────ル────────ケ────────ル────!!」




　白い翼つばさが見えた。

　顔のない天使。〈恋人〉の能力──『完全なる恋人』。

　その背中にしがみついた真白とディンタニア。立ち乗りで僕を睨にらみ付けてる黒くろ乃の。

　三人が──『神の箱庭』に飛び込んできた!?

「ば、ばか。なにやって──!?」

「天あま巡めぐりくんのばかっ！」

『完全なる恋人』が翼をはばたかせて、僕の頭上で急停止する。背中にしがみついた真白が問答無用で僕を怒ど鳴なりつけた。真っ赤な顔。涙なみだで──頰ほおに張り付いた栗くり色いろの髪かみ。真白はくしゃ、と顔をゆがめて。

「う────わあああああああああああああああああああああああああん！」

　子供みたいに全力で泣き出した。

「借りひとつよ。〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみ！　地上に戻ったら返すから。対価は天巡を一日、煮るなり焼くなり好きにできる権利で！　その日だけは、私も真白も邪じや魔ましないから！」

「わかったの。『補正プログラム』！」

「……地上に帰ったらどうするか見てなさいよ、天巡ぃっ!!」

　こんなに怒おこった黒乃を見るのは初めてだった。今にも僕にハートブレイカーをぶつけそうな顔してる。歯をくいしばって、ふるふると震ふるえて──真白と同じように泣くのを──必死で我が慢まんしてるみたいだった。

「カケル。教えて。どうすればいいの？　どうしたらカケルを助けられるの？」

　ディンタニアが『完全なる恋人』の背中から、不安に揺れる紫色の瞳で僕に問いかける。

　──うわ。

　甘かった。考えてみれば、わかるはずだった。

　真白も黒乃も、ディンタニアのことも、僕は全然甘く見てた。僕が『神の箱庭』に連れて行かれたくらいで、みんなが諦めるわけがなかったんだ。
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　こんな状じよう況きようなのに──なんだろう。どきどきする。

　真ま白しろ、黒乃──それにディンタニア。こんなところまで追いかけてきた三人の女の子。

　神様のルールも。世界の法則も全部ぶちやぶって。

　──敵かなわない。

　僕は誰だれにも敵わないような気がする。でも──なんだろう。

　なんで僕はこんなに笑ってるんだろう？

「はじめまして、私の娘、ディンタニア＝エシュオン」

「「「──え？」」」

　真白と黒乃、ディンタニアが、一いつ斉せいに背後を振ふり返る。

　半ば消えかけた魂たましいだけの存在、魔女ケルトファリアに。

「だ、だれなの、あなた。ディンタニアにそっくりなの……」

「話は後です。イレギュラーの少年を救います。ディンタニア、『虚無へワンの帰還ネス』を起動しなさい」

「え？　でも、あれには博士はかせの調整が必要なの。ディンタニアだけじゃ無理かもしれないの。それに、ディンタニアの『果実』はカケルが書き換かえちゃったから、世界を終わらせる力はないの。できるのは分解する能力だけ──」

「迷っている時間はありません！　時がたつほど、イレギュラーの身体からだも魂も〝傷ペイン〟に取り込まれていく。完全に取り込まれたら『虚無へワンの帰還ネス』でも助けられない──早く!!」

　魔ま女じよケルトファリアと、姫君ディンタニア。

　魔術師アグシーダに作られ、魔術師アグシーダを裏切った二人の女性が見つめ合う。

「あなたは……ディンタニアのお母さん、なの？」

「ずっと見てきましたよ、ディンタニア。あなたは強い女の子です。魔術師アグシーダの支配を打ち破り、イレギュラーへの想おもいを貫つらぬいたのですから」

　魂だけの魔女は、愛いとおしいものにそうするように、ディンタニアにささやきかける。

「あなたならできるはずです。イレギュラーを救ってあげなさい」

「──わかったの！　離はなれて、〈生命体〉！　『補正プログラム』！」

　ディンタニアの声に、真白と黒乃が頷うなずく。

　二人は『完全なる恋こい人びと』から離れ、ケルトファリアが拘こう束そくされていた柱に向かって、跳とんだ。

「いっけええええええっ！」

「──きゅむ！」

　黒乃が柱にハートブレイカーを突つき立てる。それを支えにぶら下がり。その両足に、真白がしがみつく。

　どうするつもりなんだ、三人とも。

「今すぐそこから出してあげるの、カケル。ディンタニア、ずっと誰かを傷つけてきたの。傷つけて、傷つけられて──それだけだった。カケルはディンタニアに選せん択たく肢しをくれたの！　じたばたして、わたわたしてもみんなを守ろうとしたカケルが好きなの！　だから、カケルを救いたい。救わせて──お願いなのっ!!」

　僕の目の前で一いつ瞬しゆん停止した『完全なる恋人』が、柱の上へ回り込む。ディンタニアの姿は、ここからじゃ見えない。首が動かせない。真白と黒乃、それにケルトファリアだけが、僕の真上に視線を向けている。

「〈世界〉になれなかった人工の〝端ガジエ末ツト〟からのお願いなの。神様！　カケルを返して──。

　────『虚無へワンの帰還ネス』！」

　次の瞬しゆん間かん。

　僕の視界を赤い螺ら旋せんが覆おおい尽つくした。




　自分の身体が膨ふくらんでいく。実体をなくして、ぼやけていく。

　真白がまだ泣きじゃくってる。黒乃は命がかかってるみたいな目で、こっちを見てる。

　身体が──軽い。

　死んだ──違ちがう？　黒い鎖くさりが、僕から離れていく。〝傷〟は？

　僕は振り返った。

　赤い螺旋が、柱を包みこんでいる。僕の身体はぼやけて──粒りゆう子しのようにあいまいになってる。どこまでが自分の身体なのか、わからないくらい。黒い鎖が僕の身体をすりぬけて、背後の白い柱に絡からみついてる。

『キュイ？』

　柱の上で〝傷〟が不思議そうな顔で首を傾かしげている──僕を、見失ってる？

「『虚無へワンの帰還ネス』は──地上のものと天上のものをより分ける能力」

　柱のさらに上。

『神の箱庭』の赤い海に浮うかんでいる──なにも着てないディンタニアが呟つぶやく声。

「そういうことなの？　カケルは〝普エ通キのス人ト間ラ〟──地上のもの。〝傷〟は『神の細さい胞ぼう』──天上のもの。そういうことなの？　カケルと〝傷〟は──〝端末〟と『果実』と同じように、より分けることができるの？」

〝傷〟に〝端末〟の能力は通じない。

　でも、僕には通じる。だから、僕と〝傷〟を『虚無へワンの帰還ネス』で分ぶん離りすることができる。

　信じられない──こんなことが起こるなんて──!?

「……ここにいらっしゃい、〝傷〟」

　魂だけのケルトファリアが、僕の〝傷〟に手を伸のばした。

「あなたのマスターは地上でまだすることがあるの。私と一いつ緒しよに、〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟の元へ帰りましょう？」

『キュイ？』

〝傷〟は炎ほのおのような髪かみを揺ゆらして、僕を捜さがすみたいに首を左右に振ふってる。

　ケルトファリアは〝傷〟に向かって、誘いざなうような、穏おだやかな笑えみを浮かべる。

「ええ、あなたのマスターは使命を果たした。ラガジュに命じられた通り、〈生命体〉を〝端末〟の使命から解放したのです。正常な『果実』は地上に半分も残っていない。過半数をイレギュラーは壊こわしてしまった。役者はまだ残っているけれど、もう充分。あなたは、きちんと役目を果たしました」

『キュイ、イ、イイ？』

「あなたは私と一緒に消えることができる。ずっとあなたを通して、私はイレギュラーを見てきたのですから。私のことがわかるでしょう──〝傷〟。〝夢を見続ける神〟の中に溶とけて、無へと帰りましょう？」

『──オ腹──スイタ──ノ』

「大だい丈じよう夫ぶ。元々『果実』は〝夢を見続ける神〟から生まれたものだから、神様の元へ帰ればお腹なかいっぱい食べられるわ。だから、ね？」

『キュ────？』

　ぴょん、と〝傷〟が柱を蹴けった。

　魂たましいだけのケルトファリアが、青白い〝傷ペイン〟を抱だきしめたような、気がした。

　黒い鎖がまた、彼女の身体からだに絡みついていく。でも、柱に縛しばり付けられていくわけじゃない。

　ケルトファリアと──〝傷〟はゆっくりと──上へ。

〝夢を見続ける神〟のところへ──落ちていく。

「お行きなさい。ディンタニア、イレギュラー。〈生命体〉、『補正プログラム』」

「──『虚無へワンの帰還ネス』を解除！　来なさいなの！　『完全なる恋こい人びと』!!」

　赤い螺旋が消えて、僕の身体が元に戻もどる。黒乃がハートブレイカーから手を離す。

　黒乃が一瞬だけ背後の白い柱を見た。柱の上の方、柄つかのあたりまで食い込んだ〈生命体〉の魔ま剣けんハートブレイカーに視線を向けて「ばいばい」と呟くのが見えた。

「天あま巡めぐりくん！」「天巡っ!!」

　そして真ま白しろを抱だいた黒乃は柱を、蹴った。

　いっぱいに手を伸ばして、まっすぐ僕に向かって跳とんでくる。

『神の箱庭』。赤い海の中。

　もう、恐こわくない。

　大事な人を作ることが、誰だれかを好きになるのがずっと恐かったけど、もう、恐くない。

　僕は真白と黒乃には絶対に敵かなわない。たぶん、これからも、僕が生きてる限り──『無む限げん舞ぶ台たい』が続く限り、二人に振り回されたり、やきもきしたりどきどきしたりしていくんだと思う。

　だけど、もう恐くない。それが僕の当たり前の世界で、僕が──欲しいものだから。

「真白──黒くろ乃の──っ!!」

　僕は二人に向かって両りよう腕うでを伸ばした。右手の指が、真白の指に触ふれる。かり、と指先をひっかく。引き寄せる──摑つかむ──握にぎりしめる。左手は当たり前みたいに、しっかりと黒乃の手首を摑む。

　その瞬しゆん間かん、──僕の全身から血が噴ふき出した。

「──が、ああああああああああああああああああああああっ!!」

　なんだこれ。なんだ──意識が途と切ぎれそうなほどの激痛。〝傷〟を抜ぬき出したから──？　たしかケルトファリアは、僕の身体が段々〝傷〟に置き換かわっていくって言ってた。むりやり『虚無へワンの帰還ネス』で〝傷〟に侵しん食しよくされた細胞を抜き取ったから──こんな──。

「──ああああああああっ!!」

　視界が真っ赤に染まる。激痛が身体を──駆かけ巡めぐっていく。

「大丈夫です。あたしたちがいます。天巡くん」

　でも、それはほんの数秒のことだった。

　真白と繫つないだ手から、温かいものが流れ込んでくる。

「……ほんっとに世話がやけるんだから、天巡は」

　黒乃と繫いだ手からも──なんとなくだけど。

　痛みがあっという間に消えていく。真白が完全に掌しよう握あくした〈生命体〉の能力。『恋人の怪け我がを治す力』だ。〝傷〟を抜き取られてぼろぼろの身体が、優やさしいもので満たされていく。まるで──真白の手が僕の身体を撫なでてるみたいに。

　目が、開く。視界に、泣きそうな顔の真白が入って──そして。

「──あ、あ、あ、あああああああ、天巡くんのばかっ!!」

　怒おこられた!?

「あ、あたし絶対に忘れません。天巡くんが噓うそついたこと。世界の終わりまで覚えてます。死んじゃうかと思ったんだから──天巡くんが黒い鎖くさりに捕つかまって──赤い海に引っ張られたの見た時、心臓が止まって壊れて破れて死んじゃうかと思ったんだからあああああっ!!」

　真白は僕の右手を摑んだまま泣きじゃくる。

　治してもらったばっかりの身体の胸のあたりで心臓が鳴った。

　えっと、怒られても当たり前なんだけど。あの時はしょうがなかったというか、他ほかに方法もなかったし。〝傷〟を使わなきゃディンタニアの『果実』を書き換えることができなかったから──その。

「く、黒乃。あの」

「私にフォローなんか頼たのまないの、ばかっ！」

　僕たちは落ちていく。

　風に黒くろ髪かみをたなびかせて、黒乃は必死に首を振ふってる。

「地上に帰ったらおしおきなんだから。私たち泣かせて、ただで済むと思わないでよ天巡！」

「私──たち？」

　ぼっ

　黒乃の顔が真っ赤になった。

「べ、べつに私はその、あの、真白が泣いてるからつられただけ！　そ、そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　このままじゃ『中有のルー居城ガー』にぶつかってみんなぺちゃんこになっちゃうのっ！　なんとかしなさい！」

「あ、あたし、天巡くんと一いつ緒しよならぺちゃんこでも構いません！」

「いや、そういう問題じゃないから！」

　大だい丈じよう夫ぶ。視界の端はしにちゃんと映ってる。

　鷹たかのようにまっすぐ、こっちに向かってくる白い翼つばさ。

　プラチナブロンドをなびかせて、『完全なる恋人』にまたがって飛んでくる、白金色の少女。

「ディンタニア！　こっちだ！　早く！」

「了りよう解かいなのっ！　回収っ!!」

　ふわ、と。

　巨きよ大だいな白い翼が僕と真白、黒乃を受け止めた。




「カケルカケルカケルカケルカケルうううううううっ！」

「わ、わ、ディンタニア、ちょっと!?」

　ぎゅ、と僕を抱だきしめてくるディンタニア。

「ありがとなの、カケル。ディンタニアを助けてくれて。ディンタニアを信じてくれて。ディンタニア、大好き。カケルが大好きなの。世界中の誰だれよりディンタニアはカケルが大好き！」

「わ、わかったから、ちょっとだけ待って、ディンタニア！」

　白衣一枚で抱だきついてくるのは、ちょっと、まずい。

　今まで気づかなかったけどディンタニアの白衣ってすごく薄うすいんだ。肌はだが白いから気づかなかったけど、近くだとほとんど透すけて見える。というか、着てる意味ないだろ、これ。

　地上に戻もどったらちゃんと服を着る癖くせつけないと。リトに教育係お願いしよう、うん。

「……ここに来るのは最後だから、しなきゃいけないことがあるんだ」

　きょとんとしてるディンタニアを座らせて、僕は『完全なる恋こい人びと』の翼の上で立ち上がった。

　赤い海の中、顔を上げると遠くに不定形の生き物がただよってるのが見える。

「──聞こえるか、〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟」

　ケルトファリアと〝傷ペイン〟の姿は、もう見えない。

　ラガジュの中に、もう溶とけ込んでしまったのかもしれない。

「全知全能なら聞こえてるだろ、この世界の造物主〝夢を見続ける神〟。僕はお前に言いたいことがあるんだ。僕たちは地上に帰る。この場所に来ることはもうない。だから、聞け」

　微かすかに、『神の箱庭』の奥で不定形の生き物が反応した。

「聞け、『果実』に中毒している神様。〝端ガジエ末ツト〟と〝雑音ノイズ〟、〝普エ通キのス人ト間ラ〟が喰くらい合う『無む限げん舞ぶ台たい』はおしまいだ。管理者はもういない。転生もしない。〈生命体〉──〈教師〉〈恋人〉〈侵しん略りやく者しや〉〈放ほう浪ろう者しや〉〈調停者〉〈困こん窮きゆう者しや〉〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉──八つの『果実』から『衝しよう動どう』と『転生』は消えた。全部、僕たちのものになった」

　不意に、ずん、と世界が揺ゆれた。

　構わない。僕は続ける。

「魔ま女じよケルトファリアは解放した。魔術師アグシーダは消えたはずだ。ディンタニアの中にあるのは不完全な『果実』だから、〈世界〉の〝端末〟はもう生まれない。僕の〝傷〟もお前の中に還かえった。だから『果実』がこれ以上消えることはない。

　そして──『転生』を失った『果実』は真ま白しろとディンタニアの子孫に遺伝する。二人の子供は『衝動』を持たない、ただの能力者だ。だけどお前はこれからも『果実』に注目しつづける。お前が『果実』に中毒している以上！　お前は真白とディンタニアの子孫が生きている限り、絶対に目を覚ますことができない!!」

　ラガジュの表面に無数の泡あわが生まれる。感かん極きわまったように割れて、弾はじけて、本体へと落ちていく。世界が揺れてる。赤い海が、波立ってる。『完全なる恋人』が必死で翼を動かしてる。

　でも、まだだ。

〝夢を見続ける神〟に決定的な敗北感を植え付けてやる！

「お前の負けだ!!　〝夢を見続ける神〟!!」

『神の箱庭』を睨にらんで、僕は宣言する。

「お前は自分が造った生物を舐なめすぎた！　真白たち〝端末〟も、ディンタニアたち〝雑音〟も、〝傷〟を植え付けた僕やケルトファリアも自由にできると勘かん違ちがいしてた！　僕たちはお前に作られたかもしれない。でも、生きている者はみんな自分の意思で動いてる。お前にも、〝精デイヴ霊アイン〟たちにも、限られた時間を生きる者の気持ちなんかわかりはしない!!　お前には僕たちのことが読めない。だから──だから、お前は絶対に僕たちには敵かなわないんだっ!!」

　ゴ────────ォ。

　吠ほえてる？　叫さけんでる──泣いてる？

〝夢を見続ける神〟の声──振しん動どうが、僕たちのまわりを満たしていく。

　脅きよう迫はくしている？　いつでも自分は目覚めることができると？

　新たな〝傷〟で『果実』を消して──？

「目覚めてどこへ行く気なんだよ、〝夢を見続ける神〟。お前が存在する、ここよりずっと高い次元に生まれるつもりなのか？　やれるもんならやってみろ！」

　恐こわい。恐い──けど。

　これでおしまいだ。〝傷〟にそうしたように、ラガジュに恐きよう怖ふを植え付ける。

　僕は──自分たちの造物主を調教する！

「お前は自分が造り出した生き物さえ自由にできなかったんだ。そのお前が、自分と同じ次元の生き物と対等な立場で生きられると思うのか？　何度でも言う。お前は僕たちにだって負けたんだ！　同じ次元や高次元の生き物なんか相手にできるもんか!!」

　だから、僕たちは『中有のルー居城ガー』に来る必要があった。

〝普通の人間〟がここまでできるってことを、神様の意識に焼き付ける必要があったんだ。

　通じてるのかどうかなんてわからない。僕がただ勝手に叫んでるだけかもしれない、けど。

「『果実』に中毒しているお前は、もう目を覚ますことができない。永久に僕たちの夢を見ていろ。〝夢を見続ける神〟。忘れるな！

　お前は元々ただの〝普通の人間〟だった僕にさえ負けたんだ!!」

　──うぁ。

　限界だった。両足が震ふるえて、これ以上立っていられない。

　僕は『完全なる恋人』の翼つばさに、ぺたん、と座り込んだ。

　世界が震えてる。神様が動どう揺ようしているのが、わかる。

「……帰ろう、地上へ」

　神様がなにを考えてるかなんて、僕にはわからない。できることは全部やった。

　だから、いいんだ。

　もうこれ以上できることはない。十分だと、思う。

　──ばいばい、〝傷ペイン〟。

　溜ため息いきをついて、僕はまわりを見回した。

　真ま白しろはなんだかすごい勢いで翼の上を這はい寄ってきて、僕の膝ひざの上に横になった。

「……ずるいの」

　って、どうしてディンタニアも真ま似ねするんだろう？

　黒くろ乃のは頰ほおを膨ふくらませたまま『完全なる恋こい人びと』の肩かたの辺りでじっとこっち睨んでるし。

「じゃあ、『中有の居城』に降りるの。『運命規定』で帰るから」

　僕の膝に頭を載のせたまま手を伸のばしてくるディンタニアに、僕は頷うなずいた。

『完全なる恋人』がゆっくりと降りていく。『神の箱庭』を抜ぬけて『中有の居城』へ。

　世界はまだ震えてる。僕は翼の上に横たわって、赤い海を見上げていた。

「……きゅむ？」

　真白も僕の胸の上に頭を載せて、一いつ緒しよに海を見てた。

　揺れる空間の中から──声が聞こえてきた。

　聞き覚えがある。何度も聞いた。あれは──。




『──よかろう』

　たとえば二万年誰だれも入ったことのない古代の墓を吹ふき抜けるような。




「──〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟!?」




『我は原げん初しよ。我は根こん元げん。我は夢を見る者。我は夢の中で創造する者』

　たとえば人の知らない深しん淵えんに通じる洞どう窟くつから湧わき上がるような。

『生まれ出ずる前の胎たい児じ。怠たい惰だなる意識体』

　人のものとは、全く違ちがう声が。

『我は汝なんじらと新約を交かわす』

　僕たちに向かって──新しい言葉を告げる。




「新約？」

　新約──新しい約束。ラガジュが、僕たちと？　なにを──？




『この「無む限げん舞ぶ台たい」を継けい続ぞくさせる、新たなる約束。イレギュラーよ。我の興味は汝が新たに作り上げた〝端ガジエ末ツト〟と、汝へと移っている。我はすでに──汝に──拘こう束そく──されて──いる』

　頭上で赤い海が激しく波打ってる。奥にいるラガジュの姿が、見えない。




「なにが言いたい？　お前は『果実』に中毒してるはずだろ、〝夢を見続ける神〟!!」

　僕は叫さけんだ。もう十分だと思ったのに。

　でも、ラガジュは僕の問いには答えない。

『完全なる恋人』の背中に乗った小さな僕たちに、世界そのもののような声をぶつけてくる。




『新約を交わす。我はすでに汝にも中毒している。故ゆえに、新約を交わす。

　イレギュラーよ。汝が作り替かえた〝端末〟と汝の子孫が生存している限り、我はこの夢から覚めることはない。新たなる『果実』を子孫に繫つなぎ──産み──殖ふやすがいい』




　──え？

「ちょ、ちょっと待った！　それはどういう意味──？」

　世界の振しん動どうが、止まった。

〝夢を見続ける神〟はもう語るのをやめている。

　なんだろう。悪い予感がする。僕はまたなにか大事なことを見落としているんじゃ……？

「きゅむ？　つ、つまりあたしと天あま巡めぐりくんに『繁はん殖しよく』しなさいってことですね？」

「──────え？」

　ごろん、と僕の胸の上で転がり、真白がゼロ距きよ離りで僕を見た。

「え？　だって、あたしの『果実』はもう転生しないんですから、天巡くんと『繁殖』しない限り、この世界から〈生命体〉の『果実』は消えちゃうってことですよね？」

「うん。そうなの。ディンタニアも同じなの。ディンタニアの場合はもっと大変なの。ディンタニアの中には、七つも『果実』があるんだから、子供が七人も必要なの。カケル、がんばってなの！」

　僕の肩の上に頭を寄せて、ディンタニアが呟つぶやく。

　え──あ──あれ？　どうしてそんな話になってるんだ？

　僕は真白とディンタニアの『果実』を〝精デイヴ霊アイン〟の元に戻もどさないために『転生』を破は壊かいしただけで、なんで僕たちが『繁殖』しなきゃって話になってるんだ？　おかしいよね？　え？

「……もしかして、気づいてなかったの、天巡？」

　黒乃があきれた顔で僕を見ていた。

「あー、わかった。それで〝傷ペイン〟使い切って、なんかやりとげた顔で『神の箱庭』に引っ張られてったわけね。私、あれで世界が終わっちゃったと思ったわよ」

「……えーっと、黒乃。それはどういう意味、なんだろ？」

「あのね天巡。『転生』の『要素』を消しちゃったってことは、真ま白しろとこの子──ディンタニアが子孫を残さなかったら、『果実』は消しよう滅めつするってことよね？」

「うん」

　僕は頷いた。そこまではわかる。でもなんで──あ!?

　どくん、と心臓が鳴った。

「え、ええええええええええええええええええええええっ!?」

「……やっと気づいたわけ？」

「普ふ通つう気づかないよ！　そんなの。だって──」

「だから！　あんたは恋こいする女の子のことがわかってないんだってば！　この超ちよう絶ぜつ鈍どん感かん！」

　黒くろ乃のは僕から視線を逸そらして、怒おこったみたいに拳こぶしを突つき上げた。

「真白があんた以外の男の子と『繁殖』するわけないでしょっ！　あんたがいなくなるってことは、この世界から〈生命体〉の『果実』が消滅確定なのっ!!　それくらいわかりなさいよこのおばかっ!!」

「あのねあのね、ディンタニアも、カケルじゃないと駄だ目めなの！」

「じ────────────────────────っ」

　ディンタニアは僕の肩かたに頰ほおをすり寄せ、真白は火ほ照てった顔で僕を見つめている。

　ど、どうしたらいいんだろう。こういう状じよう況きようは想像してなかった。

「……ほんっとに天巡は、私がいないと駄目なんだから……」

　ぷい、と黒乃はそっぽを向いた。

　全然考えてなかった。頭からすっぽり抜ぬけ落ちてた。必死だったから。本当に、死にものぐるいだったんだから。

『完全なる恋こい人びと』は羽ばたきながら、『中有のルー居城ガー』の頂上に降りていく。

〝端末〟の管理者はいなくなった。『果実』は転生しないで遺伝するようになった。世界のシステムは完全に書き換かえたんだけど──勝ったと思ったのに、ラガジュが今度は僕と真白たちの子孫に注目──なに考えてるんだあの神様は!?　僕がそんな重要人物なわけないだろ!?

　あ、ああああああ。で、でも、同じことなのか？

　真白とディンタニアが子孫を残さなければ、合計八つの『果実』がこの世界から消える。今まで四つ消してるから、完全にアウトだ。『転生』と『衝しよう動どう』の要素を抜き出したのは僕だから、僕には真白たちと子孫を残す責任がある。そもそも真白は僕以外と『繁殖』する気なんかあるわけないし、もちろんディンタニアもそうで──ああもうっ！

　頭を抱かかえてごろごろ転げ回りたい。

　逃にげ場は──ないよね。わかってる。今までは世界の危機とか生命の危機があったから、真白の『好き』から逃げてきたけど、もう、逃げ場なんかどこにもない。僕と真白を強ごう引いんに結びつけてた〝傷〟がなくなったのに、僕は逆にもう、逃げられなくなってる。

「……きゅむ？」

　不思議そうに首を傾かしげてる真白。どくん、と心臓が鳴って、周囲の空間にソフトフォーカスがかかっていく。落ち着こう。落ち着いて、どうしたらいいのか考えよう──。

　──って思ってるのに、いつの間にか『完全なる恋人』は『中有の居城』に着地してた。ディンタニアが腕うでを振ふって、『完全なる恋人』を消してしまう。まずい。まだ考えがまとまってないのに地上に戻ったらとんでもないことになるような気がする。ただでさえ、僕は真白にも黒乃にも敵かなわないのに、今の僕には〝傷〟がない。ということはディンタニアにも敵わない。まずい──えっと。

　考えよう。状況を分ぶん析せきしよう。

　神のセリフ。真白と黒乃の意思。ディンタニアへの責任。

　全部分析して出した結論、それは──。

　────────僕の人生はもう、決まった？

「……えいっ」

　真白が僕を引き起こして、右みぎ腕うでに抱だきつく。

　いつもの子犬みたいな声で、身体からだをすりつけてくる。

「……しょうがないんだもん。くっつかないと置いてかれるかもしれないから」

　黒乃は僕の左手を握にぎる。両手で。祈いのるように胸のあたりに、ぎゅ、と握りしめる。

「……じゃあ、地上に帰るの。ディンタニア、みんなに迷めい惑わくかけたから、これからがんばって謝るの。ね、カケル？」

　ディンタニアが背後から僕を抱きしめる。そして──『運命規定』。

　赤い海──『神の箱庭』が薄うすれていく。

　──うぅ。

　もう覚かく悟ごを決めるしかないのかもしれない。神様と戦うのとは、別の覚悟を。

　僕はもう一度赤い海を見上げた。

　──ばいばい、〝傷ペイン〟。ばいばい、ケルトファリア。

　僕たちは日常に帰る。戻もどる場所なんか、もうないかもしれないけど、だったら作る。

　これからみんなで通う学校をがんばって探さなきゃいけないし、学校が決まったらリトと一いつ緒しよに引っ越こしもしなきゃいけないかもしれない。それからディンタニアに〝普エ通キのス人ト間ラ〟のルールを教えて──やることがいっぱいある。

　命がけで戦うのとは別の覚悟なんだけど、やるしかないんだ。

　──イレギュラーはもうおしまい。僕は〝普通の人間〟に戻る。

　真白は『衝動』と『転生』を捨てた。

　黒乃は──『神の箱庭』に、ハートブレイカーを置いてきた。

　ディンタニアは、〝雑音ノイズ〟の姫ひめ君ぎみの自分を捨てた。

　──みんなで変な〝普通の人間〟として生きていくしかないのかな、もう。

　なんでだろう。笑いがこみ上げてくる。

　ああもう……いいや。

「帰ろう、みんな」

　そうして僕たちは、地上へと戻った。




　　　　４




　黒い森。

〈夢想家〉の城じよう塞さいと、炎ほのおの悪あく魔まは全すべて消えた。

　今は焼け焦こげたモミの木と、えぐれた地面があるだけ。

　そこに四人の〝端ガジエ末ツト〟と、一人の元〝端末〟が集まっていた。

　赤い甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ、疲つかれたように地面に膝ひざをついた〈断罪人〉アイリ＝イルシュタット。

　アイリに襟えり首くびを押さえられ、俯うつぶせに倒たおれている〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒ。

　リトの肩かたを抱いている、〈人形使い〉カイエ＝トキサガ。

　子こ猫ねこのように身体を丸めて眠ねむっている〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィン＝ゴルドヴァイタ。

　ありえない方向に折れた右腕を押さえている、元〈断罪人〉天あま巡めぐり楓かえで。

　彼女たちの中心には、身体の半分に青い鱗うろこをまとった男がいた。

　上半身と下半身を半ば引きちぎられ、胸には無数の大穴が空き──血は、ほとんど出で尽つくしている。狂きよう気きを帯びていた赤い目は、二度と開くことはない。

〈英えい雄ゆう〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンの遺体だった。

　そしてその枕まくら元もとで、リトが泣いていた。

「……おと、さん。おとー……さん」

　魔ま術じゆつ師しアグシーダは消えた。

　ディンタニアを遠えん隔かく操作し、必死で呼び戻そうとする魔術師を、〈英雄〉〈断罪人〉、楓の三人がかりで殺し続けた。これ以上、アグシーダに一いつ切さいの手出しをさせないために。

〈英雄〉が巨きよ大だいな掌てのひらで魔術師の身体をえぐり取り、

〈断罪人〉が『憤ふん怒ぬ』の槍やりで魔術師の胸を串くし刺ざしにして、

　楓が拳けん銃じゆうで、魔術師の両目を何度も撃うち抜ぬいた。

　そのたびに黒い鎖くさりが傷口から噴ふき出し、攻こう撃げき者を襲おそった。

〝端末〟の能力が効かない、〝傷〟で出来た『黒い鎖』。

　それを全て、〈英雄〉ルガイフェ＝ニーベルンゲンが楯たてとなり、身体で受け止めた。

「……ルゥのばか。楓さん結局、生き残っちゃったじゃない」

　動かない〈英雄〉の枕元で胡座あぐらをかき、楓は頰ほお杖づえをついた。

「命がけで世界の終末止めるんだーっ、って張り切ってたのに、かっこわるい。翔かけるたちにどんな顔して会えばいいっての？」

「……かっこわるくても、いいです」

　リトは膝を抱かかえたまま、震ふるえる声で呟つぶやいた。

「かっこわるくても、わたし、おとーさんには生きてて欲しかったです。そばにいてくれなくても──いいんです。どこかで、生きてて──くれたら──それで。そしていつか──おにーさんに謝って──あやまってあやまってあやまってあやまって！　かっこわるいとこ見せて欲しかったですっ!!」

　どうしてなのか、わからなかった。

　涙なみだをぽろぽろと流しながら、リトは、腹が立って腹が立って仕方がなかった。

　リトのお父さん、ルガイフェ＝ニーベルンゲンは〈英雄〉のまま、死んだ。リトの親友、天巡ほのかを殺した罪を償つぐなうように、アイリと楓をかばいながら、アグシーダの『黒い鎖』を全身に受けて、身体からだを半ば両断されて、死んだ。

「おとーさんが戦わなかったら、おかーさんも〈断罪人〉さんも殺されてました。そんなことわかってます。でも、わたしは怒おこってます。頭に来てしょうがないんです！」

　リトはルガイフェの、まだ青い鱗が残る額を撫なでた。

　冷たい、つるりとした感かん触しよくがした。それも段々消えていく。『果実』が『転生』に入ったら、ルガイフェの身体は溶とけて消える。

「んーっ！」

　ぱちん

　リトは小さな掌で、ルガイフェの額を叩たたいた。

「んーっ！　んーっ！　んーっ!!」

　止まらなかった。〈英雄〉の不ふ可か侵しんの防ぼう御ぎよ力はまだ残っていて、叩いたリトの手が痛くなる。真っ赤になり、腫はれていく。それでもリトはルガイフェを叩くのをやめない。

「やめろ〈慈じ母ぼ〉。お前の父親は立派だった」

　トーガをまとった〈断罪人〉アイリが、リトの手をつかんだ。

「ルガイフェ＝ニーベルンゲンは命がけで私たちを守ってくれた。ほのかのコピーだということにこだわっていた私も救ってくれたんだ。誇ほこりに思うべきだ、〈慈母〉。お前の父親は文字通りの英雄だったのだから」

「だからなんだっていうんですかっ!?」

　リトは歯をくいしばり、アイリの腕うでをふりほどいた。

「わたしは英雄のおとーさんなんか欲しくなかったです。わたしが欲しいのは──わたしが──欲しいのは──」

　喉のどがつかえて言葉にならない。こらえきれなくなってきつく目を閉じる。熱い。閉じた目の奥も、次から次へとこぼれる涙も。まぶたを開くと、ぼやけた視界の中、使命を果たして死んだ父親の姿が目に入る。

　リトは思わず拳こぶしを握にぎりしめた。腹が立って──腹が立って──なのに自分がどうしてこんなに怒っているのかわからない。リトは振ふり上げた拳をルガイフェに叩きつけることもできずに、そのまま父親の頭にしがみついた。

「だめです、おとーさん。こんな格好いい最さい期ごなんか認めません！　わ、わたしは〈英えい雄ゆう〉のおとーさんなんかいらないんです！　わたしが──欲しいのは──おにーさんみたいに、かっこわるくても──じたばたしても──必死で生き残ろうとがんばる──そういう──おにーさんみたいな──おにーさん──おにーさん──みたいに」

　──おにーさん。帰ってきてください。

　──わたし、ばらばらになっちゃいます。こわれちゃいます。世界のシステムなんか変えなくてもいいですから、今すぐ戻もどって──きて。わたし、妹でいいですから。真ま白しろさんと黒くろ乃のさんといちゃいちゃしてていいですから──だから、おにーさん──おにーさん。

「──あ、あのさ、リト？　『複製品レプリカ』作ってあげようか？」

　リトが振り返ると、涙ぐんだ〈人形使い〉カイエの顔があった。

　金きん髪ぱつのカイエはリトに寄り添そうように座り、少し前の自分と同じように、大事なものをなくしたばかりのリトに囁ささやきかける。

「ボクなら、ルガイフェの『複製品』を作ってあげられるよ？　リトが哀かなしくなくなるまで、一いつ緒しよにいるといいよ？　ボクの能力はそのためにあるんだから、ね？」

「…………ありがとうございます、カイエさん。でも…………いいんです」

　リトは涙で濡ぬれた顔をてのひらで拭ぬぐって、カイエに向かって首を横に振った。

「おにーさんが世界のシステムを書き換かえたのなら、わたしたちには、もう、〝端ガジエ末ツト〟の能力はいらないんだと──思います」

　黒い森に生まれた空白地に、真昼の日差しが降り注いでいる。

　ルガイフェから託たくされた十八個の〝流転メタフ骨牌エシス〟が、リトの膝ひざの上に転がっている。

　リトは顔を上げた。

〝流転骨牌〟発動時の赤い空はずっと前に消えて、今は澄すみ切った冬空が、頭の上に広がっている。翔を迎むかえに行きたくなった。

　魔ま術じゆつ師しアグシーダが消えるまで、ずっと我が慢まんしていたから。

　──おにーさんは勝ったんですよね？

　アグシーダが消えたということは、そういうことだと思う。

　世界は終わっていない。だからディンタニアの『果実』はまだ残っている。翔たちは帰ってくる。そうじゃなかったらとっくにこの世界は終わっている。

「直感。イレギュラーは帰ってくる」

　小さな〈超ちよう越えつ者しや〉ノウィンが、リトの膝のあたりを撫でていた。

「ノウィンの直感。だから、泣かないで、〈慈母〉」

「……ノウィンさんの能力は『動物とお話する力』でしょう？」

　獣けもの耳みみのような髪かみを揺ゆらすノウィンの喉を、リトは撫なでてみた。

　なぐさめてくれたんだと思った。

　ノウィンは「ばうぅ」と嫌いやそうな声を漏もらしたけど、リトにされるままになっていた。

「ノウィンさんは、これからどうするんですか？」

「……ノウィンはまだなんにも知らないから、世界を見て回る」

「一人で、ですか？」

「エリシアはもう、いないから」

　消えてしまった〈放ほう浪ろう者しや〉エリシア＝ハミングバード。

　彼女を思い出したのか、一いつ斉せいに〝端末〟たちが〈夢想家〉桃とう里り＝ハイムリッヒに視線を向ける。ティーチングが消えた彼女はまだ、『果実』から流れる伝達物質に頭を抱かかえていた。

「〈夢想家〉を見張ってる。頭痛いの、かわいそうだから。でも、悪いことしたらかじる」

　がじがじ、とノウィンは歯を鳴らしてみせた。

「ボクは島に帰るよ。モニカを直してあげなきゃだから」

〈人形使い〉カイエは、ショートカットの金髪をかき回しながら微笑ほほえんだ。

「いつでも遊びに来ていいよ。リトも、アマメグリくんもマシロもクロノも、ね？　キミたちの部屋は、いつでも空けておくから──それで、アイリはどうするの？」

　カイエの声が微かすかに震ふるえた。

　ノウィンを膝に載のせたまま、リトもカイエと同時に、〈断罪人〉アイリに視線を向けた。

〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉に育てられた、天あま巡めぐりほのかのコピーにして、唯ゆい一いつ生き残った戦せん闘とう種の〝端末〟。すすけたトーガ姿の〈断罪人〉を。

「……わからない」

　アイリは短くなった髪を揺らし、リトたちから目を逸そらした。

「私にはもう、なにが正しいのかわからない。イレギュラーは〈角笛を吹く精霊〉に断罪されるべきものだった。けれど彼がいなければ、アグシーダを止めることはできなかった。でも、イレギュラーがいたから〈角笛を吹く精霊〉の『果実』は〝雑音ノイズ〟に奪うばわれた」

　リトの親友にうりふたつの少女は、壊こわれたように首を振ふった。

「わからない。誰だれが断罪されるべき者なのか。誰を生かして、誰を殺せばいいのか──私にはもう、わからない。やだ──いらない。こんなできそこないの〈断罪人〉はいらないんだ」

「ノウィンもなんにもわかんない」

　リトの膝を撫でていたノウィンが、ととと、と獣のような動きで、アイリに駆かけ寄っていく。木登りをするみたいにアイリの足にしがみつき、腕うでを摑つかみ、あっという間に肩かたの上に。小さな〈超越者〉は、アイリの頭を両手でがっしりと挟はさみ込む。

「ノウィン、世界のこと、なんにもわかんない。アイリ、強すぎるからわかんない？　だったら弱くなればいいよ？　ノウィンと一緒にいると『根源ルータナ回帰テイブ』で弱くなれるよ？」

「──強いから、駄だ目め？」

「鷲わしにはネズミの気持ちはわからない。ネズミには鷲の気持ちはわからない。アイリは鷲。ノウィンはネズミ。だから、一いつ緒しよにいよう？　弱くなればいい。アイリは一回、ノウィンくらい弱くならないと駄目。強いままだと、世界の本当はわかんないよ？」

　アイリは信じられないものを見るように、自分の頭の上の〈超越者〉を見た。

「……弱くなれるのかな、私」

　アイリは、不思議なほど静かな目で、自分の掌てのひらを見つめていた。

　年の頃ころで言えばまだ小学生の彼女は〝端末〟の中でも最強の戦闘能力を備えた〈断罪人〉。

　アイリにとって、それがどれだけ重荷なのか、リトには想像もつかない。

「……楓かえでさんは……まぁ、まだやることがあるかな？」

「おかーさん？」

「ま、それは後の話。そろそろ翔かけるを迎えに行った方がいいんじゃない？」

　楓の言葉にリトは頷うなずき、十八個の〝流転骨牌〟を両手でかき集めた。

　カイエ、ノウィン、アイリが、リトの周りに集まってくる。十八個の〝流転メタフ骨牌エシス〟を五個ずつ──ノウィンは手が小さいから三つだけ──分配して、四人は魔ま法ほう陣じんを作るために分かれる。

　地面に〝流転骨牌〟を配置しながら、リトはもう一度ルガイフェの遺体に視線を向けた。

　青い鱗うろこの剝はがれかけた口元が、なんだか笑っているように見えた。

　──やっぱり、わたし、おとーさんを許せません。

　──みんなを守って死んで、笑って──なんて格好良すぎです。できすぎです。わたしのおとーさんには相応ふさわしくないです。

　でも、いつの間にか怒いかりが治まってきている。

　リュックサックを背負いながら、リトはなんだか笑えみがこぼれてきた。とにかく、この怒りはおにーさんにぶつけよう。そう決めた。日本に帰ったら美味おいしいものを作って、お腹なかいっぱいにして眠ねむらせて──こっそり添そい寝ね。一晩中、翔の髪を撫でて眠ろう。

　そのうち翔が通う学校も決まるはず。

　そしたら毎日お弁当を届けて──噴ふん水すいみたいにわき出てくる『包容衝しよう動どう』をおにーさんで解消するんです。でないとわたしも、おとーさんみたいに異形化しちゃう──ってことにします。だからおにーさんには協力する義務があるんです！

　あと──やっぱり、妹のままでいいってのは撤てつ回かい。すっごく撤回しますっ!!




「──あ」

　誰かが、声をあげた。




　黒い森に、淡あわい光が灯ともった。

　倒たおれた木々の隙すき間ま、うっすらと現れる、四人分の人ひと影かげ。まだ目も鼻もはっきりしていなかったけど、リトにはすぐにわかった。この五年間、ずっと一緒にいた人。これからもずっと一緒にいたい人──。

「おにーさ────────────────え？　あ！　むううううううっ!!」

　リトは背中からリュックサックを下ろした。

「……おにーさん……どうしてそんなことになってるんですか？」

　翔を睨にらみながら、楓が作ってくれた合金製の踏ふみ台を取り出す。最近、これで料理をするよりも、誰かをぶんなぐる回数の方が多くなってるような気がする。うん。全部、おにーさんが悪い。鈍どん感かんで、でも真ま白しろや黒くろ乃の相手にはナチュラルにえっちで、いつも一いつ生しよう懸けん命めいで、おろおろじたばたしながら、最後には道を見つけてしまう。

　──わたしの大好きな、おにーさん、です。

『運命規定』の転移で黒い森に出現した翔は──当たり前だけれど、一人じゃなかった。

　右みぎ腕うでには真白がしがみつき、左腕には黒乃がしがみついていた。翔の首にからみついてる細い腕と、長いプラチナブロンドは、背後にいるディンタニアのものだろう。翔はリトの視線に気づいて、必死で首を振ってる。でも、なぜか、その頰ほおには幸せそうな顔をした真白が唇くちびるを当てていて、反対側の頰には、黒乃が事故みたいな顔をして頰をすり寄せてる。

　戦いの跡あとを示すように翔の服は血まみれだったけれど、本人はびっくりするくらい元気そう。

「──で、わたしはどうしたらいいんでしょう？」

　リトは合金製の踏み台を摑つかんで突とつ撃げき体勢に入る。

　──まったくライバルが多すぎるんです。わたし、まだ小学生なんですから、あんまり情操教育に悪いことしないでください。まったく──まったく！

　わたしが大きくなるまで、おにーさんを真白さんたちの魔まの手から守りきれるんでしょうか？

「ま、待った、リト──これは」

「覚かく悟ごしてください、おにーさん」

　リトは踏み台を構えたまま、翔の胸に飛び込んでいく。

　どきどきする鼓こ動どうを感じながら、自分に出せる一番速い駆かけ足で。

「『日本一包容力のある小学生』だって、我が慢まんの限界があるんですっ！」
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「それじゃ行きましょう、おにーさんっ！」

　リトはランドセルを背負って玄げん関かんから飛び出した。学生服の僕が外に出ると、家の前でくるりと反転。玄関のドアをしっかり閉めて、鍵かぎと門をチェック。六年生になってもしっかりしたところは相変わらずだ。

「はい、おにーさんハンカチは持ちましたね？　鼻紙は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……いや、小学生じゃないんだから」

「新しくできた高校が小学校の近くでよかったです。じゃあ、お弁当はお昼に届けますね？」

「それおかしいよね？　今渡わたしてくれてもいいと思うよ、リト」

　突つっ込んでみるけどリトは聞いてないみたいだ。

「学校が決まるまで、ずっとどきどきしてました。もしもお互たがいの学校が遠かったら、わたし、おかーさんに頼たのんで毎日バイクでお昼におにーさんの学校まで送ってもらわなきゃいけないとこでした」

「だから普ふ通つうに朝渡せばいいだけだろ!?　少しは話聞こうよ！」

　僕たちは門を閉じて、学校に向かって歩き出す。

　朝はまだ少し肌はだ寒ざむいけど、段々暖かくなってきてる。『神の箱庭』での出来事から僕たちが日常に戻もどるまで、三ヶ月が必要だった。

　いろんなことがあった。日本に帰ってきたのが一ヶ月半前。楓かえでさんのアパートから自宅へ引っ越こし直したり、真ま白しろと黒くろ乃のの両親と話し合って、なんとか長い家出のことを納なつ得とくしてもらったり。ごたごた続きで、みんな半分諦あきらめてて、いっそ遠くへ旅に出ようかなんて話までしてた。

　本当に──落ち着いて学校に通える時が来るなんて思ってなかったんだ。

「……今ごろおかーさんはどうしてるんでしょうか」

　僕の隣となりを歩きながら、リトが空を見上げて呟つぶやいた。

「落ち着かないよな楓さんも。リトと一いつ緒しよにいればいいのに」

　最後の戦いの後、『んじゃ、探しものがあるから世界を回ってくる』と旅立った楓さん。

「いまさらなにを探すつもりなんだろ？」

　僕の問いに、リトは唇に指を当てて、なにかを考え込むしぐさをした。

「そーですね。おかーさん確か……『一いつ夫ぷ多た妻さい制せいの国を探しに行く』って言ってました」

「い、一夫多妻制っ!?」

「はい、わたしのためって言ってましたけど──なんででしょう？」

　……なに考えてるんだろう、楓さん。

　忘れてたけど僕とリトは許いいな嫁ずけのままなんだっけ。そして真白とディンタニアの中にある、遺伝するようになった『果実』の問題があるわけで──一夫多妻制って、まさか。

　──うわ。

　朝からとんでもないこと想像してしまった。リトは気づいてるのかいないのか、ランドセルを背負って、うきうきステップを踏ふみながら僕の隣を歩いてる。満面の笑えみで僕を見上げて、

「……見つかるといいですね、おにーさん」

「な、なんでっ!?」

　リト、最近性格変わってないか？

「あーっ、カケルだぁ。おはよーなのっ!!」

　通学路の途と中ちゆうで、ディンタニアが手を振ふっていた。

　僕と同じ高校の制服を着てる。紫むらさき色いろの瞳ひとみと、腰こしまで伸のびたプラチナブロンド。朝日を受けて、長い髪かみが光の滝たきのように揺ゆれている。通りかかる人たちがみんな、生きた芸術作品のような姿に目を奪うばわれてる。当人はまわりの様子なんかまったく気にしないで、僕に手を振りながら、好こう奇き心しんいっぱいの目で歩道の街路樹を見上げてるんだけど。

「あのねあのね、ディンタニア、気になってたの。このあたりにたくさん生えてるこの、ピンク色のつぼみがついてる樹き、なんて名前なの？」

「ああ、これ？」

　学校へ続く道には、街路樹が続いてる。

　今はまだつぼみだけど、中ちゆう旬じゆんになったら一いつ斉せいに花開くはずだった。

「これは桜って言うんだよ、ディンタニア」

「……さくら」

　ディンタニアは言葉の意味をかみしめるみたいに、顎あごに手を当てて呟いた。

「もうちょっとしたら枝いっぱいに桃もも色いろの花が咲さくんですよ、ディンタニアさん。そしたらわたし、お弁当を作りますから、みんなでお花見をしましょう？　ね？」

「う……うんっ！」

　ディンタニアはリトの言葉に何度もうなずいた。

　胸を押さえて、わくわくに耐たえきれなくなったみたいに、桜の樹に抱だきついた。

「……あったかい」

　人目とか、制服が汚よごれるとか、そういうこと考えないみたいだった。

　ディンタニアには、なにもかもがはじめてなんだ。

　僕たちが新しい学校に転校するのと同時に、ディンタニアも『留学生』ってことにして転校してきた。ヨーロッパにある、小さな国のお姫ひめ様ってことになってる。世間知らずなのも、子供っぽいのも全部「深窓の令れい嬢じようだから」の一言でごまかしてる。ディンタニアの外見を見ると、みんなそれだけで納得してくれるから便利だと思う。

「不思議、ディンタニア、毎日びっくりすることばっかりなの。新しいことが毎日見つかってるの。あのね、カケル──」

　ディンタニアは紫色の瞳を細めて、笑った。

「ディンタニア、世界を終わらせなくて、よかったの。嬉うれしいの。制服着てるの、まだちょっと落ち着かないけど」

「そっか」

　ずっと白衣一枚で過ごしてきたんだっけ。身体からだ、締しめ付けられるのが嫌きらいだから。

「ひとつサイズ上の制服にした方が楽だったんじゃないかな？」

「ううん」

　ディンタニアは名残なごり惜おしそうに桜の樹から手を離はなして、僕とリトに向かって首を振った。

「これは、ディンタニアの枷かせなの」

「枷？」

「ディンタニア、〝端ガジエ末ツト〟の能力でたくさん人を傷つけたの。だから、ね、もう能力は使いたくないの。ぴったりした制服を着てると、能力を使った時、背中のアザがすごく痛くなるから──ストッパーになってくれるの。ディンタニアを止めてくれるの」

「……そっか」

〈教師〉〈恋こい人びと〉〈侵しん略りやく者しや〉〈放ほう浪ろう者しや〉〈困こん窮きゆう者しや〉〈調停者〉──〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉。

　ディンタニアの中にはまだ、七つの『果実』がある。見せてもらったわけじゃないけど、背中にはまだ樹のかたちをしたアザがあって、枝には七つの『果実』がぶらさがってるはずだ。

　でも、ディンタニアはもう能力を使わないって決めた。〈世界〉の〝端末〟にならなかった彼女にとって、『果実』は重荷でしかない。でも、ディンタニアが『果実』を捨ててしまったら、世界が終わる。

「ディンタニアは忘れないの。自分が人造生命だってことも、たくさんの人を傷つけて、ここに立ってるってことも。ディンタニアの中にあるのは役立たずの、世界を維い持じしていくためだけの『果実』だけど──いいの」

　光を帯びたプラチナブロンドをかきあげて、ディンタニアは笑う。

「だって、カケルも一いつ緒しよに背負ってくれるんでしょう？」

「──う」

　ディンタニアの紫色の瞳が迫せまってくる。まずい。

　いや、ここは朝の通学路で、ディンタニア、すごく目立つから、みんな注目してるのに。

　どうして目を潤うるませて、だんだんこっちに近づいてくるんだろう。

　確かに背負う覚かく悟ごはしてるけど！　覚悟がなかったらディンタニアの『果実』を書き換かえたりできないけど。今じゃなくてもいいよね──えっと。

「あ、ディンタニアさんあそこに猫ねこさんがいますよっ！」

「猫さんっ!?　どこ？」

　ばっ、とディンタニアが振ふり返った。

　にゃーん　にゃーん　にゃん

　通学路に三匹びきの猫の声が響ひびいた。

「……みさおさん？」

「あれ？　少年？　最近見かけなかったけど元気だったかい？」

　ぼさぼさ髪がみの女性が、僕たちに向かって手を挙げた。

　元〈壊かい体たい者しや〉、『みみずく古書店』店主、海かい棠どうみさおさんが、子こ猫ねこを従えて近づいてくる。着古したトレーナーにジーンズ。胸むな元もとにはいつもの『みみずく古書店』とプリントされたエプロンを着てる。

「ごぶさたしてます、みさおさん」

「うん。朝からいい挨あい拶さつだよ少年。で、そっちは君の妹さんと──彼女さんかな？」

　みさおさんは猫を抱き上げながら首を傾かしげる。

「あれ？　でも君の彼女はあの胸の大きい栗くり色いろの髪の──あれ？　ごめんね。どうも記き憶おくがあやふやでね──」

「うん、ディンタニアもカケルの恋人なの！」

「──『も』？」

「そうなの。ディンタニアも〈生命体〉も、カケルと『繁はん殖しよく』する運命にあるの。それで、あの──元〈壊体者〉さん──」

　とまどうみさおさんに向かって、ディンタニアは、

「ごめんなさいっ！」

　地面に頭がつきそうなくらい、深々とお辞じ儀ぎをした。

「わかってないかもしれないけど、ディンタニア、あなたを利用したの。あなたのお店も壊こわしちゃったの。壊して、〝流転メタフ骨牌エシス〟奪うばっちゃったの。危ないから、あれはもう返せないの。埋うめちゃったの──だから、ごめんなさい──ごめんなさい」

　ぽたん

　地面に、ディンタニアの涙なみだの粒つぶが落ちた。

　──すごいね、ディンタニア。

　本気で〝普エ通キのス人ト間ラ〟になろうとしてるんだ。今のディンタニアはなにも持ってない。〝普通の人間〟としてはゼロどころか、罪を背負って──マイナスから始めるしかない。それでもディンタニアはひとつひとつ、自分の世界を作って行こうとしてる。

　綺き麗れいなものを抱だきしめて。

　傷つけた人には、謝って。

　そうやって『無む限げん舞ぶ台たい』に居場所を作ろうとしてるんだ。

　──僕なんかよりよっぽど強いよ。ディンタニアは。

　みさおさんは事情がわからないみたいだった。少し考え込むように空を眺ながめてから、抱だいてた三み毛け猫ねこをいきなり、ディンタニアの頭の上に載のせた。

「わ、わ──わわ。わっ!?」

「君がなにをそんなに謝ってるのか知らないけど、私はたぶん、怒おこってないと思うよ？」

　にゃーん　にゃん

　同意するように、みさおさんの足あし下もとで猫たちが声をあげた。

「君が言ってるのは私が忘れた世界のできごとなのかもしれない。最近、そんなことを考えるようになってきたんだ。少し前まで、なにかを忘れている自分がいて、それが恐こわくて本ばっかり読んでたんだけど、最近、なんだかどうでもよくなってきたんだよ」

「……いいの？」

「いいさ。忘れてゼロからはじめるチャンスを貰もらったんだって、そう思う。だから私は君を許すよ。元々、なにされたのかも覚えてないんだし。それにね、にゃんこたちは君を怒ってないだろう？」

　にゃむ

　ディンタニアの頭の上で三毛猫が鳴いて、気持ちよさそうに背せ伸のびをした。

　地面まで垂れたプラチナブロンドを両手でかきあげて、ディンタニアはおそるおそる──と音が聞こえそうなくらいゆっくりと頭を上げる。紫むらさき色いろの瞳ひとみが、猫の居場所を探すみたいに上を向いた。ディンタニアは白い腕うでを頭上に伸のばして、頭の上の三毛猫を抱き上げる。

「ほんとうに、ディンタニアを許してくれるの？」

　にゃー

「いいの？　ディンタニア、あなたたちの友達になれるの？」

　にゃ、にゃーん

　ディンタニアは猫の目を通して、世界まるごとと話してるみたいだった。

　言葉の意味がわかってるのか、わかってないのか、猫はディンタニアの手の中で顔を搔かいた。それからディンタニアの手の甲こうに顔を近づけ、ぺろ、と舐なめた。

「びっくり──なの」

　そんなディンタニアを、みさおさんはエプロンのポケットに手を突つっ込んだまま見守ってた。『果実』をなくして〝普通の人間〟になった元〝端ガジエ末ツト〟の女性と、『果実』を背負ったまま生きていく元〝雑音ノイズ〟の女の子。

　みさおさんは全すべてを忘れてしまったけど、ディンタニアはなにひとつ忘れることができない。それはもしかしたらすごく辛つらいことなのかもしれないけど──大だい丈じよう夫ぶ。

　ディンタニアは猫ねこに頰ほおずりしながら笑ってるし、みさおさんも苦笑いしながら付き合ってくれてる。この世界の神様はびっくりするほど器うつわが小さくて臆おく病びようだけど、その神様が作った生き物たちは、結構太っ腹なんだ。

　ディンタニアは両手を伸ばして、小さな猫を空に向かって掲かかげた。

「あったかいの」

　目を閉じて、歌うみたいにそう言ってから──僕を振ふり返り。

「カケル──大好きなの！」

「──って、いきなりこっちに振るなっ」

「だって、こっちの世界にディンタニアを呼んでくれたのはカケルなの。楽しいものがたくさんあるって教えてくれたのもカケル。ディンタニアの身体からだも心も、作り替かえちゃったのはカケルなの。ディンタニアはもう、カケルなしではいられない身体になっちゃったのよ？」

　──どうしてだろう。

『虚無へワンの帰還ネス』なんか使ってないのに、世界中がフリーズしたような気がした。

　苦笑いしてたみさおさん、アスファルトの上と、ディンタニアの手の中で鳴いてた子猫たち。通りかかる人たちまで、ぴた、と擬ぎ音おんを書き加えたみたいに凍こおり付いてる。

　ディンタニアは硝子ガラス細工の宝物を扱あつかうように、小さな猫を歩道に置いた。

　それから両手で胸を押さえ、なにか──とても神聖な誓ちかいをするように。

「ディンタニア──この世界を残したいの。だから、頑がん張ばってカケルの子供を産むの」

　──とんでもないこと言った！

　ディンタニアの透とう明めいな声が、朝の通学路に響ひびいた。

「この世界を見下ろす狭きよう量りような神様〝夢をラガジユ見続＝デイアける＝レルガ神ゾライ〟への呪じゆ詛そと共に誓います。ディンタニアは神様のためでも、〝雑音〟のためでもなく、この世界の生き物たちのために命を使います。でもそれはカケルと子供を作って、『果実』をきちんと遺伝させてからなの。それまでは──ううん、それからもカケルだけは特別。ディンタニアには、カケルという名前の毒が、細さい胞ぼうの一いつ片ぺんにいたるまで回っちゃったから」

　みさおさんと通行人、猫たち、世界のすべてに向けるような、ディンタニアの宣言。

　ととん、とステップを踏ふんで、ディンタニアはプラチナブロンドを揺ゆらす。

「これからディンタニアは、カケルのためにじたばたするの。カケルの言葉にどきどきして、カケルの態度におろおろして──カケルに『可愛かわいい』って思われるようになるの。ディンタニアにとって、生きるってのはそういうことなのよね？」

　にゃー　にゃー　にゃにゃーん

　拍はく手しゆの代わりに響く、猫たちの歓かん声せい。

　もうどうしたらいいのか……。

　ディンタニア、敵に回してもやっかいだけど、味方になったら手が付けられなくなってる。

　猫たちを抱き上げながらディンタニアは「先行っててなの！」って、僕に笑いかける。

　まだ桜の咲さかない春の道。

〈世界〉の〝端末〟になれなかった女の子に手を振りながら、僕たちは学校に向かった。




　　　　２




「あのね、天あま巡めぐり。聞いて」

　僕は、まだ見慣れない校舎の階段を、黒くろ乃のに手を引かれて駆かけ上がっていく。

「真ま白しろ、ずっと言ってたでしょ。『あたしはこの世界が大好き』って」

　ちょっと早めの時間。まだ生徒はほとんど来てない。かつん、かつん、と僕と黒乃の足音だけが響いてる。

「私、ばかみたいだって思ってたの。この世界は神様の夢で、私たちは〝端末〟と『補正プログラム』なのに、こんな世界、好きになれるわけがないって」

　ひんやりとした校舎。僕たちが向かっているのは屋上。三年生がいる一階。僕たちの──二年生の教室がある二階。一年生がいる三階。全部をすっとばして、一気に。

「あれはね、ほんとは真白の祈いのりだったの。好きになりたい──世界を好きになりたいって。黒いウサギの『くろの』がいつも聞かされてた、神様へのお願い。世界へのお願いだったの。どうか、あたしが大好きになれるような世界でいてくださいって。だけどね、いつの間にか、それは真白の本当の気持ちになってたの」

「本当の──気持ち？」

「それをくれたのは天巡。今なら私も言えるよ。天巡が新しい未来を作ってくれた、この世界が大好きだって」

　そして屋上の鉄の扉とびらを押し開けると──、

　金かな網あみに寄りかかって、真白が僕たちを待っていた。

　なんとなく気づいてた。

　屋上に通じる階段の、最後のステップを二つ跳とばしで駆け上がった時に。

　真白は、僕と同じことを考えてるのかもしれないって。

　ふわ

　まだ少し冷たい春の風が、栗くり色いろの髪かみを巻き上げてる。

『果実』から『衝しよう動どう』と『転生』は消えてしまったけど、無意識に人目を惹ひいてしまうオーラは相変わらず。見てると、周囲の空間にソフトフォーカスがかかっていく──ような気がする。

「お、おはようございます、天巡くん！」

　──うわ。

　なんだか、朝から心臓の調子がおかしい。胸の鼓こ動どうがだんだん大きくなって、耳の奥まで鳴り響いてる。黒乃に引っ張られて全力疾しつ走そうしたから──じゃないか。

　僕は制服のポケットに手を突つっ込んだ。指先に、小さな箱が触ふれた。

　──こ、こういうのはタイミングの問題だと思うんだけど──。

「……きゅむ？」

　立ち止まって動かない僕に、真白は子犬みたいな声で鳴いた。

　いや、真白も金網に寄りかかったまま動いてないんだけど。

「──ったく、二人ともなにしてんのっ!?」

　黒乃が、ととと、と小走りに真白に近づき、細い腕うでを金網から引きはがした。

「真白が私に、屋上まで天巡連れてきてって言ったんでしょ？」

「……きゅむ」

　双ふた子ごの姉の背中を押す黒乃と、人の言葉を忘れてしまったみたいな真白。

　なんだか真白の動どう揺ようが僕にまで伝わって来る。真白は人差し指をくわえて、泣き出すのをこらえてるような顔をしてる。黒乃も目め一いつ杯ぱい強気な目をしてたけど顔は真っ赤で、足あし下もとが小さく震ふるえてる。

「はい。二人とも準備おっけーよね？　それじゃ私はこれで──」

「……待った！」「きゅむっ！」

　走り出そうとした黒乃の手を、僕と真白が同時に摑つかんだ。

「あ、あの、黒乃もここにいてくれないと困る」

「う、うんうん。黒乃、一いつ緒しよにいて。ね？」

「………………………………はぁ？」

　黒乃は両手を摑まれたまま、呆あきれたような顔で僕と真白を見た。

「あのね、真白も天巡も、なんで屋上まで来たのかわかってる？」

　黒乃の言葉に、僕も真白も同時に頷うなずいた。

　ここに来たのは、五ヶ月前にできなかったことをやり直すためだった。

　あの時とは違ちがう。僕も真白も、自分の気持ちがちゃんとわかってる。いまさらだけど。でも、はっきりと言葉にしておきたいんだ──それは。

「春はそういう季節だから、ここで『繁はん殖しよく』するためでしょっ!?」

「ち、ちがっ」「きゅむぅっ!!」

　思わずのけぞりそうになる。く、黒乃、こういうところ変わってない。

「ち、違うってば。僕たちがここに来たのは五ヶ月前の告白をやり直すため──」

　──あ。

　言ってしまった。

「………………………………天あま巡めぐりくん」

　真ま白しろは大きな目を見開いて顔を押さえた。

　ふるふる、と子犬みたいに首を振ふってる。声が出ないみたいだった。

　黒くろ乃のは「してやったり」って顔で笑ってる──うぅ。

　どくん、どくん、って、さっきから耳の中で鼓動が響ひびいてる。黒乃の手を放した、自分の指が、固まっててうまく動かない。僕は思わず足下に視線を落とす。

　頭の中が真っ白だった。ポケットに突っ込んだ指が、かりかり、かりかり、小さな箱をひっかいてる。摑みたいのに摑めない。摑んだら、今度は手をポケットの外に出せない。

　うぅ、覚かく悟ごなんか何回もしてきたのに。

　真白を〈侵しん略りやく者しや〉から助けに行った時も、アーケードで〈創造者〉に立ち向かった時も、リトと一緒に〈角笛を吹ふく精せい霊れい〉の『運命規定』に侵おかされた町を駆かけ回った時も、みんなで〝雑音ノイズ〟と戦うために、カイエの島に向かった時も。

　だけどこれはその時とは違う。全然身体からだが動かない。

　どきどきして、身体が震えてるのにそれが嫌いやじゃない。でも──。

「あーもうじれったい！　時間切れっ！」

　ぐい

「──あ」

　不意に黒乃が僕の手をひっぱった。

　その勢いで、僕のポケットから小さな箱が飛び出す。思わず顔を上げた僕の目の前で、まるで運命を規定されてたみたいに空中で弧こを描えがいて──真白の手の中へ。

「あ、ああああああああああああっ！」

　僕の口からとんでもない声がほとばしった。

　覚悟はしてた、してたけど、心の準備ってのは別の話なんだよ黒乃っ！

「……天巡くん。これ…………もしかして、あの指輪ですか？」

「……うん」

　真白が異形化した時に渡わたされた銀色の指輪。箱の中に入ってるのはそれだった。すぐに返すつもりだったんだけど、あれからいろいろなことがあって返しそびれてたんだ。

　それに……僕も返すのにちょっとだけ覚悟が必要だったから。

　あの指輪を真白たちに渡した瞬しゆん間かん、人生が決まってしまいそうな気がして。

　真白は掌てのひらに箱を載のせて、細い指で、ゆっくりと開いた。

　中身を見た瞬間、真白は目を見開いて──、

　それからいつもの、僕の心臓を飛び跳はねさせる笑え顔がおで、

「きゅむ──今日はあたし、天巡くんが大好きだって言いましたっけ？」

「いや、毎日言うとかそういうルール決まってないから！」

「たぶん宇宙の法則だから絶対なんです。あたし、今、世界中の人たちに『天巡くんが大好き』って教えてあげたいです。天巡くんの腕を引っ張って、これがあたしの好きな人です──って、みんなに見せびらかしたいくらい！」

　真白は僕の精神を破は壊かいするつもりらしい。

「あたしの『好き』って気持ちは、言葉だけじゃ伝えられないんです。スケールが大きすぎて、自分の中から気持ちが飛び出していっちゃいそうなくらい。一日一回『好き』って言わないと天巡くんへの思いで身体が爆ばく発はつしちゃいそうなくらい──だから──だから」

　こらえきれなくなったみたいに、真白は両手を広げた。

　まるで世界全部を抱だきしめようとしてるみたいに。

　どくん　どくん

　ど、どうしよう。今まで『繁はん殖しよく衝しよう動どう』のせいにして、真白の『好き』からなんとか逃にげてきたんだけど、もう真白には『衝動』はないんだ。今の真白の思いは、百パーセント不純物なしの真白自身の『好き』だから──。

　もう逃げられない──逃げない。

　僕は覚悟を決める。

　受け止めるって決めたんだ。全部。

　真白のことも──黒乃のことも。

「──きゅむううううううっ！」

「ま、真白っ！　なんで私までっ!?」

　両手を広げたまま、僕に向かって抱だきついてくる真白。隣となりにいた、黒乃まで巻き込んで。

　四月の空が見えた。

　緩ゆるやかな風が吹く屋上で、僕たちは三人まとめてコンクリートの地面に転がる。

「あ、あの。なんでいきなり抱きついてくるんですか真白さん」

「我が慢まんできませんでした」

　真白の大きな目が、すぐそこにあった。瞳ひとみに映る僕と黒乃が見えるくらい。

　真白は世界一幸せそうな笑みを浮うかべてから──僕の隣に転がってる黒乃の左手を摑つかんだ。

　そして──。

「──え、ええええええええええええっ!?」

「これは、黒乃にあげる」

　絶ぜつ叫きようする黒乃の薬指に、銀色の指輪をはめた。

「だ、だめ！　そんなのだめっ！　これは真白のなのっ!!　私は──その──あの──」

　黒乃は薬指の指輪を小指で撫なでてから、救いを求めるように僕を見た。

「だ、だめだよねっ!?　こんなのだめよね天巡っ!?　私が真白をさしおいて、こんなの」

「……別にいいんじゃないかな？」

　黒くろ乃のがこんなに慌あわててるのを見るのははじめてだった。

　なんだろう──なんだか、楽しくなってきた。

「だ、だめにきまってるでしょこのおばかっ!!　真ま白しろも真白だよっ！　私が真白をさしおいてこういうのだめだってわかってるじゃない！　また私のパーソナリティがおかしくなったらどうするの！　もう天あま巡めぐりに〝傷ペイン〟は残ってないんだから！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、黒乃」

　真白は、黒乃に向かって、僕が渡した箱を開いて見せた。

　そこには──。




　黒乃がはめているのとまったく同じ銀色の指輪が、もう一つ入ってた。




「──ね？」

　水すい晶しようみたいな爪つめが映はえる指で、銀色のリングを摘つまんで、真白は微笑ほほえむ。

　黒乃は僕の隣で、世界の終わりが来たみたいにわなわな震ふるえてる。

　──逃げないってもう決めたんだ。

　覚かく悟ごを示しておきたかった。『神の箱庭』で、僕たちを見下ろしてる神様に。

　ちっぽけだけど、この指輪はその覚悟の証明──だったりするんだけど。

　真白も黒乃も、それどころじゃないみたいだった。

　改めて指輪を薬指にはめ直した真白は、真っ赤な顔で頭から蒸気を出してるし、

　黒乃はやっぱり、僕の隣で指輪を見つめたまま身体からだをぴくぴく痙けい攣れんさせてる。

「な、なんか言って天巡っ」

「──え？」

「お願い。私、沈ちん黙もくに耐たえられない。こわれちゃうかもしれないからなんか言って」

「うん。僕は真白と黒乃と──その──一いつ緒しよに──」

「ごめんやっぱり黙だまっててっ！」

　ぱこん

　理り不ふ尽じんだ。

　真横から黒乃の拳こぶしが飛んできた。

　そんなに強くなかったけど、衝しよう撃げきで僕は、真上にいた真白の腕うでを引っ張る格好になった。

　のしかかるみたいにして僕を見下ろしてた真白の身体が反転して、僕の真横に倒たおれ込む。

　屋上に仰あお向むけに倒れ込む僕たち。

　僕の右側には真白、左側には黒乃。

　二人が隣にいるのが一番落ち着くような気がして、なんだか不思議な気分になる。

　僕の視界には雲のない青い空。赤い海も、不定形の神様も今は見えない。

　この世界が神様の夢ってのは変わっていない。『果実』や僕たちに中毒してる臆おく病びような神様がいつか目を覚まして、この世界が、ぱちん、と弾はじけて消える可能性がなくなったわけじゃない。

　確かに僕は『無む限げん舞ぶ台たい』のシステムを書き換かえたけど、世界そのものを作り替かえたわけじゃない。神様は殺せなかった。それが、神様に作られたものの限界だった。

　僕たちはここが『無限舞台』だってことを知ってる。覚悟もしてる。

　いつか終わる可能性を受け入れてる。

『無限舞台』の上演は続いてる。

　ただし演目は自由。僕たちは舞台の上で生き続けている。

　ラガジュを楽しませるためじゃなく、自分のために。

　もうこの舞台にプログラムは存在しないから。

　だから──ここからの物語は僕たちが作っていく。

　世界のシステムさえ飛び越こえた、カラフルな未来を。
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おしまい　　









　あとがき







　はじめての方にははじめまして。

　二度目以降の方にはお久しぶりです。というわけで、九ここの重え一いち木きです。


　ガジェット最終巻『生命新約　THE COLORFUL FUTURE』をお届けします。



　この本が出るのがお正月（書店に並ぶのは大おお晦日みそか前）なので、一昨年の七月からはじまり、一年と六ヶ月で完結したことになります。右往左往しながら、なんとか『無む限げん舞ぶ台たい』の終局にたどりつくことができました。

　最後までお付き合いいただいたみなさん、ありがとうございました。




　さてさて。

　ページがちょっと余っているので、サブタイトルのお話など。

　デビュー当時に前担当さんといろいろ打ち合わせた結果、

「毎回サブタイトルには漢字四文字と、なるべく色の名前を入れましょう」

　ということになりました。なったはずでした。

　でも五巻まで並べてみると、「白」と「黒」、「プラチナ色」は無彩さい色しよく。三巻の「赤」は間ま違ちがいなく色だけれど、四巻は「カラーレス」で「色なし」。毎回、色の名前を入れるはずだった当初の予定とはずいぶん違ちがってしまったように見えて──実は、

　光の三原色をすべて混ぜると白になり、

　絵の具をありったけ混ぜると黒になるので、つまり。

　第一巻で使える色は使い果たしていた。ゆえに他ほかの巻は色なしでもＯＫ、なんとすべて計画通りだったという衝しよう撃げきのオチが。

　……ありません。

　本編に合うように付けたら、果てしなく予定とずれていったという理由でありました……。




　それはさておき。

　九重は本を結構たくさん読みます。

　休日になるとあちこち書店をまわって買いあさり、駐ちゆう車しや場の車の中で読んだり、読み終わって続きが読みたくなってそのまま書店に逆ぎやく戻もどりしたり、一～三巻買って読んだあと、別の書店で四～五巻買って読んだあと別の書店で（以下エンドレス）とか。

　で、買ったら、その書店のブックカバーをつけてもらいます。

　ブックカバーをつけて本ほん棚だなに入れると、背表紙＝タイトルが見えなくなります。

　そんなわけで読みたいときは、書店のブックカバーと、本のサイズ、厚み、紙のへたり方、色合いを見て、どれがどの本か区別してたのですが──最近、駅のそばに全国展開中の巨きよ大だい書店ができました。便利なのでそこばっかり寄っていたら本棚の一角が、その書店のブックカバーで染まり……どれがどれだかさっぱり……。

　いや、見ればだいたいわかるんですが。上から見ると黒い部分が多いのがマンガで、少ないのは新書。あとは背表紙の丸まり具合だったり、ページの途と中ちゆうに厚い紙がはさまっていたらライトノベル（チラシが入るので）とか。

　だいたい、三回に一回は読みたい本を引き当てます。

　別な本を引き当てたら……めんどくさくなってそのまま読むので大だい丈じよう夫ぶ。

　よく考えたら、あまり問題はないのでした……。




　問題があるとしたら廊ろう下かの、そろそろ棚たな板いたがきしみはじめた本棚。

　一応、倒たおれないように左右をフックで止めて、上から突つっ張ぱり棒を仕込んであります。

　ついでに動かないようにまじないとして、不動明王の真言が載のってる本を置いてあります（……なにかが違う）。

　そんなわけで九重は、安心して今日も本を溜ため込んでいるのでした。




　ではでは、最後に、お世話になった方々にお礼を。

　イラストの植うえ田だ亮りようさん。最後まで美び麗れいなイラストをありがとうございました。五巻まで総勢二十名を超こえるキャラクターを描えがいていただいた上に、今回はメインキャラ総出演の集合イラストまでいただきました。口絵を担当さんに見せてもらった瞬しゆん間かん、度ど肝ぎもを抜ぬかれました。

　本当に言葉に言い表せないくらい感謝してます。ありがとうございました！

　担当のＴさんにもお礼を。いつも地元まで打ち合わせに来ていただいてありがとうございます。そのうちこちらからも伺うかがいます。編集部までの道のりは覚えたので大丈夫です。というか、九重の脳内にある飯田橋の地図には編集部までのルートしか存在しません。その他は別次元です。もし迷い込んだとしても戻ってきますので、これからもよろしくお願いします。




　最後に、最終巻までお付き合いいただいた読者のみなさんにも、超ちよう特大の感謝を。

　ガジェットはこれでおしまいですが、ただいま次回作の準備中です。大晦日に本書を手に取られた方には来年の、年明けに読んでる方には今年の春くらいにお届けできる予定です。

　それではまた、お会いできることを願って。





二〇一〇年　一二月　　　九重　一木　　
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